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　　　　　〃　　　　　　　　　　　について法人内で検討しているか。
（平成18年度実績）

　　　　　〃　　　　　　　　　　　で具体的に改善した事柄はあるか。
（平成18年度実績）

確認事項

学外委員からの法人運営に関する意見があったか。（平成18年度実績）

評価結果を踏まえた配分見直しの検討を行っているか。（平成18年度実績）

（添付資料）

３－３．経営協議会で学外委員からの意見を積極的に取り上げるための体
制・取組例

平成19年度予算
平成17年度決算

資源配分に関して中間・事後評価が実施されたか。（平成18年度実績）

（添付資料）
２－１．中間・事後評価実施規程等、体制の整備が確認できる資料

○外部有識者の積極的活用を行っているか。（資料３関係）

２－３．資源配分方針、配分実績が確認できる資料、見直しを行っていれ
ば見直し状況が確認できる資料

２－２．評価の実施状況や評価実績等が確認できる資料

確認事項

法人内における資源配分が適切かつ効果的に行われたかどうかを検証する仕
組みが整備されているか。（～平成18年度）

「各法人共通の資料・データ一覧」

○法人としての総合的な観点から戦略的・効果的な資源配分が行われているか。（資料１関係）

○法人内における資源配分に対する中間評価・事後評価を行い、必要に応じて資源配分の修正が行
われているか。（資料２関係）

確認事項

学長等の裁量の予算、定員・人件費を設定しているか。（平成18年度実績）

（添付資料）

助教の配置に向けた検討が行われているか。（平成18年度実績）

１－２．学長等裁量分の額、人数、配分方法（決定体制を含む）、配分対
象

（１）業務運営の改善及び効率化

１－１．学長等裁量予算、定員・人件費の配分方針

１－３．助教の配置に向けた検討状況が確認できる資料

役員報酬規程・退職手当規程の変更

３－２．経営協議会の学外委員からの意見を法人運営の改善に活用した、
主な取組事例

年度計画の策定・変更

その他会計規程、学則等の変更

３－１．経営協議会の議事録又は議事要旨
（平成18年度における経営協議会の開催回数　４回）

中期目標・中期計画の変更

経営協議会において、法令で規定されている以下の審議事項が審議
されているか。（平成18年度実績）
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監査の結果、監事からの指摘事項があったか。（平成18年度実績）

平成１８年度における人件費削減にかかる取組が、年度計画を達成している
かどうか。

９－２－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料

部局等の自己収入増加についてインセンティブを付与しているか。
（平成18年度実績）

５－２．随意契約に係る情報公開の取組

５－１．部局の外部資金受入額の予算配分への反映によるインセンティブ
付与の内容がわかる資料

随意契約に係る情報公開等を通じて契約の適正化を図っているか。
（～平成18年度）

５－３．その他、随意契約の適正化に向けた取組

９－２－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに
対する平成18年度の対処の有無の一覧表

○人件費等の必要額を見通した財政計画の策定や適切な人員管理計画の策定等を通じて、人件費削
減に向けた取組が行われているか。（資料６関係）

確認事項

（添付資料）

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－２関係）

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－１関係）

確認事項

９－１－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料

（添付資料）

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

９－１－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに
対する平成18年度の対処の有無の一覧表

確認事項

監事監査計画に基づく監事監査（業務監査・会計監査）が実施されているか
（平成18年度実績）

○監査機能の充実が図られているか。（資料４関係）

４－４．内部監査の指摘事項を法人運営の改善に活用した、主な取組事例

事務局から独立した監事補佐体制は整備されているか。（平成18年度実績）

４－１．監事監査計画書及び監事監査報告書

内部監査計画に基づく内部監査が実施されているか。（平成18年度実績）

監事からの指摘事項で具体的に改善した事柄はあるか。（平成18年度実績）

（添付資料）

４－２．監事の指摘事項を法人運営の改善に活用した、主な取組事例
４－３．内部監査・計画書及び内部監査報告書

（２）財務内容の改善

○財務内容の改善・充実が図られているか。（資料５関係）

確認事項

（添付資料）

（添付資料）

確認事項

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

６－１．人件費削減計画及び削減実績
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長期的な視点に立ったキャンパス計画等を策定し一貫性をもって施設の整備
が行われているか。（～平成18年度）

７－４．共同利用スペースの確保状況

確認事項

災害、事件・事故、薬品管理等に対する予防的措置が講じられてい
るか。（～平成18年度）

施設・設備の有効活用が行われているか。（平成18年度実績）

○危機管理への対応策が適切にとられているか。（資料８関係）

（添付資料）

確認事項

（４）その他の業務運営に関する重要事項

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

（３）自己点検・評価及び情報提供

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－３関係）

７－２．中長期的な視点に立ったキャンパス計画等の策定状況
７－３．既存施設・設備の有効活用への取組状況

施設の維持管理が計画的に行われているか。（平成18年度実績）

省エネルギー対策等の推進や温室効果ガス排出削減などの環境保全対策に関
する取組が行われているか。（～平成18年度）

（添付資料）
７－１．施設マネジメントの体制・活動状況

施設マネジメントの実施体制が整備され活動が行われているか。
（平成18年度実績）

７－６．環境保全対策の取組状況
７－５．施設の維持管理の計画及び実施状況

確認事項

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。（資料９－４関係）

（添付資料）

９－３－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに
対する平成18年度の対処の有無の一覧表

９－３－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料

研究費の不正使用防止のための体制、ルールを整備しているか。
（～平成18年度）

○施設マネジメント等が適切に行われているか。（資料７関係）

８－２．研究費の不正使用防止のための体制、ルールの整備状況

８－１．安全衛生講習の実施、予防訓練、啓発活動等、事件・事故防止に
向けた取組

確認事項

評価委員会の評価結果（課題として指摘された事項）を検討・反映したか。

（添付資料）

９－４－１．平成17年度評価結果で課題として指摘された事項及びそれに
対する平成18年度の対処の有無の一覧表

９－４－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及び裏付け資料



４－４．内部監査の指摘事項を法人運営の改善に活
用した、主な取組事例

・経営協議会の意見の反映の具体例（H16～18）

・監事監査計画書

・監事の意見の反映の具体例

・平成18年度内部監査実施及び監査補助員の委嘱
以来について(18.9.19)／監査報告書、平成18年度内
部監査実施について(18.11.24)／監査報告書、平成
18年度内部監査実施について(19.3.29)／監査報告
書

・監事監査報告書

○監査機能の充実が図られているか。

・内部監査の指摘事項反映の具体例

・「平成１８年度学長裁量経費の配分について」　（配
分実績額、配分先等が確認できる資料）

・「平成１８年度学長裁量経費について（通知）」（配分
方針、配分方法、配分対象が分かる資料）

・予算編成方針（資源配分方針が確認できる資料）

指定された添付資料

○外部有識者の積極的活用を行っているか。

３－３．経営協議会で学外委員からの意見を積極的
に取り上げるための体制・取組例

（提出した資料の名前）

・理事室等の体制（平成１８年度）
・東京芸術大学理事室規則

・経営協議会議事要録（第１６回～第１９回）

３－２．経営協議会の学外委員からの意見を法人運
営の改善に活用した、主な取組事例

２－３．資源配分方針、配分実績が確認できる資
料、見直しを行っていれば見直し状況が確認できる
資料

３－１．経営協議会の議事録又は議事要旨
（平成18年度における経営協議会の開催回数　４回）

・学校教育法改正に伴う教員組織の整備について

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

○法人内における資源配分に対する中間評価・事後評価を行い、必要に応じて資源配分の修正が行われ
ているか。

２－１．中間・事後評価実施規程等、体制の整備が
確認できる資料

「提出した資料の名前一覧」

○法人としての総合的な観点から戦略的・効果的な資源配分が行われているか。

１－１．学長等裁量予算、定員・人件費の配分方針

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

・「平成１８年度学長裁量経費の配分について」　（配
分実績額、配分先等が確認できる資料）

・「平成１８年度学長裁量経費について（通知）」（配分
方針、配分方法、配分対象が分かる資料）

１－２．学長等裁量分の額、人数、配分方法（決定
体制を含む）、配分対象

（１）業務運営の改善及び効率化

・予算調整会議要項（体制の整備が確認できる資料）

・学長裁量経費実施報告書例

１－３．助教の配置に向けた検討状況が確認できる
資料

２－２．評価の実施状況や評価実績等が確認できる
資料

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

４－２．監事の指摘事項を法人運営の改善に活用し
た、主な取組事例

４－３．内部監査・計画書及び内部監査報告書

４－１．監事監査計画書及び監事監査報告書

※学長裁量経費については１－１，１－２と同
資料のため、  １－１，１－２を参照願う。



・東京芸術大学人件費削減計画

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。

指定された添付資料

・「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果
の課題」の改善実行計画書」

・中期計画における総人件費改革を踏まえた人件費
削減目標値について
・東京芸術大学人件費削減計画
・人件費削減実績

・中期計画における総人件費改革を踏まえた人件費
削減目標値について

９－１－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及
び裏付け資料

９－１－１．平成17年度評価結果で課題として指摘
された事項及びそれに対する平成18年度の対処の有
無の一覧表

５－２．随意契約に係る情報公開の取組

５－３．その他、随意契約の適正化に向けた取組

・随意契約に係る情報公開の取組について
・東京芸術大学政府調達協定実施規則
・東京芸術大学建設工事等随意契約実施要項
・随意契約締結一覧

６－１．人件費削減計画及び削減実績

（２）財務内容の改善

・「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果
の課題」の改善実行計画書」

（提出した資料の名前）

・監査室体制図
・監査室規則
・再任評価実施要項

○財務内容の改善・充実が図られているか。

５－１．部局の外部資金受入額の予算配分への反映
によるインセンティブ付与の内容がわかる資料

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

・間接経費の配分に関する申合せ、間接経費配分実
績

○人件費等の必要額を見通した財政計画の策定や適切な人員管理計画の策定等を通じて、人件費削減に
向けた取組が行われているか。

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

（提出した資料の名前）指定された添付資料

９－２－１．平成17年度評価結果で課題として指摘
された事項及びそれに対する平成18年度の対処の有
無の一覧表

９－２－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及
び裏付け資料

・人件費削減実績

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。

※９－１－１，９－２－１，９－３－１，９
－４－１は、すべて共通の資料のため、イン
デックス番号「９」を参照。

※インデックス番号「９」を参照。

※６－１と同資料のため、
   ６－１を参照願う。



（提出した資料の名前）指定された添付資料

・平成１８年度における環境物品等の調達実績の概
要

７－３．既存施設・設備の有効活用への取組状況

・東京芸術大学における教育研究施設の有効活用に関す
る規則
・東京芸術大学における教育研究施設の有効活用に関す
る内規

７－５．施設の維持管理の計画及び実施状況 ・営繕事業計画

・施設点検・評価、有効活用のルールと体制７－４．共同利用スペースの確保状況

・省エネルギーの推進について

○危機管理への対応策が適切にとられているか。

８－２．研究費の不正使用防止のための体制、ルー
ルの整備状況

８－１．安全衛生講習の実施、予防訓練、啓発活動
等、事件・事故防止に向けた取組

・労働安全衛生マネジメントシステム基本規程(素案)
・危険有害要因及び実施事項管理規程(素案)
・事件対策マニュアル（２種類）
・排水および廃棄物の取扱マニュアル（美術学部）

・東京芸術大学の科学研究費補助金等に関する事
務体制について（平成18年度）
・東京芸術大学科学研究費補助金等経理事務取扱
規則
・東京芸術大学科学研究費補助金等の資金立替取
扱要項

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

・労働安全衛生マネジメントシステム基本規程(素案)
・危険有害要因及び実施事項管理規程(素案)
・事件対策マニュアル（２種類）

・「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果
の課題」の改善実行計画書」

９－４－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及
び裏付け資料

７－６．環境保全対策の取組状況

・環境物品等の調達の推進を図るための方針

９－３－１．平成17年度評価結果で課題として指摘
された事項及びそれに対する平成18年度の対処の有
無の一覧表

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。

（提出した資料の名前）指定された添付資料

（４）その他の業務運営に関する重要事項

○施設マネジメント等が適切に行われているか。

・外部評価資料（抜粋）
・本学公式Webサイトのリニューアルについて

９－３－２．評価結果の検討・反映の具体的内容及
び裏付け資料

７－１．施設マネジメントの体制・活動状況
・施設マネジメント推進体制（図）
・東京芸術大学施設・環境部会規則

・キャンパスプラン報告書
・「設備マスタープラン」の検討について

７－２．中長期的な視点に立ったキャンパス計画等
の策定状況

（３）自己点検・評価及び情報提供

・「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果
の課題」の改善実行計画書」

指定された添付資料 （提出した資料の名前）

○従前の業務実績の評価結果について運営に活用しているか。

９－４－１．平成17年度評価結果で課題として指摘
された事項及びそれに対する平成18年度の対処の有
無の一覧表

※インデックス番号「９」を参照。

※インデックス番号「９」を参照。

※８－１と同資料のため、
   ８－１を参照願う。
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１
８
芸
会
第

５
－
１

号
平
成
１
８
年
５
月
１
５
日

事
務
局
長
（
総
務
・
会
計
・
施
設
）

事
務
局
長
（
学
生
課
長
・
入
学
主
幹
）

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長

芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
長

美
術

学
部

長
音

楽
学

部
長

（
演
芸
セ
・
言
ト
レ
含
む
）

附
属
図
書
館
長

殿
大
学
美
術
館
長

教
育
・
学
生
支
援
室
長

研
究
推
進
室
長

国
際
交
流
室
長

出
版
・
著
作
権
管
理
局
長

管
理
・
運
営
室
長

企
画
・
評
価
室
長

社
会
連
携
室
長

学
長

宮
田

亮
平

（
公

印
省

略
）

平
成
１
８
年
度
学
長
裁
量
経
費
に
つ
い
て
（
通
知
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
別
添
公
募
要
領
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
，
貴
部
局
に
お
い
て
要
求
書
等
を
お
取
り
ま
と
め
の
上
，
下
記
に
よ
り
提
出
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
，
採
択
に
か
か
る
審
査
を
，
管
理
・
運
営
室
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
，
提
出
期
限
に
つ
い

て
は
厳
守
願
い
ま
す
。
審
査
に
支
障
の
な
い
要
求
書
が
期
限
ま
で
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
，
審
査
の
対
象

と
し
ま
せ
ん
の
で
，
ご
了
承
願
い
ま
す
。

記

区
分

提
出
期
限

提
出
部
数

提
出

先

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

平
成
１
８
年

Ａ
．
学
内
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

６
月

９
日

１
部

［
別
紙
様
式
１
－
１
］

（
金
）

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

平
成
１
８
年

Ｂ
．
学
長
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

月
日

１
部

Ｃ
．
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
申
請
書

（
）

［
別
紙
様
式
１
－
２
～
３
］

（
未

定
）

会
計
課
財
務
係

同
上
実
施
報
告
書

［
別
紙
様
式
３
－
１
～
３
］

平
成
１
９
年

１
部

４
月
２
０
日

同
上
研
究
成
果
報
告
書

（
金
）

１
０
部

平
成
１
８
年

教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
要
求
書
［
別
紙
様
式
２
］

６
月

９
日

１
部

（
金
）

別
添

平
成
１
８
年
度
学
長
裁
量
経
費
公
募
要
領

Ⅰ
．
【
教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
】

Ａ
．
学
内
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
本
学
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
公
募
す

る
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
は
，
要
求
書
［
別
紙
様
式
１
－
１
］
を
作
成
し
，
各
部
局
長
を
通
じ
学
長

へ
提
出
す
る
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
期
間
は
，
原
則
と
し
て
単
年
度
と
す
る
。
複
数
年
度
に
わ
た
る
計
画
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
申
請
も
可
能
と
す
る
が
，
２
年
目
以
降
の
採
択
を
保
障
す
る
も
の
で
は

な
い
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
及
び
予
算
額
の
決
定
は
，
書
面
審
査
等
に
よ
り
学
長
が
行
う
。

Ｂ
．
学
長
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
マ
は
，
未
定
で
あ
る
。
テ
ー
マ
が
決
定
次
第
，
公
募
す
る
。

・
上
記
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
公
募
す
る
。

・
意
欲
あ
る
教
員
は
，
チ
ー
ム
を
編
成
し
，
上
記
の
い
ず
れ
か
の
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
企
画
を

学
長
に
提
出
す
る
。
［
別
紙
様
式
１
－
２
］

・
個
々
の
企
画
案
に
つ
い
て
学
長
が
調
整
の
上
，
採
択
す
る
。

Ｃ
．
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
マ
は
，
未
定
で
あ
る
。
テ
ー
マ
が
決
定
次
第
，
公
募
す
る
。

・
上
記
の
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
に
当
り
，
各
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

を
公
募
す
る
。

・
い
ず
れ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
い
教
員
は
，
参
加
し
て
実
施
し
た
い
事
柄
を
文
書
に
し
て

学
長
に
提
出
す
る
。
［
別
紙
様
式
１
－
３
］

・
学
長
が
調
整
の
上
，
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
決
定
す
る
。

・
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
，
学
長
と
と
も
に
担
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
計
画
を
詰
め
，
学
長
と

綿
密
な
連
絡
を
と
り
つ
つ
実
行
す
る
。
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＊
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
事
項

・
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
は
研
究
終
了
後
，
実
施
報
告
書
［
別
紙
様
式
３
－
１
～
３
］

及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ
る
研
究
成
果
報
告
書
を
学
長
に
提
出
す
る
。

・
研
究
終
了
後
，
学
内
に
お
い
て
研
究
発
表
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ⅱ
．
【
教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
】

１
.
１
件
の
金
額
が
1,000万

円
以
下
の
も
の
。

２
.
採
択
の
決
定

採
択
及
び
採
択
額
の
決
定
は
，
書
面
審
査
等
に
よ
り
学
長
が
行
う
。

３
.
応
募
方
法

要
求
書
［
別
紙
様
式
２
］
を
作
成
し
，
各
部
局
長
を
通
じ
学
長
へ
提
出
す
る
。

（
各
部
局
に
お
い
て
要
求
書
に
要
求
順
位
を
付
し
提
出
す
る
。
）

Ⅲ
．
要
求
書
及
び
実
施
報
告
書
の
提
出
期
限
等

区
分

提
出
期
限

提
出
部
数

提
出

先

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

平
成
１
８
年

Ａ
．
学
内
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

６
月

９
日

１
部

［
別
紙
様
式
１
－
１
］

（
金
）

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

平
成
１
８
年

Ｂ
．
学
長
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

月
日

１
部

Ｃ
．
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
申
請
書

（
）

［
別
紙
様
式
１
－
２
～
３
］

（
未

定
）

会
計
課
財
務
係

同
上
実
施
報
告
書

［
別
紙
様
式
３
－
１
～
３
］

平
成
１
９
年

１
部

４
月
２
０
日

同
上
研
究
成
果
報
告
書

（
金
）

１
０
部

平
成
１
８
年

教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
要
求
書
［
別
紙
様
式
２
］

６
月

９
日

１
部

（
金
）

１
８
芸
会
第

５
－
２

号
平
成
１
８
年
６
月
３
０
日

事
務
局
長
（
総
務
・
会
計
・
施
設
）

事
務
局
長
（
学
生
課
長
・
入
学
主
幹
）

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長

芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
長

美
術

学
部

長
音

楽
学

部
長

（
演
芸
セ
・
言
ト
レ
含
む
）

附
属
図
書
館
長

殿
大
学
美
術
館
長

教
育
・
学
生
支
援
室
長

研
究
推
進
室
長

国
際
交
流
室
長

出
版
・
著
作
権
管
理
局
長

管
理
・
運
営
室
長

企
画
・
評
価
室
長

社
会
連
携
室
長

学
長

宮
田

亮
平

（
公

印
省

略
）

平
成
１
８
年
度
学
長
裁
量
経
費
に
つ
い
て
（
通
知
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
，
別
添
公
募
要
領
の
と
お
り
公
募
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
，
貴
部
局
に
お
い
て
要
求
書
等
を
お
取
り
ま
と
め
の
上
，
下
記
に
よ
り
提
出
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
，
採
択
に
か
か
る
審
査
を
，
管
理
・
運
営
室
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
，
提
出
期
限
に
つ
い

て
は
厳
守
願
い
ま
す
。
審
査
に
支
障
の
な
い
要
求
書
が
期
限
ま
で
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
，
審
査
の
対
象

と
し
ま
せ
ん
の
で
，
ご
了
承
願
い
ま
す
。

記

区
分

提
出
期
限

提
出
部
数

提
出

先

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

Ａ
．
学
内
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

既
に
公
募
済
み

１
部

［
別
紙
様
式
１
－
１
］

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

平
成
１
８
年

Ｂ
．
学
長
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

９
月

８
日

１
部

Ｃ
．
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
申
請
書

（
金
）

［
別
紙
様
式
１
－
２
～
３
］

会
計
課
財
務
係

同
上
実
施
報
告
書

［
別
紙
様
式
３
－
１
～
３
］

平
成
１
９
年

１
部

４
月
２
０
日

同
上
研
究
成
果
報
告
書

（
金
）

１
０
部

教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
要
求
書
［
別
紙
様
式
２
］

既
に
公
募
済
み

１
部
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別
添

平
成
１
８
年
度
学
長
裁
量
経
費
公
募
要
領

Ⅰ
．
【
教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
】

Ａ
．
学
内
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
・
・
既
に
公
募
通
知
済
み

・
本
学
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
課
題
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
公
募
す

る
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
は
，
要
求
書
［
別
紙
様
式
１
－
１
］
を
作
成
し
，
各
部
局
長
を
通
じ
学
長

へ
提
出
す
る
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
期
間
は
，
原
則
と
し
て
単
年
度
と
す
る
。
複
数
年
度
に
わ
た
る
計
画
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
申
請
も
可
能
と
す
る
が
，
２
年
目
以
降
の
採
択
を
保
障
す
る
も
の
で
は

な
い
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
及
び
予
算
額
の
決
定
は
，
書
面
審
査
等
に
よ
り
学
長
が
行
う
。

Ｂ
．
学
長
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
芸
術
分
野
の
評
価
の
在
り
方
，
評
価
方
法
に
関
す
る
研
究
（
１
６
年
度
よ
り
継
続
）

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
特
性
に
応
じ
た
評
価
の
在
り
方
，
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
本
学
に
お
け
る
知
的
財
産
戦
略
に
関
す
る
研
究
（
１
７
年
度
よ
り
継
続
）

特
許
権
や
著
作
権
等
の
知
的
財
産
を
本
学
に
お
い
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
研
究

・
上
記
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
公
募
す
る
。

・
意
欲
あ
る
教
員
は
，
チ
ー
ム
を
編
成
し
，
上
記
の
い
ず
れ
か
の
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
企
画
を

学
長
に
提
出
す
る
。
［
別
紙
様
式
１
－
２
］

・
個
々
の
企
画
案
に
つ
い
て
学
長
が
調
整
の
上
，
採
択
す
る
。

Ｃ
．
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
て
行
う
学
外
拠
点
形
成
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
１
８
年
度
新
規
)

②
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
早
期
英
才
教
育
の
在
り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
１
６
年
度
よ

り
継
続
）

・
上
記
の
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
に
当
り
，
各
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

を
公
募
す
る
。

・
い
ず
れ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
い
教
員
は
，
参
加
し
て
実
施
し
た
い
事
柄
を
文
書
に
し
て

学
長
に
提
出
す
る
。
［
別
紙
様
式
１
－
３
］

・
学
長
が
調
整
の
上
，
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
決
定
す
る
。

・
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
，
学
長
と
と
も
に
担
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
計
画
を
詰
め
，
学
長
と

綿
密
な
連
絡
を
と
り
つ
つ
実
行
す
る
。

＊
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
通
事
項

・
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
者
は
研
究
終
了
後
，
実
施
報
告
書
［
別
紙
様
式
３
－
１
～
３
］

及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ
る
研
究
成
果
報
告
書
を
学
長
に
提
出
す
る
。

・
研
究
終
了
後
，
学
内
に
お
い
て
研
究
発
表
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ⅱ
．
【
教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
】
・
・
・
既
に
公
募
通
知
済
み

１
.
１
件
の
金
額
が
1,000万

円
以
下
の
も
の
。

２
.
採
択
の
決
定

採
択
及
び
採
択
額
の
決
定
は
，
書
面
審
査
等
に
よ
り
学
長
が
行
う
。

３
.
応
募
方
法

要
求
書
［
別
紙
様
式
２
］
を
作
成
し
，
各
部
局
長
を
通
じ
学
長
へ
提
出
す
る
。

（
各
部
局
に
お
い
て
要
求
書
に
要
求
順
位
を
付
し
提
出
す
る
。
）

Ⅲ
．
要
求
書
及
び
実
施
報
告
書
の
提
出
期
限
等

区
分

提
出
期
限

提
出
部
数

提
出

先

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

Ａ
．
学
内
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

既
に
公
募
済
み

１
部

［
別
紙
様
式
１
－
１
］

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

平
成
１
８
年

Ｂ
．
学
長
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
要
求
書

９
月

８
日

１
部

Ｃ
．
学
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
申
請
書

（
金
）

［
別
紙
様
式
１
－
２
～
３
］

会
計
課
財
務
係

同
上
実
施
報
告
書

［
別
紙
様
式
３
－
１
～
３
］

平
成
１
９
年

１
部

４
月
２
０
日

同
上
研
究
成
果
報
告
書

（
金
）

１
０
部

教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
要
求
書
［
別
紙
様
式
２
］

既
に
公
募
済
み

１
部

資料１－１，１－２，２－３
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●学校教育法の改正に伴う教員組織の整備について 

  

※ 本学では、管理・運営室（人事・総務部会）において、学校教育法の改正に伴

う教員組織の整備について、検討を行った。 

※ その結果、その他の制度の整備と合わせて、平成 19 年度からの本学の教育研究

系の職員は、P6のとおりとなった。 

 

   平成１８年度人事・総務部会 議題一覧 

 
（第１回）平成１８年６月５日（月） 

１．人件費削減方策について                                               

２．任期更新時の再任評価基準について 

３．３級助教授の導入について                                             

４．就業規則の改正について 

 （学芸研究員の業務の見直し、退職手当の職員区分規定） 

５．平成１８年度学長裁量経費について 

６．その他 

 
（第２回）平成１８年６月２０日（火） 

１．人件費削減方策について    

２．学校教育法改正に伴う教員組織の整備について 

３．特任教授制度の設置について 

４．新たな労働時間制の導入について 

５．その他 

 
（第３回）平成１８年７月１２日（水） 

１．千住校地開設に伴う就業規則の改正について 

２．人件費削減方策について   

３．招聘教員（仮称）制度の設置について 

４．学校教育法改正に伴う教員組織の整備について 

５．その他 

 
（第４回）平成１８年９月５日（火） 

１．人件費削減計画について  

２．平成１８年度人事院勧告について  

３．任期更新時の再任評価基準について 

４．招聘教員（仮称）制度の設置について  

５．学校教育法改正に伴う教員組織の整備について   

６．その他 

 
（第５回）平成１８年９月１９日（火） 

１．人件費削減計画について  

２．その他 

資料１－３



（第６回）平成１８年１０月１１日（水） 

１．人件費削減計画について  

２．任期更新時の再任評価基準について 

３．招聘教員（仮称）制度の設置について 

４．勤務時間の変更について 

５．その他 

 
（第７回）平成１８年１１月１４日（火） 

１．招聘教員制度（招聘教員制度、特別招聘教授制度）について  

２．学校教育法改正に伴う教員組織（准教授、助教、助手）の整備について 

３．東京芸術大学非常勤講師等の業務の委嘱等に関する取扱要項の一部改正について 

４．就業規則（教員の任期に関する規則）の改正について 

５．その他 

 

（第８回）平成１８年１２月１８日（月） 

１．人件費抑制について 
２．人事院勧告の取扱いについて 
３．新たな勤務時間制度について 
４．東京芸術大学非常勤講師等の業務の移植に関する取扱要項の一部改正について 
５．招聘教員制度（特別招聘教授制度、招聘教員制度）について 
６．学校教育法改正に伴う教員組織（准教授、助教、助手）の整備について 

７．ヘルスキーパー制度について 
８．その他 
 
（第９回）平成１９年１月１８日（木） 

１．就業規則等の改正等（案）について 

２．特任研究員制度について 

３．非常勤助手等にかかる平成１９年度以降の制度変更と内部呼称について 

４．兼業審査について  

５．その他 

 
（第１０回）平成１９年２月７日（水） 

１．特任研究員制度（案）について   

２．東京芸術大学非常勤講師等の業務の委嘱等に関する取扱要項の一部改正について 

３．懲戒制度の整備について 

４．その他 

 



就
業
規
則
改
正
等
（
案
）
全
学
説
明
会
資
料

（
H.19.2.22）

１
ペ
ー
ジ

１
．
就
業
規
則
の
改
正
等
（
修
正
案
）
に
つ
い
て

２
．
人
事
制
度
改
正
（
案
）
概
要

①
人
件
費
抑
制
の
た
め
の
給
与
制
度
改
正
（
案
）

５
ペ
ー
ジ

②
人
事
院
勧
告
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
案
）

７
ペ
ー
ジ

③
新
た
な
勤
務
時
間
制
度
に
つ
い
て
（
案
）

９
ペ
ー
ジ

④
招
聘
教
員
制
度
概
要
（
案
）

１
１

ペ
ー
ジ

（
参
考
：
特
別
招
聘
教
授
制
度
概
要
（
案
））

⑤
准
教
授
、
助
教
及
び
助
手
の
主
な
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
（
案
）

１
７
ペ
ー
ジ

⑥
ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
制
度
に
つ
い
て
（
案
）

２
１

ペ
ー
ジ

⑦
特
任
研
究
員
制
度
の
概
要
（
案
）

２
５

ペ
ー
ジ
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准
教
授
、
助
教
及
び
助
手
の
主
な
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
（
案
）

准
教

授
助

教
(新
)
助

手
(現
)
助

手
職

階
職

種
教

員
教

員
教

員
教

員
研
究
者
区
分

研
究
者

研
究
者

研
究
者
で
は
な
い

研
究
者

(＊
科
学
研
究
費
補
助

金
の
代
表
者
、
分
担

者
に
は
な
れ
な
い
｡)

専
任
教
員
区
分

専
任
教
員
に
含
む

専
任
教
員
に
含
む

専
任
教
員
に
含
ま
な
い

専
任
教
員
に
含
む

業
務
内
容

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、

そ
の
所
属
す
る
組
織

教
授
及
び
助
教
授
の

(学
校
教
育
法

教
育
上
、
研
究
上
又
は

教
育
上
、
研
究
上
又
は
に
お
け
る
教
育
研
究
の

職
務
を
助
け
る
。

第
58条

)
実
務
上
の
優
れ
た
知
識
、
実
務
上
の
知
識
及
び
能
円
滑
な
実
施
に
必
要
な

能
力
及
び
実
績
を
有
す

力
を
有
す
る
者
で
あ
っ
業
務
に
従
事
す
る
。

る
者
で
あ
っ
て
、
学
生

て
、
学
生
を
教
授
し
、

を
教
授
し
、
そ
の
研
究

そ
の
研
究
を
指
導
し
、

を
指
導
し
、
又
は
研
究

又
は
研
究
に
従
事
す
る
。

に
従
事
す
る
。

資
格

次
の
各
号
の
い
ず
れ

次
の
各
号
の
い
ず
れ

次
の
各
号
の
い
ず
れ

次
の
各
号
の
い
ず
れ

(大
学
設
置
基
準
か
に
該
当
し
、
か
つ
、

か
に
該
当
し
、
か
つ
、
か
に
該
当
す
る
者
と
す

か
に
該
当
す
る
者
と
す

第
14条

～
17条

)
大
学
に
お
け
る
教
育
を

大
学
に
お
け
る
教
育
を
る
。

る
。

担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し

担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
①

学
士
の
学
位
（
外

①
学
士
の
学
位
（
外

い
教
育
上
の
能
力
を
有

い
教
育
上
の
能
力
を
有

国
に
お
い
て
授
与
さ

国
に
お
い
て
授
与
さ

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

れ
た
こ
れ
に
相
当
す

れ
た
こ
れ
に
相
当
す

と
す
る
。

と
す
る
。

る
学
位
を
含
む
｡)を

る
学
位
を
含
む
｡)を

①
前
条
各
号
の
い
ず

①
教
授
又
は
准
教
授

有
す
る
者

有
す
る
者

れ
か
に
該
当
す
る
者

の
資
格
要
件
の
各
号
②

前
号
の
者
に
準
ず

②
前
号
の
者
に
準
ず

②
大
学
に
お
い
て
助

の
い
ず
れ
か
に
該
当

る
能
力
を
有
す
る
と

る
能
力
を
有
す
る
と

教
又
は
こ
れ
に
準
ず

す
る
者

認
め
ら
れ
る
者

認
め
ら
れ
る
者

る
職
員
と
し
て
の
経

②
修
士
の
学
位
又
は

歴
（
外
国
に
お
け
る

専
門
職
学
位
（
外
国

こ
れ
ら
に
相
当
す
る

に
お
い
て
授
与
さ
れ

職
員
と
し
て
の
経
歴

た
こ
れ
ら
に
相
当
す

を
含
む
。
）
の
あ
る

る
学
位
を
含
む
｡)を

者
有
す
る
者

③
修
士
の
学
位
又
は

③
専
攻
分
野
に
つ
い

専
門
職
学
位
（
外
国

て
、
知
識
及
び
経
験

に
お
い
て
授
与
さ
れ

を
有
す
る
と
認
め
ら

た
こ
れ
ら
に
相
当
す

れ
る
者

る
学
位
を
含
む
。
）

を
有
す
る
者

④
研
究
所
､試
験
所
、

調
査
所
等
に
在
職
し
､

研
究
上
の
業
績
を
有

す
る
者

⑤
専
攻
分
野
に
つ
い

て
、
優
れ
た
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
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採
用
方
法

原
則
公
募

原
則
公
募
で
あ
る
が
、
原
則
公
募
で
あ
る
が
、

原
則
公
募
で
あ
る
が
、

任
期
が
短
い
た
め
選
考
任
期
が
短
い
た
め
選
考

任
期
が
短
い
た
め
選
考

採
用
も
可
と
す
る
。

採
用
も
可
と
す
る
。

採
用
も
可
と
す
る
。

定
年

６
７
歳

６
０
歳

６
０
歳

６
０
歳

再
任
用
制
度

無
有

有
有

任
期

現
助
教
授
と
同
じ
。

現
助
手
と
同
じ
。

現
助
手
と
同
じ
。

３
年

更
新
な
し
。

た
だ
し
、
一
部
部
局

(＊
助
教
授
か
ら
移
行

(＊
現
助
手
か
ら
移
行
(＊

現
助
手
か
ら
移
行

に
つ
い
て
は
、
１
回
限

し
た
者
に
つ
い
て
は
、

し
た
者
に
つ
い
て
は
、
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

り
更
新
可
。

助
教
授
の
任
期
の
残
任

現
助
手
の
任
期
の
残
任
現
助
手
の
任
期
の
残
任

期
間
と
す
る
。
助
教
授

期
間
と
す
る
。
現
助
手
期
間
と
す
る
。
現
助
手

と
し
て
任
期
が
付
さ
れ

と
し
て
任
期
が
付
さ
れ
と
し
て
任
期
が
付
さ
れ

て
い
な
い
者
は
、
こ
れ

て
い
な
い
者
は
、
こ
れ
て
い
な
い
者
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
同
意
が
得

ま
で
ど
お
り
任
期
制
を
ま
で
ど
お
り
任
期
制
を

ら
れ
る
ま
で
は
任
期
を

適
用
し
な
い
。
)

適
用
し
な
い
。
）

付
さ
な
い
。
)

俸
給

教
育
職
（
一
）
３
級
・

教
育
職
（
一
）
２
級

教
育
職
（
一
）
１
級

教
育
職
（
一
）
２
級

４
級

(＊
現
助
手
か
ら
移
行

し
た
者
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
教
育
職
(一
)

２
級
の
俸
給
を
支
給
す

る
｡)

大
学
院
調
整
額

条
件
に
応
じ
て
、
調

調
整
数
１
を
支
給
す

学
生
指
導
を
担
当
し

調
整
数
１
を
支
給
す

整
数
１
か
ら
３
ま
で
の

る
に
は
、
次
の
条
件
に
な
い
の
で
支
給
し
な
い
。

る
に
は
、
次
の
条
件
に

調
整
数
を
支
給
す
る
。

全
て
合
致
す
る
こ
と
。

全
て
合
致
す
る
こ
と
。

①
基
礎
講
座
、
協
力

①
基
礎
講
座
、
協
力

講
座
又
は
大
学
院
に

講
座
又
は
大
学
院
に

所
属
す
る
助
教

所
属
す
る
助
手

②
助
教
が
直
接
大
学

②
助
手
が
助
け
て
い

院
学
生
を
常
時
指
導

る
教
授
等
が
大
学
院

し
て
い
る
。

学
生
を
常
時
指
導
し

③
十
分
な
指
導
能
力

て
い
る
。

を
有
す
る
。
（
博
士

③
教
授
等
を
助
け
て

の
学
位
、
又
は
同
等

助
手
が
直
接
大
学
院

の
研
究
業
績
を
有
す

学
生
を
指
導
し
て
い

る
｡)

る
。

④
授
業
指
導
の
時
間

④
十
分
な
指
導
能
力

が
、
年
度
を
通
じ
て

を
有
す
る
。
（
博
士

４
単
位
以
上
で
あ
る
｡

の
学
位
、
又
は
同
等

の
研
究
業
績
を
有
す

る
｡)

⑤
授
業
補
助
指
導
及

び
主
任
指
導
教
員
補

助
研
究
指
導
の
合
計

時
間
が
、
４
単
位
相

当
以
上
（
う
ち
、
授

業
補
助
指
導
が
２
単

位
相
当
以
上
）
で
あ

る
。

期
末
・
勤
勉
手

100分
の
10（

別
に
定

経
験
年
数
が
大
卒
後

役
職
加
算
は
な
い
。

経
験
年
数
が
大
卒
後

-
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当
の
役
職
加
算
め
る
４
級
の
職
員
は
100

７
年
以
上
で
あ
れ
ば
、
（
＊

現
助
手
か
ら
移

７
年
以
上
で
あ
れ
ば
、

分
の
15）

の
役
職
加
算

教
育
職
（
一
）
２
級
に
行
し
た
者
に
つ
い
て
は
､
教
育
職
（
一
）
２
級
に

が
あ
る
。

は
100分

の
５
の
役
職

引
き
続
き
教
育
職
(一
)
は
100分

の
５
の
役
職
加

加
算
が
あ
る
。

２
級
で
あ
る
た
め
、
100

算
が
あ
る
。

分
の
５
の
役
職
加
算
が

あ
る
｡)

＊
准
教
授
に
つ
い
て
は
、
現
助
教
授
と
同
じ
労
働
条
件
で
あ
る
。



平成19年3月28日

　平成１９年４月１日以降任用される助教及び助手の職制について、本人の同意を得たうえで、

各部局から下記のとおり報告された。

番号 所　　　属 氏　　名
平成19年4月1日
以降の職制

新規・継続
の別

備　　考

1 美術学部 助　教 新　規

2 美術学部 助　教 継　続

3 美術学部 助　教 新　規

4 美術学部 助　教 継　続

5 美術学部 助　教 継　続

6 美術学部 助　教 継　続

7 美術学部 助　教 新　規

8 美術学部 助　教 継　続

9 美術学部 助　教 継　続

10 美術学部 助　教 新　規

11 美術学部 助　教 継　続

12 美術学部 助　教 継　続

13 美術学部 助　教 新　規

14 美術学部附属写真ｾﾝﾀｰ 助　教 継　続

15 美術学部附属古美術研究施設 助　教 新　規

16 大学院美術研究科 助　教 継　続

17 大学院美術研究科 助　教 継　続

18 音楽学部 助　教 継　続

19 音楽学部 助　教 継　続

20 大学院映像研究科 助　手 継　続

21 大学院映像研究科 助　手 継　続

22 大学美術館 助　教 継　続

23 大学美術館 助　教 継　続

24 言語・音声ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 助　教 新　規

25 演奏芸術センター 助　教 継　続

26 芸術情報センター 助　教 継　続

1 言語・音声ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 助　手 新　規

学校教育法改正に伴う助教及び助手の職制について

記



説明

教　授

准教授

講　師

助　教

助　手
教育研究の円滑な実施に必要な業務に
従事

教頭、教諭及び養護教諭 附属音楽高等学校の教員

Ⅰ種外国人教師 外国語科目または専門教育科目を担当

Ⅱ種外国人教師
美術・音楽分野における専門教育を担
当

招聘教授

招聘准教授

教育研究助手
大学の行う教育及び研究に関して常勤
教員と協同して教育研究業務に従事

学芸研究員
大学美術館の行う美術館業務に関して
常勤教員と協同して学芸業務に従事

特任研究員
大学が行う特定の研究に関して常勤教
員と協同して研究業務に従事

（寄附講座）教授

（寄附講座）准教授

（寄附講座）助教

特別招聘教授 特別招聘教授

国籍を問わず、国内外において、特に
顕著な業績、極めて高度の専門的学識
又は技能を有する者で、本学において
教育研究等業務に従事する教員として
招聘し、期間（３箇月以内）を定めて
業務を委嘱

（連携）教授

（連携）准教授

特別教授 特別教授
企業等に所属して活動している者等
で、企業等の協力の下に教育研究指導
等業務を委嘱

非常勤講師
特定の授業、成績判定又は大学の行う
研究業務を委嘱

学術研究員 学史、紀要の編纂等の業務を委嘱

演奏研究員 伴奏等の業務を委嘱

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ﾃｨｰﾁｬｰ 英会話指導を委嘱

学生の教育研究指導又は研究に従事

外国人教師

国籍を問わず、国内外において、顕著
な業績、高度の専門的学識又は技能を
有する者で、本学において教育研究等
に従事する教員として招聘し、期間
（３箇月をを超え３年以内）を定めて
雇用

業務委託

非常勤講師等

民間等からの寄附により開設された講
座において学生の教育研究指導に従事

教育研究等非常勤
職員

東  京  芸  術  大  学　の　教　育　研　究　系　職　員

本学での分類

非正規職員
（非常勤職員）

東京文化財研究所との連携協定により
文化財保存学（システム保存学）の教
育研究指導を担当

正規職員
（常勤職員）

一般教員
＊短時間勤務制職

員を含む

連携教員

職
員 招聘教員

寄附講座教員



○東京芸術大学予算調整会議要項

平成 年５月 日18 18
学 長 裁 定

（目的及び設置）

第１ 本学の運営費交付金、自己収入、外部資金等の教育研究に関連する資金、資

産等の状況を把握し、予算配分計画の策定を適切かつ円滑に行うため、東京芸術

大学予算調整会議（以下「予算調整会議」という｡)を置く。

（組織）

第２ 予算調整会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。

（１）学長

（２）各理事

（３）各学部長

（４）大学院映像研究科長

（５）附属図書館長

（６）大学美術館長

（７）言語・音声トレーニングセンター長

（８）演奏芸術センター長

（９）保健管理センター所長

（ ) 芸術情報センター長10
（ ）会計課長11
（審議事項）

第３ 予算調整会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。

（１）予算編成に関する事項

（２）予算配分計画の策定に関する事項

（議長）

第４ 予算調整会議に議長を置き、学長をもって充てる。

２ 議長は、予算調整会議を主宰する。

３ 議長に事故あるとき又は欠員のときは、東京芸術大学役員会規則第４条第３項

の規定に基づき、あらかじめ学長が指名した理事が議長の職務を代理し又はその

職務を行う。

（運営）

第５ 予算調整会議は、議長が招集する。

２ 予算調整会議は、構成員の３分の２以上の出席によって成立し、議事は出席し

た者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

３ 前項において、出席できない者は、書面をもって表決をなし、又は他の構成員

に表決を委任することができるものとし、この場合は出席したものとみなす。

（構成員以外の出席）

第６ 議長は必要に応じ、構成員でない者を予算調整会議に出席させ、その意見を

聴くことができる。

（庶務）

第７ 予算調整会議の庶務は、会計課において処理する。

資料２－１



（雑則）

第８ この要項に定めるもののほか、予算調整会議の運営に関し必要な事項は、別

に定める。

附 則

この要項は、平成 年５月 日から施行する。18 18

資料２－１



千円

氏 名

○野田　暉行

○田渕　俊夫

　畑　瞬一郎

　西岡　龍彦

　箕浦　昇一

　藤幡　正樹

区 分 員 数

事　業　費

資料購入費 40

計

平成18年度所要額

　謝金（学外専門家） 10

　通信費

　調査旅費

　事務用品

計

不要額

総　計

※本報告書及び添付資料を検討して、１８年度も継続して配分することを決定した。

当 該 年 度 の
経 費 支 出 実 績 等

300,000

円

30,000

100,000 100,000

149,330

※　次の該当する番号を記入すること。
　　①芸術分野の評価の在り方，評価方法に関する研究
　　②本学における外部資金導入方策に関する研究
　　③本学における知的財産戦略に関する研究

670

600,000

20,000

450,000

平成１７年度教育研究改革・改善プロジェクト経費

Ｂ．学長発信プロジェクト経費報告書

プ ロ ジ ェ ク ト の 組 織
（ 代 表 者 に ○ 印 ）

理事・副学長・教授 総括（～H17.12.20）

　平成17年度における成果の概要は以下のとおり。

・別添資料１のとおり、美術学部の芸大アートデザインセンター（仮称）設
立構想プロジェクトと共同で、H18.1.24、日高国際特許事務所代表取締役　
日高一樹氏を招き、「芸大の知的財産と社会連携」をテーマに意見を聴取し
た。
・別添資料２のとおり、今後の知的財産戦略の検討の上で必要な基本資料の
整備を行った。

　なお、東京芸術大学としてあるべき知的財産戦略の策定に資するため、平
成18年度に学内調査による問題点の洗い出し及びそれを踏まえた専門家から
の意見聴取を実施し、検討を進めたい。

美術学部

成 果 の 概 要

※ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの種類

実 施 額

149,330

円 ※専門家の意見聴取に
ついては、芸大アート
デザインセンター（仮
称）設立構想プロジェ
クト経費で実施した。

延べ人数

20,000 含：紙代等

30,000 30,000

単 価 備 考

大学院映像研究科

所属部局学科等

言語音声ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ長
音楽学部副学部長 主査

美術に関連する知財の調査

映像に関連する知財の調査

金 額

学長裁量経費実施報告書例

音楽学部 音楽に関連する知財の調査

理事・副学長・教授 総括（H17.12.21～）

③

600

プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称
知的財産戦略策定プロジェクト（第１次
プロジェクト）

役 割 分 担

※別添資料につ
いては、添付を
省略します。

資料２－２



※下記は、18年度単年度で実施したものの報告書

（注）1. 8,079 千円

当該年度

総実施額

(注)2.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの計画年次

氏 名

○渡邊健二

　松村誠一郎

区 分 員 数

事　業　費

２０台

計

プ ロ ジ ェ ク ト の 組 織
（ 代 表 者 に ○ 印 ）

8,620,000

芸術情報センター長

所属部局学科等

配分額

(注)1．複数年度計画により採択された場合は，採択された年次毎の額及び総実施額を記入すること。
(注)2．複数年度計画にて採択された場合のみ記入すること。

芸術情報センター

8,079,960

平成１８年度教育研究改革・改善プロジェクト経費

Ａ．学内公募プロジェクト経費報告書

プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称コンピュータ演習室パソコンの更新
実
施
額

成 果 の 概 要

8,079,960

単
価

備 考

当 該 年 度 の
経 費 支 出 実 績

円

(注)2.
 次年次要求の有無

現在，映像や音楽等，実時間を扱うコンテンツ制作の分野では，時代の
要求によりこれまでにない高速な演算スピードを必要とするリアルタイ
ム処理技術が急速に進みつつあり，当センターで授業で使用しているソ
フトウェアもバージョンアップの毎にこの機能が強化される傾向にあ
る。また，平面画像編集のソフトウェアにおいても，より高速なＣＰＵ
を対象にプログラミングされてきており，今回導入したコンピュータに
より，演習授業の内容そのものにかかわる重大なこれらの障害解消がで
き，より高次な演習授業か可能となった。同時にコンピュータの演算能
力が向上しすべての処理が高速化された。またこれ以外の授業において
もスムーズな演習実施が可能となった。

金 額

円

役 割 分 担

パーソナルコン
ピュータ他

資料２－２



平
成
１
８
年
度
予
算
編
成
方
針

１
．
予
算
編
成
手
続
き
に
つ
い
て

１
）

部
局
の
予
算
責
任
者
（
東
京
芸
術
大
学
会
計
通
則
第
８
条
第
２
項
に
定
め
る
予
算
責
任
者
を
言

う
。
以
下
同
じ
。）
は
，
予
算
単
位
に
お
け
る
業
務
と
予
算
執
行
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
る
，
よ
っ
て
，
当
該
部
局
の
予
算
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
平
成
１
６
年
度
決

算
及
び
平
成
１
７
年
度
予
算
執
行
状
況
を
勘
案
し
，
中
期
計
画
に
基
づ
く
平
成
１
８
年
度
年
度
計

画
（
案
）
に
沿
っ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
，
所
要
の
経
費
（
人
件
費
の
支
出
予
定
額
を
含
む
。）

を
と
り
ま
と
め
た
予
算
計
画
書
と
し
て
１
１
月
中
旬
ま
で
に
学
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
予
算
計
画
書
は
，
収
入
と
支
出
の
双
方
の
見
積
り
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
し
，
部
局

の
予
算
責
任
者
は
当
該
部
局
の
経
営
努
力
を
説
明
出
来
る
補
足
説
明
資
料
を
添
付
す
る
も
の
と
す

る
。

２
）

管
理
・
運
営
室
は
学
長
の
命
を
受
け
，
各
部
局
か
ら
の
予
算
計
画
書
に
つ
い
て
，
全
役
員
が
同

席
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
手
続
き
を
経
て
，
全
学
的
観
点
か
ら
検
討
・
整
理
し
た
う
え
で
平
成
１
８

年
度
予
算
案
を
作
成
し
，
学
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３
）
学
長
は
，
平
成
１
８
年
度
本
学
予
算
案
を
，
経
営
協
議
会
の
審
議
の
後
，
役
員
会
の
議
を
経
て
，

事
業
年
度
開
始
前
ま
で
に
年
度
計
画
予
算
と
し
て
決
定
す
る
。

２
．
予
算
編
成
に
お
け
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

１
）

平
成
１
８
年
度
も
，
平
成
１
７
年
度
に
続
い
て
，
い
わ
ゆ
る
効
率
化
係
数
が
適
用
さ
れ
，
運
営

費
交
付
金
が
対
前
年
度
比
△
５
０
，
３
３
３
千
円
（
対
平
成
１
６
年
度
比
△
１
０
１
，
１
７
５
千

円
）
と
な
る
こ
と
か
ら
，
財
政
基
盤
を
計
画
的
に
強
化
し
，
必
要
な
事
業
費
を
確
保
す
る
こ
と
が

最
重
要
課
題
で
あ
る
。

各
部
局
に
お
い
て
は
，
平
成
１
７
年
度
予
算
の
編
成
作
業
と
同
程
度
の
規
模
で
経
費
の
削
減
に

努
め
た
上
で
，
必
要
経
費
を
見
積
も
る
も
の
と
す
る
。

２
）

平
成
１
７
年
度
に
新
た
な
教
育
研
究
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
の
学
年

進
行
に
伴
い
増
加
す
る
経
費
と
，
新
た
に
設
置
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
の
立
ち
上
げ
に
必
要

な
経
費
，
及
び
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
備
整
備
費
並
び
に
音
楽
環
境
創
造
科
の
移
転
費
用
の
確
保

も
，
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

３
）

効
率
化
係
数
の
適
用
に
よ
る
運
営
費
交
付
金
の
減
額
に
対
応
す
る
た
め
，
各
部
局
で
見
積
も
っ

た
自
己
収
入
額
を
確
実
に
確
保
す
る
も
の
と
し
，
平
成
１
６
年
度
実
績
額
を
超
え
て
収
入
を
見
積

も
る
場
合
は
，
そ
の
超
え
た
額
を
原
資
と
し
て
事
業
の
拡
大
を
計
画
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

３
．
人
件
費
の
在
り
方
に
つ
い
て

１
）
人
件
費
の
管
理
に
つ
い
て

平
成
１
６
，
１
７
年
度
は
，「
役
員
，
教
員
，
職
員
，
外
国
人
教
師
，
賃
金
職
員
の
各
人
件
費

は
，
部
局
へ
は
配
分
せ
ず
，
事
務
局
に
お
い
て
一
元
管
理
す
る
。」
と
い
う
方
針
の
下
，
予
算
管

理
を
行
っ
て
い
る
，
今
後
，
効
率
化
係
数
の
適
用
に
よ
り
，
運
営
費
交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
行
く

中
で
，
現
状
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
人
件
費
率
は
ま
す
ま
す
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
，
人
件
費

管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
，
平
成
１
８
年
度
も
引
き
続
き
，
原
則
と
し
て
事
務
局
に
お
い
て
一
元
管
理
を
行
う
が
，

非
常
勤
講
師
手
当
に
つ
い
て
は
，
各
部
局
で
の
検
討
を
経
て
，
一
層
の
節
約
合
理
化
を
進
め
る
も

の
と
す
る
。

ま
た
，
常
勤
教
職
員
等
の
人
件
費
の
節
約
・
合
理
化
も
検
討
を
進
め
る
。

２
）
人
事
院
勧
告
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

「
国
立
大
学
法
人
の
役
職
員
の
給
与
改
定
に
あ
た
っ
て
は
，
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
十
分

考
慮
し
て
適
正
な
給
与
水
準
と
す
る
」
よ
う
，
閣
議
決
定
で
要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
，

平
成
１
７
年
度
人
事
院
勧
告
に
伴
う
役
職
員
の
給
与
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
，
同
勧
告
に
準

拠
し
て
，
基
本
給
は
国
家
公
務
員
並
み
に
引
き
下
げ
，
地
域
手
当
は
基
本
的
に
国
に
準
拠
す
る
も

の
と
す
る
。

但
し
，
個
々
の
教
職
員
に
対
し
て
は
，
平
成
１
７
年
度
人
事
院
勧
告
の
給
与
水
準
を
，
平
成
１

８
年
度
以
降
も
当
分
の
間
保
証
す
る
も
の
と
す
る
。

４
．
平
成
１
８
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
の
主
要
事
項
に
つ
い
て

１
）
部
局
長
裁
量
経
費
の
充
実

寄
附
金
等
か
ら
学
内
共
通
経
費
（
共
通
経
費
・
間
接
経
費
，
等
）
と
し
て
控
除
し
た
額
の
う
ち
，

部
局
に
配
分
す
る
額
を
原
則
と
し
て
部
局
長
の
裁
量
経
費
と
し
て
位
置
付
け
，
部
局
の
教
育
研
究

活
動
の
充
実
・
拡
充
に
あ
て
る
も
の
と
す
る
。

２
）
新
た
な
外
部
資
金
の
確
保
に
つ
い
て

教
員
研
究
費
に
つ
い
て
は
，
科
学
研
究
費
補
助
金
，
科
学
技
術
振
興
調
整
費
に
基
づ
く
受
託
研

究
費
や
文
部
科
学
省
の
「
大
学
改
革
推
進
等
補
助
金
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
，
他
省
庁
の
補
助
金

等
並
び
に
独
立
行
政
法
人
，
民
間
研
究
補
助
団
体
の
研
究
助
成
等
に
も
積
極
的
に
応
募
し
，
運
営

費
交
付
金
に
依
ら
な
い
事
業
費
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

科
学
研
究
費
補
助
金
の
申
請
件
数
は
，
平
成
１
７
年
度
件
数
か
ら
の
倍
増
を
目
指
す
。

３
）
学
長
裁
量
経
費
の
継
続
的
な
確
保
に
つ
い
て

①
平
成
１
８
年
度
に
お
い
て
も
，
平
成
１
７
年
度
と
同
程
度
の
学
長
裁
量
経
費
を
確
保
す
る
。

②
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
，
大
き
な
成
果
が
見
込
ま
れ
る
学
術
的
，
学
際
的
研
究
課
題
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に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
等
へ
，
重
点
的
な
配
分
を
す
る
。

４
）
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
の
学
年
進
行
及
び
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
の
新
設

①
映
像
研
究
科
に
は
所
要
の
経
費
を
配
分
す
る
。

②
運
営
費
交
付
金
で
措
置
さ
れ
る
見
込
み
の
な
い
人
件
費
及
び
各
種
運
営
費
に
つ
い
て
は
，
外
部

資
金
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

③
研
究
科
設
置
場
所
で
あ
る
横
浜
市
と
の
連
携
に
よ
り
，
引
き
続
き
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
図

り
，
運
営
に
あ
た
っ
て
も
横
浜
市
の
協
力
を
得
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５
）
音
楽
研
究
科
音
楽
文
化
学
専
攻
へ
の
改
組
，
及
び
音
楽
学
部
音
楽
環
境
創
造
科
の
移
転

①
運
営
費
及
び
移
転
費
は
既
定
経
費
の
中
で
賄
う
も
の
と
す
る
。

②
運
営
費
交
付
金
で
措
置
さ
れ
る
見
込
み
の
な
い
人
件
費
及
び
設
備
費
に
つ
い
て
は
，
外
部
資
金

を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

③
専
攻
設
置
場
所
で
あ
る
足
立
区
と
の
連
携
に
よ
り
，
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
図
り
，
運
営
に

あ
た
っ
て
も
足
立
区
の
協
力
を
得
て
行
う
も
の
と
す
る
。

６
）
予
備
費
の
計
上
に
つ
い
て

予
算
編
成
時
に
予
測
出
来
な
い
事
態
に
対
応
す
る
た
め
，
平
成
１
７
年
度
と
同
額
程
度
の
予
備
費

を
計
上
す
る
。

７
）
補
正
予
算
の
編
成

当
初
予
算
に
お
い
て
留
保
さ
れ
た
経
費
や
，
自
己
収
入
の
増
減
，
支
出
予
算
額
の
増
減
に
伴
い
予

算
額
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
は
，
速
や
か
に
補
正
予
算
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

予
備
費
を
支
出
予
算
と
し
て
配
賦
す
る
時
も
，
同
様
と
す
る
。

平
成
１
９
年
度
予
算
編
成
方
針

国
立
大
学
法
人
の
財
政
状
況
は
、
運
営
費
交
付
金
が
効
率
化
係
数
に
よ
り
毎
年
減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

学
に
お
け
る
財
務
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
常
経
費
で
あ
る
人
件
費
、
一
般
管
理
費
及
び
水
道
光
熱
費
・
保
守
費
等
の
一
層
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
を
達
成
す
べ
く
平
成
１
９
年
度
の
年
度
計
画
を
着
実
に
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
平
成
１
９
年
度
予
算
編
成
方
針
及
び
予
算
配
分
方
法
を
策
定
す
る
。

ま
た
、
目
的
積
立
金
取
崩
額
は
、
平
成
１
７
年
度
に
承
認
さ
れ
た
目
的
積
立
金
１
億
９
０
０
万
円
及
び
平
成

１
８
年
度
承
認
予
定
の
目
的
積
立
金
（
金
額
未
定
）
を
、
平
成
１
８
年
度
と
同
様
（
３
０
０
０
万
円
配
分
済
）

に
教
育
研
究
の
質
の
向
上
及
び
組
織
運
営
の
改
善
に
充
て
る
た
め
、
７
千
３
百
万
円
を
計
上
す
る
。

１
．
予
算
編
成
方
針

（
１
）
部
局
別
収
入
予
算
及
び
部
局
別
支
出
予
算
の
区
分
は
、
法
人
化
初
年
度
で
あ
る
平
成
１
６
年
度
か
ら

の
区
分
の
と
お
り
と
す
る
。

（
２
）
教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
及
び
教
育
基
盤
設
備
充
実
経
費
の
た
め
並
び
に
人
件
費

枠
と
し
て
学
長
裁
量
経
費
を
計
上
す
る
。

（
３
）
水
道
光
熱
費
・
保
守
費
等
に
つ
い
て
は
、
中
期
目
標
で
あ
る
経
費
節
減
を
図
り
、
効
率
的
・
合
理
的

な
予
算
執
行
を
計
り
つ
つ
学
内
共
通
の
経
費
と
し
て
計
上
す
る
。

（
４
）
効
率
化
係
数
に
よ
る
運
営
費
交
付
金
の
減
額
（
5000万

円
）
へ
の
対
応
は
、
美
術
学
部
に
お
い
て

2558.7万
円
、
音
楽
学
部
に
お
い
て
2441.3万

円
削
減
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
は
人
件
費
削
減
計
画

に
よ
る
削
減
額
を
充
て
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
削
減
額
に
過
不
足
を
生
じ
る
場
合
は
、
物
件

費
に
お
い
て
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

（
５
）
人
件
費
枠
と
し
て
管
理
す
る
予
算
額
に
、
新
規
採
用
時
期
の
遅
れ
や
年
度
中
途
の
退
職
等
に
よ
り
剰

余
が
生
じ
た
場
合
は
、
剰
余
金
と
し
て
繰
り
越
し
、
次
年
度
以
降
の
部
局
配
分
財
源
と
し
て
確
保
し
、

各
部
局
の
人
件
費
削
減
努
力
に
配
慮
し
た
予
算
配
分
を
す
る
。

（
６
）
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
は
、
中
期
計
画
に
添
っ
て
計
上
す
る
。

（
７
）
収
入
が
当
初
部
局
別
収
入
予
算
を
上
回
っ
た
と
き
は
、
補
正
配
分
す
る
。

（
８
）
予
想
で
き
な
い
経
費
の
た
め
の
予
備
費
を
計
上
す
る
。

２
．
予
算
配
分
方
法

（
１
）
役
員
人
件
費
、
教
員
人
件
費
及
び
職
員
人
件
費
は
、
所
要
額
を
配
分
す
る
。

な
お
、
法
人
化
移
行
承
継
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
進
め
る
総
人
件
費
改
革
を
踏
ま
え
た
措
置

を
検
討
す
る
。

（
２
）
非
常
勤
講
師
人
件
費
、
教
育
経
費
、
研
究
経
費
、
教
育
研
究
支
援
経
費
及
び
一
般
管
理
費
は
、
収
入

の
減
及
び
支
出
の
増
へ
の
対
応
経
費
と
し
て
減
額
と
す
る
。

（
３
）
中
期
目
標
・
中
期
計
画
期
間
中
に
、
配
分
予
算
や
外
部
資
金
等
に
よ
っ
て
は
資
金
調
達
が
困
難
な
大

型
設
備
の
整
備
等
を
目
的
と
し
て
必
要
な
経
費
を
学
内
的
に
貸
付
け
、
一
時
的
に
多
額
の
資
金
を
必
要

と
す
る
部
局
独
自
の
事
業
計
画
を
支
援
す
る
「
全
学
共
通
貸
付
金
制
度
」
を
平
成
１
９
年
度
か
ら
創
設

し
「
目
的
積
立
金
」
を
取
り
崩
し
配
分
す
る
。

ま
た
、
返
済
に
つ
い
て
は
、
当
該
部
局
と
調
整
す
る
。

※
各
部
局
別
支
出
予
算
の
配
分
方
針
は
別
紙
の
と
お
り
で
あ
る
。
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（
別
紙
）

部
局
別
支
出
予
算
の
配
分
方
針

１
．
役
員
人
件
費

平
成
１
９
年
度
所
要
額
を
計
上
す
る
。

２
．
教
員
人
件
費

平
成
１
９
年
度
所
要
額
を
計
上
す
る
。

３
．
職
員
人
件
費

平
成
１
９
年
度
所
要
額
を
計
上
す
る
。

４
．
非
常
勤
講
師
人
件
費
／
５
．
教
育
経
費
／
６
．
研
究
経
費
／
７
．
教
育
研
究
支
援
経
費
／
８
．
一
般
管

理
費平
成
１
８
年
度
支
出
予
算
当
初
配
分
額
（
留
保
後
）
と
同
額
を
計
上
す
る
。

但
し
、
収
入
の
減
(1519.3万

円
)及
び
支
出
の
増
(キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
2000

万
円
）
に
対
応
す
る
た
め
、
各
部
局
の
配
分
合
計
額
の
比
率
で
共
通
的
に
削
減
す
る
。（
削
減
率
1.65％

）
９
．
水
道
光
熱
費
・
保
守
費
等

平
成
１
８
年
度
支
出
予
算
当
初
配
分
額
（
留
保
前
）
と
同
額
を
計
上
す
る
。

１
０
．
学
長
裁
量
経
費

平
成
１
８
年
度
支
出
予
算
当
初
配
分
額
と
同
額
を
計
上
す
る
。

１
１
．
予
備
費

収
入
見
込
予
算
額
に
対
す
る
収
入
減
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
等
、
予
測
で
き
な
い
事
態
に
対
応
す
る

リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
予
備
費
を
従
前
ど
お
り
確
保
す
る
。
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第
１
６
回

経
営
協
議
会
議
事
要
録

日
時

平
成
１
８
年
６
月
２
２
日
（
木
）
１
５
時
０
０
分
～
１
６
時
４
０
分

場
所

事
務
局
第
２
会
議
室

出
席
者

宮
田
亮
平
学
長
、
太
田
和
良
幸
理
事
、
玉
井
賢
二
理
事
、

川
井

學
音
楽
学
部
長
、
石
田
義
雄
委
員
、
海
老
澤

敏
委
員
、
高
階
秀
爾
委
員
、

中
村
胤
夫
委
員
、
根
本
二
郎
委
員
、
末
永
壽
男
会
計
課
長

監
事
：
中
島
尚
正
監
事
、
竹
内
雄
也
監
事

欠
席
者

佐
々
木
正
峰
委
員
、
六
角
鬼
丈
美
術
学
部
長

○
議
事
に
先
立
ち
、
議
長
か
ら
下
記
の
と
お
り
４
月
か
ら
委
員
が
交
代
し
た
旨
紹
介
が
あ
っ
た
。

末
永
壽
男
会
計
課
長
（
中
西

満
会
計
課
長
の
後
任
）

○
併
せ
て
陪
席
者
の
異
動
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
紹
介
が
あ
っ
た
。

中
島
尚
正
監
事
、
増
村
紀
一
郎
大
学
美
術
館
長
、
金

昌
国
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
長
、

植
田
淳
一
総
務
課
長
、
湯
浅
芳
雄
学
外
連
携
・
研
究
協
力
課
長
、
成
塚
靜
男
会
計
課
参
事
役
、

岡
信
孝
則
施
設
課
長
、
坂
井
善
一
学
生
課
長

議
題

１
．
平
成
１
９
年
度
概
算
要
求
に
係
る
重
点
事
項
の
概
要
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

２
．
平
成
１
７
年
度
財
務
諸
表
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
審
議
の
中
で
次
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
主
な
意
見
）

・
国
立
大
学
法
人
の
財
務
諸
表
は
民
間
の
そ
れ
と
違
う
の
で
分
か
り
に
く
い
。
大
学
の
お
か
れ
た
状

況
、
問
題
点
、
課
題
等
を
分
析
整
理
し
た
資
料
が
ほ
し
い
。

・
教
育
関
係
事
業
は
長
い
ス
パ
ン
で
見
る
べ
き
で
あ
り
、
短
期
間
で
は
そ
の
効
果
は
現
れ
に
く
い
。

３
．
平
成
１
８
年
度
収
入
・
支
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

４
．
平
成
１
７
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
総
務
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
審
議
の
中
で
次
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
主
な
意
見
）

・
広
報
戦
略
は
重
要
な
経
営
戦
略
で
あ
り
、
広
報
室
を
設
置
し
て
対
応
す
る
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る

が
、
学
部
を
超
え
た
広
報
戦
略
は
双
方
の
調
整
を
十
分
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
知
的
財
産
戦
略
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
具
体
的
な
知

的
財
産
の
活
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
監
査
室
を
設
置
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
構
築
し
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。

・
共
同
購
入
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
経
費
削
減
の
効
果
を

分
析
し
、
質
と
効
果
を
維
持
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
非
常
勤
講
師
の
全
体
枠
を
抑
制
し
て
い
る
が
、
教
育
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
美
術
館
だ
け
で
は
な
く
、
楽
器
・
音
楽
資
料
の
資
料
館
を
設
置
し
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

５
．
大
学
院
映
像
研
究
科
博
士
後
期
課
程
「
映
像
メ
デ
ィ
ア
学
専
攻
」
の
設
置
申
請
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
総
務
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
及
び
連
絡
事
項

１
．
東
京
芸
術
大
学
会
計
通
則
の
一
部
を
改
正
す
る
通
則
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

２
．
藝
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
藝
大
フ
レ
ン
ズ
の
寄
附
金
の
受
入
状
況
（
平
成
１
８
年
１
月
～
３
月
分
）
に

つ
い
て

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

３
．
「
エ
ル
ン
ス
ト
・
バ
ル
ラ
ハ
展
」
入
館
者
数
に
つ
い
て

大
学
美
術
館
事
務
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

４
．
そ
の
他

特
に
な
し

資料３－１
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第
１
７
回

経
営
協
議
会
議
事
要
録

日
時

平
成
１
８
年
９
月
２
８
日
（
木
）
１
５
時
０
０
分
～
１
６
時
３
０
分

場
所

事
務
局
第
２
会
議
室

出
席
者

宮
田
亮
平
学
長
、
太
田
和
良
幸
理
事
、
玉
井
賢
二
理
事
、

六
角
鬼
丈
美
術
学
部
長
、
川
井

學
音
楽
学
部
長
、
石
田
義
雄
委
員
、
佐
々
木
正
峰
委
員
、

高
階
秀
爾
委
員
、
中
村
胤
夫
委
員
、
根
本
二
郎
委
員
、
末
永
壽
男
会
計
課
長

監
事
：
中
島
尚
正
監
事
、
竹
内
雄
也
監
事

欠
席
者

海
老
澤

敏
委
員

議
題

１
．
東
京
藝
術
大
学
人
件
費
削
減
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
太
田
和
理
事
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
審
議
の
中
で
、
次
の
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
た
。

（
主
な
意
見
・
質
問
）

・
大
学
全
体
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

（
中
期
財
政
計
画
を
立
て
て
今
後
の
財
務
状
況
を
把
握
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
）

・
人
員
削
減
後
の
業
務
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
事
務
組
織
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
効
率
化
、
事
務
組
織
改
組
、
再
雇
用
制
度
の
運
用
等
で
対
応

す
る
。
教
育
組
織
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
非
常
勤
の
教
員
を
配
置
し

て
対
応
す
る
。
）

２
．
平
成
１
９
年
度
予
算
の
編
成
方
針
表
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

３
．
東
京
藝
術
大
学
学
長
選
考
会
議
の
交
代
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
総
務
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

４
．
そ
の
他

特
に
な
し

報
告
及
び
連
絡
事
項

１
．
東
京
芸
術
大
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

池
田
学
長
特
命
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

２
．
平
成
１
７
事
業
年
度
財
務
諸
表
の
承
認
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

３
．
国
立
大
学
法
人
の
平
成
１
７
事
業
年
度
財
務
諸
表
の
概
要
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

４
．
平
成
１
９
年
度
概
算
要
求
事
項
の
概
要
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

５
．
大
学
院
映
像
研
究
科
博
士
後
期
課
程
「
映
像
メ
デ
ィ
ア
学
専
攻
」
の
設
置
申
請
に
係
る
補
足
意
見
に

つ
い
て

総
務
課
長
か
ら
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
主
な
内
容
）

・
９
月
７
日
に
補
正
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・
「
設
置
の
趣
旨
、
必
要
性
及
び
教
員
組
織
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
意
見
は
な
し
。

・
「
教
育
課
程
」
に
つ
い
て
、
若
干
の
補
正
意
見
が
あ
り
説
明
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
回
答
案
を
１
０
月
５
日
に
文
部
科
学
省
へ
提
出
予
定
。

・
１
１
月
末
に
結
論
が
出
さ
れ
る
予
定
。

６
．
国
立
大
学
法
人
の
平
成
１
７
年
度
実
績
報
告
書
に
関
す
る
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
及
び
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果
（
原
案
）
に
つ
い
て

総
務
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

７
．
映
像
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
設
置
記
念
式
典
及
び
新
港
校
舎
開
所
式
に
つ
い
て

総
務
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

８
．
千
住
校
地
の
開
所
式
に
つ
い
て

総
務
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

９
．
平
成
１
８
年
度
寄
附
金
受
入
状
況
（
平
成
１
８
年
４
月
～
６
月
）
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

１
０
．
藝
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
藝
大
フ
レ
ン
ズ
の
寄
附
金
の
受
入
状
況
（
平
成
１
８
年
４
月
～
６
月
）
に

つ
い
て

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

１
１
．
「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
展
」
の
終
了
に
つ
い
て

大
学
美
術
館
事
務
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

併
せ
て
、
開
催
中
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術
館
３
０
年
展
」
及
び
「
日
本
・
韓
国
現
代
漆
芸
作
家
に
よ

る
漆
芸
の
現
在
展
」
の
案
内
が
あ
っ
た
。

１
２
．
そ
の
他

○
取
手
市
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て

宮
田
学
長
か
ら
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き
報
告
が
あ
っ
た
。

①
取
手
け
い
り
ん
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン

②
取
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン

資料３－１
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第
１
８
回

経
営
協
議
会
議
事
要
録

日
時

平
成
１
９
年
１
月
２
５
日
（
木
）
１
５
時
０
０
分
～
１
６
時
３
０
分

場
所

事
務
局
第
２
会
議
室

出
席
者

宮
田
亮
平
学
長
、
堀
江
振
一
郎
理
事
、
玉
井
賢
二
理
事
、

六
角
鬼
丈
美
術
学
部
長
、
川
井

學
音
楽
学
部
長
、
石
田
義
雄
委
員
、
佐
々
木
正
峰
委
員
、

高
階
秀
爾
委
員
、
中
村
胤
夫
委
員
、
根
本
二
郎
委
員
、
末
永
壽
男
会
計
課
長

監
事
：
中
島
尚
正
監
事
、
竹
内
雄
也
監
事

欠
席
者

海
老
澤

敏
委
員

○
議
事
に
先
立
ち
、
平
成
１
９
年
１
月
１
５
日
付
け
で
着
任
し
た
堀
江
振
一
郎
総
務
担
当
理
事
の
紹
介

に
続
き
、
平
成
１
８
年
１
２
月
１
日
付
け
人
事
異
動
の
事
務
系
職
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

新
島
治
男

事
務
局
参
事
役

長
岡
信
幸

総
務
課
参
事
役

村
松
広
志

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課
長

湯
浅
芳
雄

美
術
学
部
事
務
長

四
ツ
釜
豊

附
属
図
書
館
事
務
長

議
題

１
．
平
成
１
９
年
東
京
藝
術
大
学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
宮
田
学
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
審
議
の
中
で
、
次
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
主
な
意
見
）

・
パ
リ
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
も
必
要
で
は
な
い
か
。

２
．
人
事
制
度
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
堀
江
理
事
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
審
議
の
中
で
、
次
の
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
た
。

（
主
な
意
見
・
質
問
）

・
給
与
抑
制
と
と
も
に
、
職
員
の
評
価
及
び
給
与
へ
の
反
映
が
重
要
で
あ
る
。

・
新
助
手
を
１
級
に
格
付
け
す
る
こ
と
に
よ
り
余
裕
の
出
た
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
増
員
す
る
予
定

が
あ
る
の
か
。
（
回
答
：
増
員
す
る
予
定
は
な
い
。
）

・
大
学
に
も
障
害
者
雇
用
の
義
務
が
あ
る
の
か
。
（
回
答
：
雇
用
義
務
は
あ
り
、
ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー

も
雇
用
率
達
成
の
た
め
で
も
あ
る
。
）

・
新
給
与
制
度
は
、
評
価
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
評
価
制
度
導
入
は
必
要
で
あ
る
。

・
助
手
を
助
教
に
変
え
る
場
合
は
、
任
期
付
を
条
件
と
し
な
い
の
か
。
（
回
答
：
任
期
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
任
期
制
を
適
用
し
な
い
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
助
手
が
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
も

任
期
制
を
適
用
し
な
い
。
）

３
．
そ
の
他

特
に
な
し

報
告
及
び
連
絡
事
項

１
．
平
成
１
９
年
度
概
算
要
求
重
点
事
項
（
内
示
）
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

２
．
平
成
１
７
年
度
決
算
余
剰
金
の
繰
越
承
認
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

３
．
平
成
１
８
年
度
寄
附
金
受
入
状
況
（
平
成
１
８
年
１
０
月
～
１
２
月
）
に
つ
い
て

会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

４
．
平
成
１
８
年
度
（
補
正
）
国
立
大
学
法
人
施
設
整
備
事
業
（
内
示
）
に
つ
い
て

施
設
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

５
．
東
京
藝
術
大
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
募
金
の
受
入
状
況
に
つ
い
て

事
務
局
参
事
役
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

６
．
国
立
大
学
法
人
東
京
芸
術
大
学
の
中
期
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
（
中
期
計
画
）
の
変
更
許
可

申
請
に
つ
い
て

総
務
課
参
事
役
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

７
．
平
成
１
９
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
応
募
に
つ
い
て

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

８
．
そ
の
他

外
部
委
員
か
ら
次
の
質
問
が
あ
っ
た
。

○
営
利
活
動
に
つ
い
て

藝
大
は
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
運
営
資
金
獲
得
の
た
め
の
営
利
活
動
は
考
え
て

い
る
か
。
（
回
答
：
教
育
研
究
の
充
実
を
優
先
的
に
進
め
、
そ
の
上
で
外
部
資
金
の
獲
得
を
考
え
て

い
き
た
い
。
）
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第
１
９
回

経
営
協
議
会
議
事
要
録

日
時

平
成
１
９
年
３
月
１
５
日
（
木
）
１
５
時
１
５
分
～
１
６
時
２
０
分

場
所

事
務
局
第
２
会
議
室

出
席
者

宮
田
亮
平
学
長
、
堀
江
振
一
郎
理
事
、
玉
井
賢
二
理
事
、

六
角
鬼
丈
美
術
学
部
長
、
川
井

學
音
楽
学
部
長
、
石
田
義
雄
委
員
、
根
本
二
郎
委
員
、

末
永
壽
男
会
計
課
長

監
事
：
中
島
尚
正
監
事
、
竹
内
雄
也
監
事

欠
席
者

海
老
澤

敏
委
員
、
佐
々
木
正
峰
委
員
、
高
階
秀
爾
委
員
、
中
村
胤
夫
委
員

（
以
上
４
名
の
委
員
は
委
任
状
提
出
）

議
題

１
．
平
成
１
９
年
度
年
度
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
総
務
課
参
事
役
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、

審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
審
議
の
中
で
、
次
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
主
な
意
見
）

・
産
学
連
携
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

（
日
立
製
作
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
絵
画
復
元
へ
の
協
力
や
ホ
ル
ベ
イ
ン
絵
の
具
の
開

発
研
究
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
国
際
連
携
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携
交

流
や
海
外
で
の
展
覧
会
、
演
奏
会
を
予
定
し
て
い
る
。
）

・
適
正
な
資
源
配
分
を
行
う
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
作
り
が
重
要
で
あ
り
、
理
事
室
で
企
画

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
実
現
で
き
る
運
営
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
年
の
ス
パ
ン
で
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
の
期
間
が
経
過
し
た
ら
そ
の
実
績
の
点
検
評
価
を
行
い
次
の
ビ
ジ
ョ
ン
へ
繋

げ
て
い
る
民
間
の
事
例
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

・
社
内
教
育
、
職
場
環
境
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

２
．
平
成
１
９
年
度
収
入
・
支
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

３
．
平
成
１
９
年
度
東
京
芸
術
大
学
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
宮
田
学
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

４
．
東
京
芸
術
大
学
主
催
事
業
へ
の
協
賛
に
関
す
る
規
則
（
案
）
の
制
定
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
会
計
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

５
．
平
成
１
９
年
度
公
開
講
座
実
施
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て

議
長
か
ら
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
学
生
課
長
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明
の
後
、
審
議

し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

６
．
そ
の
他

特
に
な
し

報
告
及
び
連
絡
事
項

１
．
東
京
藝
術
大
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
募
金
の
受
入
状
況
に
つ
い
て

事
務
局
参
事
役
か
ら
資
料
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。

２
．
そ
の
他

総
務
課
長
か
ら
３
月
２
６
日
（
月
）
の
卒
業
式
へ
の
出
席
に
つ
い
て
案
内
が
あ
っ
た
。
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経営協議会の意見の反映の具体例 

 

１．募金による基金等の創設 

 

（経営協議会での意見） 

○寄附講座を設置することを考慮して募金活動を行うことも一方法である。 

○寄附集めは工夫次第ではないか。また、プロデューサーが必要である。 

第５回経営協議会(H16.9.30) 議事要録より 

 

① 藝大ルネッサンス基金(H17.5月～) 

【概要】 

世界トップクラスの教育研究・創作活動を展開するための「藝大ルネッサンス事業」（(1)社会

に開かれた大学としての展開に係る事業、(2)演奏・展示活動の国際展開、国際発信に係る事業、

(3)新たな芸術領域の創造と融合に係る事業）の支援を目的とした基金 

（http://www.geidai.ac.jp/guide/assistance/renaissance.html） 

   

② 藝大フレンズ賛助金（H17.4月～） 

【概要】 

大学美術館や奏楽堂の運営ならびに教育研究活動や環境整備の充実を図るため、寄附（賛助金）

で大学をサポートしていただく制度。藝大フレンズの皆様には、展覧会・コンサートの無料鑑賞

を含む、本学の実情をご理解いただくための機会を提供する。  

(http://www.geidai.ac.jp/office/kenkyo/index_friends.html) 

 

【加入者数】（H19.3.31現在）     【寄附実績】 

個人 法人 

賛  助 

フレンズ 
１４９ ５ 

平成１７年度   5,360,000円  

平成１８年度   5,181,000円 

特別賛助 

フレンズ 
１８ １ 

        

  

③ 寄附講座の設置(H18.４月～) 

【概要】  

    我が国の映像分野における高度な人材育成及び開発研究の一層の展開を図るため、産学共同の

教育・研究プログラムの開発と運営について連携・協力するものとして、株式会社電通と連携・

協力協定を平成17年12月締結。平成18年４月の大学院映像研究科メディア映像専攻設置にあわせ、

今までにないコンテンツの創造や流通メディアの開発を目的として、寄附講座（コンテンツ産業

研究プロジェクト）を開設。特任教授による授業を行っている。        

  

④ 事務局参事役の配置（H18.12月～） 
【概要】 

     上記①②の２制度の寄附金及び東京藝術大学創立120周年記念事業募金（H18.12月～）等を含

む、寄附金の募集に関する渉外業務を専門的に行うために、事務局参事役を配置した。 
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２．受託事業制度の整備 

 

（経営協議会での意見） 

○受託研究の新たな制度を構築し、資金確保等を容易にし、自前で新たな制度・方策を実

施し、教育研究に還元していけるよう検討する必要がある。 

第１０回経営協議会(H17.5.26) 議事要録より

 

◎受託事業制度（H18.2月～） 

【概要】 

     本学の業務運営上有意義であり、かつ、本来の教育研究に支障を生じるおそれがないと認め

られるとともに、国内外における芸術文化振興や社会への貢献に資することができる事業につ

いて、外部から委託を受けて行う制度。（受託事業は、本学において外部からの委託を受けて

業務として行う上記の諸活動のうち、受託研究を除くものであり、これに要する経費を委託者

が負担して行う。) 

 

【平成 17 年度受託事業】 

・ 国際文化交流・協力推進事業「東京芸術大学・韓国芸術総合学校交流展」－出会い－ 

（文化庁） 

・国際シンポジウム「映画作りは学校で学べるか？」（文化庁） 

・ＴＧアートセッション（東京ガス株式会社） 

・豊洲プロジェクト『蒼楽』（東京ガス豊洲開発株式会社）                     

計４件 

 

【平成18年度受託事業受入実績】 

・２００６年日本国際賞授賞式式典及び祝宴における演奏 

（財団法人国際科学技術財団） 

・（仮称）産業技術保存継承センターオープニング事業企画・設計及び監理委託 

（北九州市） 

・平成１８年度春の叙勲 勲章伝達式における演奏／平成１８年度春の紫綬褒章・藍綬褒章及

び黄綬褒章伝達式における演奏（文部科学省） 

・平成１８年度新進芸術家国内研修（文化庁） 

・浅草公会堂改修記念演奏会実施（台東区） 

・文化芸術創造都市づくりの推進に向けた地域貢献事業 

（横浜市都市経営局） 

・北とぴあ国際音楽祭２００６『芸大とあそぼうｉｎ北とぴあ』 

（財団法人北区文化振興財団） 

・平成１８年度文化功労者顕彰式における演奏／平成１８年秋の叙勲 勲章伝達式における演

奏／平成１８年秋の紫綬褒章・藍綬褒章及び黄綬褒章伝達式における演奏（文部科学省） 

・メンデルスゾーン基金チャリティ・ガラ･コンサート 

（株式会社梶本音楽事務所） 

・「ＬＥＸＵＳコンサートｉｎ東京藝大’０６－ハッピーバースデー・ベートーヴェン－」 

（東京トヨペット株式会社） 

・「取手けいりんサイクルアートプロジェクトセカンドステージ」全体デザイン委託 

（茨城県自転車競技事務所） 

                                   ほか 計１６件 
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３．積極的な情報発信に関して 

 

（経営協議会での意見） 

○大学は社会に対して、大学の状況や特色等を積極的に情報発信していく必要がある。 

第１３回経営協議会(H17.11.24) 議事要録より

 

①広報室の設置とWebサイトの充実（H17.12月～） 

  【概要】 

      経営協議会での意見を受け、平成１７年１２月、理事室に分散していた広報関連業務を集約

して、広報室を設置して、戦略的な広報活動を行うための基盤を整えた。このとき、平成17年

度の年度計画で計画されていた公式ウェブサイトのリニューアルについても、研究推進室から

広報室に担当をうつし、より「対外的な」情報発信の側面を強化して、Webサイトのリニューア

ル検討の促進が図られた。 

  結果として、平成18年6月1日よりWebサイトを全面リニューアルした。リニューアルに際して

は、下記の点に特に配慮した。 

a. 従来の展覧会、演奏会情報を中心に掲載していた内容を改め、学部・大学院紹介、入試
案内などについて、閲覧者側の視点に立った見やすい画面へと変更するとともに、情報

の発信拠点でもある大学美術館、奏楽堂の展覧会、演奏会情報も同時に前面に掲載し、

閲覧目的の違いによる情報の振り分けが分かり易い画面へと変更する。 

b. 従来の各部局から得た情報を広報担当者が作成し、ウェブサイトへ掲載していた方法を
改め、情報提供部局において情報を作成し、広報責任部局が承認するだけで瞬時に掲載

できるシステムを導入したことにより、責任体制を確立させたまま、適時適切な更新が

行われるようになり、迅速な対応が取れるようする。 

c. トップページには、本学ならではの企画として、教員の作品や本学所蔵品の写真と紹介
も掲載（月1回更新）し、閲覧月ごとに視点を変えた情報発信を実施する。 

さらに、１９年３月の卒業・修了生の「卒展・修了作品展」の図録、「卒業試験公開演奏会」

のプログラムなどを新たなコンテンツとし、学生の活動を紹介する内容の充実を図った。 

なお、各学部・研究科においても独自のコンテンツを作成し、公式Webサイトからリンクさせ、

情報発信の充実に努めている。 

 

 

②外部評価の実施（H18.３月～） 

 【概要】 

   経営協議会での意見を受け、H18.3月に社会への説明責任を果たすべく、平成１８年度に外

部評価を実現するため、企画・評価室長名で美術・音楽両部に対して検討を行うよう通知した。 

   これを受け、両学部において評価実施方法を検討し、H18.12月にそれぞれ外部評価委員を招

聘して、外部評価委員会を開催し、評価を実施した。現在、評価報告書を作成中。 

   

※外部評価委員の構成 

         美術学部：美術家・作家２名、公立美術館長１名、自治体首長１名、 

芸術系財団関係者１名、メディア関係者２名 

音楽学部：芸術系他大学長２名、芸術系財団関係者１名、経済界１名、 

他分野有識者１名 
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③（仮）「芸術と教育－美術学部教育の現在」プロジェクト（H18.４月～） 

【概要】 

美術学部では、経営協議会での意見を受けて、各科・専攻の教育理念や特徴、実際の教育

課程がどのように展開しているか等を社会に分かりやすく伝えるために、(仮)「芸術と教育

－美術学部教育の現在」と題したプロジェクトを学長裁量経費（教育研究改革・改善プロジ

ェクト経費）により実施した。 

本プロジェクトは、自己点検・評価の新しい形であり、各科・専攻の授業風景・学期末講

評会のビデオ取材、学部長が各科・専攻ごとに行った教員との対談などを基に、美術学部及

び美術研究科の教育現場の実像を明らかにしようとするもので、ＤＶＤ版、冊子版をそれぞ

れ発行することとしている。 

 

④アクションプランの策定と発信（H19.１月～） 

【概要】 

  本学が大学として目指していることを社会により分かり易く発信するため、また、宮田学

長のリーダーシップを学内外に示すため、学長がH17.12.21に就任された際に発表された学長

の大学運営方針に基づいて、「平成19年 東京藝術大学アクションプラン―世に「ときめき」

を―」を策定し、学内外に発表した。本アクションプランは、平成１９年に１２０周年を迎

える本学の１年間の重点項目を示している。 

(http://www.geidai.ac.jp/guide/actionplan.html) 

【アクションプラン内容】 

       １．教育研究内容のさらなる充実を図る。 

      ・グローバルＣＯＥを目指した高度な教育研究の充実 
・社会貢献を通じた教育の充実 
・藝大の特色を生かした社会人教育の推進 
・伝統の継承と新しい創造のさらなる推進 
・藝術大学に相応しい、教員の活力を増大させるＦＤの実践 

     
    ２．創立120周年記念の各事業を積極的に推進するとともに、大学の教育研究成果を世界に

向けて積極的に発信する。 

      ・創立120周年記念の各事業を積極的に推進 

・特に、パリにおける「洋画家たち100年の夢展」の開催 

・特に、パリにおける附属音楽高校オーケストラによるコンサートの開催 

・特に、文化財保存修復技法研究・人材育成を通じた、アジアの文化遺産保存修復 

活動への貢献 

   
    ３．地方自治体や企業など学外の関係機関との連携を積極的に推進する。 

      ・連携の窓口としての社会連携センターの設置 
・受託研究及び受託事業等の積極的受入れ 
・特に、「タウンアートミュージアム」、「取手アートプロジェクト」など、台東区、

取手市、足立区、横浜市との協同による各種プロジェクトの実施 
  
    ４．総合的芸術大学としての組織や環境整備を推進する。 

・大学院映像研究科に博士後期課程を設置 
・大学院映像研究科アニメーション専攻設置の検討 
・社会連携センターの設置と既存学内組織との有機的連携の確保 
・正木記念館の改修整備と有効活用 
・安全で快適な大学環境の整備（学生サービスの向上） 
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       ５．外部資金の獲得とともに歳出の合理化を推進する。 

・創立120周年記念募金体制の整備と活動の強化 

・藝大世界発信プロジェクト基金の設立 

・外部資金としての寄付金、受託事業・受託研究費の積極的受入れ 

・科学研究費補助金など外部研究費の確保 

・入場料収入など各種事業収入の拡大 

・人件費の抑制と教育研究費の確保 

・光熱水費など共通経費の節約合理化 

 

     （参考：学長大学運営方針） 

       １．教育内容のさらなる充実と伝統をふまえた革新を図る。 
           教育者としての質の向上のためのプログラムの実践 
           大学環境の見直しと整備 
       ２．東京芸術大学の学生、教員、職員の研究者、芸術家、事務担当者としての 

社会的な地位の向上を図る。 
３．国際化社会に対応した意義ある海外との交流実践を図る。 
    芸術文化発信、留学生の積極的な受け入れと送り出し 
４．国や自治体、各財団、民間企業などとの連携を図る。 
    東京芸術大学の社会的な役割の拡充    

 

 

４．業務の見直しについて 

 

（経営協議会での意見） 

○民間では、基本給を下げないで、ボーナスを減額して対応するのが一般的である。また、

業務の見直しや短時間勤務などで人件費を抑制する方法を検討すべきではないか。 

第１４回経営協議会(H18.1.26) 議事要録より

○共同購入やアウトソーシングを進めることは重要であり、今後、経費削減の効果を分析し、

質と効果を維持しながら進めることが重要である。 

第１６回経営協議会(H18.6.22) 議事要録より

 

◎事務組織の見直しと業務量調査の実施（H18年度中の状況） 

  【概要】 

中期目標・中期計画の達成や人件費削減計画等に対応するため、重複業務の解消や外部委託でき

る業務の点検などを行い、その結果を踏まえるとともに、企画部門の充実や地域連携・社会貢献担

当組織を強化することなどを重点に事務組織の再編について検討を行い、素案を作成した。また、

各部局の事務量調査を行い（H18.11月実施）、その結果を基に、今後業務分担の見直し及び外部委

託業務の検討を行うこととしている。 



理
事
室
等
の
体
制
（
平
成
１
８
年
度
）

※
本
学
で
は
、
大
学
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
理
事
を
補
佐
す
る
理
事
室
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
理
事
室
に
お
い
て
、
経
営
協
議
会
や
役
員
会
等
で
出
さ
れ
た
意
見

を
検
討
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

役
員

会

経
営
協
議
会

教
育
研
究
評
議
会

学
長

理
事

理
事

理
事

理
事

学
長
特
命

学
長
特
命

120
監

事
監
査
室

（
教
育
）

（
研
究
）

（
総
務
）

(非
常
勤
)

（
国
際
交
流
及
び
留
学

社
会
連
携
及
び
創
立

（
生
担
当
）

周
年
記
念
事
業
担
当
）

(副
学
長
)

(副
学
長
)

(副
学
長
)

教
学

研
広

出
管

施
人

企
社

国
育

生
究

報
版

理
設

事
画

会
際

推
支

推
室

局
・

・
・

・
連

交
進

援
進

運
環

総
評

携
流

室
室

室
営

境
務

価
室

室
室

部
部

室
会

会

藝
大
ア
ー

保
健
管
理

芸
術
情
報

言
語
・
音

演
奏
芸
術

大
学
美
術

附
属
図
書

音
楽
学
部

美
術
学
部

映
像
研
究

ト
プ
ラ
ザ

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

声
ト
レ
ー

セ
ン
タ
ー

館
館

科
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
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○
東
京
芸
術
大
学
理
事
室
規
則

平
成
16年

４
月
１
日

制
定

平
成
16年

６
月
24日

平
成
17年

４
月
12日

改
正

平
成
17年

５
月
30日

平
成
17年

12月
21日

平
成
19年

３
月
28日

（
設
置
）

第
１
条

理
事
を
補
佐
す
る
た
め
、
理
事
の
も
と
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
室
等
（
以
下
「
理
事

室
」
と
い
う
｡)を

置
く
。

（
１
）
教
育
推
進
室

（
２
）
学
生
支
援
室

（
３
）
研
究
推
進
室

（
４
）
国
際
交
流
室

（
５
）
広
報
室

（
６
）
出
版
局

（
７
）
管
理
・
運
営
室

（
８
）
企
画
・
評
価
室

（
任
務
）

第
２
条

理
事
室
は
、
理
事
を
補
佐
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
任
務
を
行
う
。
た
だ
し
、
東
京
芸

術
大
学
学
長
特
命
規
則
（
以
下
「
学
長
特
命
規
則
」
と
い
う
｡)の

規
定
に
よ
り
、
学
長
特
命
が

学
長
の
指
示
す
る
理
事
室
の
任
務
を
所
掌
す
る
場
合
に
は
、
学
長
特
命
を
補
佐
す
る
も
の
と
す

る
。

（
１
）
当
該
理
事
の
職
務
に
係
る
別
表
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
、
企
画
立
案
及
び
そ
の
実
施

並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と

（
２
）
そ
の
他
学
長
が
指
示
す
る
事
項
に
関
す
る
こ
と

２
前
項
の
任
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
組
織
）

第
３
条

理
事
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
に
掲
げ
る
室
長
及
び
室
員
で
組
織
す
る
。
た
だ
し
、
学

長
特
命
規
則
に
よ
り
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

理
事

室
室

長
室

員

イ
各
学
部
教
務
委
員
会
の
委
員
長

ロ
各
学
部
教
授
会
構
成
員
の
う
ち
か
ら
、
室
長
及
び
学
部

長
が
選
考
し
、
学
長
が
任
命
す
る
者

各
４
人

教
育
推
進
室

ハ
言
語
・
音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長

ニ
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長

ホ
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
員
１
人

理
事

ヘ
学
生
課
及
び
入
試
・
学
務
課
に
所
属
す
る
職
員

ト
そ
の
他
学
長
が
任
命
す
る
者

(教
育
担
当
)
イ

各
学
部
学
生
生
活
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副
委
員
長
並

び
に
各
学
部
の
専
門
学
科
留
学
生
担
当
教
員

ロ
各
学
部
教
授
会
構
成
員
の
う
ち
か
ら
、
室
長
及
び
学
部

学
生
支
援
室

長
が
選
考
し
、
学
長
が
任
命
す
る
者

各
１
人

ハ
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長

ニ
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
員
１
人

ホ
学
生
課
及
び
入
試
・
学
務
課
に
所
属
す
る
職
員

ヘ
そ
の
他
学
長
が
任
命
す
る
者

研
究
推
進
室

左
の
各
室
は
次
の
者
で
構
成

イ
各
学
部
教
授
会
構
成
員
の
う
ち
か
ら
、
室
長
及
び
学
部

理
事

長
が
選
考
し
、
学
長
が
任
命
す
る
者

各
３
人
（
出
版
局

国
際
交
流
室

に
お
い
て
は
、
若
干
人
）

(研
究
担
当
)
ロ

事
務
職
員
の
う
ち
か
ら
、
室
長
及
び
事
務
局
長
が
選
考

し
、
学
長
が
任
命
す
る
者

３
人
（
出
版
局
に
お
い
て
は

広
報

室
、
若
干
人
）

ハ
そ
の
他
学
長
が
任
命
す
る
者

出
版

局

管
理
・
運
営
室

理
事

(総
務
担
当
)

企
画
・
評
価
室

（
任
期
）

第
４
条

前
条
に
掲
げ
る
室
員
の
う
ち
学
長
が
任
命
す
る
者
の
任
期
は
、
３
年
と
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。

２
前
項
の
室
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
補
欠
の
室
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

（
室
長
補
佐
）

第
５
条

理
事
室
に
室
長
補
佐
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
室
長
補
佐
は
、
当
該
理
事
室
の
室
員
の
う
ち
か
ら
、
室
長
が
指
名
す
る
者
を
も
っ
て
充
て

る
。

３
室
長
補
佐
は
、
室
長
を
補
佐
し
、
室
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

（
専
門
組
織
）

第
６
条

理
事
は
、
専
門
の
事
項
を
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
の
組
織
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

２
前
項
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

（
雑
則
）

第
７
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
理
事
室
の
運
営
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定

め
る
。附

則
こ
の
規
則
は
、
平
成
16年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
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１
こ
の
規
則
は
、
平
成
16年

６
月
24日

か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
規
則
の
施
行
後
、
最
初
に
委
嘱
さ
れ
る
第
３
条
第
１
項
の
教
育
推
進
室
及
び
学
生
支
援

室
の
室
員
の
任
期
は
、
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
19年

３
月
31日

ま
で
と

し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

４
月
12日

か
ら
施
行
し
、
平
成
17年

４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

５
月
30日

か
ら
施
行
す
る
。

附
則

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

12月
21日

か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
規
則
の
施
行
後
、
最
初
に
委
嘱
さ
れ
る
第
３
条
第
１
項
の
広
報
室
及
び
出
版
局
の
室
員

の
任
期
は
、
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
19年

３
月
31日

ま
で
と
し
、
再
任

を
妨
げ
な
い
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
19年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
２
条
関
係
）

理
事
室

理
事
室
の
任
務

庶
務
担
当

教
育
推
進
室

１
．
全
学
教
育
計
画
部
会

入
試
・
学
務
課

・
教
育
内
容
等
に
関
す
る
こ
と

・
教
育
の
実
施
体
制
に
関
す
る
こ
と

２
．
教
養
教
育
部
会

・
教
養
教
育
に
関
す
る
こ
と

３
．
Ｆ
Ｄ
対
策
部
会

・
授
業
内
容
、
方
法
等
の
改
善
・
向
上
に
関
す
る
こ

と
４
．
専
門
教
育
部
会

・
専
門
教
育
（
実
技
、
発
表
会
等
）
に
関
す
る
こ
と

５
．
大
学
院
部
会

・
大
学
院
教
育
に
関
す
る
こ
と

６
．
そ
の
他

・
入
学
試
験
に
関
す
る
こ
と

・
附
属
音
楽
高
等
学
校
と
の
連
携
（
教
育
面
）
に
関

す
る
こ
と

・
生
涯
学
習
（
公
開
講
座
等
）
に
関
す
る
こ
と

・
教
育
推
進
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関

す
る
こ
と

学
生
支
援
室

１
．
全
学
学
生
支
援
部
会

学
生
課

・
学
生
の
就
職
指
導
に
関
す
る
こ
と

・
芸
術
祭
、
四
芸
祭
及
び
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
等
の
課

外
活
動
支
援
に
関
す
る
こ
と

・
学
生
寮
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

・
学
生
の
厚
生
施
設
（
大
学
会
館
、
学
生
食
堂
、
体

育
館
等
）
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

・
奨
学
金
及
び
入
学
料
免
除
、
授
業
料
免
除
に
関
す

る
こ
と

・
学
生
の
傷
害
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
附
属
音
楽
高
等
学
校
と
の
連
携
（
福
利
厚
生
面
）

に
関
す
る
こ
と

２
．
留
学
生
部
会

・
留
学
生
の
受
入
れ
、
派
遣
に
関
す
る
こ
と

・
留
学
生
の
修
学
及
び
生
活
全
般
支
援
に
関
す
る
こ

と・
留
学
生
の
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

・
国
際
交
流
会
館
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

３
．
そ
の
他
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・
学
生
支
援
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関

す
る
こ
と
関
す
る
こ
と

研
究
推
進
室

・
研
究
推
進
に
係
る
基
本
方
針
の
策
定
に
関
す
る
こ
と

学
外
連
携
・
研

・
研
究
推
進
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

究
協
力
課

・
知
的
財
産
に
関
す
る
こ
と

・
競
争
的
な
研
究
資
金
に
関
す
る
こ
と

・
国
内
研
究
機
関
と
の
研
究
協
力
に
関
す
る
こ
と

・
学
長
の
諮
問
に
応
じ
、
本
学
の
役
職
員
の
発
明
等
に
係

る
権
利
の
帰
属
等
に
関
し
審
議
す
る
こ
と

・
研
究
推
進
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る

こ
と

国
際
交
流
室

・
国
際
交
流
に
係
る
基
本
方
針
等
の
策
定
に
関
す
る
こ
と

・
国
際
交
流
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

・
国
際
研
究
交
流
に
関
す
る
こ
と

・
東
京
芸
術
大
学
芸
術
国
際
交
流
基
金
に
係
る
運
用
の
基

本
方
針
、
助
成
事
業
の
採
否
及
び
助
成
額
等
に
つ
い
て
審

議
す
る
こ
と

・
芸
術
国
際
交
流
協
定
の
締
結
に
関
し
審
議
す
る
こ
と

・
国
際
交
流
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る

こ
と

広
報
室

・
広
報
に
係
る
基
本
方
針
等
の
策
定
に
関
す
る
こ
と

総
務
課
参
事
役

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

付
企
画
評
価
・

・
「
藝
大
通
信
」
、
「
大
学
概
要
」
等
の
広
報
誌
の
発
行

広
報
室

に
関
す
る
こ
と

・
情
報
公
開
に
関
す
る
こ
と

・
本
学
訪
問
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と

・
広
報
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

出
版
局

・
研
究
成
果
等
の
出
版
に
関
す
る
こ
と

・
教
育
用
図
書
の
出
版
に
関
す
る
こ
と

・
大
学
年
史
の
編
集
・
出
版
に
関
す
る
こ
と

・
出
版
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

管
理
・
運
営

・
事
務
組
織
の
改
組
に
関
す
る
こ
と

総
務
課

室
・
就
業
規
則
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
こ
と

会
計
課

・
人
事
及
び
労
務
管
理
の
基
本
方
針
等
の
策
定
に
関
す
る

こ
と

・
人
事
制
度
の
検
討
に
関
す
る
こ
と

・
給
与
制
度
の
検
討
に
関
す
る
こ
と

・
兼
業
制
度
の
検
討
及
び
審
査
に
関
す
る
こ
と

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
基
本
方
針
等
の
策
定
に

関
す
る
こ
と

・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
基
本
方
針
等
の
策
定
に
関
す

る
こ
と

・
概
算
要
求
原
案
の
作
成
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
編
成
に
関
す
る
こ
と

・
決
算
の
分
析
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と

・
資
金
及
び
資
産
の
運
用
計
画
に
関
す
る
こ
と

・
業
務
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
こ
と

・
管
理
・
運
営
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す

る
こ
と

（
施
設
・
環
境
部
会
）

施
設
課

・
施
設
・
環
境
整
備
に
関
す
る
こ
と

企
画
・
評
価

・
中
期
目
標
・
中
期
計
画
及
び
年
度
計
画
の
取
り
ま
と
め

総
務
課
参
事
役

室
に
関
す
る
こ
と

付
企
画
評
価
・

・
自
己
点
検
評
価
に
関
す
る
こ
と

広
報
室

・
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
が
実
施
す
る
中
期
目
標
・

中
期
計
画
期
間
終
了
時
及
び
年
度
計
画
終
了
時
の
自
己
評

価
に
関
す
る
こ
と

・
認
証
評
価
機
関
が
実
施
す
る
認
証
評
価
に
係
る
自
己
評

価
に
関
す
る
こ
と

・
教
員
総
覧
の
作
成
・
公
表
に
関
す
る
こ
と

・
企
画
・
評
価
に
係
る
各
部
局
等
と
の
連
絡
調
整
に
関
す

る
こ
と
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平成１８年 ７月 １日

平成１８年度監事監査計画

監事 竹 内 雄 也

監事 中 島 尚 正

１．監査の基本方針

国立大学法人法第 11 条第４項の規定に基づき、国立大学法人東京芸術大学の定期監

査（業務の監査、会計の監査）を実施する。

なお、定期監査の実施に当たっては、東京芸術大学監事監査規則（以下「監査規則」

という。）及び東京芸術大学監事監査実施基準（以下「監査実施基準」という。）の定

めるところにより、実施するものとする。

２．監査の実施期間

定期監査は、平成 18 年７月から平成 19 年６月までとし、臨時監査は平成 18 年 10

月から平成 19 年３月までとする。

３．監査の方法等

(1) 役員会等、本学における業務運営に関する重要な会議に出席し、意志決定の状況に

ついて把握するとともに必要に応じて意見を述べる。

(2) 会計監査法人及び本学監査室との円滑、緊密な連携のもとに実施する。

(3) 監査は、書面監査及び実地監査とし、必要に応じて担当理事、部局長、課長、事務

長等から概況聴取、担当者から個別聴取する。なお、実地監査を行う部局等について

は、事前に被監査対象部局等と日程等について調整する。

４．監査の重点項目

監査の対象は、監査実施基準第４条に規定されている事項のうち次の事項について

実施するが、本年度は平成１７年度に実施した監査に基づく改善状況を検証するとと

もに、中期目標・中期計画に基づく年度計画の業務実施状況及び会計に関する対応状

況について重点を置いて行う。

（１）定期監査

①業務監査

・中期目標・中期計画及び年度計画の実施状況について

・関係法令、業務方法書、規則等の実施状況について

・宮田学長が掲げた運営指針四項目に関する具体的な方策の実施状況について

資料４－１①
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②会計監査

・決算（年次及び月次）の状況、資金運用の状況、有形固定資産の管理状況、人件

費の支給状況、債権の管理状況について

・経費削減への具体的な努力状況について

（２）臨時監査

監査規則第４条第３項に定める臨時監査の特定事項については、本年度は次の事項

について、特に重点を置いて監査する。

・横浜校舎、足立校舎の運用状況等について

なお、この監査計画策定後、監事が必要と認めた場合には、臨時に追加した事項に

ついて監査を実施することがある。

５．監査の対象部局等

種 類 重 点 項 目 監査対象部局等

定期監査 全 部 局

臨時監査 横浜校舎 大学院映像研究科

足立校舎 音楽学部

なお、監査の状況によっては、他部局を監査することもある。

６．監査の補助者

監査補助者は、監査規則第６条第１項で規定する職員の他、同条第２項の定めると

ころにより、必要と認めるときは学長の承認を得て、同条第１項の職員以外の職員に

も監査の支援業務の従事を求めるものとする。

資料４－１①
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資料４－２ 

監事の意見の反映の具体例 

 

１．部局との意思疎通を図る仕組みについて 

 

（監事の意見） 

○大学運営に関わる重要案件に関しては、部局等でも十分議論できる仕組みが必要であり、

そのためのたたき台を検討する管理・運営室会議には、意思疎通を図る上でも、部局長

を出席させるべきではないか。 

第５２回役員会(H18.1.26) 議事要録より 

 

①管理・運営室（人事・総務部会）への両学部長の参加（H18.2月～） 

【概要】 

     事務組織の改組、就業規則の制定及び改廃、人事及び労務管理の基本方針等の策定等、検討・

決定過程において、特に学内各部局の意見を汲み上げることが重要と考えられる案件の所掌が

最も多い管理・運営室（人事・総務部会）に、美術学部・音楽学部の両学部長を室員又はオブ

ザーバーとして参加させることとし、随時意見を聴取できるようにした。 

   

  ②予算調整会議の設置(H18.5月～) 

【概要】 

     本学の運営費交付金、自己収入、外部資金等の教育研究に関連する資金、資産等の状況を把

握し、予算配分計画の策定を適切かつ円滑に行うため、東京芸術大学予算調整会議を設置した。 

     会議の構成員を(1)学長、(2)各理事、(3)各学部長、(4)大学院映像研究科長、(5)附属図書館

長、(6)大学美術館長、(7)言語・音声トレーニングセンター長、(8)演奏芸術センター長、(9)

保健管理センター所長、(10) 芸術情報センター長、(11)会計課長とし、各部局の意見を調整し

つつ、予算編成や予算配分計画の策定を行える体制とした。 

 

２．アクションプランの立案について 

 

（役員会での監事の意見） 

○宮田学長が就任に際し配布した運営方針の中で、学生の社会的な地位の向上を図るとして

おり、この方針を具体化するためのプランを立てる知恵を出すべきではないか。 

第５５回役員会(H18.2.23) 議事要録より 

 

◎アクションプランの策定と発信（H19.１月～） 

【概要】 

  本学が大学として目指していることを社会により分かり易く発信するため、また、宮田学

長のリーダーシップを学内外に示すため、学長がH17.12.21に就任された際に発表された学長

の大学運営方針に基づいて、「平成19年 東京藝術大学アクションプラン―世に「ときめき」

を―」を策定し、学内外に発表した。本アクションプランは、平成１９年に１２０周年を迎

える本学の１年間の重点項目を示している。 

(http://www.geidai.ac.jp/guide/actionplan.html) 

【アクションプラン内容】 

「資料３－２ 経営協議会の意見の反映の具体例」Ｐ４～を参照。 

 



１
８
芸
会
第

２
５
１

号

平
成
１
８
年
９
月
１
９
日

事
務

局
長

殿

監
査
室
長

総
務
課
長

植
田

淳
一

（
公

印
省

略
）

平
成
１
８
年
度
内
部
監
査
実
施
及
び
監
査
補
助
員
の
委
嘱
依
頼
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
３
条
第
１
項
に
よ
り
学
内
監
査

を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
同
要
項
第
３
条
第
２
項
に
基
づ
き
、
下
記
の
者
を
監
査
補
助
員
と
し
て
委
嘱
し
た
い
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

記

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課
長
補
佐

村
松

広
志

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課

学
外
連
携
・
研
究
協
力
係
長

久
保
田

勇

会
計
課
専
門
職
員

香
取

治

会
計
課
財
務
係
長

小
林

克
夫

会
計
課
契
約
係
長

金
井
島

伸
志

会
計
課
資
産
管
理
係
長

小
林

丈
則

会
計
課
給
与
共
済
係
長

野
村

智
行

会
計
課
総
務
主
任

亀
川

恵
美

会
計
課
契
約
主
任

宮
川

寛

会
計
課
係
員

濱
松

光
世

施
設
課
企
画
係
長

佐
藤

知
之

平
成
１
８
年
度

内
部
監
査
（
定
期
）
実
施
要
領

１
．
監
査
テ
ー
マ

：
会
計
監
査

・
科
学
研
究
費
に
関
す
る
事
項

２
．
監
査
対
象
期
間

：
会
計
監
査

・
科
学
研
究
費
に
関
す
る
事
項

平
成
17年

度
～
平
成
18年

度

３
．
実
施
年
月
日
及
び
監
査
員
等

：
対
象
部
局
名

監
査
年
月
日

監
査
室
員

監
査
補
助
員

○
高

橋
義

治
松

本
佳

男
事

務
局

１
０
月

２
日
（
月
)

相
澤

尚
登

（
会
計
課
長
補
佐
）

○
香

取
治

美
術
学
部

村
松

広
志
※
1

取
手
校
地

１
０
月
１
３
日
（
金
)

志
賀

潔
小

林
丈

則
（
会
計
課
総
務
係
長
）

宮
川

寛
松

井
勝

幸
○
小

林
克

夫
音
楽
学
部

久
保
田

勇
※
1

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー

１
０
月
１
２
日
（
木
)

淡
路

宣
幸

相
澤

尚
登

亀
川

恵
美

（
会
計
課
長
補
佐
）

吉
野

宏
之

○
佐

藤
知

之
大
学
院
映
像
研
究
科

１
０
月

６
日
（
金
）

○
野

村
智

行
附
属
図
書
館

１
０
月

３
日
（
火
）

志
賀

潔
（
会
計
課
総
務
係
長
）

○
金
井
島

伸
志

大
学
美
術
館

１
０
月

３
日
（
火
）

※
○
＝
監
査
補
助
主
任
者
※
１
＝
科
学
研
究
費
担
当
者
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○
科
学
研
究
費
に
関
す
る
事
項

平
成
17年

度
～
平
成
18年

度

・
平
成
17年

度
平
成
17年

４
月
１
日
～
平
成
17年

７
月
31日

に
つ
い
て
は
昨
年
実
施
済
み
な
の
で
、

平
成
17年

８
月
１
日
～
平
成
18年

３
月
31日

に
つ
い
て
実
施
。
た
だ
し
、
下
記
の
科
学

研
究
費
(２
件
)に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
よ
り
監
査
。

※
基
盤
研
究
(Ｂ
)
(一
般
)
稲
葉

正
満

美
術
学
部
教
授

5,000千
円

※
基
盤
研
究
(Ｂ
)
(一
般
)
土
田
英
三
郎

音
楽
学
部
教
授

3,000千
円

・
平
成
18年

度
平
成
18年

４
月
１
日
～
平
成
18年

８
月
31日

に
つ
い
て
実
施
。
た
だ
し
、
下
記
の
科
学

研
究
費
(２
件
)に
つ
い
て
は
、
監
査
前
日
。

※
基
盤
研
究
(Ｂ
)
(一
般
)
北
川
原

温
美
術
学
部
教
授

9,000千
円

※
基
盤
研
究
(Ｃ
)
(一
般
)
尾
高

暁
子

音
楽
学
部
講
師

1,900千
円

・
特
別
検
査
(監
査
当
日
、
下
記
科
学
研
究
費
関
係
教
員
待
機
要
請
)

※
基
盤
研
究
(Ｂ
)
(一
般
)
北
川
原

温
美
術
学
部
教
授

9,000千
円

※
基
盤
研
究
(Ｃ
)
(一
般
)
尾
高

暁
子

音
楽
学
部
講
師

1,900千
円

上
記
２
件
の
科
学
研
究
費
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
事
項
に
よ
り
、
特
別
監
査
を
併
せ
て
実
施
す
る
。

（
１
）
研
究
者
に
購
入
物
品
の
使
用
状
況
を
確
認

（
２
）
業
者
に
取
引
内
容
を
確
認
（
見
積
・
納
品
書
ど
お
り
の
物
品
が
納
入
さ
れ
て
い
る
か
）

（
３
）
設
備
備
品
の
設
置
状
況
及
び
稼
働
状
況
等
の
確
認

（
４
）
謝
金
の
支
給
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
の
雇
用
に
つ
い
て

・
支
出
の
原
因
と
な
る
行
為
の
事
実
の
確
認
が
、
書
面
の
み
で
か
つ
形
式
的
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

（
成
果
物
を
確
認
で
き
る
も
の
は
調
査
確
認
す
る
こ
と
。
作
業
従
事
者
本
人
へ
作
業
内
容
及
び
成

果
物
の
調
査
確
認
す
る
こ
と
。）

・
出
勤
簿
や
雇
用
に
必
要
な
書
類
等
で
、
作
業
従
事
者
本
人
が
押
印
ま
た
は
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
を
他
者
が
行
っ
て
い
な
い
か
。

・
謝
金
等
を
振
り
込
む
銀
行
口
座
の
通
帳
、
印
鑑
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
作
業
従
事
者
本
人
が

持
っ
て
い
る
か
。

（
５
）
調
査
旅
費
に
つ
い
て

・
旅
行
命
令
ど
お
り
出
張
が
な
さ
れ
復
命
（
報
告
）
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
復
命
（
報
告
）
が
形

式
的
に
な
っ
て
い
な
い
か
。（
旅
行
命
令
書
、
出
勤
簿
等
の
照
査
。
場
合
に
よ
っ
て
は
出
張
先
へ
の

事
実
確
認
。）

・
旅
行
用
務
先
か
ら
旅
費
が
支
給
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
重
に
旅
費
を
支
出
し
て
い
な
い
か
。

科
学
研
究
費
補
助
金
関
係
支
出
契
約
決
議
書

収
支
簿

固
定
資
産
等
一
覧
（
資
産
管
理
係
）

※
科
学
研
究
費
補
助
金
件
数

部
局

平
成
18年

度
平
成
17年

度
事
務
局

１
件

美
術
学
部

１
９
件

１
９
件

音
楽
学
部

１
２
件

１
４
件

映
像
研
究
科

１
件

附
属
図
書
館

１
件

大
学
美
術
館

１
件
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平成１８年度（監査対象期間 ： 平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日） 東 京 芸 術 大 学
監 査 結 果 監 査 事 項

部局名： 監査事項有無 ※監査結果及び監査事項の有無は、□欄に∨印で表示し、要改善事項がある場合は、当該欄に記入する。
科学研究費補助金関係 □有 □無 科学研究費の経理を委任するために、会計課長に経理事務委任状を提出しているか。
１．経理状況について □有 □無 補助金が交付される前に出張等で補助金を使用する場合に、資金立替申請書を経理責任者に提出しているか。

□適 □不適 □事項無 □有 □無 交付申請の目的に従って、科学研究費を使用しているか。
（要改善事項） □有 □無 収支簿の記帳が適正に行われているか。

□有 □無 研究計画遂行上に研究支援者を雇用する場合に支援者雇用申請書により学長の承認を得ているか。
□有 □無 本学以外の研究代表者からの研究分担者は科学研究費補助金調書を会計課長に提出しているか。
□有 □無 見積書等の支出契約決議関係書類に日付の付されていないものはないか。
□有 □無 直接経費の各費目(物品費、旅費、謝金等、その他)が直接経費総額の 30 ％(この額が 300 万円に満たな

い場合は 300万円)を超える場合に、事前に変更の手続きをしているか。
□有 □無 本来、科学研究費で支出できないとされいるものに支出していないか。

２．物品購入等について
□適 □不適 □事項無 □有 □無 50万円以上の設備等（設備、備品、図書）について、申請時の納入予定日と合致しているか。また、

（要改善事項） 1月以降の備品納入について、理由書が作成されているか。
□有 □無 科学研究費で取得した設備等（設備、備品、図書）について、取得後速やかに大学に寄附しているか。
□有 □無 寄付を受けた固定資産等に物品シールが貼付されているか。
□有 □無 少額備品等について、申請時の設備等（設備、備品、図書）と合致しているか。
□有 □無 複数年継続する科学研究費において、前年度に購入したものを当該年度で支出していないか。
□有 □無 納品書の納品日と実際の納品日が異なっているものはないか。
□有 □無 納品物の検収に際して納品権限者が検収をしているか。

３．旅費について
□適 □不適 □事項無 □有 □無 旅行命令簿、出勤表、旅行報告書等の関連書類の照合を行う。日にちの重複はないか。

（要改善事項） □有 □無 仮払いにより支出した旅費について、精算及び返納が適正に行われているか。
□有 □無 交付決定前後に、留学等の理由により研究者が長期間（６ヶ月）に渡り、日本を離れていないか。
□有 □無 旅費請求書と領収書等の関連書類の照合、また宿泊先に食事代が含まれている場合に適正に算定されて

いるか。
□有 □無 出張の際の航空機利用に伴う証明書類（チケット半券及び領収書）が、適切に保管されているか。

４．その他
□適 □不適 □事項無 □有 □無 学生等に対する謝金の支払いについて、適正に行われているか。（出勤表が整備されており、直接本人が

（要改善事項） 業務内容を記入し、押印しているか。）また、謝金支払いに対する成果物の確認。
□有 □無 会議費の支出決議書に、議事要旨が添付されているか。

資料４－３
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□適 □不適 □事項無 □有 □無 学生等に対する謝金の支払いについて、適正に行われているか。（出勤表が整備されており、直接本人が
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１
８
芸

会
第
２
７
７
号

平
成
１
８
年
１
０
月
２
４
日

監
査

報
告

書

東
京
芸
術
大
学
長

殿

監
査
室
長

植
田

淳
一

東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
８
条
に
基
づ
き
内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

記

１
．
監
査
項
目
：
科
学
研
究
費
補
助
金

２
．
監
査
対
象
期
間
：
平
成
１
７
年
度
（
平
成
17年

８
月
１
日
～
平
成
18年

３
月
31日

）
平
成
１
８
年
度
（
平
成
18年

４
月
１
日
～
平
成
18年

８
月
31日

）
３
．
監
査
結
果
：

被
監
査
部
局
名

監
査
実
施
日

監
査
員
氏
名

監
査
結
果
及
び
改
善
提
案

事
務

局
平
成
18年

10月
２
日

相
澤

尚
登

概
ね
良
好

美
術
学
部

平
成
18年

10月
13日

志
賀

潔
概
ね
良
好

音
楽
学
部

平
成
18年

10月
12日

相
澤

尚
登

概
ね
良
好

大
学
院

映
像
研
究
科

平
成
18年

10月
６
日

相
澤

尚
登

概
ね
良
好

附
属
図
書
館

平
成
18年

10月
３
日

志
賀

潔
概
ね
良
好

大
学
美
術
館

平
成
18年

10月
３
日

志
賀

潔
概
ね
良
好
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１
８
芸
会
第

３
０
４

号

平
成
１
８
年
１
１
月
１
３
日

部
局

長
殿

監
査
室
長

総
務
課
長

植
田

淳
一

（
公

印
省

略
）

平
成
１
８
年
度
内
部
監
査
実
施
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
３
条
第
１
項
に
よ
り
学
内
監
査
を

実
施
し
ま
す
。

平
成
１
８
年
度

定
期
内
部
監
査
実
施
要
領

１
．
監
査
テ
ー
マ

：
業
務
監
査

①
勤
務
時
間
管
理
に
関
す
る
事
項

②
業
務
処
理
状
況
に
関
す
る
事
項

③
諸
制
度
の
運
用
状
況
に
関
す
る
事
項

会
計
監
査

①
現
金
収
納
及
び
預
り
金
に
関
す
る
事
項

②
固
定
資
産
に
関
す
る
事
項

③
共
済
組
合
に
関
す
る
事
項

④
受
託
研
究
に
関
す
る
事
項

２
．
監
査
対
象
期
間

：
業
務
監
査

①
勤
務
時
間
管
理
に
関
す
る
事
項

平
成
17年

度
～
平
成
18年

10月
分

②
業
務
処
理
状
況
に
関
す
る
事
項

平
成
18年

度
③
諸
制
度
の
運
用
状
況
に
関
す
る
事
項

平
成
18年

度
会
計
監
査

①
現
金
収
納
及
び
預
り
金
に
関
す
る
事
項

平
成
18年

４
月
１
日
～
検
査
日
当
日

②
固
定
資
産
に
関
す
る
事
項

平
成
17年

度
③
共
済
組
合
に
関
す
る
事
項

平
成
17年

度
④
受
託
研
究
に
関
す
る
事
項

平
成
17年

度
～
平
成
18年

度
３
．
実
施
年
月
日
及
び
監
査
員
等

：
対
象
部
局
名

監
査
年
月
日

監
査
室
員

監
査
補
助
員

○
岩

瀬
昌

三
○
業
務
監
査

忠
利

二
松

戸
健

一
１
２
月
１
５
日
（
金
）

（
総
務
課
長
補
佐
）

西
川

順
子

○
高

橋
義

治
事

務
局

○
会
計
監
査

相
澤

尚
登

松
本

佳
男

１
２
月

５
日
（
火
）

（
会
計
課
長
補
佐
）

豊
田

浩
司

藤
原

修
共
済
関
係

大
橋

舞
１
１
月
２
９
日
（
水
）

吉
野

範
子
※
1

小
山

恵
子
※
1

○
四
ツ
釜

豊
○
業
務
監
査

忠
利

二
増

田
威

久
美
術
学
部

１
２
月

６
日
（
水
）

（
総
務
課
長
補
佐
）

石
井

貴
行

取
手
校
地

○
会
計
監
査

○
香

取
治

１
２
月

６
日
（
水
）

志
賀

潔
小

林
丈

則
（
会
計
課
総
務
係
長
）

宮
川

寛
松

井
勝

幸
○
四
ツ
釜

豊
○
業
務
監
査

山
本

佳
代
子

音
楽
学
部

１
２
月

８
日
（
金
）

相
澤

尚
登

田
野
邊

和
也

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー

○
会
計
監
査

（
会
計
課
長
補
佐
）

○
小

林
克

夫
１
２
月

８
日
（
金
）

淡
路

宣
幸

朝
倉

茂
亀

川
恵

美
（
総
務
課
総
務
係
長
）

吉
野

宏
之

○
山

本
佳
代
子

○
業
務
監
査

西
川

順
子

大
学
院
映
像
研
究
科

１
２
月
１
２
日
（
火
）

○
佐

藤
知

之
○
会
計
監
査

久
保
田

勇
１
１
月
２
４
日
（
金
）

○
岩

瀬
昌

三
○
業
務
監
査

忠
利

二
松

戸
健

一
附
属
図
書
館

１
２
月
２
２
日
（
水
）

（
総
務
課
長
補
佐
）

○
野

村
智

行
○
会
計
監
査

中
臺

正
明

１
２
月
２
２
日
（
水
）

志
賀

潔
丸

山
依

子
（
会
計
課
総
務
係
長
）

○
増

田
威

久
○
業
務
監
査

石
井

貴
行

大
学
美
術
館

１
２
月

５
日
（
火
）

○
金
井
島

伸
志

○
会
計
監
査

青
山

雅
志

１
２
月

５
日
（
火
）

※
○
＝
監
査
補
助
主
任
者
※
１
＝
共
済
組
合
担
当
者
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監
査
要
領

○
業
務
監
査

①
勤
務
時
間
管
理
に
関
す
る
事
項

職
員
係
で
作
成
し
た
、
勤
務
時
間
管
理
関
係
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
監
査
す
る
。

②
業
務
処
理
状
況
に
関
す
る
事
項

業
務
処
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
簡
素
化
、
適
正
配
分
等
の
視
点
で
監
査
予
定
。

③
諸
制
度
の
運
用
状
況
に
関
す
る
事
項

諸
制
度
の
運
用
状
況
は
、
人
事
制
度
の
他
、
海
外
研
修
、
兼
業
等
の
運
用
状
況
を
監
査
予
定
。

○
会
計
監
査

①
現
金
収
納
及
び
預
り
金
に
関
す
る
事
項

平
成
18年

４
月
１
日
～
検
査
日
当
日
（
11月

）
・
現
金
の
保
管
状
況
（
出
所
不
明
現
金
の
有
無
）

・
現
金
出
納
簿
の
記
帳
事
項
と
証
拠
書
類
と
の
照
合
（
監
査
日
前
日
）

・
た
な
卸
資
産
(郵
便
切
手
、
回
数
券
､プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
)と
帳
簿
と
の
確
認

②
固
定
資
産
に
関
す
る
事
項

・
平
成
17年

度
固
定
資
産
等
(固
定
資
産
及
び
少
額
備
品
)の
現
物
確
認
及
び
物
品
番
号
表
の
貼
付
状
況
の
確
認

・
購
入
価
格
10万

円
未
満
の
耐
久
性
消
耗
品
（
用
紙
、
鉛
筆
等
の
消
耗
す
る
物
品
以
外
も
の
）
に
対
す
る
東
京
芸

術
大
学
所
属
表
示
状
況
に
つ
い
て
調
査

③
共
済
組
合
に
関
す
る
事
項

・
平
成
17年

度
（
事
務
局
）

④
受
託
研
究
（
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
基
盤
と
し
た
新
し
い
芸
術
創
造
に
関
す
る
研
究
）
に
関
す
る
事
項

・
平
成
１
７
年
度
（
美
術
学
部
）

・
平
成
１
８
年
度
（
大
学
院
映
像
研
究
科
）

⑤
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
事
項
（
平
成
１
８
年
度
の
年
度
計
画
事
項
）

・
業
務
委
託
の
契
約
に
際
し
て
は
，
大
学
の
機
能
強
化
を
前
提
に
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
考
慮
し
，

検
討
し
た
結
果
に
基
づ
き
，
条
件
の
整
っ
た
業
務
か
ら
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
に
つ
い
て
学
内
に
お
け
る
周
知
を
徹
底
し
，
引
き
続
き
，
光
熱
水
料
等
の
節
減
，
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
等
を
図
る
。

・
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
，
必
要
に
応
じ
て
，
業
務
委
託
や
人
材
派
遣
の
活
用
等
，
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
る
。

上
記
事
項
を
勘
案
し
て
、
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
経
費
を
抑
制
す
る
た
め
の
、
業
務
委
託
、
人
材
派
遣
、

仕
様
内
容
の
見
直
し
、
省
エ
ネ
に
よ
る
光
熱
水
料
削
減
、
管
理
的
経
費
の
削
減
等
の
検
討
及
び
実
施
状
況
を
調
査
し
、

後
日
、
報
告
し
て
も
ら
う
。
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監査対象期間 ： 平成１７年４月１日～平成１８年１０月３１日

部局名 監査員

監 査 事 項 及 び 監 査 結 果

週休日の振替は、４月１日を起算日とする４週間単位の範囲内で振替えられているか。 □適 □不適○
また、振替処理を行った日は当該４週間の前に行っているか。 （問題点及び改善事項）
＊振替処理を行った日が当該４週間の範囲内の場合、当該週休日の勤務を行った週
が４０時間を超えた場合は、超えた部分は割増賃金となる。

□適 □不適○ 休日の代休日は、当該勤務日の後８週間のなかで代休日を指定されているか。
また、代休日指定の処理を行った日は当該勤務を命ずる休日の前に行っているか。 （問題点及び改善事項）
＊代休指定処理を行った日が当該勤務後の場合、当該休日の勤務は休日給にかかる
割増分を支給する必要がある。

□適 □不適○ パートタイマーの超過勤務は常勤職員の所定労働時間を超えない範囲内か。
＊１日８時間又は週４０時間（４週単位の変形労働時間制を適用している場合は、 （問題点及び改善事項）
４週平均４０時間）を超えた勤務は割増賃金となる。

４月１日を起算日とする４週間単位の □適 □不適○ 兼業等で勤務時間の割振変更を行った場合、
（問題点及び改善事項）範囲内で割振り変更がされているか。

また、割振変更処理を行った日は当該４週間の前に行っているか。
＊割振変更処理を行った日が当該４週間の範囲内の場合、当該勤務を行った週が
４０時間を超えた場合は、超えた部分は割増賃金となる。

□適 □不適○ １年単位の変形労働時間制適用者の超過勤務手当の支給は適正か。
また、その他職員の超過勤務の割増支給が適正か。 （問題点及び改善事項）

資料４－３
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□適 □不適○ 年次有給休暇の付与日数は適正か。
また、未使用の年次有給休暇の翌年への繰り越しは適正か。 （問題点及び改善事項）

□適 □不適○ 特別休暇、病気休暇の付与日数等は適正か。
（問題点及び改善事項）

□適 □不適○ その他、勤務時間管理が適正に行われているか。
（問題点及び改善事項）

- 1 -

監査対象期間 ：現金出納関係 平成１８年４月１日～検査日当日（平成１８年 月 日）
受託研究関係 平成１ 7年４月１日～平成１８年１０月３１日）

監 査 結 果 監 査 事 項
部局名： 監査事項有無 ※監査結果及び監査事項の有無は、□欄に∨印で表示し、要改善事項がある場合は、当該欄に記入する。
現金出納関係
１．内部牽制状況について □有 □無 現金の収納、未納者に対する督促等の一連の事務を同一人のみで行っていることがないか。不正防止を

□適 □不適 □事項無 図るのための内部牽制制度を確立しているか。
（要改善事項）

２．出納責任者等の業務について □有 □無 現金収納の際に領収書を発行しているか。また、収納した現金の保管が適正に行われているか。
□適 □不適 □事項無 □有 □無 現金出納帳の記帳方法が適正であるか。

（要改善事項） □有 □無 預り金（短期宿泊施設等の雑費、教育実習経費、古美研等旅行積立金等）に係る通帳・印鑑及び
現金の管理状況が適正であるか。（残額確認含む）また、預り金現金出納簿に記帳整理されているか。

□有 □無 小口現金において、小口現金出納帳の記帳方法が適正であるか。（残額確認含む）
□有 □無 小口現金の支払目的が適正であるか。小口現金出納帳の記帳方法が適正に行われているか。
□有 □無 領収書の管理状況は適正であるか。また、領収書の受払について、受払簿に記帳整理されているか。
□有 □無 現金出納帳と収入計算書又は現金領収書（控）等関係書類を照査する。
□有 □無 出納責任者領収印の管理状況が適正であるか。
□有 □無 出納責任者は、総括出納責任者に毎月末に現金手許有高を現金残高報告書により報告しているか。
□有 □無 出納担当者を指名した場合は、総括出納責任者に報告しているか。
□有 □無 郵便切手、回数券、プリペイドカード等の受払が適切に行われているか。また、たな卸し資産残高一覧

表と残高が一致しているか。
□有 □無 現金等の遺失物が保管されているか。
□有 □無 入館券の受払簿と残高が一致しているか、また、適正に保管されているか。（大学美術館）
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受託研究関係 □有 □無
１．受入れ状況について

□適 □不適 □事項無 □有 □無 受託研究等の受入手続について、取扱規則に基づき適正に行われているか。
（要改善事項）

２．物品購入等について □有 □無 物品の請求、業者の選定、業者への注文、納品の方法、物品の検査収納、見積、請求書等書類の流れ
□適 □不適 □事項無 と、その扱い並びに教室等と会計担当係との連絡状況について、適正に行われているか。

（要改善事項） □有 □無 契約書、仕様書、カタログ等により契約どおりの規格、数量のものが、納入期限内に納入されている
か。（特に、機械については、型式、製造年月日等の照合を行う。）

□有 □無 契約において発注者と検収者の内部牽制が図られているか。
□有 □無 役務請負契約について、仕様書の内容と実際の作業内容に不符号がないか。また、作業完了の確認方

法は、適切に行われているか。
□有 □無 謝金及び賃金の部局内決裁と終了確認及び源泉徴収（報酬料金等扱と給与扱）が、適切に処理されてい

るか。
□有 □無 機種選定に当たり、機種選定委員を委嘱した上で検討を行っているか。また、機種選定委員から部局

長へ、機種選定理由書が提出されているか。
□有 □無 会議費（お茶等の購入を除く。） について、事前に会議費支出伺で決裁を受けているか。
□有 □無 大型設備の調達に係る仕様策定に当たり、仕様策定委員を委嘱した上で検討を行っているか。また、
□有 □無 仕様策定委員から部局長へ、審議記録等を添付した報告書が提出されているか。

３．旅費について
□適 □不適 □事項無 □有 □無 旅行命令簿、出勤表、旅行報告書等の関連書類の照合を行う。日にちの重複はないか。

（要改善事項） □有 □無 仮払いにより支出した旅費について、精算及び返納が適正に行われているか。
□有 □無 交付決定前後に、留学等の理由により研究者が長期間（６ヶ月）に渡り、日本を離れていないか。
□有 □無 旅費請求書と領収書等の関連書類の照合、また宿泊先に食事代が含まれている場合に適正に算定されて

いるか。
□有 □無 出張の際の航空機利用に伴う証明書類（チケット半券及び領収書）が、適切に保管されているか。

○事務等の効率化・合理化及び経費の抑制に関する事項
・業務委託の契約に際しては，大学の機能強化を前提に費用対効果の観点から総合的に考慮し、検討した結果に基づき，条件の整った業務からアウト
ソーシングを実施する。

・省エネルギー対策等について学内における周知を徹底し，引き続き，光熱水料等の節減、廃棄物の発生抑制等を図る。
・限られた経営資源を有効に活用するため，必要に応じて，業務委託や人材派遣の活用等、業務のアウトソーシングを進める。

上記事項を勘案して、事務等の効率化・合理化及び経費を抑制するための業務委託、人材派遣、仕様内容の見直し、省エネによる光熱水料削減、管理的
経費の削減等の検討及び実施状況の調査する。

- 1 -

（監査対象期間 ：平成１７年４月１日 ～ 平成１８年３月３１日 東 京 芸 術 大 学
監 査 結 果 監 査 事 項

部局名： 監査事項有無 ※監査結果及び監査事項の有無は、□欄に∨印で表示し、要改善事項がある場合は、当該欄に記入する。
固定資産関係

1．動産等について 有 管理台帳(固定資産台帳)に記載されれいるか。
□適 □不適 □事項無 □有 □無 資産管理責任者から使用責任者に固定資産等の取得及び登録の通知がなされているか。

（要改善事項） □有 □無 固定資産等に物品番号表が貼付されているか。
□有 □無 固定資産等の寄附又は交換を所定の手続きで行っているか。
□有 □無 使用責任者は、所管する固定資産等について、滅失、破損又は盗難の事実が生じた場合に、資産管理責

任者にすみやかに報告しているか。
□有 □無 資産管理責任者は、災害又は盗難等により滅失したとき、所有権が消滅したとき又は陳腐化しあるいは

不適応化して使用を停止したときに、すみやかに除却を行っているか。
□有 □無 使用責任者は動産等を移管する場合に資産管理責任者の承認を受けているか。
□有 □無 使用責任者は動産等の使用場所を部局内で変更したときは資産管理責任者に報告しているか。
□有 □無 使用責任者は動産等を使用する必要がなくなったときは資産管理責任者に返却しているか。
□有 □無 資産管理責任者は返却された動産等を移管、売却、廃棄等の手続きをしているか。
□有 □無 使用責任者は、所管する動産等について、滅失、破損又は盗難の事実が生じた場合に、資産管理責任

者にすみやかに報告しているか。
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監
査
報
告
書
（
業
務
監
査
）

東
京
藝
術
大
学
長

殿

監
査
室
長

総
務
課
参
事
役

長
岡

信
幸

東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
８
条
に
基
づ
き
内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お

り
報
告
し
ま
す
。

記

１
．
監
査
項
目
：

①
勤
務
時
間
管
理
に
関
す
る
事
項

②
業
務
処
理
体
制
及
び
超
過
勤
務
の
状
況
に
関
す
る
事
項

③
そ
の
他
諸
制
度
の
運
用
状
況
に
関
す
る
事
項

２
．
監
査
対
象
期
間
：

①
平
成
１
７
年
度
～
平
成
１
８
年
１
０
月
３
１
日

②
平
成
１
７
年
度
～
平
成
１
８
年
度

③
平
成
１
８
年
度

３
．
監
査
結
果
：

被
監
査
部
局
名

監
査
実
施
日

監
査
員
氏
名

監
査
結
果
(指
摘
事
項
)、
改
善
提
案
※

忠
利
二

①
週
休
日
の
振
替
処
理
に
つ
い
て
※
１

事
務
局

平
成
18年

12月
15日

岩
瀬

昌
三

②
超
過
勤
務
が
多
い
部
署
あ
り

※
２

(含
む
法
人
本
部
)

西
川

順
子

③
概
ね
適
正

松
戸

健
一

忠
利
二

①
週
休
日
の
振
替
処
理
、
教
育
研
究
助

美
術
学
部

平
成
18年

12月
6日

四
ツ
釜

豊
手
の
勤
務
時
間
管
理
、
勤
務
時
間
報

増
田

威
久

告
書
に
つ
い
て

※
１

石
井

貴
行

②
超
過
勤
務
が
多
い
部
署
あ
り

※
２

③
特
に
な
し

朝
倉

茂
①
休
暇
の
付
与
日
数
、
非
常
勤
講
師
の

音
楽
学
部

平
成
18年

12月
8日

四
ツ
釜

豊
委
嘱
者
デ
ー
タ
に
つ
い
て

※
１

演
奏
芸
術
セ
ン

山
本
佳
代
子

②
超
過
勤
務
が
多
い
部
署
あ
り

※
２

タ
ー

③
特
に
な
し

朝
倉

茂
①
概
ね
良
好

映
像
研
究
科

平
成
18年

12月
12日

山
本
佳
代
子

②
超
過
勤
務
が
多
い
部
署
あ
り

※
２

西
川

順
子

③
特
に
な
し

忠
利
二

①
週
休
日
の
振
替
処
理
、
勤
務
時
間
申

附
属
図
書
館

平
成
18年

12月
22日

岩
瀬

昌
三

告
書
に
つ
い
て

※
１

松
戸

健
一

②
特
に
問
題
な
し

③
特
に
な
し

忠
利
二

①
週
休
日
の
振
替
処
理
、
勤
務
時
間
の

大
学
美
術
館

平
成
18年

12月
5日

増
田

威
久

割
振
変
更
処
理
に
つ
い
て

※
１

石
井

貴
行

②
特
に
問
題
な
し

③
特
に
な
し

（
改
善
提
案
）

※
１

担
当
者
に
対
す
る
制
度
及
び
事
務
処
理
方
法
の
研
修
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

※
２

業
務
の
外
部
委
託
、
再
配
分
又
は
事
務
組
織
の
改
組
等
を
検
討
し
、
超
過
勤
務
の
縮
減
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
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別
記
様
式

監
査

報
告

書
（
会
計
監
査
）

東
京
芸
術
大
学
長

殿

監
査
室
長

長
岡

信
幸

東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
８
条
に
基
づ
き
内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

記

１
．
監
査
項
目
：
会
計
監
査

①
現
金
収
納
及
び
預
り
金
に
関
す
る
事
項

②
固
定
資
産
に
関
す
る
事
項

③
共
済
組
合
に
関
す
る
事
項

④
受
託
研
究
に
関
す
る
事
項

２
．
監
査
対
象
期
間
：
会
計
監
査

①
平
成
18年

４
月
１
日
～
検
査
日
当
日

②
平
成
17年

度
③

平
成
17年

度
④

平
成
17年

度
～
平
成
18年

度
３
．
監
査
結
果
：

被
監
査
部
局
名

監
査
実
施
日

監
査
員
氏
名

監
査
結
果
及
び
改
善
提
案

平
成
18年

12月
５
日

事
務

局
共
済
関
係
は
、

相
澤

尚
登

概
ね
適
正

平
成
18年

11月
29日

美
術
学
部

平
成
18年

12月
６
日

志
賀

潔
適
正

取
手
校
地

音
楽
学
部

演
奏
芸
術

平
成
18年

12月
８
日

相
澤

尚
登

概
ね
適
正

セ
ン
タ
ー

映
像
研
究
科

平
成
18年

11月
24日

相
澤

尚
登

適
正

附
属
図
書
館

平
成
18年

12月
22日

志
賀

潔
適
正

大
学
美
術
館

平
成
18年

12月
５
日

志
賀

潔
適
正

１
８
芸
会
第

３
９
７

号

平
成
１
９
年
３
月
２
９
日

部
局

長
殿

監
査
室
長

総
務
課
参
事
役

長
岡

信
幸

（
公

印
省

略
）

平
成
１
８
年
度
内
部
監
査
実
施
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
３
条
第
１
項
に
よ
り
学
内
監
査
を

実
施
し
ま
す
。
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-
1
-

別
紙

平
成
１
８
年
度

会
計
内
部
監
査
（
期
末
）
実
施
要
領

１
．
監
査
事
項

：
現
金
出
納
簿
と
期
末
現
金
残
照
合
（
別
添
監
査
事
項
の
と
お
り
）

２
．
監
査
年
月
日

：
平
成
１
９
年
３
月
３
０
日

３
．
監

査
員

：

対
象
部

局
名

監
査

室
員

監
査
補
助
員

総
務
課

高
橋

義
治

事
（
美
術
学
部
会
計
係
長
）

学
外
連
携
・
研
究
協
力
課

相
澤

尚
登

松
本

佳
男

務
会
計
課

（
会
計
課
長
補
佐
）

（
音
楽
学
部
会
計
係
長
）

学
生
課

藤
原

修
局

入
試
・
学
務
課

（
大
学
美
術
館
企
画
管
理
係
長
）

香
取

治
美

術
学

部
（
会
計
課
財
務
係
長
）

取
手

校
地

小
林

克
夫

小
林
丈

則
（
会
計
課
総
務
係
長
）

（
会
計
課
資
産
管
理
係
長
）

古
美
術
研
究
施
設

宮
川

寛
（
会
計
課
契
約
係
）

野
村

智
行

（
会
計
課
給
与
共
済
係
長
）

音
楽

学
部

相
澤

尚
登

（
会
計
課
長
補
佐
）

亀
川

恵
美

（
会
計
課
総
務
係
）

大
学
院
映
像
研
究
科

吉
野

範
子

（
会
計
課
経
理
係
長
）

附
属
図
書
館

小
林

克
夫

（
会
計
課
総
務
係
長
）

金
井
島

伸
志

（
会
計
課
契
約
係
長
）

大
学
美
術
館

- 1 -

監査日：平成１９年３月３０日 東京芸術大学
監 査 結 果 監 査 事 項

部局名： 監査事項有無 ※監査結果及び監査事項の有無は、□欄に∨印で表示し、要改善事項がある場合は、当該欄に記入する。
期末監査事項

□適 □不適 □事項無 □有 □無 現金出納帳（預り金を含む）の記帳方法が適正であるか。
（要改善事項） □有 □無 現金出納帳（預り金を含む）と現金及び預金の残高が一致しているのか。

□有 □無 預り金（短期宿泊施設等の雑費、教育実習経費、古美研等旅行積立金等）に係る通帳・印鑑及び
現金の管理状況が適正であるか。

□有 □無 領収書の管理状況は適正であるか。また、領収書の受払について、受払簿に記帳整理されているか。
□有 □無 小口現金において、小口現金出納帳と現金の残高が一致しているのか。
□有 □無 出納責任者領収印の管理状況が適正であるか。
□有 □無 郵便切手、回数券、プリペイドカード等の受払簿と残高が一致しているのか。
□有 □無 金庫の管理状況が適正であるか。
□有 □無 金庫に現金等の遺失物が保管されているか。
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別
記
様
式

監
査

報
告

書

東
京
芸
術
大
学
長

殿

監
査
室
長

長
岡

信
幸

東
京
芸
術
大
学
内
部
監
査
実
施
要
項
第
８
条
に
基
づ
き
内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

下
記
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

記

１
．
監
査
項
目
：

現
金
出
納
簿
と
期
末
現
金
残
照
合

２
．
監
査
対
象
期
間
：

平
成
18年

４
月
１
日
～
平
成
19年

３
月
31日

３
．
監
査
結
果
：

被
監
査
部
局
名

監
査
実
施
日

監
査
員
氏
名

監
査
結
果
及
び
改
善
提
案

事
務

局
平
成
19年

３
月
30日

相
澤

尚
登

適
正

美
術
学
部

取
手
校
地

平
成
19年

３
月
30日

小
林

克
夫

適
正

古
美
術
研
究
施
設

音
楽
学
部

平
成
19年

３
月
30日

相
澤

尚
登

適
正

映
像
研
究
科

平
成
19年

３
月
30日

小
林

克
夫

適
正

附
属
図
書
館

平
成
19年

３
月
30日

小
林

克
夫

適
正

大
学
美
術
館

平
成
19年

３
月
30日

小
林

克
夫

適
正
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資料４－４ 

内部監査の指摘事項反映の具体例 

 

◇勤務時間管理に関する勉強会の実施について 

【概要】 

法人化により、勤務時間管理については、労働基準法が適用されることになり、法人化前と

は異なる部分や複雑な部分があったため、平成１７年度の内部監査により、多数の誤りが指摘

された。特に変形労働時間制と割増賃金の考え方について、理解されていないことが分かった

ため、勤務時間担当者の理解を深めるために、勉強会を開催し、適切な勤務時間管理が図られ

るように努めた。 
 
［勉強会日程］日 時：平成１８年７月１９日（水）１４時～１６時 

             場 所：大学会館大集会室 

             対象者：勤務時間管理担当係長及び係員 

        テーマ：法人化後の勤務時間管理について 

  （特に変形労働時間制と割増賃金の考え方について） 

                  



○東京芸術大学外部資金間接経費取扱規則に関する申合せ

平成16年７月８日

役 員 会 申 合 せ

改正 平成18年３月16日

東京芸術大学外部資金間接経費取扱規則第４条第１号に規定する当該経費の二分

の一は、全学的観点から教育研究経費として再配分し、残額二分の一は受託研究若

しくは受託事業又は寄附金の受入れに功労のあった教員の教育研究経費として使用

することができる。

附 則

この申合せは、平成16年７月８日から施行する。

附 則

この申合せは、平成18年３月16日から施行し、平成18年２月１日から適用する。

資料５－１

1 / 8



予
算
Ｂ
Ｕ

美
術
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
5
5

1
,
5
0
0
,
0
0
0
円

○
1
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

1
7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

1
7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
6
2

7
0
0
,
0
0
0
円

○
7
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

1
7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

1
7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円

P
C
B
0
3
4

1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円

美
術
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
5
5

1
,
5
0
0
,
0
0
0
円

○
1
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円

P
C
B
0
7
3

1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円

美
術
－
研
究

7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
6
9

3
0
0
,
0
0
0
円

○
3
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
5
5

1
,
5
0
0
,
0
0
0
円

○
1
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

8
7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

8
7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
8
4

3
,
5
0
0
,
0
0
0
円

○
3
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

8
7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

8
7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

1
0
0
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

1
0
0
,
0
0
0
円

P
C
B
0
8
3

4
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
4
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

1
0
0
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

1
0
0
,
0
0
0
円

美
術
－
研
究

7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
8
2

3
0
0
,
0
0
0
円

○
3
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

1
2
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

1
2
,
5
0
0
円

P
C
B
0
5
0

5
0
0
,
0
0
0
円

○
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

1
2
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

1
2
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

3
7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
5
5

1
,
5
0
0
,
0
0
0
円

○
1
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

3
7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

1
2
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

1
2
,
5
0
0
円

P
C
B
0
6
8

5
0
0
,
0
0
0
円

○
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

1
2
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

1
2
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円

P
C
B
0
6
2

1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円

美
術
－
研
究

5
0
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

5
0
,
0
0
0
円

P
C
B
0
6
8

2
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
2
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

5
0
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

5
0
,
0
0
0
円

美
術
学
部

保
存
修
復
（
油
画
）
研
究
室
教
育
研

究
助
成
金

　
東
京
都
港
区
西
麻
布
1
-
1
-
1

　
　
　
　
　
山
　
田
　
哲
　
平

美
術
学
部

陶
芸
研
究
室
教
育
研
究
助
成
金

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
秋
葉
町
2
0

　
株
式
会
社
大
倉
陶
園

　
　
代
表
取
締
役
　
柴
　
田
　
貞
　
明

美
術
学
部

デ
ザ
イ
ン
科
教
育
研
究
助
成
金

東
京
都
港
区
六
本
木
1
-
4
-
3
0

　
タ
カ
タ
株
式
会
社

 
 
　
顧
客
部
門
担
当
取
締
役
　
中
島
　
義
幸

美
術
学
部

文
化
財
保
存
学
教
育
研
究
助
成
金

　
東
京
都
港
区
新
橋
6
-
1
9
-
1
5

　
東
京
美
術
商
協
同
組
合

 
 
　
理
事
長
　
浅
　
木
　
正
　
勝

美
術
学
部

保
存
修
復
（
彫
刻
）
研
究
室
教
育
研
究

助
成
金

　
東
京
都
港
区
南
麻
布
5
-
1
0
-
3
2
-
1
0
3

　
小
西
大
閑
堂

　
　
　
　
　
小
　
西
　
康
　
仁

美
術
学
部

平
成
１
８
年
度
寄
附
金
間
接
経
費
配
分

（
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
主
た
る

 
 
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
名
）

デ
ザ
イ
ン
科
教
育
研
究
助
成
金

　
東
京
都
港
区
六
本
木
1
-
4
-
3
0

　
タ
カ
タ
株
式
会
社

 
 
 
 
顧
客
部
門
担
当
取
締
役
　
中
島
　
義
幸

美
術
学
部

デ
ザ
イ
ン
科
教
育
研
究
助
成
金

　
東
京
都
港
区
六
本
木
1
-
4
-
3
0

　
タ
カ
タ
株
式
会
社

 
 
　
顧
客
部
門
担
当
取
締
役
　
中
島
　
義
幸

美
術
学
部

保
存
修
復
日
本
画
宮
廻
研
究
室
助
成

金

　
東
京
都
港
区
愛
宕
2
-
4
-
7

　
宗
教
法
人
青
松
寺

　
　
代
表
役
員
　
喜
美
候
部
　
宗
 
一

美
術
学
部

保
存
修
復
日
本
画
研
究
室
助
成
金

　
東
京
都
渋
谷
区
上
原
1
1
-
2
9
-
1
2

　
　
　
　
　
半
　
田
　
佳
代
子

美
術
学
部

文
化
財
測
定
学
研
究
室
教
育
研
究
助

成
金

　
東
京
都
世
田
谷
区
経
堂
1
-
4
1
-
2
1

　
有
限
会
社
う
え
だ

　
　
代
表
取
締
役
　
上
　
田
　
邦
　
介

美
術
学
部

塗
装
造
形
工
房
教
育
研
究
助
成
金

　
東
京
都
品
川
区
南
品
川
4
-
1
-
1
5

　
日
本
ペ
イ
ン
ト
株
式
会
社

　
　
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
　
長
谷
川

美
術
学
部

デ
ザ
イ
ン
科
教
育
研
究
助
成
金

　
東
京
都
港
区
浜
松
町
2
-
4
-
1
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
別
館

　
財
団
法
人
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会

　
　
理
事
長
　
久
　
禮
　
彦
　
治

美
術
学
部

保
存
修
復
日
本
画
田
渕
研
究
室
助
成

金

　
京
都
府
京
都
市
東
山
区
新
門
前
通
梅
本
町
2
6
3

　
株
式
会
社
京
都
美
術
倶
楽
部

　
　
取
締
役
社
長
　
善
　
田
　
征
　
男

保
存
修
復
（
彫
刻
）
研
究
室
教
育
研
究

助
成
金

　
東
京
都
港
区
南
青
山
6
-
1
1
-
3
神
通
ビ
ル
5
0
2

　
株
式
会
社
東
京
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
代
表
取
締
役
　
山
　
内
　
友
紀
子

美
術
学
部

　
京
都
府
京
都
市
中
京
区
柳
馬
場
通
御
池
上
る

　
虎
石
町
4
3
番
地
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ト
柳
馬
場
3
0
2

　
　
　
　
　
　
齋
　
藤
　
供
　
呉

保
存
修
復
日
本
画
田
渕
研
究
室
助
成

金
美
術
学
部

寄
附
者
の
住
所
、
職
業
及
び
氏
名

間
接
経
費

(
1
0
%
)

徴
収
の
有
無

間
接
経
費
額

受
入
部
局

寄
　
附
　
金
　
の
　
名
　
称

寄
附
申
込
金
額

※以下は、間接経費の配分があった寄附金のみを掲載 資料５－１

2 / 8



予
算
Ｂ
Ｕ

平
成
１
８
年
度
寄
附
金
間
接
経
費
配
分

（
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
主
た
る

 
 
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
名
）

寄
附
者
の
住
所
、
職
業
及
び
氏
名

間
接
経
費

(
1
0
%
)

徴
収
の
有
無

間
接
経
費
額

受
入
部
局

寄
　
附
　
金
　
の
　
名
　
称

寄
附
申
込
金
額

美
術
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円

P
C
B
0
5
5

1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円

美
術
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円

P
C
B
0
3
4

1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円

美
術
－
研
究

1
2
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

1
2
,
5
0
0
円

P
C
B
0
1
8

5
0
0
,
0
0
0
円

○
5
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

1
2
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

1
2
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

7
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

7
,
5
0
0
円

P
C
B
0
7
3

3
0
0
,
0
0
0
円

○
3
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

7
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

7
,
5
0
0
円

美
術
－
研
究

5
9
0
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

5
9
0
,
0
0
0
円

2
3
,
6
0
0
,
0
0
0
円

2
,
3
6
0
,
0
0
0
円
美
術
－
一
般

5
9
0
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

5
9
0
,
0
0
0
円

平
成
１
８
年
度
合
計

　
東
京
都
板
橋
区
氷
川
町
2
7
-
8

　
　
　
　
　
木
　
谷
　
　
敬

美
術
学
部

美
術
学
部

　
茨
城
県
笠
間
市
笠
間
2
1
9
2
-
5

　
大
築
窯
炉
工
業

　
　
代
表
　
　
谷
　
口
　
浩
　
司

　
東
京
都
港
区
六
本
木
1
-
4
-
3
0

　
タ
カ
タ
株
式
会
社

　
　
顧
客
部
門
担
当
取
締
役
　
中
 
島
　
義
 
幸

　
東
京
都
港
区
新
橋
6
-
1
9
-
1
5

　
東
京
美
術
商
協
同
組
合

　
　
理
事
長
　
下
　
條
　
啓
　
一

美
術
学
部

デ
ザ
イ
ン
科
教
育
研
究
助
成
金

文
化
財
保
存
学
教
育
研
究
助
成
金

美
術
学
部
教
育
研
究
助
成
金

陶
芸
研
究
室
教
育
研
究
助
成
金

美
術
学
部
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予
算
Ｂ
Ｕ

音
楽
－
研
究

2
5
0
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
0
,
0
0
0
円

P
C
B
0
5
3

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
,
0
0
0
,
0
0
0
円
音
楽
－
一
般

2
5
0
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
0
,
0
0
0
円

音
楽
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
5
,
0
0
0
円

P
C
B
0
5
3

1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
0
,
0
0
0
円
音
楽
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
5
,
0
0
0
円

音
楽
－
研
究

2
7
5
,
0
0
0
円
全
学
－
研
究

2
7
5
,
0
0
0
円

1
1
,
0
0
0
,
0
0
0
円

1
,
1
0
0
,
0
0
0
円
音
楽
－
一
般

2
7
5
,
0
0
0
円
全
学
－
一
般

2
7
5
,
0
0
0
円

演
セ
－
研
究

1
5
,
3
7
5
円
全
学
－
研
究

1
5
,
3
7
5
円

P
C
B
0
6
3

6
1
5
,
0
0
0
円

○
6
1
,
5
0
0
円
演
セ
－
一
般

1
5
,
3
7
5
円
全
学
－
一
般

1
5
,
3
7
5
円

演
セ
－
研
究

0
円
全
学
－
研
究

0
円

6
1
5
,
0
0
0
円

6
1
,
5
0
0
円
演
セ
－
一
般

0
円
全
学
－
一
般

0
円

事
務
局
－
研
究

2
,
5
0
0
円
全
学
－
研
究

2
,
5
0
0
円

P
C
B
0
3
7

1
0
0
,
0
0
0
円

○
1
0
,
0
0
0
円
事
務
局
－
一
般

2
,
5
0
0
円
全
学
－
一
般

2
,
5
0
0
円

事
務
局
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円

P
C
B
0
3
7

8
3
0
,
0
0
0
円

○
8
3
,
0
0
0
円
事
務
局
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円

事
務
局
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円

P
C
B
0
3
7

3
5
,
0
0
0
円

○
3
,
5
0
0
円
事
務
局
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円

事
務
局
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円

P
C
B
0
3
7

3
,
7
4
4
,
0
0
0
円

○
3
7
4
,
4
0
0
円
事
務
局
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円

事
務
局
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
研
究

2
0
,
7
5
0
円

P
C
B
0
3
7

5
8
1
,
0
0
0
円

○
5
8
,
1
0
0
円
事
務
局
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円
全
学
－
一
般

2
0
,
7
5
0
円

事
務
局
－
研
究

2
3
,
2
5
0
円
全
学
－
研
究

3
8
,
6
2
5
円

5
,
2
9
0
,
0
0
0
円

5
2
9
,
0
0
0
円
事
務
局
－
一
般

2
3
,
2
5
0
円
全
学
－
一
般

3
8
,
6
2
5
円

演
奏
芸
術

セ
ン
タ
ー

　
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
6
-
2
0
-
8

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
ル
　
リ

　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町

　
3
-
8
5
9
-
3
0
6

　
　
　
　
　
呉
　
竹
　
佳
　
子

音
楽
学
部

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教
育
研
究

基
金

寄
附
申
込
金
額

平
成
１
８
年
度
合
計

音
楽
学
部

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教
育
研
究

基
金

平
成
１
８
年
度
寄
附
金
間
接
経
費
配
分

間
接
経
費
額

間
接
経
費

(
1
0
%
)

徴
収
の
有
無

受
入
部
局

寄
　
附
　
金
　
の
　
名
　
称

寄
附
者
の
住
所
、
職
業
及
び
氏
名

（
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
主
た
る

 
 
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
名
）

演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
事
業

助
成
金

　
東
京
都
台
東
区
東
上
野
1
-
2
-
1

　
社
団
法
人
上
野
法
人
会

　
　
会
長
　
塚
　
原
　
和
　
郎

平
成
１
８
年
度
合
計

事
務
局

東
京
芸
術
大
学
芸
術
振
興
助
成
金

　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
1
2
-
8

　
東
京
藝
術
大
学

　
　
事
務
局
長
　
太
田
和
　
良
幸

事
務
局

東
京
芸
術
大
学
芸
術
振
興
助
成
金

東
京
都
台
東
区
上
野
桜
木
1
-
7
-
5
-
2
0
7

　
株
式
会
社
藝
大
Ｂ
ｉ
Ｏ
ｎ

 
 
　
代
表
取
締
役
　
鶴
　
見
　
俊
一
郎

　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
1
2
-
8

　
東
京
藝
術
大
学

　
　
事
務
局
長
　
太
田
和
　
良
　
幸

事
務
局

東
京
芸
術
大
学
芸
術
振
興
助
成
金

　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
1
2
-
8

　
株
式
会
社
藝
大
Ｂ
i
O
n

　
　
代
表
取
締
役
　
鶴
　
見
　
俊
一
郎

事
務
局

東
京
芸
術
大
学
芸
術
振
興
助
成
金

平
成
１
８
年
度
合
計

事
務
局

東
京
芸
術
大
学
芸
術
振
興
助
成
金

　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
1
2
-
8

　
株
式
会
社
藝
大
Ｂ
ｉ
Ｏ
ｎ

　
　
代
表
取
締
役
　
鶴
　
見
　
俊
一
郎
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（
単

位
：

円
）

映
像

－
研

究
4
9
5
,
0
0
0
全

学
－

研
究

4
9
5
,
0
0
0

8
,
5
8
0
,
0
0
0

6
,
6
0
0
,
0
0
0

1
,
9
8
0
,
0
0
0

（
4
0
8
,
5
7
1
）

（
3
1
4
,
2
8
5
）

（
9
4
,
2
8
5
）

映
像

－
一

般
4
9
5
,
0
0
0
全

学
－

一
般

4
9
5
,
0
0
0

美
術

－
研

究
1
9
,
8
3
9
全

学
－

研
究

1
9
,
8
3
8

3
4
3
,
8
7
0

2
6
4
,
5
1
6

7
9
,
3
5
4

（
1
6
,
3
7
4
）

（
1
2
,
5
9
6
）

（
3
,
7
7
8
）

美
術

－
一

般
1
9
,
8
3
9
全

学
－

一
般

1
9
,
8
3
8

映
像

－
研

究
7
5
,
0
0
0
全

学
－

研
究

7
5
,
0
0
0

1
,
3
0
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

（
6
1
,
9
0
4
）

（
4
7
,
6
1
9
）

（
1
4
,
2
8
5
）

映
像

－
一

般
7
5
,
0
0
0
全

学
－

一
般

7
5
,
0
0
0

美
術

－
研

究
5
7
,
6
9
3
全

学
－

研
究

5
7
,
6
9
2

1
,
0
0
0
,
0
0
0

7
6
9
,
2
3
1

2
3
0
,
7
6
9

（
4
7
,
6
1
9
）

（
3
6
,
6
3
0
）

（
1
0
,
9
8
9
）

美
術

－
一

般
5
7
,
6
9
2
全

学
－

一
般

5
7
,
6
9
2

美
術

－
研

究
8
8
8
,
6
0
0
全

学
－

研
究

8
8
8
,
6
0
0

1
5
,
4
0
2
,
4
0
0

1
1
,
8
4
8
,
0
0
0

3
,
5
5
4
,
4
0
0

（
7
3
3
,
4
4
7
）

（
5
6
4
,
1
9
0
）

（
1
6
9
,
2
5
7
）

美
術

－
一

般
8
8
8
,
6
0
0
全

学
－

一
般

8
8
8
,
6
0
0

音
楽

－
研

究
0
全

学
－

研
究

0

2
,
9
4
0
,
0
0
0

2
,
9
4
0
,
0
0
0

0

（
1
4
0
,
0
0
0
）

（
1
4
0
,
0
0
0
）

（
0
）

音
楽

－
一

般
0
全

学
－

一
般

0

美
術

－
研

究
1
4
2
,
5
0
0
全

学
－

研
究

1
4
2
,
5
0
0

2
,
4
7
0
,
0
0
0

1
,
9
0
0
,
0
0
0

5
7
0
,
0
0
0

（
1
1
7
,
6
1
9
）

（
9
0
,
4
7
6
）

（
2
7
,
1
4
2
）

美
術

－
一

般
1
4
2
,
5
0
0
全

学
－

一
般

1
4
2
,
5
0
0

美
術

－
研

究
2
8
8
,
2
3
1
全

学
－

研
究

2
8
8
,
2
3
1

4
,
9
9
6
,
0
0
0

3
,
8
4
3
,
0
7
7

1
,
1
5
2
,
9
2
3

（
2
3
7
,
9
0
4
）

（
1
8
3
,
0
0
3
）

（
5
4
,
9
0
1
）

美
術

－
一

般
2
8
8
,
2
3
1
全

学
－

一
般

2
8
8
,
2
3
0

映
像

－
研

究
4
9
5
,
0
0
0
全

学
－

研
究

4
9
5
,
0
0
0

8
,
5
8
0
,
0
0
0

6
,
6
0
0
,
0
0
0

1
,
9
8
0
,
0
0
0

（
4
0
8
,
5
7
1
）

（
3
1
4
,
2
8
5
）

（
9
4
,
2
8
5
）

映
像

－
一

般
4
9
5
,
0
0
0
全

学
－

一
般

4
9
5
,
0
0
0

美
術

－
研

究
2
3
,
8
1
0
全

学
－

研
究

2
3
,
8
0
9

2
,
0
0
0
,
0
0
0

1
,
9
0
4
,
7
6
2

9
5
,
2
3
8

（
9
5
,
2
3
8
）

（
9
0
,
7
0
2
）

（
4
,
5
3
5
）

美
術

－
一

般
2
3
,
8
1
0
全

学
－

一
般

2
3
,
8
0
9

美
術

－
研

究
3
4
,
0
9
1
全

学
－

研
究

3
4
,
0
9
1

1
,
5
0
0
,
0
0
0

1
,
3
6
3
,
6
3
7

1
3
6
,
3
6
3

（
7
1
,
4
2
8
）

（
6
4
,
9
3
5
）

（
6
,
4
9
3
）

美
術

－
一

般
3
4
,
0
9
1
全

学
－

一
般

3
4
,
0
9
0

美
術

－
研

究
1
2
1
,
1
4
4
全

学
－

研
究

1
2
1
,
1
4
4

5
,
3
3
0
,
3
2
5

4
,
8
4
5
,
7
5
0

4
8
4
,
5
7
5

（
2
5
3
,
8
2
5
）

（
2
3
0
,
7
5
0
）

（
2
3
,
0
7
5
）

美
術

－
一

般
1
2
1
,
1
4
4
全

学
－

一
般

1
2
1
,
1
4
3

美
術

－
研

究
1
2
,
5
0
0
全

学
－

研
究

1
2
,
5
0
0

5
5
0
,
0
0
0

5
0
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

（
2
6
,
1
9
0
）

（
2
3
,
8
1
0
）

（
2
,
3
8
0
）

美
術

－
一

般
1
2
,
5
0
0
全

学
－

一
般

1
2
,
5
0
0

美
術

－
研

究
1
4
7
,
7
2
8
全

学
－

研
究

1
4
7
,
7
2
7

6
,
5
0
0
,
0
0
0

5
,
9
0
9
,
0
9
1

5
9
0
,
9
0
9

（
3
0
9
,
5
2
3
）

（
2
8
1
,
3
8
5
）

（
2
8
,
1
3
8
）

美
術

－
一

般
1
4
7
,
7
2
7
全

学
－

一
般

1
4
7
,
7
2
7

音
楽

－
研

究
5
8
5
,
0
0
0
全

学
－

研
究

5
8
5
,
0
0
0

1
0
,
1
4
0
,
0
0
0

7
,
8
0
0
,
0
0
0

2
,
3
4
0
,
0
0
0

（
4
8
2
,
8
5
7
）

（
3
7
1
,
4
2
9
）

（
1
1
1
,
4
2
8
）

音
楽

－
一

般
5
8
5
,
0
0
0
全

学
－

一
般

5
8
5
,
0
0
0

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

足
立

区
か

ら
の

受
託

研
究

（
天

空
劇

場
演

奏
会

）
P
A
B
0
3
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

9
月

6
日

文
化

財
保

存
学

宮
廻

　
正

明
　

教
授

宗
教

法
人

　
青

松
寺

（
5
7
5
4
8
8
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

古
典

研
究

を
ベ

ー
ス

に
し

た
現

代
涅

槃
図

の
再

現
研

究
P
A
B
0
2
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

5
日

文
化

財
保

存
学

清
水

　
真

一
　

教
授

宗
教

法
人

　
東

漸
寺

（
5
4
6
3
3
7
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

取
手

市
指

定
文

化
財

　
東

漸
寺

観
音

堂
の

解
体

調
査

研
究

P
A
B
0
2
6
　

 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

2
1
日

文
化

財
保

存
学

籔
内

　
佐

斗
司

　
教

授
宗

教
法

人
　

西
念

寺
（

5
7
5
4
3
7
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
0
日

美
術

学
部

茨
城

県
坂

東
市

西
念

寺
「

阿
弥

陀
如

来
坐

像
」

の
調

査
研

究
及

び
修

復
の

研
究

P
A
B
0
2
7
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

9
月

3
0
日

絵
画

科
壁

画
専

攻
工

藤
　

晴
也

　
助

教
授

茨
城

県
取

手
市

（
5
4
1
8
1
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

壁
画

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

P
A
B
0
0
8
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

8
月

5
日

文
化

財
保

存
学

籔
内

　
佐

斗
司

　
教

授
宗

教
法

人
浄

瑠
璃

寺
（

5
7
3
2
6
3
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

浄
瑠

璃
寺

灌
頂

堂
大

日
如

来
坐

像
保

存
修

復
の

研
究

P
A
B
0
2
4
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

9
月

1
4
日

先
端

芸
術

表
現

科
藤

幡
　

正
樹

　
教

授
（

独
）

科
学

技
術

振
興

機
構

（
5
2
4
4
8
8
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

映
像

研
究

科
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

基
盤

と
し

た
新

し
い

芸
術

創
造

に
関

す
る

研
究

（
第

二
四

半
期

）
P
A
B
0
0
4
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

4
月

1
日

文
化

財
保

存
学

清
水

　
真

一
　

教
授

柏
市

（
5
5
5
0
9
0
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

旧
吉

田
邸

建
物

の
復

原
整

備
設

計
に

関
す

る
調

査
研

究
P
A
B
0
2
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

9
月

2
3
日

先
端

芸
術

表
現

科
日

比
野

　
克

彦
　

助
教

授

三
菱

ふ
そ

う
ト

ラ
ッ

ク
・

バ
ス

（
株

）
茨

城
ふ

そ
う

（
5
6
8
6
3
2
）

 

平
成

1
8
年

9
月

3
0
日

美
術

学
部

取
手

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
運

行
に

よ
る

地
域

情
報

伝
達

シ
ス

テ
ム

の
開

発
研

究
P
A
B
0
2
2
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

8
月

5
日

東
京

都
教

育
委

員
会

（
5
5
3
3
4
2
）

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成

1
8
年

9
月

1
6
日

音
楽

学
部

高
等

学
校

に
お

け
る

学
校

設
定

教
科

・
科

目
「

日
本

の
伝

統
・

文
化

（
仮

称
）

」
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
研

究
・

開
発

委
託

P
A
B
0
2
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

6
月

1
5
日

映
像

研
究

科
物

語
性

を
重

視
す

る
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
の

制
作

配
信

基
盤

P
A
B
0
2
0

メ
デ

ィ
ア

映
像

専
攻

桐
山

　
孝

司
　

助
教

授

研
究

担
当

者

美
術

学
部

デ
ザ

イ
ン

科
松

下
　

　
計

　
助

教
授

文
化

財
保

存
学

専
攻

籔
内

　
佐

斗
司

　
教

授

工
芸

科
宮

田
　

亮
平

　
教

授

日
枝

神
社

に
お

け
る

古
江

戸
，

武
蔵

野
の

植
物

画
（

天
井

絵
）

の
表

現
研

究
と

創
造

P
A
B
0
0
6

P
A
B
0
1
6

平
成

1
8
年

2
月

2
8
日

平
成

2
1
年

3
月

3
1
日

宗
教

法
人

日
枝

神
社

（
5
5
3
0
1
9
）

（
株

）
山

形
屋

海
苔

店
（

5
6
3
8
3
1
）

宗
教

法
人

　
常

光
院

（
5
4
1
3
0
9
）

～～ ～

（
独

）
科

学
技

術
振

興
機

構
（

5
2
4
4
8
8
）

～

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

平
成

1
8
年

4
月

3
日

平
成

１
８

年
度

受
託

研
究

受
入

状
況

   

　
備

考

  

美
術

学
部

美
術

学
部

平
成

1
8
年

6
月

3
0
日

平
成

1
8
年

4
月

2
8
日

受
入

部
局

研
究

題
目

予
算

Ｂ
Ｕ

P
A
B
0
2
1

映
像

研
究

科
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

基
盤

と
し

た
新

し
い

芸
術

創
造

に
関

す
る

研
究

（
第

一
四

半
期

）
P
A
B
0
0
4

催
事

商
品

群
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ

光
照

寺
地

蔵
菩

薩
立

像
調

査
研

究
及

び
修

復

研
究

期
間

間
接

経
費

配
分

額

平
成

1
8
年

4
月

2
5
日

委
託

者
研

究
経

費
（

消
費

税
相

当
額

）

う
ち

直
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

う
ち

間
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

平
成

1
8
年

4
月

1
日

先
端

芸
術

表
現

科
藤

幡
　

正
樹

　
教

授

平
成

1
8
年

4
月

1
日

（
独

）
科

学
技

術
振

興
機

構
（

5
2
4
4
8
8
）

～

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日
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研
究

担
当

者
備

考
受

入
部

局
研

究
題

目
予

算
Ｂ

Ｕ
研

究
期

間
　

　
　

委
託

者
研

究
経

費
（

消
費

税
相

当
額

）

う
ち

直
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

う
ち

間
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
間

接
経

費
配

分
額

美
術

－
研

究
4
5
,
9
9
1
全

学
－

研
究

4
5
,
9
9
1

7
9
7
,
1
7
8

6
1
3
,
2
1
4

1
8
3
,
9
6
4

（
3
7
,
9
6
0
）

（
2
9
,
2
0
0
）

（
8
,
7
6
0
）

美
術

－
一

般
4
5
,
9
9
1
全

学
－

一
般

4
5
,
9
9
1

美
術

－
研

究
3
,
6
3
7
全

学
－

研
究

3
,
6
3
6

1
6
0
,
0
0
0

1
4
5
,
4
5
5

1
4
,
5
4
5

（
7
,
6
1
9
）

（
6
,
9
2
7
）

（
6
9
2
）

美
術

－
一

般
3
,
6
3
6
全

学
－

一
般

3
,
6
3
6

音
楽

－
研

究
3
3
3
,
7
5
0
全

学
－

研
究

3
3
3
,
7
5
0

6
,
5
0
0
,
0
0
0

5
,
1
6
5
,
0
0
0

1
,
3
3
5
,
0
0
0

（
3
0
9
,
5
2
3
）

（
2
4
5
,
9
5
2
）

（
6
3
,
5
7
1
）

音
楽

－
一

般
3
3
3
,
7
5
0
全

学
－

一
般

3
3
3
,
7
5
0

音
楽

－
研

究
6
4
1
,
2
5
0
全

学
－

研
究

6
4
1
,
2
5
0

1
1
,
1
1
5
,
0
0
0

8
,
5
5
0
,
0
0
0

2
,
5
6
5
,
0
0
0

（
5
2
9
,
2
8
5
）

（
4
0
7
,
1
4
3
）

（
1
2
2
,
1
4
2
）

音
楽

－
一

般
6
4
1
,
2
5
0
全

学
－

一
般

6
4
1
,
2
5
0

映
像

－
研

究
9
9
0
,
0
0
0
全

学
－

研
究

9
9
0
,
0
0
0

1
7
,
1
6
0
,
0
0
0

1
3
,
2
0
0
,
0
0
0

3
,
9
6
0
,
0
0
0

（
8
1
7
,
1
4
2
）

（
6
2
8
,
5
7
1
）

（
1
8
8
,
5
7
1
）

映
像

－
一

般
9
9
0
,
0
0
0
全

学
－

一
般

9
9
0
,
0
0
0

映
像

－
研

究
1
,
0
1
2
,
5
0
0
全

学
－

研
究

1
,
0
1
2
,
5
0
0

1
7
,
5
5
0
,
0
0
0

1
3
,
5
0
0
,
0
0
0

4
,
0
5
0
,
0
0
0

（
8
3
5
,
7
1
4
）

（
6
4
2
,
8
5
7
）

（
1
9
2
,
8
5
7
）

映
像

－
一

般
1
,
0
1
2
,
5
0
0
全

学
－

一
般

1
,
0
1
2
,
5
0
0

音
楽

－
研

究
9
8
,
2
5
0
全

学
－

研
究

9
8
,
2
5
0

2
,
6
0
0
,
0
0
0

2
,
2
0
7
,
0
0
0

3
9
3
,
0
0
0

（
1
2
3
,
8
0
9
）

（
1
0
5
,
0
9
5
）

（
1
8
,
7
1
4
）

音
楽

－
一

般
9
8
,
2
5
0
全

学
－

一
般

9
8
,
2
5
0

美
術

－
研

究
6
2
,
5
0
0
全

学
－

研
究

6
2
,
5
0
0

1
,
5
0
0
,
0
0
0

1
,
2
5
0
,
0
0
0

2
5
0
,
0
0
0

（
7
1
,
4
2
8
）

（
5
9
,
5
2
4
）

（
1
1
,
9
0
4
）

美
術

－
一

般
6
2
,
5
0
0
全

学
－

一
般

6
2
,
5
0
0

音
楽

－
研

究
8
6
2
,
5
0
0
全

学
－

研
究

8
6
2
,
5
0
0

2
0
,
1
5
0
,
0
0
0

1
6
,
7
0
0
,
0
0
0

3
,
4
5
0
,
0
0
0

（
9
5
9
,
5
2
3
）

（
7
9
5
,
2
3
8
）

（
1
6
4
,
2
8
5
）

音
楽

－
一

般
8
6
2
,
5
0
0
全

学
－

一
般

8
6
2
,
5
0
0

音
楽

－
研

究
3
6
0
,
7
5
0
全

学
－

研
究

3
6
0
,
7
5
0

6
,
5
0
0
,
0
0
0

5
,
0
5
7
,
0
0
0

1
,
4
4
3
,
0
0
0

（
3
0
9
,
5
2
3
）

（
2
4
0
,
8
0
9
）

（
6
8
,
7
1
4
）

音
楽

－
一

般
3
6
0
,
7
5
0
全

学
－

一
般

3
6
0
,
7
5
0

音
楽

－
研

究
2
4
7
,
5
0
0
全

学
－

研
究

2
4
7
,
5
0
0

4
,
5
5
0
,
0
0
0

3
,
5
6
0
,
0
0
0

9
9
0
,
0
0
0

（
2
1
6
,
6
6
6
）

（
1
6
9
,
5
2
4
）

（
4
7
,
1
4
2
）

音
楽

－
一

般
2
4
7
,
5
0
0
全

学
－

一
般

2
4
7
,
5
0
0

音
楽

－
研

究
9
3
,
0
0
0
全

学
－

研
究

9
3
,
0
0
0

2
,
6
0
0
,
0
0
0

2
,
2
2
8
,
0
0
0

3
7
2
,
0
0
0

（
1
2
3
,
8
0
9
）

（
1
0
6
,
0
9
5
）

（
1
7
,
7
1
4
）

音
楽

－
一

般
9
3
,
0
0
0
全

学
－

一
般

9
3
,
0
0
0

音
楽

－
研

究
3
1
6
,
5
0
0
全

学
－

研
究

3
1
6
,
5
0
0

6
,
5
0
0
,
0
0
0

5
,
2
3
4
,
0
0
0

1
,
2
6
6
,
0
0
0

（
3
0
9
,
5
2
3
）

（
2
4
9
,
2
3
8
）

（
6
0
,
2
8
5
）

音
楽

－
一

般
3
1
6
,
5
0
0
全

学
－

一
般

3
1
6
,
5
0
0

音
楽

－
研

究
3
6
,
0
0
0
全

学
－

研
究

3
6
,
0
0
0

9
1
0
,
0
0
0

7
6
6
,
0
0
0

1
4
4
,
0
0
0

（
4
3
,
3
3
3
）

（
3
6
,
4
7
6
）

（
6
,
8
5
7
）

音
楽

－
一

般
3
6
,
0
0
0
全

学
－

一
般

3
6
,
0
0
0

音
楽

－
研

究
1
1
0
,
2
5
0
全

学
－

研
究

1
1
0
,
2
5
0

3
,
3
1
5
,
0
0
0

2
,
8
7
4
,
0
0
0

4
4
1
,
0
0
0

（
1
5
7
,
8
5
7
）

（
1
3
6
,
8
5
7
）

（
2
1
,
0
0
0
）

音
楽

－
一

般
1
1
0
,
2
5
0
全

学
－

一
般

1
1
0
,
2
5
0

音
楽

－
研

究
1
0
9
,
5
0
0
全

学
－

研
究

1
0
9
,
5
0
0

2
,
6
0
0
,
0
0
0

2
,
1
6
2
,
0
0
0

4
3
8
,
0
0
0

（
1
2
3
,
8
0
9
）

（
1
0
2
,
9
5
2
）

（
2
0
,
8
5
7
）

音
楽

－
一

般
1
0
9
,
5
0
0
全

学
－

一
般

1
0
9
,
5
0
0

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

　
　

　
　 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

区
内

在
住

の
障

害
児

を
対

象
と

し
た

音
楽

療
法

）
P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
2
月

1
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

区
内

高
齢

者
施

設
を

対
象

と
し

た
音

楽
療

法
活

動
）

P
A
A
1
0
1
　

　
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
2
月

1
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

障
害

児
と

そ
の

家
族

を
対

象
に

し
た

演
奏

会
）

P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

1
5
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

区
内

小
中

学
校

等
を

対
象

に
し

た
音

楽
教

育
支

援
活

動
）

P
A
A
1
0
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

1
6
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

区
内

在
住

の
未

就
学

児
と

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
し

た
音

楽
教

育
関

連
活

動
）

P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

1
6
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

区
内

音
楽

団
体

と
の

共
演

に
よ

る
音

楽
イ

ベ
ン

ト
）

P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

6
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

文
化

芸
術

に
係

る
展

覧
会

）
P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

6
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

足
立

区
と

の
連

携
事

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
統

括
及

び
事

業
報

告
、

事
業

評
価

書
の

作
成

、
総

合
的

分
析

、
調

査
研

究
委

託
P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

2
日

文
化

財
保

存
学

木
島

　
隆

康
　

教
授

陳
　

重
光

（
5
8
2
5
1
4
）

 

平
成

1
8
年

4
月

3
0
日

美
術

学
部

陳
澄

波
油

画
作

品
三

点
の

調
査

と
修

復
P
A
B
0
3
0
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
2
月

2
0
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

文
化

政
策

・
地

域
文

化
振

興
フ

ォ
ー

ラ
ム

）
P
A
B
0
3
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

2
日

先
端

芸
術

表
現

科
藤

幡
　

正
樹

　
教

授
（

独
）

科
学

技
術

振
興

機
構

（
5
2
4
4
8
8
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

映
像

研
究

科
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

基
盤

と
し

た
新

し
い

芸
術

創
造

に
関

す
る

研
究

（
変

更
契

約
分

）
P
A
B
0
0
4
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

4
月

1
日

先
端

芸
術

表
現

科
藤

幡
　

正
樹

　
教

授
（

独
）

科
学

技
術

振
興

機
構

（
5
2
4
4
8
8
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

映
像

研
究

科
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

基
盤

と
し

た
新

し
い

芸
術

創
造

に
関

す
る

研
究

（
第

三
・

四
四

半
期

）
P
A
B
0
0
4
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

4
月

1
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

西
新

井
文

化
ホ

ー
ル

を
活

用
し

た
演

奏
会

）
P
A
B
0
3
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

2
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

文
化

芸
術

関
連

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
）

P
A
B
0
3
1
　

　
　

　
 
～

平
成

1
8
年

1
0
月

2
日

文
化

財
保

存
学

稲
葉

　
政

満
　

教
授

桐
野

　
文

良
　

助
教

授

宗
教

法
人

　
平

等
院

（
5
7
7
7
5
8
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

ベ
ン

ガ
ラ

系
塗

装
材

の
耐

光
性

試
験

P
A
B
0
3
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
1
月

7
日

デ
ザ

イ
ン

科
松

下
　

計
助

教
授

新
日

本
製

鐵
（

株
）

（
5
7
6
8
9
4
）

 

平
成

1
8
年

1
0
月

3
1
日

美
術

学
部

寺
社

仏
閣

用
チ

タ
ン

建
材

写
真

の
デ

ザ
イ

ン
方

法
に

関
す

る
研

究
P
A
B
0
2
9
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～

平
成

1
8
年

1
1
月

3
日
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研
究

担
当

者
入

備
考

受
入

部
局

　
　

　
研

究
題

目
予

算
Ｂ

Ｕ
研

究
期

間
間

　
　

　
委

託
者

研
究

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

う
ち

直
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

う
ち

間
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
間

接
経

費
配

分
額

音
楽

－
研

究
1
5
0
,
0
0
0
全

学
－

研
究

1
5
0
,
0
0
0

2
,
6
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

6
0
0
,
0
0
0

（
1
2
3
,
8
0
9
）

（
9
5
,
2
3
8
）

（
2
8
,
5
7
1
）

音
楽

－
一

般
1
5
0
,
0
0
0
全

学
－

一
般

1
5
0
,
0
0
0

美
術

－
研

究
2
0
0
,
0
0
0
全

学
－

研
究

2
0
0
,
0
0
0

7
,
0
0
0
,
0
0
0

6
,
2
0
0
,
0
0
0

8
0
0
,
0
0
0

（
3
3
3
,
3
3
3
）

（
2
9
5
,
2
3
8
）

（
3
8
,
0
9
5
）

美
術

－
一

般
2
0
0
,
0
0
0
全

学
－

一
般

2
0
0
,
0
0
0

音
楽

－
研

究
1
7
1
,
0
0
0
全

学
－

研
究

1
7
1
,
0
0
0

6
,
3
0
5
,
0
0
0

5
,
6
2
1
,
0
0
0

6
8
4
,
0
0
0

（
3
0
0
,
2
3
8
）

（
2
6
7
,
6
6
7
）

（
3
2
,
5
7
1
）

音
楽

－
一

般
1
7
1
,
0
0
0
全

学
－

一
般

1
7
1
,
0
0
0

美
術

－
研

究
4
,
7
5
8
全

学
－

研
究

4
,
7
5
7

2
0
9
,
3
3
0

1
9
0
,
3
0
0

1
9
,
0
3
0

（
9
,
9
6
8
）

（
9
,
0
6
2
）

（
9
0
6
）

美
術

－
一

般
4
,
7
5
8
全

学
－

一
般

4
,
7
5
7

音
楽

－
研

究
4
4
,
2
5
0
全

学
－

研
究

4
4
,
2
5
0

8
4
4
,
0
0
0

6
6
7
,
0
0
0

1
7
7
,
0
0
0

（
4
0
,
1
9
0
）

（
3
1
,
7
6
2
）

（
8
,
4
2
8
）

音
楽

－
一

般
4
4
,
2
5
0
全

学
－

一
般

4
4
,
2
5
0

音
楽

－
研

究
6
9
,
0
0
0
全

学
－

研
究

6
9
,
0
0
0

1
,
2
7
6
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
7
6
,
0
0
0

（
6
0
,
7
6
1
）

（
4
7
,
6
1
9
）

（
1
3
,
1
4
2
）

音
楽

－
一

般
6
9
,
0
0
0
全

学
－

一
般

6
9
,
0
0
0

音
楽

－
研

究
3
6
,
7
5
0
全

学
－

研
究

3
6
,
7
5
0

6
5
7
,
0
0
0

5
1
0
,
0
0
0

1
4
7
,
0
0
0

（
3
1
,
2
8
5
）

（
2
4
,
2
8
5
）

（
7
,
0
0
0
）

音
楽

－
一

般
3
6
,
7
5
0
全

学
－

一
般

3
6
,
7
5
0

美
術

－
研

究
1
1
,
2
8
8
全

学
－

研
究

1
1
,
2
8
7

4
9
6
,
6
5
0

4
5
1
,
5
0
0

4
5
,
1
5
0

（
2
3
,
6
5
0
）

（
2
1
,
5
0
0
）

（
2
,
1
5
0
）

美
術

－
一

般
1
1
,
2
8
8
全

学
－

一
般

1
1
,
2
8
7

美
術

－
研

究
1
0
,
6
8
0
全

学
－

研
究

1
0
,
6
7
9

1
8
5
,
1
0
7

1
4
2
,
3
9
0

4
2
,
7
1
7

（
8
,
8
1
4
）

（
6
,
7
8
0
）

（
2
,
0
3
4
）

美
術

－
一

般
1
0
,
6
7
9
全

学
－

一
般

1
0
,
6
7
9

美
術

－
研

究
2
,
0
7
4
,
9
9
0
全

学
－

研
究

9
,
4
0
7
,
7
3
2

音
楽

－
研

究
4
,
2
6
5
,
2
5
0

1
9
5
,
7
1
2
,
8
6
0

1
5
8
,
0
8
1
,
9
2
3

3
7
,
6
3
0
,
9
3
7
映

像
－

研
究

3
,
0
6
7
,
5
0
0

（
9
,
3
1
9
,
6
6
0
）

（
7
,
5
2
7
,
7
1
1
）

（
1
,
7
9
1
,
9
4
9
）

美
術

－
一

般
2
,
0
7
4
,
9
8
6
全

学
－

一
般

9
,
4
0
7
,
7
2
9

音
楽

－
一

般
4
,
2
6
5
,
2
5
0

映
像

－
一

般
3
,
0
6
7
,
5
0
0

絵
画

科
手

塚
　

雄
二

　
教

授
宗

教
法

人
　

寛
永

寺
～

平
成

1
9
年

4
月

3
0
日

美
術

学
部

寛
永

寺
板

戸
の

修
復

、
調

査
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
～

平
成

1
9
年

3
月

2
2
日

文
化

財
保

存
学

木
島

　
隆

康
　

教
授

財
団

法
人

台
東

区
芸

術
文

化
財

団
 

平
成

1
9
年

3
月

3
0
日

美
術

学
部

中
村

不
折

油
画

作
品

の
調

査
及

び
修

復
P
A
B
0
3
5
　

　
　

　
　

～

平
成

1
9
年

3
月

1
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

ピ
ア

ノ
サ

ロ
ン

演
奏

会
）

P
A
B
0
3
1
　

　
　

　
　

～

平
成

1
9
年

2
月

1
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

未
就

学
児

と
そ

の
家

族
を

対
象

に
し

た
演

奏
会

）
P
A
B
0
3
1
　

　
　

　
　

～

平
成

1
9
年

3
月

1
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

音
楽

教
諭

を
対

象
と

し
た

音
楽

実
技

研
修

事
業

）
P
A
B
0
3
1
　

　
　

　
　

～

平
成

1
9
年

2
月

1
日

文
化

財
保

存
学

稲
葉

　
政

満
　

教
授

桐
野

　
文

良
　

助
教

授

宗
教

法
人

　
平

等
院

（
5
7
7
7
5
8
）

 

平
成

2
1
年

3
月

3
1
日

美
術

学
部

ベ
ン

ガ
ラ

系
塗

装
材

の
耐

光
性

試
験

P
A
B
0
3
2
　

　
　

　
　

～

平
成

1
8
年

1
1
月

7
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

区
民

を
対

象
と

し
た

文
化

講
座

）
P
A
B
0
3
1
　

　
　

　
　

～

平
成

1
9
年

1
月

4
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

「
光

の
お

ば
け

煙
突

」
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
の

制
作

・
展

示
）

P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
　

～
 

平
成

1
8
年

1
1
月

1
5
日

応
用

音
楽

学
畑

　
瞬

一
郎

教
授

足
立

区
（

5
7
5
5
0
9
）

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

区
民

へ
の

文
化

芸
術

に
関

す
る

影
響

度
等

の
調

査
研

究
委

託
（

ク
リ

ス
マ

ス
音

楽
イ

ベ
ン

ト
）

P
A
A
1
0
1
　

　
　

　
　

～
 

平
成

1
8
年

1
1
月

1
5
日

小
計
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（
単

位
：

円
）

演
奏

－
研

究
2
0
1
,
9
0
0
全

学
－

研
究

2
0
1
,
9
0
0

3
,
4
9
9
,
6
0
0

2
,
6
9
2
,
0
0
0

8
0
7
,
6
0
0

（
1
6
6
,
6
4
7
）

（
1
2
8
,
1
9
0
）

（
3
8
,
4
5
7
）

演
奏

－
一

般
2
0
1
,
9
0
0
全

学
－

一
般

2
0
1
,
9
0
0

演
奏

－
研

究
2
5
,
2
0
0
全

学
－

研
究

2
5
,
2
0
0

4
3
6
,
8
0
0

3
3
6
,
0
0
0

1
0
0
,
8
0
0

（
2
0
,
8
0
0
）

（
1
6
,
0
0
0
）

（
4
,
8
0
0
）

演
奏

－
一

般
2
5
,
2
0
0
全

学
－

一
般

2
5
,
2
0
0

映
像

－
研

究
9
4
3
,
2
2
8
全

学
－

研
究

9
4
3
,
2
2
8

2
8
,
9
2
5
,
6
6
2

2
5
,
1
5
2
,
7
5
0

3
,
7
7
2
,
9
1
2

（
1
,
3
7
7
,
4
1
2
）

（
1
,
1
9
7
,
7
5
0
）

（
1
7
9
,
6
6
2
）

映
像

－
一

般
9
4
3
,
2
2
8
全

学
－

一
般

9
4
3
,
2
2
8

音
楽

－
研

究
1
4
1
,
3
4
6
全

学
－

研
究

1
4
1
,
3
4
6

2
,
4
5
0
,
0
0
0

1
,
8
8
4
,
6
1
6

5
6
5
,
3
8
4

（
1
1
6
,
6
6
6
）

（
8
9
,
7
4
3
）

（
2
6
,
9
2
3
）

音
楽

－
一

般
1
4
1
,
3
4
6
全

学
－

一
般

1
4
1
,
3
4
6

音
楽

－
研

究
6
8
,
1
8
2
全

学
－

研
究

6
8
,
1
8
2

3
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
7
2
7
,
2
7
3

2
7
2
,
7
2
7

（
1
4
2
,
8
5
7
）

（
1
2
9
,
8
7
0
）

（
1
2
,
9
8
7
）

音
楽

－
一

般
6
8
,
1
8
2
全

学
－

一
般

6
8
,
1
8
1

音
楽

－
研

究
5
6
,
8
1
8
全

学
－

研
究

5
6
,
8
1
8

2
,
5
0
0
,
0
0
0

2
,
2
7
2
,
7
2
8

2
2
7
,
2
7
2

（
1
1
9
,
0
4
7
）

（
1
0
8
,
2
2
5
）

（
1
0
,
8
2
2
）

音
楽

－
一

般
5
6
,
8
1
8
全

学
－

一
般

5
6
,
8
1
8

映
像

－
研

究
1
,
4
2
5
,
0
0
0
全

学
－

研
究

0

9
,
9
7
5
,
0
0
0

7
,
1
2
5
,
0
0
0

2
,
8
5
0
,
0
0
0

（
4
7
5
,
0
0
0
）

（
3
3
9
,
2
8
5
）

（
1
3
5
,
7
1
4
）

映
像

－
一

般
1
,
4
2
5
,
0
0
0
全

学
－

一
般

0

音
楽

－
研

究
1
4
4
,
2
3
1
全

学
－

研
究

1
4
4
,
2
3
1

2
,
5
0
0
,
0
0
0

1
,
9
2
3
,
0
7
7

5
7
6
,
9
2
3

（
1
1
9
,
0
4
7
）

（
9
1
,
5
7
5
）

（
2
7
,
4
7
2
）

音
楽

－
一

般
1
4
4
,
2
3
1
全

学
－

一
般

1
4
4
,
2
3
0

演
奏

－
研

究
2
8
,
3
5
0
全

学
－

研
究

2
8
,
3
5
0

4
9
1
,
4
0
0

3
7
8
,
0
0
0

1
1
3
,
4
0
0

（
2
3
,
4
0
0
）

（
1
8
,
0
0
0
）

（
5
,
4
0
0
）

演
奏

－
一

般
2
8
,
3
5
0
全

学
－

一
般

2
8
,
3
5
0

音
楽

－
研

究
7
5
,
0
0
0
全

学
－

研
究

7
5
,
0
0
0

1
,
3
0
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

（
6
1
,
9
0
4
）

（
4
7
,
6
1
9
）

（
1
4
,
2
8
5
）

音
楽

－
一

般
7
5
,
0
0
0
全

学
－

一
般

7
5
,
0
0
0

音
楽

－
研

究
1
,
4
9
8
,
0
0
0
全

学
－

研
究

6
4
2
,
0
0
0

1
2
,
8
4
0
,
0
0
0

8
,
5
6
0
,
0
0
0

4
,
2
8
0
,
0
0
0

（
6
1
1
,
4
2
8
）

（
4
0
7
,
6
1
9
）

（
2
0
3
,
8
0
9
）

音
楽

－
一

般
1
,
4
9
8
,
0
0
0
全

学
－

一
般

6
4
2
,
0
0
0

美
術

－
研

究
1
1
5
,
3
8
5
全

学
－

研
究

1
1
5
,
3
8
4

2
,
0
0
0
,
0
0
0

1
,
5
3
8
,
4
6
2

4
6
1
,
5
3
8

（
9
5
,
2
3
8
）

（
7
3
,
2
6
0
）

（
2
1
,
9
7
8
）

美
術

－
一

般
1
1
5
,
3
8
5
全

学
－

一
般

1
1
5
,
3
8
4

美
術

－
研

究
1
1
5
,
3
8
5
全

学
－

研
究

2
,
4
4
1
,
6
3
9

音
楽

－
研

究
1
,
9
8
3
,
5
7
7

映
像

－
研

究
2
,
3
6
8
,
2
2
8

演
奏

－
研

究
2
5
5
,
4
5
0

6
9
,
9
1
8
,
4
6
2

5
5
,
5
8
9
,
9
0
6

1
4
,
3
2
8
,
5
5
6
事

務
－

研
究

0

（
3
,
3
2
9
,
4
5
0
）

（
2
,
6
4
7
,
1
3
8
）

（
6
8
2
,
3
1
2
）

美
術

－
一

般
1
1
5
,
3
8
5
全

学
－

一
般

2
,
4
4
1
,
6
3
7

音
楽

－
一

般
1
,
9
8
3
,
5
7
7

映
像

－
一

般
2
,
3
6
8
,
2
2
8

演
奏

－
一

般
2
5
5
,
4
5
0

事
務

－
一

般
0

事
業

期
間

 

平
成

1
8
年

6
月

1
7
日

平
成

1
8
年

6
月

9
日

音
楽

学
部

台
東

区
（

5
6
9
1
0
9
）

 

備
　

考

 

予
算

Ｂ
Ｕ

演
奏

芸
術

セ
ン

タ
ー

２
０

０
６

年
日

本
国

際
賞

授
賞

式
式

典
及

び
祝

宴
に

お
け

る
演

奏
P
B
B
0
0
7

平
成

１
８

年
度

受
託

事
業

受
入

状
況

小
計

受
入

部
局

（
財

）
国

際
科

学
技

術
財

団
（

5
6
4
1
5
6
）

事
業

の
名

称

 

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

器
楽

科
守

山
　

光
三

　
教

授
ほ

か

「
新

座
第

九
」

合
唱

団
（

5
6
9
1
1
7
）

 

演
奏

芸
術

セ
ン

タ
ー

松
下

　
功

　
教

授
文

部
科

学
省

（
5
6
5
9
9
2
）

映
像

研
究

科
桂

　
　

英
史

　
助

教
授

～

平
成

1
8
年

5
月

1
7
日

平
成

1
8
年

5
月

1
1
日

平
成

1
8
年

4
月

6
日

北
九

州
市

（
5
6
6
4
2
6
）

平
成

1
8
年

4
月

1
5
日

事
業

担
当

者

器
楽

科
杉

木
　

峯
夫

　
教

授
ほ

か

間
接

経
費

配
分

額
委

託
者

研
究

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

う
ち

直
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

う
ち

間
接

経
費

（
消

費
税

相
当

額
）

～

平
成

1
8
年

4
月

2
0
日

音
楽

学
部

演
奏

芸
術

セ
ン

タ
ー

春
の

叙
勲

等
伝

達
式

演
奏

P
B
B
0
0
8

映
像

研
究

科
（

仮
称

）
産

業
技

術
保

存
継

承
セ

ン
タ

ー
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
事

業
企

画
・

設
計

及
び

監
理

委
託

P
B
B
0
0
9
　

　
　

　
 
～

浅
草

公
会

堂
改

修
記

念
演

奏
会

P
B
B
0
1
0
　

　
　

　
 
～

音
楽

学
部

「
新

座
第

九
」

合
唱

団
演

奏
会

P
B
B
0
1
1

平
成

1
8
年

7
月

2
3
日

～

平
成

1
8
年

7
月

2
3
日

音
楽

学
部

文
京

シ
ビ

ッ
ク

合
唱

団
　

第
４

回
定

期
演

奏
会

P
B
B
0
1
2

平
成

1
8
年

9
月

2
3
日

器
楽

科
守

山
　

光
三

　
教

授
ほ

か

文
京

シ
ビ

ッ
ク

合
唱

団
（

5
7
5
9
2
1
）

 

平
成

1
8
年

9
月

2
3
日

映
像

研
究

科
文

化
芸

術
創

造
都

市
づ

く
り

の
推

進
に

向
け

た
地

域
貢

献
事

業

平
成

1
8
年

9
月

1
日

映
像

研
究

科
堀

越
　

謙
三

　
教

授
横

浜
市

～

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

音
楽

学
部

ジ
ャ

ン
＝

マ
ル

ク
・

ル
イ

サ
ダ

氏
（

ピ
ア

ニ
ス

ト
）

と
東

京
芸

術
大

学
学

生
に

よ
る

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

と
の

共
演

P
B
B
0
1
5
　

　
　

　
 
 
～

平
成

1
8
年

1
1
月

1
8
日

器
楽

科
河

野
　

文
昭

　
助

教
授

ほ
か

（
株

）
東

京
ア

イ
エ

ム
シ

ー
（

5
7
9
4
3
8
）

 

平
成

1
8
年

1
1
月

1
8
日

演
奏

芸
術

セ
ン

タ
ー

文
化

功
労

者
顕

彰
式

・
叙

勲
勲

章
伝

達
式

・
紫

綬
褒

章
・

藍
綬

褒
章

及
び

黄
綬

褒
章

伝
達

式
に

お
け

る
演

奏
P
B
B
0
1
6
　

　
　

　
　

～

平
成

1
8
年

1
1
月

6
日

演
奏

芸
術

セ
ン

タ
ー

松
下

　
功

　
教

授
文

部
科

学
省

（
5
6
5
9
9
2
）

 

平
成

1
8
年

1
1
月

1
6
日

音
楽

学
部

メ
ン

デ
ル

ス
ゾ

ー
ン

基
金

チ
ャ

リ
テ

ィ
・

ガ
ラ

・
コ

ン
サ

ー
ト

P
B
B
0
1
7
　

　
　

　
　

～

平
成

1
8
年

1
2
月

1
0
日

器
楽

科
岡

山
　

潔
　

教
授

（
株

）
梶

本
音

楽
事

務
所

（
5
8
1
2
8
0
）

 

平
成

1
8
年

1
2
月

1
0
日

音
楽

学
部

Ｌ
Ｅ

Ｘ
Ｕ

Ｓ
コ

ン
サ

ー
ト

i
n
東

京
藝

大
'
0
6

P
B
B
0
1
8
　

　
　

　
　

～

平
成

1
8
年

1
2
月

1
6
日

指
揮

科
小

林
　

研
一

郎
　

教
授

東
京

ト
ヨ

ペ
ッ

ト
（

株
）

（
5
6
3
4
9
5
）

 

平
成

1
8
年

1
2
月

1
6
日

美
術

学
部

「
取

手
け

い
り

ん
サ

イ
ク

ル
ア

ー
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ー
ジ

」
全

体
デ

ザ
イ

ン
委

託
P
B
B
0
1
8
　

　
　

　
　

～

平
成

1
8
年

1
2
月

1
5
日

建
築

科
六

角
　

鬼
丈

　
教

授
ほ

か
茨

城
県

自
転

車
競

技
事

務
所

～

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

※以下は、間接経費の配分があった受託事業のみを掲載 資料５－１
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○
東
京
芸
術
大
学
政
府
調
達
協
定
実
施
規
則

平
成
16年

４
月
１
日

制
定

（
趣
旨
）

第
１
条

こ
の
規
則
は
、
1994年

４
月
15日

マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協

定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
｡)そ

の
他
の
国
際
約
束
を
実
施
す
る
た
め
、
本
学
の
締
結
す
る
契

約
の
う
ち
協
定
、
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関

し
、
東
京
芸
術
大
学
契
約
規
則
（
以
下
「
契
約
規
則
」
と
い
う
｡)の

特
例
を
設
け
る
と
と
も
に

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
２
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
物
品
等

動
産
（
現
金
及
び
有
価
証
券
を
除
く
｡)及

び
著
作
権
法
（
昭
和
45年

法
律
第
48

号
）
第
２
条
第
１
項
第
10号

の
２
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
う
。

（
２
）
特
定
役
務

協
定
の
付
属
書
Ⅰ
日
本
国
の
付
表
４
に
掲
げ
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
役
務
を
い

う
。

（
３
）
建
設
工
事

協
定
の
付
属
書
Ⅰ
日
本
国
の
付
表
４
に
掲
げ
る
建
設
工
事
を
い
う
。

（
４
）
調
達
契
約

物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
の
た
め
締
結
さ
れ
る
契
約
（
当
該
物
品
等
又

は
当
該
特
定
役
務
以
外
の
物
品
等
又
は
役
務
の
調
達
が
付
随
す
る
も
の
を
含
む
｡)を

い
う
。

（
５
）
一
連
の
調
達
契
約

特
定
の
需
要
に
係
る
一
の
物
品
等
若
し
く
は
特
定
役
務
又
は
同
一
の

種
類
の
二
以
上
の
物
品
等
若
し
く
は
特
定
役
務
の
調
達
の
た
め
に
締
結
さ
れ
る
二
以
上
の
調

達
契
約
を
い
う
。

（
適
用
範
囲
）

第
３
条

こ
の
規
則
は
、
本
学
の
締
結
す
る
調
達
契
約
で
あ
っ
て
、
当
該
調
達
契
約
に
係
る
予
定

価
格
が
、
国
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
き
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
55年

政
令
第
3
0
0号
。
以
下
「
特
例
政
令
」
と
い
う
｡)第

３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
定
め

る
区
分
に
応
じ
同
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
も
の
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
調
達
契
約
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
１
）
有
償
で
譲
渡
（
加
工
又
は
修
理
を
加
え
た
上
で
譲
渡
す
る
場
合
を
含
む
｡)を

す
る
目
的
で

取
得
す
る
物
品
等
若
し
く
は
当
該
物
品
等
の
譲
渡
（
加
工
又
は
修
理
を
加
え
た
上
で
す
る
譲

渡
を
含
む
｡)を

す
る
た
め
に
直
接
に
必
要
な
特
定
役
務
（
当
該
物
品
等
の
加
工
又
は
修
理
を

す
る
た
め
に
直
接
に
必
要
な
特
定
役
務
を
含
む
｡)又

は
有
償
で
譲
渡
を
す
る
製
品
の
原
材
料

と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
取
得
す
る
物
品
等
若
し
く
は
当
該
製
品
の
生
産
を
す
る
た
め
に
直

接
必
要
な
特
定
役
務
の
調
達
契
約

（
２
）
物
品
等
の
調
達
契
約
又
は
特
定
役
務
の
調
達
契
約
で
、
当
該
調
達
契
約
に
係
る
本
学
の
行

為
を
秘
密
に
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

２
前
項
の
予
定
価
格
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
の
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
物
品
等
の
借
入
に
係
る
調
達
契
約
又
は
一
定
期
間
継
続
し
て
提
供
を
受
け
る
特
定
役
務
の

調
達
契
約
に
あ
っ
て
は
、
借
入
期
間
又
は
提
供
を
受
け
る
期
間
の
定
め
が
12月

以
下
の
場
合

は
当
該
期
間
に
お
け
る
予
定
賃
借
料
の
総
額
又
は
特
定
役
務
の
予
定
価
格
の
総
額
と
し
、
そ

の
他
の
場
合
は
、
特
例
政
令
第
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
額

（
２
）
調
達
契
約
に
関
し
単
価
に
つ
い
て
そ
の
予
定
価
格
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は

当
該
予
定
価
格
に
当
該
調
達
契
約
に
よ
り
調
達
す
べ
き
数
量
を
乗
じ
た
額

（
３
）
一
連
の
調
達
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
一
連
の
調
達
契
約
に
よ
り
調
達

を
す
べ
き
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
予
定
価
格
の
合
計
額

（
競
争
参
加
の
資
格
に
関
す
る
審
査
等
）

第
４
条

学
長
は
、
こ
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
調
達
契
約
（
以
下
「
特
定
調
達
契
約
」
と
い
う
｡)

の
締
結
が
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
東
京
芸
術
大
学
会
計
通
則
（
以
下
「
会
計
通
則
」
と
い
う
｡)

第
17条

第
２
項
に
規
定
す
る
競
争
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
審
査
を
随
時
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
学
長
は
、
会
計
通
則
第
17条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
参
加
す
る

者
に
必
要
な
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
特
定
調
達
契
約
の
締
結
が
見
込
ま
れ

る
と
き
は
、
当
該
特
定
調
達
契
約
の
締
結
が
見
込
ま
れ
る
年
度
ご
と
に
、
当
該
資
格
の
基
本
と

な
る
べ
き
事
項
並
び
に
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
つ
い
て
、
官
報
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３
学
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
調
達
を
す
る
物
品
等
及
び
特
定
役
務
の
種
類

（
２
）
会
計
通
則
第
17条

第
２
項
に
規
定
す
る
資
格
の
有
効
期
限
及
び
当
該
期
間
の
更
新
手
続
き

４
学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
指
名
競
争
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す

る
者
の
名
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
競
争
の
公
告
）

第
５
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
を
一
般
競
争
に
付
す
と
き
は
、
そ
の
入
札
の
期
日
の
前
日
か

ら
起
算
し
て
少
な
く
と
も
40日

前
（
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係

る
一
般
競
争
に
つ
い
て
は
、
24日

前
）
に
官
報
に
よ
り
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
急
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
期
間
を
10日

ま
で
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
学
長
は
、
入
札
者
若
し
く
は
落
札
者
が
な
い
場
合
又
は
落
札
者
が
契
約
を
結
ば
な
い
場
合
に

お
い
て
、
さ
ら
に
入
札
に
付
そ
う
と
す
る
と
き
に
お
い
て
も
、
前
項
に
よ
る
入
札
公
告
期
間
を

短
縮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

（
一
般
競
争
に
つ
い
て
公
告
を
す
る
事
項
）

第
６
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す

る
。

（
１
）
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

（
２
）
競
争
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

（
３
）
契
約
条
項
を
示
す
場
所

（
４
）
競
争
執
行
の
場
所
及
び
日
時

（
５
）
入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項

（
６
）
一
連
の
調
達
契
約
に
あ
っ
て
は
、
当
該
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
の
一
の
契
約
に
よ
る
調

達
後
に
お
い
て
調
達
が
予
定
さ
れ
て
い
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
、
数
量
及
び
そ
の

入
札
の
公
告
の
予
定
時
期
並
び
に
当
該
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
の
最
初
の
契
約
に
係
る
入

札
の
公
告
の
日
付
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（
７
）
第
10条

に
規
定
す
る
文
書
の
交
付
に
関
す
る
事
項

（
８
）
落
札
者
の
決
定
の
方
法

２
学
長
は
、
前
項
の
公
告
に
お
い
て
、
当
該
公
告
に
示
し
た
競
争
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資

格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札
は
無
効
と
す
る
旨
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
学
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
お
い
て
学
長
の
氏
名
及
び
本
学
の
名
称
並
び
に
契

約
の
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
を
明
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
又
は
ス
ペ
イ
ン
語
に
よ
り
、
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
調
達
を
す
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

（
２
）
入
札
期
日

（
３
）
学
長
の
氏
名
及
び
本
学
の
名
称

（
指
名
競
争
の
公
示
等
）

第
７
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
を
指
名
競
争
に
付
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
５
条
第
１
項
の

規
定
の
例
に
よ
り
、
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
競
争
に
つ
い
て
公
告
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
事
項
の
ほ
か
、
契
約
規
則
第
30条

の
規
定
に
よ
る
基
準
に
基
づ
く
指
名
競
争
に
お

い
て
指
名
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
に
つ
い
て
も
行
う
も
の
と
す
る
。

３
前
項
の
基
準
に
よ
り
指
名
さ
れ
る
競
争
参
加
者
に
対
し
て
は
、
前
条
第
１
項
第
１
号
及
び
第

３
号
か
ら
第
５
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
日
に
お
い
て
当
該
競

争
参
加
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
告
又
は
公
示
に
係
る
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
取
扱
い
）

第
８
条

学
長
は
特
定
調
達
契
約
を
一
般
競
争
に
付
す
場
合
の
公
告
又
は
指
名
競
争
に
付
す
場
合

の
公
示
を
し
た
後
、
当
該
公
告
又
は
公
示
に
係
る
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
者
か
ら
契
約
規
則
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
競
争
参
加
者
の
資
格
に
つ
い
て
申
請
が
あ
っ
た

と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
指
名
競
争
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審

査
の
結
果
契
約
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
の
う
ち
か
ら
、
指

名
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
名
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
指
名
す
る
者
に
対
し
、
前
条
第
３
項
に
規
定
す
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
学
長
は
、
第
１
項
に
規
定
す
る
資
格
審
査
の
申
請
を
行
っ
た
者
か
ら
入
札
書
が
第
１
項
の
規

定
に
よ
る
審
査
の
終
了
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
競
争
に
あ
っ
て
は
第
６
条

第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
競
争
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
、
指
名
競
争
の
場
合
に
あ
っ
て
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
開
札
の
と
き
に
当
該
入
札
書
を
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

４
第
１
項
に
規
定
す
る
資
格
審
査
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
開
札
の
日
時
ま
で
に
同

項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
終
了
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
当
該
申
請
を
行
っ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
郵
便
に
よ
る
入
札
）

第
９
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
に
お
い
て
郵
便
に
よ
る
入
札
を
禁
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
入
札
説
明
書
の
交
付
）

第
１
０
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
を
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
付
す
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

競
争
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
入
札
説
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
第
６
条
又
は
第
７
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
又
は
公
示
を
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

事
項
（
第
６
条
第
１
項
第
７
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
｡)

（
２
）
調
達
す
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
仕
様
そ
の
他
の
明
細

（
３
）
開
札
に
立
ち
会
う
者
に
関
す
る
事
項

（
４
）
学
長
の
氏
名
並
び
に
本
学
の
名
称
及
び
所
在
地

（
５
）
契
約
の
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語

（
６
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
１
１
条

特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
限

り
、
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
付
し
て
も
入
札
者
が
な
い
場
合
又
は
再
度
の
入
札
を
し
て
も

落
札
者
が
い
な
い
場
合
。
た
だ
し
、
当
初
の
入
札
の
要
件
が
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
実
質

的
に
修
正
さ
れ
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

（
２
）
落
札
者
が
契
約
を
結
ば
な
い
と
き
で
、
落
札
金
額
の
制
限
内
で
契
約
を
す
る
場
合
。
た
だ

し
、
当
初
の
入
札
の
要
件
が
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
実
質
的
に
修
正
さ
れ
な
い
こ
と
を
条

件
と
す
る
。

（
３
）
他
の
物
品
等
を
も
っ
て
代
替
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
芸
術
品
又
は
特
許
権
等
の
排
他
的

権
利
に
係
る
物
品
等
若
し
く
は
特
定
役
務
の
調
達
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
調
達
の
相

手
方
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
き
。

（
４
）
既
に
調
達
し
た
物
品
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
既
調
達
物
品
等
」
と
い
う
｡)の

交
換

部
品
そ
の
他
の
既
調
達
物
品
等
に
連
接
し
て
使
用
す
る
物
品
等
を
調
達
す
る
場
合
で
あ
っ

て
、
既
調
達
物
品
等
の
調
達
の
相
手
方
以
外
の
者
か
ら
調
達
を
し
た
な
ら
ば
既
調
達
物
品
等

の
使
用
に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

（
５
）
本
学
の
委
託
に
基
く
研
究
開
発
の
結
果
製
造
さ
れ
た
試
作
品
等
の
調
達
を
す
る
場
合
。

（
６
）
既
に
契
約
を
締
結
し
た
建
設
工
事
（
協
定
の
付
属
書
Ⅰ
日
本
国
の
付
表
４
に
掲
げ
る
建
設

工
事
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
既
契
約
工
事
」
と
い
う
｡)に

つ
い
て
そ
の
施
工
上

予
見
し
難
い
事
由
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
既
契
約
工
事
を
完
成
す
る
た
め
に
施
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
追
加
の
建
設
工
事
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
追
加
工
事
」
と
い
う
｡)

で
当
該
追
加
工
事
の
契
約
に
係
る
予
定
価
格
に
相
当
す
る
額
（
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該

当
し
、
か
つ
、
随
意
契
約
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
た
既
契
約
工
事
に
係
る
追
加
工
事

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
追
加
工
事
の
契
約
金
額
（
当
該
追
加
工
事
が
二
以
上
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
契
約
金
額
を
合
算
し
た
金
額
）
を
加
え
た
額
と
す
る
｡)が

既
契
約
工
事
の

契
約
金
額
の
1
0
0分
の
50以

下
で
あ
る
も
の
の
調
達
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
既
契
約
工
事

の
調
達
の
相
手
方
以
外
の
も
の
か
ら
調
達
を
し
た
な
ら
ば
既
契
約
工
事
の
完
成
を
確
保
す
る

上
で
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

（
７
）
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
施
設
の
整
備
の
た
め
に
契
約
さ
れ
た
建
設
工
事
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
既
契
約
工
事
」
と
い
う
｡)に

連
接
し
て
当
該
施
設
の
整
備
の
た
め
に
施
行
さ
れ
る

同
種
の
建
設
工
事
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
同
種
工
事
」
と
い
う
｡)の

調
達
を
す
る
場

合
、
又
は
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
、
か
つ
、
随
意
契
約
の
方
法
に
よ
り
契
約
が
締

結
さ
れ
た
同
種
工
事
に
連
接
し
て
新
た
な
同
種
工
事
の
調
達
を
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
既
契
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約
工
事
の
調
達
の
相
手
方
以
外
の
者
か
ら
調
達
を
す
る
こ
と
が
既
契
約
工
事
の
調
達
の
相
手

方
か
ら
調
達
を
す
る
場
合
に
比
し
て
著
し
く
不
利
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
た
だ
し
、
既
契
約

工
事
の
調
達
契
約
を
第
４
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
既
契
約
工
事
の
入
札
に
係
る
第
５
条
の
公
告
又
は
第
７
条
の
公
示
に
お
い
て
こ
の
号
の

規
定
に
よ
り
同
種
工
事
の
調
達
を
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
場
合
に

限
る
。

（
８
）
緊
急
の
必
要
に
よ
り
競
争
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

（
９
）
事
業
協
同
組
合
、
事
業
共
同
小
組
合
若
し
く
は
協
同
組
合
連
合
会
又
は
商
工
組
合
若
し
く

は
商
工
組
合
連
合
会
の
保
護
育
成
の
た
め
こ
れ
ら
の
者
か
ら
直
接
に
物
品
等
を
買
い
入
れ
る

と
き
。

２
契
約
規
則
第
35条

の
規
定
は
、
特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。

（
落
札
者
の
決
定
に
関
す
る
通
知
等
）

第
１
２
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
を
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
付
し
た
場
合
に
お
い
て
、

落
札
者
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
７
日
以
内
に
、
落
札
者
を
決
定
し
た

こ
と
、
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
落
札
金
額
を
、
落
札
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
入
札
者
に

書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
落
札
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
入
札

者
か
ら
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
を
行
っ
た
入
札
者
が
落
札
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
理

由
（
当
該
請
求
を
行
っ
た
入
札
者
の
入
札
が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
あ
た
っ
て
は
、
無
効
と
さ

れ
た
理
由
）
を
、
当
該
請
求
を
行
っ
た
入
札
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
落
札
者
等
の
公
示
）

第
１
３
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
を
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た

と
き
、
又
は
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
72日

以
内

に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
よ
り
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
落
札
又
は
随
意
契
約
に
係
る
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

（
２
）
学
長
の
氏
名
並
び
に
本
学
の
名
称
及
び
所
在
地

（
３
）
落
札
者
又
は
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

（
４
）
落
札
者
又
は
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

（
５
）
落
札
金
額
又
は
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

（
６
）
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

（
７
）
一
般
競
争
又
は
指
名
競
争
に
よ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
公
告

又
は
第
７
条
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
っ
た
日

（
８
）
随
意
契
約
に
よ
る
場
合
は
そ
の
理
由

（
９
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
随
意
契
約
に
関
す
る
記
録
）

第
１
４
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
を
随
意
契
約
に
よ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
随
意
契
約
の
内

容
及
び
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
記
録
を
作
成
し
、
保
管
す
る
も
の
と

す
る
。

（
苦
情
の
処
理
）

第
１
５
条

学
長
は
、
特
定
調
達
契
約
に
お
い
て
落
札
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
入
札
者
か
ら
の
苦
情

そ
の
他
特
定
調
達
契
約
に
係
る
苦
情
の
処
理
に
当
た
る
職
員
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
16年

４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
こ
の
規
則
は
、
こ
の
規
則
の
実
施
の
日
前
に
お
い
て
行
わ
れ
た
公
告
そ
の
他
の
契
約
の
申
込

み
の
誘
引
に
係
る
契
約
で
同
日
以
降
に
締
結
さ
れ
る
も
の
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
適
用

し
な
い
。

資料５－２，５－３

4 / 6



東
京
芸
術
大
学
建
設
工
事
等
随
意
契
約
実
施
要
項

平
成
１
６
年
４
月
１
日

学
長

裁
定

改
正

平
成

18年
7月

26日

（
趣
旨
）

第
１
条

東
京
芸
術
大
学
に
お
け
る
施
設
整
備
事
業
に
伴
う
随
意
契
約
の
実
施
等
に
つ
い
て
は
、

東
京
芸
術
大
学
会
計
通
則
（
平
成

16年
４
月
１
日
制
定
）
そ
の
他
の
規
則
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ

く
特
段
の
定
め
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
要
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
工
事
請
負
契
約
締
結
の
た
め
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
２
条

東
京
芸
術
大
学
会
計
通
則
第

17条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
請
負
契
約
締
結
の
た

め
、
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
予
定
価
格
が
五
百
万
円
未
満
の
工
事
を
さ
せ

る
と
き
と
す
る
。

（
随
意
契
約
に
よ
る
場
合
の
予
定
価
格
等
）

第
３
条

東
京
芸
術
大
学
契
約
規
則
第

32条
第
１
項
第
４
号
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
、
契
約
事
務
の
適
正
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

一
契
約
事
務
受
任
者
は
、
予
定
価
格
調
書
そ
の
他
の
書
面
に
よ
る
予
定
価
格
の
積
算
を
省
略

す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
、
補
助
職
員
を
し
て
あ
ら
か
じ
め
書
面

に
よ
る
予
定
価
格

の
積
算
を
行
わ
せ
、
そ
の
積
算
資
料
を
当
該
契
約
に
係
る
決
議
書
に
添

付
さ
せ
る
よ
う
指
示
で
き
る
も
の
と
す
る
。

二
契
約
事
務
受
任
者
は
、
見
積
書
の
徴
取
を
省
略
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
必

要
に
応
じ
、
補
助
職
員
を
し
て
口
頭
照
会
に
よ
る
見
積
り
合
せ
、
又
は
市
場
価
格
調
査
等
を

行
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
資
料
を
当
該
契
約
に
係
る
決
議
書
に
添
付
さ
せ
る
よ
う
指

示
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
随
意
契
約
方
式
の
運
用
）

第
４
条

東
京
芸
術
大
学
契
約
規
則
第

32条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
随

意
契
約
方
式
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
随
意
契
約
方
式
の
的
確
な
運
用

に
つ
い
て
（
文
教
施
設
部
長
通
知
文
施
監
第

67号
昭
和

59年
11月

27日
）
の
規
定
を
準
用
す

る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
同
規
程
中
「
会
計
法
令
」
及
び
「
予
算
決
算
及
び
会
計
令
」
を
「
東
京
芸
術
大
学

、

会
計
通
則
等
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
随
意
契
約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
工
事
請
負
契
約
に

お
け
る
随
意
契
約
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
（
文
教
施
設
部
指
導
課
監
理
室
長
通
知

11施
指

第
４
号
平
成

11年
１
月

20日
）
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
「
国
の
物
品
等
又
は

、

特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第

13条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
随
意
契
約
に
つ

い
て
（
抄
（
会
計
課
長
通
知
文
会
総
第

16の
３
号

平
成
８
年
３
月
１
日
）
の
規
定
を
参
考

）

と
す
る
。

な
お
、
同
規
程
中
「
会
計
法
」
及
び
「
予
算
決
算
及
び
会
計
令
」
を
「
東
京
芸
術
大
学
会

、

計
通
則
等
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
替
え
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
同
規
程
中
、
随
意
契
約
を
行
お

う
と
す
る
場
合
の
、
事
前
の
大
臣
官
房
文
教
施
設
部
指
導
課
監
理
室
長
へ
の
協
議
は
不
要
と
す

る
。

附
則

こ
の
要
項
は
、
平
成

16年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
要
項
は
、
平
成

18年
７
月

26日
か
ら
施
行
し
、
平
成

18年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。
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（様式１）

法人名：

１．中期計画に記載された（平成21年度までの）削減目標値

２．総人件費改革の基準となる平成17年度人件費予算相当額（様式３ 人件費３目相当）

３．今中期目標期間中（平成21年度まで）の削減影響額

４．平成18年度に予定される人件費削減影響額

〔記入要領〕

  こと。

  様式３により算出した計数を記入すること。

  合せ先（国立大学法人支援課総括係）まで御連絡いただきたい。

中期計画における総人件費改革を踏まえた人件費削減目標値について

（概ね）      ４％

2,988百万円

30百万円

120百万円

東京芸術大学

  あたり予定される計数を記入すること。

なお、報告期限時点で具体的な計数を示すことが困難な法人については、本件に関する問

４．「４．平成18年度に予定される人件費削減影響額」については、平成18年度計画作成に

１．「１．中期計画に記載された（平成21年度までの）削減目標値」については、今回変更申請

を行っている中期計画に記載した総人件費改革の実行計画を踏まえた削減目標値を記入する

２．「２．総人件費改革の基準となる平成17年度人件費予算相当額」については、様式２及び

３．「３．今中期目標期間中（平成21年度まで）の削減影響額」については、「１．中期計画に

  記載された（平成21年度まで）の削減目標値」を策定するにあたっての計数を記入すること。
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人件費削減実績 

 

 

 

① 総人件費改革の基準となる平成17年度人件費予算相当額 

2,988百万円 

 

 

②平成17年度財務諸表附属明細書「（17） 役員及び教職員の給与の明細」 

 に記載の承継職員分（人件費削減計画対象分）の給与 

2,922,751,185円 

（2,923百万円） 

 

③平成18年度財務諸表附属明細書「（17） 役員及び教職員の給与の明細」 

 に記載の承継職員分（人件費削減計画対象分）の給与 

 

2,896,071,554円 

（2,897百万円） 

 

④削減額（②－③）       26,679,631円 

 （27百万円） 
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音楽学部施設整備
安全衛生委員会

施設・環境部会

　

・施設マネジメントの企画・立案

・施設の点検・評価

・防災・エネルギーマネジメント

・施設の中・長期施設計画の企画、調査、立案

・新たな整備手法の企画・立案

　

・工事予算の要求及び執行計画

・工事の入札、見積り及び契約、支払い手続き

・工事の設計・積算・施工監理

・施設の保全業務に係る事項

・教育研究環境の管理に関する事項

施設マネジメント推進体制

　調整・検討

経営協議会 教育研究評議会

報
告

役員会

美術学部施設環境
・安全衛生委員会

各部局

管理・運営室

報
告

施　設　課

内容の審議

資料７－１



○
東
京
芸
術
大
学
施
設
・
環
境
部
会
規
則

平
成
16年

６
月
９
日

制
定

改
正

平
成
17年

４
月
１
日

平
成
17年

７
月
21日

（
設
置
）

第
１
条

東
京
芸
術
大
学
管
理
・
運
営
室
に
、
東
京
芸
術
大
学
施
設
・
環
境
部
会
（
以
下
「
部
会

」
と
い
う
｡）
を
置
く
。

（
任
務
）

第
２
条

部
会
は
、
本
学
の
施
設
・
環
境
整
備
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審

議
す
る
。

(１
)
施
設
整
備
の
中
・
長
期
施
設
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

(２
)
施
設
の
有
効
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

(３
)
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

(４
)
そ
の
他
施
設
・
環
境
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

（
組
織
）

第
３
条

部
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

(１
)
理
事
（
総
務
担
当
）

（
２
）
各
学
部
の
施
設
整
備
委
員
会
委
員
長

(３
)
各
学
部
の
施
設
整
備
委
員
会
委
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
者

各
２
人

（
４
）
施
設
課
長

（
５
）
施
設
課
課
長
補
佐

（
６
）
大
学
院
映
像
研
究
科
事
務
長

（
部
会
長
）

第
４
条

部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
理
事
（
総
務
担
当
）
を
も
っ
て
充
て
る
。

２
部
会
長
は
部
会
を
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

３
部
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
者
が
、
そ
の
職
務
を
代
行

す
る
。

（
会
議
）

第
５
条

部
会
は
、
構
成
員
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

２
部
会
に
お
い
て
議
決
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
出
席
し
た
構
成
員
の
３
分
の
２
以
上
の

賛
成
を
も
っ
て
決
す
る
も
の
と
す
る
。

（
構
成
員
以
外
の
者
の
出
席
）

第
６
条

部
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
構
成
員
以
外
の
者
の
出
席
を
求
め
て
、
そ
の

意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
庶
務
）

第
７
条

部
会
の
庶
務
は
、
施
設
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
雑
則
）

第
８
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
部
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
部
会
が
定

め
る
。附

則

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
16年

６
月
９
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
16年

４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
東
京
芸
術
大
学
施
設
・
環
境
委
員
会
規
則
（
平
成
13年

３
月
27日

制
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
の
検
討
に
つ
い
て

報
告

書

東
京
芸
術
大
学

施
設
・
環
境
部
会

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
会

平
成
１
７
年
３
月

平
成
１
６
年
度
施
設
・
環
境
部
会

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
検
討
ワ
－
キ
ン
グ
グ
ル
－
プ
委
員
会
報
告
書

「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
の
検
討
に
つ
い
て

１
．
は
じ
め
に

平
成
１
６
年
３
月
に
総
合
工
房
棟
、
音
楽
学
部
練
習
ホ
－
ル
館
及
び
３
号
館
等
が
竣
工

し
、
教
育
・
研
究
面
に
お
い
て
の
施
設
整
備
が
図
ら
れ
た
が
、
平
成
１
６
年
４
月
よ
り
法
人

化
を
迎
え
、
尚
一
層
の
経
済
性
・
効
率
性
等
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ

を
契
機
に
様
々
な
視
点
か
ら
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
１
７
年
度
の
施
設
整
備
事
業
と
し
て
は
「
音
楽
学
部
１
･２
号
館
増
築
及
び

、
改
修

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
･メ
デ
ィ
ア
･ラ
イ
ブ
ラ
リ
－
増
築
及
び
改
修

「
絵
画
棟
改

」、
」、

修
等
」
の
３
事
業
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
計
画
も
含
め
、
経
済
性
・
効
率
性

等
を
踏
ま
え
た
建
物
配
置
、
利
用
上
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
、
新
た
な
改
善
策

等
を
提
案
す
る
も
の
と
し
た
。

２
．
検
討
視
点

・
施
設
の
適
正
な
運
用
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。

・
運
用
面
か
ら
の
動
線
的
・
機
能
的
に
み
た
建
物
配
置
の
問
題
。

・
効
率
の
良
い
利
用
形
態
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。
(学
部
の
枠
を
越
え
た
利
用
等
)

・
財
政
面
へ
の
効
果
を
見
据
え
、
運
用
面
の
見
直
し
を
図
る
。

上
記
４
事
項
を
視
点
に
お
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
状
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
部
の
教
育
・
研
究
活
動
の
充
実
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
外
部
と
の
接
点
(交
流
・
公
開
等
)の
両
面
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

３
．
概
算
要
求
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
音
楽
学
部
1･2号

館
増
築
及
び
改
修

耐
震
補
強
も
考
慮
し
た
改
修
と
音
楽
研
究
セ
ン
タ
－
を
取
り
込
ん
だ
増
築
で
あ
る
。
こ

れ
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
拡
充
・
集
約
化
が
図
ら
れ
、
特
に
音
楽
学
部
5号
館
は
増
築

へ
移
動
す
る
室
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
空
部
屋
が
現
状
狭
隘
化
し
て
い
る
学
部
内
の

改
善
に
繋
が
る
。

・
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
－
増
築
及
び
改
修

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
－
部
分
に
芸
大
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
(短
期
的
な
対
応
)を
取
り
込
ん
だ
計

画
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。
図
書
館
・
大
学
美
術
館
(旧
資
料
館
)に
お
い
て
は
、
昭

和
40年

築
で
老
朽
・
狭
隘
化
し
て
い
る
た
め
、
耐
震
補
強
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
図

書
館
は
充
足
率
が
か
な
り
低
く
、
貴
重
書
閲
覧
室
、
個
室
閲
覧
室
、
ｸﾞﾙｰﾌﾟ閲

覧
室
及

び
教
官
閲
覧
室
等
基
本
的
な
部
屋
の
確
保
が
で
き
て
お
ら
ず
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
－
ム
(専

用
ｶｳﾝﾀｰも

な
い
)も
な
く
、
情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
改
善

が
必
要
で
あ
る
。
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・
絵
画
棟
改
修
等

現
在
地
階
に
あ
る
石
膏
画
材
及
び
教
材
物
品
等
の
保
管
場
所
の
検
討
並
び
に
１
階
石
膏

室
部
分
の
利
用
方
法
の
検
討
（
特
別
講
演
会
等
の
場
と
し
て
検
討
中
）
と
耐
火
・
耐
震
補

強
、
防
災
面
も
考
慮
し
た
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

本
建
物
は
、
建
築
基
準
法
上
は
既
存
不
適
格
建
築
物
で
あ
り
、
増
築
等
を
実
施
す
る

場
合
は
、
東
京
都
に
申
請
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
既
存
建
物
と
一
体
の
物
と
し
て
の
法
的

改
善
の
指
摘
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
改
修
(間
仕
切
り
壁
変
更
等
)の
み
の
場
合

は
、
申
請
は
不
要
で
あ
り
、
自
主
的
改
善
で
良
い
。

※
こ
の
３
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
17年

度
概
算
要
求
事
業
と
し
て
文
部
科
学
省
へ
提
出
済
。

４
．
公
道
沿
い
周
辺
の
公
開
交
流
ゾ
－
ン
の
拡
大
検
討
に
つ
い
て

。
・
図
書
館
1階
ギ
ャ
ラ
リ
－
部
分
に
芸
大
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
(芸
大
ｼｮｯﾌﾟ設

置
検
討
委
員
会
で
検
討
中
)

・
絵
画
棟
1階
石
膏
室
の
特
別
講
演
会
等

の
場
と
し
て
の
改
善
。

(学
内
外
共
同
研
究
発
表
会
等
の
場
)

・
車
庫
部
分
は
立
地
条
件
の
良
い
場
所
で
あ
り
将
来
、
店
舗
等
施
設
と
し
て
改
善
活
用
。

・
音
楽
学
部
5号
館
1階
ピ
ロ
テ
ィ
－
部
分
の
有
効
活
用
。

・
赤
レ
ン
ガ
の
活
用
方
法
。

・
記
念
碑
や
胸
像
、
銅
像
等
の
彫
刻
品
の
展
示
・
集
約
方
法
。

５
．
今
後
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
お
け
る
改
善
及
び
見
直
し
等
が
必
要
な
事
項
等
に
つ
い
て

・
全
般

・
キ
ャ
ン
パ
ス
外
部
と
の
接
点
(交
流
・
公
開
等
)を
推
進
す
る
上
に
お
い
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
－
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
へ
の
検
討
が
必
要
。

・
学
生
・
教
職
員
の
触
れ
合
い
の
場
が
必
要
。
(キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
－
の
検
討
)

・
維
持
管
理
費
(特
に
奏
楽
堂
)の
対
応
へ
の
在
り
方
。

・
美
術
・
音
楽
学
部

・
絵
画
棟
、
中
央
棟
、
大
学
美
術
館
の
連
携
が
と
れ
る
よ
う
な
ア
ク
セ
ス
の
考
慮
。

・
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ペ
－
ス
(総
合
工
房
棟
1階
ｵｰﾌﾟﾝﾌｧｸﾄﾘｰ、

絵
画
棟
1階
石
膏
室
等
)を

授
業
と
期
間
限
定
と
し
た
一
般
公
開
(卒
業
作
品
、
彫
刻
作
品
等
の
展
示
・
発
表
会
等
)の

ス
ペ
－
ス
と
し
て
の
利
活
用
の
見
直
し
。

・
絵
画
棟
地
階
倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
石
膏
画
材
及
び
教
材
物
品
等
を
別
の
施
設
に
移
動
さ

せ
、
展
示
等
が
で
き
る
ス
ペ
－
ス
と
し
て
の
利
活
用
と
学
内
各
所
に
保
管
し
て
あ
る
物
品

等
を
一
括
保
管
で
き
る
よ
う
な
工
夫
と
検
討
が
必
要
｡（
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
学
部
事
務
を
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
)

・
音
楽
学
部
内
(附
属
音
楽
高
等
学
校
含
)の
音
響
(遮
音
、
防
音
等
も
含
)効
果
に
つ
い
て
の

改
善
。

・
音
楽
学
部
内
に
あ
る
貴
重
品
楽
器
の
保
管
場
所
の
検
討
。
(現
在
､３
号
館
地
階
に
あ
る
楽

器
保
管
庫

は
湿
度
等

(平
成
13年

度
に
予
算
化
さ
れ
た
音
楽
学
部
校
舎
増
築
及
び
改
修
工
事
で
改
修
)

に
問
題
が
あ
り
場
所
的
に
好
ま
し
く
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
)

・
そ
の
他

・
法
的
規
制
(建
ぺ
い
率
・
高
さ
制
限
)に
つ
い
て

本
学
の
敷
地
は
、
第
二
種
風
致
地
区
内
に
位
置
す
る
た
め
、
建
ぺ
い
率
、
高
さ
制
限
が

規
制
を
受
け
て
い
る
。
平
成
13年

度
か
ら
の
「
国
立
大
学
等
施
設
緊
急
整
備
５
ヶ
年
計

画
」
を
契
機
に
東
京
都
と
緩
和
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
平
成
13年

6月
5日
に

建
ぺ
い
率
(40％

→
45％

)、
高
さ
制
限
(15ｍ

→
20ｍ

)の
緩
和
措
置
が
な
さ
れ
た
｡

し
か
し
、
美
術
学
部
側
に
お
い
て
は
平
成
13年

度
に
予
算
化
さ
れ
た
総
合
芸
術
棟
増
築

及
び
改
修
工
事
に
よ
り
、
建
ぺ
い
率
が
44.02％

に
ま
で
達
し
、
今
後
の
増
築
等
の
整
備

が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
建
ぺ
い
率
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
と
緩
和
措
置
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
音
楽
学
部
側
に
お
い
て
も
平
成
13年

度
に
予
算
化
さ
れ
た
音
楽
学
部
校
舎
増
築

及
び
改
修
工
事
を
行
い
、
建
ぺ
い
率
は
40.92％

と
な
っ
て
い
る
。

６
.キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
図

・
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
図
(現
状
)、
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
図

7
.ま
と
め

最
後
に
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を
図
る
に
あ
た
り
参
考
と
し
た
、
こ
れ
ま

で
に
作
成
さ
れ
て
い
る
長
期
計
画
書
等
は
、

①
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
構
想
-上
野
校
地
の
将
来
像
を
索
め
て
-(1995年

2月
23日

作
成
)

②
複
合
実
技
教
育
を
目
指
し
て
-取
手
校
地
に
お
け
る
改
革
実
施
案
-(1995年

1月
12日

作
成
)

③
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
上
野
校
地
長
期
計
画
(案
)

(1998年
2月
20日

作
成
))

④
東
京
芸
術
大
学
上
野
団
地
施
設
長
期
計
画
書

(
2002年

3月
文
部
科
学
省
文
教
施
設
部
へ
提
出

⑤
東
京
芸
術
大
学
取
手
団
地
施
設
長
期
計
画
書

(
)

2002年
3月
文
部
科
学
省
文
教
施
設
部
へ
提
出

こ
の
５
件
で
あ
る
。

は
、

、
の
基
本
的
な
骨
子
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は

の
④

①
③

④
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
図
を
下
地
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利
活
用
の
問
題
点
等
の
検
討
を
進
め

る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
予
算
的
な
面
及
び
学
内
の
意
見
も
十
分
に

考
慮
し
た
上
で
、
計
画
的
に
改
善
・
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
芸
大
全

体
へ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

資料７－２①



 ショップの設置  店舗等施設の誘致

 絵画棟石膏室の活用

 ５号館ピロティの活用

 公開交流ゾーンの拡大

 概算要求建物

・・・

・・・

凡　例

キャンパス計画図（現状）

キャンパス計画図

公開交流ゾーン

公開交流ゾーン

公開交流
ゾ ー ン

公開交流ゾーン

公開交流ゾーン

公開交流
ゾ ー ン
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「
設
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
検
討
に
つ
い
て

東
京
芸
術
大
学

平
成
１
８
年
３
月

「
設
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
検
討
に
つ
い
て

１
．
は
じ
め
に

平
成
１
６
年
３
月
に
美
術
学
部
総
合
工
房
棟
、
音
楽
学
部
練
習
ホ
ー
ル
館
及
び
３
号
館
等
の
整
備

が
完
了
し
、
教
育
研
究
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

平
成
１
６
年
４
月
よ
り
法
人
化
を
迎
え
、
な
お
一
層
の
経
済
性
・
効
率
性
等
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
様
々
な
視
点
か
ら
平
成
１
７
年
３
月
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
を
行
っ
た
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ン
」
の
中
で
は
基
幹
的
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
の
で
「
設

、

備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
し
て
改
善
策
等
を
提
案
す
る
も
の
と
し
た
。

２
．
基
幹
的
設
備
等
の
現
状
を
踏
ま
え
た
検
討
状
況

基
幹
的
設
備
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
建
物
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
等
を
行
う
も
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
基
幹
的
設
備
の
機
能
停
止
は
即
、
本
学
の
教
育
・
研
究
活
動
の
停
止
に
結
び

つ
く
も
の
で
あ
り
、
老
朽
化
・
機
能
劣
化
へ
の
対
応
は
建
物
同
様
に
重
要
で
あ
り
、
早
急
に
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
環
境
へ
の
配
慮
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
改
修
工
事

に
際
し
て
は
環
境
を
配
慮
し
た
高
効
率
機
器
を
原
則
と
し
て
採
用
す
る
。

《
上
野
校
地
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
》

○
高
圧
受
変
電
設
備

上
野
校
地
の
変
圧
器
総
容
量
は

Ｋ
Ｖ
Ａ
，
契
約
電
力
は

Ｋ
Ｗ
で
あ
る
。

6
,7
6
0

1
,9
5
0

本
学
は
，
電
力
負
荷
使
用
の
平
準
化
に
向
け
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
及
び
節
電
協
力
体
制
を

整
え
た
中
で
平
成
１
６
年
６
月
に

Ｋ
Ｗ
の
最
大
需
要
電
力
を
記
録
し
た
。

2
,0
0
6

今
後
の
将
来
計
画
建
物
及
び
既
設
負
荷
設
備
等
の
増
加
等
を
勘
案
し
最
大
需
要
電
力
予
測
を
下
表

の
よ
う
に
推
測
し
た
。

年
度

最
大
需
要
月

最
大
需
要
電
力

平
成
１
５
年
度

１
１
月

１
，
８
０
２
Ｋ
Ｗ
（
実
績
）

平
成
１
６
年
度

６
月

２
，
０
０
６
Ｋ
Ｗ
（
実
績
）

平
成
１
７
年
度

１
月

１
，
９
３
２
Ｋ
Ｗ
（
実
績
）

平
成
１
８
年
度

６
月

２
，
０
６
０
Ｋ
Ｗ
（
予
測
）

平
成
１
９
年
度

６
月

２
，
１
２
０
Ｋ
Ｗ
（
予
測
）

平
成
２
０
年
度

６
月

２
，
１
９
０
Ｋ
Ｗ
（
予
測
）

平
成
１
８
年
６
月
に
は
，
供
給
約
款
上
の
高
圧
受
電
容
量
限
度
の

Ｋ
Ｗ
を
超
過
す
る
予

2
,0
0
0

測
と
な
っ
て
い
る
が
，
東
京
電
力
（
株
）
か
ら
，

Ｋ
Ｗ
程
度
ま
で
弾
力
供
給
が
可
能
と
の

3
,0
0
0

回
答
を
得
て
い
る
（
平
成
１
５
年
７
月
３
１
日
）

。
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平
成
１
７
年
度
補
正
予
算
事
業
で
音
楽
学
部
１
・
２
号
館
改
修
工
事
が
認
め
ら
れ
，
こ
の
改
修

工
事
に
お
い
て
受
電
設
備
を
移
設
す
る
。

移
設
時
に
弾
力
供
給
に
対
応
可
能
な
設
備
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、
変
圧
器
の
集
約
化
及
び
高
効

率
変
圧
器
へ
の
改
修
等
を
併
せ
て
計
画
す
る
。

○
給
水
設
備

都
水
か
ら
供
給
さ
れ
る
給
水
は
美
術
学
部
エ
リ
ア
１
０
０
φ
×
１
ヶ
所
、
音
楽
学
部
エ
リ
ア

１
５
０
φ
及
び
１
０
０
φ
×
各
１
ヶ
所
、
体
育
館
３
２
φ
×
１
ヶ
所
で
引
き
込
ん
で
い
る
。

美
術
学
部
エ
リ
ア
は
給
水
引
込
配
管
が
鋳
鉄
管
で
あ
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
赤
水
の
発
生
が
あ
り

順
次
更
新
を
図
る
。

音
楽
学
部
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
１
０
０
φ
系
統
の
使
用
水
量
減
少
に
伴
い
、
給
水
系
統
の
集
約
化

を
検
討
す
る
。

ま
た
、
各
水
槽
（
受
水
槽
・
高
架
水
槽
）
に
関
し
て
は
現
状
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
で
あ
る
が
、
耐
用
年
数

を
超
え
た
も
の
か
ら
順
次
Ｓ
Ｕ
Ｓ
製
へ
の
更
新
を
図
る
。

○
生
活
排
水
設
備

屋
外
で
一
部
雨
水
と
生
活
排
水
が
合
流
し
公
共
下
水
道
へ
放
流
し
て
い
る
た
め
、
大
学
敷
地
内

で
可
能
な
箇
所
か
ら
分
流
方
式
に
随
時
変
更
す
る
。

○
実
験
系
排
水
設
備

現
状
で
は
美
術
学
部
エ
リ
ア
の
一
部
（
総
合
工
房
棟
及
び
金
工
棟
系
統
）
の
み
実
験
系
排
水
管

（
器
具
等
の
３
次
洗
浄
水
以
降
を
流
す
）
が
布
設
さ
れ
、
監
視
槽
を
設
置
し
Ｐ
Ｈ
計
に
よ
り
排

水
水
質
を
監
視
し
て
い
る
。

し
か
し
、
絵
画
棟
、
中
央
棟
、
彫
刻
棟
等
に
お
い
て
は
監
視
槽
及
び
Ｐ
Ｈ
計
が
な
く
、
排
水
水
質

の
監
視
が
出
来
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
棟
別
に
監
視
槽
及
び
Ｐ
Ｈ
計
を
設
置
し
、
排
水
水
質
監

視
機
能
の
強
化
を
図
る
。

○
雨
水
排
水
設
備

雨
水
桝
・
排
水
管
の
詰
り
・
損
傷
等
に
よ
り
排
水
能
力
が
不
足
し
て
い
る
箇
所
を
改
善
す
る
。

○
都
市
ガ
ス
設
備

都
市
ガ
ス
供
給
事
業
者
と
協
議
し
料
金
体
系
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
空
調
設
備

改
修
に
伴
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
平
準
化
の
観
点
か
ら
都
市
ガ
ス
で
計
画
す
る
。

使
用
量
の
増
加
に
伴
い
、
引
き
込
み
ガ
ス
口
径
の
見
直
し
を
図
る
。

○
空
調
設
備

（
音
楽
学
部
）

最
近
整
備
さ
れ
た
建
物
は
個
別
空
調
方
式
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
）
で
あ
る
。

未
整
備
の
建
物
は
大
半
が
集
中
方
式
（
ガ
ス
焚
冷
温
水
発
生
機
＋
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
又
は

空
気
調
和
機
に
よ
る
ダ
ク
ト
方
式
）
で
あ
る
た
め
未
使
用
部
分
の
空
調
を
行
っ
た
り
、
フ
ァ
ン
コ

イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
温
度
設
定
が
出
来
な
い
た
め
に
搬
送
動
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が
大
き
い
。

ま
た
、
練
習
ホ
ー
ル
、
大
講
義
室
系
統
の
空
気
調
和
機
は
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽
化
が
著
し
く
、

交
換
部
品
の
供
給
も
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

空
調
設
備
の
改
修
計
画
と
し
て
、
練
習
ホ
ー
ル
、
大
講
義
室
、
奏
楽
堂
な
ど
は
集
中
方
式
（
ガ
ス

焚
冷
温
水
発
生
機
＋
空
気
調
和
機
に
よ
る
ダ
ク
ト
方
式
）
と
し
、
そ
の
他
の
建
物
に
つ
い
て
は
個

別
空
調
方
式
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
）
と
す
る
。

な
お
、
練
習
ホ
ー
ル
、
大
講
義
室
系
統
の
空
気
調
和
機
は
点
検
整
備
を
実
施
し
、
経
年
劣
化
の
ひ

ど
い
も
の
か
ら
順
次
更
新
す
る
。

（
美
術
学
部
）

最
近
整
備
さ
れ
た
建
物
は
個
別
空
調
方
式
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
）
で
あ
る
。

未
整
備
の
建
物
は
集
中
方
式
（
油
焚
蒸
気
ボ
イ
ラ
）
又
は
個
別
空
調
方
式
（
電
気
又
は
ガ
ス
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
式
）
で
あ
る
が
、
集
中
方
式
の
建
物
は
暖
房
の
み
で
あ
る
た
め
に
教
育
・
研
究
活
動
上

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

熱
源
設
備
及
び
個
別
空
調
方
式
の
建
物
も
経
年
劣
化
に
よ
り
機
器
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
交
換
部

品
の
供
給
も
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

空
調
設
備
の
改
修
計
画
と
し
て
、
個
別
空
調
方
式
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
）
と
す
る
。

な
お
、
既
設
個
別
空
調
設
備
は
経
年
劣
化
の
ひ
ど
い
も
の
か
ら
順
次
更
新
す
る
。

（
大
学
美
術
館
）

現
状
、
事
務
室
系
統
は
個
別
空
調
方
式
（
電
気
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
、
展
示
室
及
び
収
蔵
庫
系

）

統
は
集
中
方
式
（
ガ
ス
焚
冷
温
水
発
生
機
＋
空
気
調
和
機
に
よ
る
ダ
ク
ト
方
式
）
で
あ
る
。

計
画
的
に
点
検
整
備
等
を
実
施
し
予
防
保
全
に
努
め
る
。

（
管
理
棟
）

管
理
棟
は
大
半
が
集
中
方
式
（
ガ
ス
焚
冷
温
水
発
生
機
＋
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
）
で
あ
る

が
、
ガ
ス
焚
冷
温
水
発
生
機
の
経
年
劣
化
に
よ
り
老
朽
化
が
著
し
く
、
交
換
部
品
の
供
給
も
年
々

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
大
半
の
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
は
温
度
設
定
が
出
来
な
い
た

め
に
搬
送
動
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が
大
き
い
。

ま
た
、
会
議
室
は
個
別
空
調
方
式
（
水
冷
Ｐ
Ａ
Ｃ
＋
ダ
ク
ト
方
式
）
で
あ
る
が
、
同
様
に
経
年
劣

化
に
よ
り
老
朽
化
が
著
し
い
。

空
調
設
備
の
改
修
計
画
と
し
て
、
個
別
空
調
方
式
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
）
と
す
る
。
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各
建
物
の
空
調
設
備
改
修
の
計
画
と
し
て
、
成
績
係
数
の
高
い
高
効
率
機
器
の
採
用
及
び
全
熱
交

換
器
に
よ
る
熱
回
収
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
使
用
量
の
計
量
及

び
遠
隔
監
視
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
使
用
者
の
コ
ス
ト
意
識
向
上
を
図
る
。

３
．
ま
と
め

最
後
に
「
設
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
『
東
京
芸
術
大
学
上
野
団
地
施

、
、

設
長
期
計
画
書
（
２
０
０
２
年
３
月
文
部
科
学
省
文
教
施
設
部
提
出
）
を
参
考
と
し
た
。

』

今
後
、
予
算
的
な
面
及
び
学
内
の
意
見
等
も
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
施
設
の
維
持
管
理
の
計
画
的

な
実
施
、
整
備
計
画
を
立
案
し
改
善
・
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
基
幹
的
設
備
等
の
長
寿
命

、
。

化
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
効
率
化
地
球
環
境
保
全
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推
進
す
る

そ
の
結
果
、
良
好
な
教
育
研
究
活
動
の
確
保
と
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
の
展
開
に
よ
る
大
学
の
活
力

あ
る
発
展
へ
資
す
る
。

４
．
添
付
資
料

設
備
現
状
及
び
計
画
図

１
）
電
気
設
備

・
高
圧
配
電
線
経
路
図
（
現
状
及
び
計
画
図
）

２
）
機
械
設
備

・
給
水
引
込
配
管
図

（
現
状
及
び
計
画
図
）

・
給
水
配
管
図

（
現
状
及
び
計
画
図
）

・
生
活
排
水
配
管
図

（
現
状
及
び
計
画
図
）

・
実
験
系
排
水
配
管
図
（
現
状
及
び
計
画
図
）

・
雨
水
排
水
配
管
図

（
現
状
図
）

・
ガ
ス
配
管
図

（
現
状
及
び
計
画
図
）

・
空
調
方
式

（
現
状
及
び
計
画
図
）

高圧配電線経路図（現状）
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高圧配電線経路図（計画）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

Ｈ

Ｍ

Ｍ

Ｈ
Ｍ

Ｍ

Ｍ

④

②

③

Ｈ

２００φ

１００ＣＩＰ

１００ＣＩＰ

１００

１５０φ

１００φ

１００φ

１００

３００φ

３００φ

１００φ

８０ＶＬＰ

１００

１００ＶＬＰ

８０ＶＬＰ

１００ＶＬＰ
８０ＶＬＰ

１００ＶＬＰ

１００

１５０

３００φ

１００ＶＬＰ

５００φ・１５０φ・１５０φ・２５０φ

１５０ＣＩＰ

１５０φ

３００φ

５００φ・２００φ

Ｍ

３２

３００φ Ｍ

Ｍ

⑤

Ｈ

１００ＣＩＰ

Ｍ

１００ＶＬＰ

①

受水槽

量水器Ｍ

バルブ

Ｈ 屋外消火栓（地下式）

屋外消火栓（地上式）Ｈ

給水引込配管図（現状）
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▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野動物園

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

金工棟

Ｂ棟

Ｂ２棟

Ｃ棟

Ｃ棟

音楽学部３号館

不忍荘
総合工房棟
Ａ棟

給水引込配管図（計画）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

２５

２０

２０ＰＤ

３２

３２

８０ ８０・８０・８０

６５

Ｐ

⑤

１２５⑨

５０

１ＦＰＳより分岐
４０

１００１００

１００

１００

１００

５０

５０

⑥
⑦

１００ＰＤ

１００ＰＢ
１２５ＶＬＰ・１２５ＶＬＰ

１００ＶＬＰ

５０

１２５ＶＬＰ

８０ＶＬＰ

８０ＰＢ

１２５ＶＬＰ

Ｈ

１２５ＶＬＰ

５０ＶＬＰ

４０
２０

２０

６５

８０

８０
５０

Ｐ
②

１００

１００

６５

１２５ＶＬＰ

消火水槽２０ｍ 3

１２５ＶＬＰ

５０
８０

指定消防水利
４０ｍ 3

⑩

Ａ

Ｂ

音楽学部３号館
８０

Ｄ Ｅ

１５０・３２

⑧

Ｃ

音楽３号館屋上給水配管図

音楽学部　練習ホール館

音楽学部２号館

音楽学部１号館 Ｆ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ 奏楽堂

１号館

２号館

Ｅ ５号館

Ｆ

３号館（給湯室）

３号館（便所）

１００Ａ

１００Ａ

５０Ａ

１００Ａ

　８０Ａ

３２Ａバルブ

Ｐ ポンプ

受水槽、高置水槽

Ｈ 屋外消火栓（地上式）

給水配管図（現状）
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▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野動物園

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

金工棟

Ｂ棟

Ｂ２棟

Ｃ棟

Ｃ棟

音楽学部３号館

不忍荘
総合工房棟
Ａ棟

給水配管図（計画）

消火水槽２０ｍ 3

１００

５０
１００

８０

４０
２０

２０

２０

１２５

５０ＶＬＰ

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

１００ＨＰ

１００ＨＰ

１５０ＨＰ

１００ＨＰ
１００ＣＩＰ

１５０ＨＰ

１００ＨＰ

１５０ＨＰ

５０ＶＰ

Ｐ

１００ＶＵ

１５０ＨＰ

Ｇ

５００φ

１００ＨＰ

１００ＨＰ

１５０ＨＰ

２５０φ

１００ＶＰ

１５０φ

１５０ＨＰ

Ｐ

４５０φ

２５０φ７００φ

Ｐ

１００ＶＵ

４５０ＨＰ

９００φ×７４７６Ｈ

９００φ×７３４７Ｈ

４５０ト

４５０ト

９００φ×７５００Ｈ

３５０ＨＰ

４５０ＨＰ

９００φ×４５００Ｈ

４５０ト

４５０ト

９００φ×６９００Ｈ

１，０７０Ｈ
９００φ×６８７３Ｈ

１，２１０Ｈ

１２５ＶＵ １５０ＶＵ

９００φ×７０４５Ｈ

４５０ＨＰ
４５０ＨＰ

１
５
０
Ｈ
Ｐ

３００ト
２００ＨＰ

Ｇ ×２

１５０ＨＰ

１００ＣＩＰ

２００φ１５０φ

４５０φ

１２５ＣＩＰ

１００ＣＩＰ

１００ＨＰ

１５０ＶＵ

１５０ＶＵ

２５０φ

３００ＨＰ

２５０φ

１００φ

１００ＨＰ

１５０ＨＰ

２５０φ・２５０φ

３５０ＨＰ

３５０ＨＰ

１２５ＨＰ

３００ＨＰ

３００ＨＰ

１５０ＨＰ

１００ＶＵ

１２００φ

１２００φ

１１００φ

４００φ

１５０ＶＵ

２５０φ

１５０ＶＵ

１００ＶＰ

１５０ＶＰ

１５０ＨＰ

２５０φ

１５０ＨＰ

２００φ
２００ＨＰ

１５０ＨＰ

１５０φ
２００ＨＰ

１２５ＣＩＰ

１２５ＨＰ

３００φ

２５０φ

２５０φ

１５０φ

１２５ＨＰ

Ｐ

１５０φ

２００φ

２５０φ

１５０ＶＵ

１５０

８０

ＳＵＳ製、２１０Ｌ／ｍｉｎ、屋内設置

ＳＵＳ製、２５Ｌ／ｍｉｎ、屋内設置

コンクリート製、１．７×１．０×０．６Ｈ、屋外設置

美術館２Ｆ厨房

大学会館

美術館１Ｆ厨房

グリストラップ

２００ＶＵ ２００ＶＵ

１５０ＶＵ１００ＶＵ

奏楽堂（Ｂ１Ｆ、Ｂ２Ｆ）

美術館（Ｂ２Ｆ、Ｂ３Ｆ）

絵画棟（Ｂ１Ｆ）

中央棟（Ｂ１Ｆ）

音楽４号館（Ｂ１Ｆ）

練習ホール館（屋外）

音楽５号館（南側ドライエリア）

音楽５号館（ボイラ室）

奏楽堂（Ｂ２Ｆ）

総合工房棟Ｂ２棟（Ｂ１Ｆ）

中央棟（Ｂ１Ｆ）

総合工房棟Ａ棟（Ｂ１Ｆ、２ヶ所）

汚水槽 雑排水槽

生活排水配管図（現状）

ＨＰ

ＶＵ 〃

ヒューム管

陶管

コンクリート管Ｃ

ト

ビニール管ＶＰ

ＣＩＰ 鋳鉄管

ポンプ槽

Ｇ グリストラップ

トラップ桝

Ｐ
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▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野動物園

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

金工棟

Ｂ棟

Ｂ２棟

Ｃ棟

Ｃ棟

音楽学部３号館

不忍荘
総合工房棟
Ａ棟

生活排水配管図（計画）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

実験排水配管図（現状）

ポンプ槽

ＶＵ 〃

ビニール管ＶＰ

モニター槽

Ｐ

Ｍ

Ｐ

５００φ ５００φ

２５０φ

１５０φ

２５０φ

４５０φ
２５０φ

１２００φ

１２００φ

１１００φ

４００φ

２５０φ

２５０φ

３００φ

２５０φ

２５０φ
２５０φ

１，２１０Ｈ

１，０７０Ｈ

２００ＶＵ ２００ＶＵ
Ｍ

１５０ＶＵ８０ＰＢ

１５０ＶＰ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１５０ＶＵ
１５０ＶＵ
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▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲
▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野動物園

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

金工棟

Ｂ棟

Ｂ２棟

Ｃ棟

Ｃ棟

音楽学部３号館

不忍荘
総合工房棟
Ａ棟

Ｐ

５００φ ５００φ

２５０φ

１５０φ

２５０φ

４５０φ
２５０φ

１２００φ

１２００φ

１１００φ

４００φ

２５０φ

２５０φ

３００φ

２５０φ

２５０φ
２５０φ

１，２１０Ｈ

１，０７０Ｈ

２００ＶＵ ２００ＶＵ
Ｍ

８０ＰＢ

１５０ＶＰ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１００ＰＢ

１５０ＶＵ
１５０ＶＵ

実験排水配管図（計画）
ポンプ槽

ＶＵ 〃

ビニール管ＶＰ

モニター槽

Ｐ

Ｍ

１５０ＶＵ

８０ＶＵ

８０ＶＵ

１００ＶＵ

１５０ＶＵ

８０ＶＵ

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

２５０φ

２００ＶＰ

２５０φ・２５０φ

３５０ＨＰ
２００ＨＰ

２００ＨＰ
２００ＨＰ

１５０ＨＰ
１５０ＨＰ

１００ＨＰ １５０ＨＰ

３５０ＨＰ

３００ＨＰ

３００ＨＰ

２５０φ

３００ＨＰ

２５０φ

１００ＨＰ

１００ＨＰ

１２５ＨＰ

１２５ＨＰ

５００φ

２００ＨＰ

１５０ＨＰ

１００ＶＰ

２５０φ

１５０ＨＰ

２００ＨＰ

３００ＨＰ ２００ＨＰ

２００ＨＰ

２００ＨＰ

２５０ＨＰ

３００ＨＰ
３００ＨＰ

２００ＨＰ

１５０ＨＰ
２００ＨＰ

１５０ＨＰ

２００ＨＰ

３００ＨＰ

１５０ＨＰ１２５ＨＰ

１００ＨＰ

２００ＨＰ

１５０ト

１５０ＨＰ１２５ＨＰ

１５０ト

２００φ１８０ト １５０φ

１５０ト

１５０ト

２００ＶＰ

２００ＶＰ １２５ＣＩＰ

２００ＨＰ
１５０

１５０ＨＰ

２００ＨＰ

２５０φ
２５０ＨＰ

２５０ＨＰ
３５０ＨＰ

１５０ＨＰ

３００ＨＰ

２００ＨＰ

Ｐ

２００φ

１５０φ

１２００φ

１２００φ

１１００φ

４５０φ

４００φ

３００φ

２５０φ

２５０φ

２００ＶＵ

１５０ＶＵ

２５０ＨＰ
２５０Ｕ

２５０Ｕ

２５０ＨＰ

１００ＨＰ

１５０ＨＰ
２００ＨＰ

２５０ＨＰ
２５０透水管

３００ＨＰ

２００ＶＰ

２００ＶＰ

２００ＶＰ

２００ＶＰ ２００ＶＰ

３００ＨＰ

３００ＨＰ

４５０ＨＰ

２００ＶＰ

４５０ト

３５０ＨＰ

２００ＶＰ

３００ＨＰ

１５０ＨＰ

２００ＶＰ

３５０ＨＰ

９００φ×７５００Ｈ

２００ＨＰ

２００ＨＰ
４５０ト

２００ＶＵ

１５０ＶＵ

２５０ＨＰ

２００ＨＰ

１００ＨＰ

１００ＨＰ

９００φ×７０４５Ｈ
１２５ＨＰ

２００ＶＰ

４５０ＨＰ

１２５ＶＰ

１００ＶＰ

１５０ＶＰ

６００□×６５００Ｈ

１５０ＨＰ

１５０ＨＰ

１５０ＨＰ

１５０ＨＰ

２００ＨＰ

１５０ＨＰ

７５ＶＰ

２５０ＨＰ
３５０ＨＰ

１２５ＨＰ

３６０ト

９００φ×６４００Ｈ

２５０ＨＰ

４５０φ
７００φ ２５０φ

１，２１０Ｈ

１，０７０Ｈ

２５０ＨＰ

４００ＶＵ

２００ＶＰ

９００φ×４５００Ｈ

２５０ＨＰ

１５０ＶＰ

２００ＶＵ

１５０ＶＵ

３００ト

３００ト

３００ＨＰ

９００φ×４３００Ｈ

４５０ト

９００φ×６９００Ｈ

９００φ×６８００Ｈ

９００φ×７２００Ｈ

９００φ×７３５０Ｈ

２００ＶＰ

１５０ＶＰ

１５０ＶＰ

２５０ＨＰ

１５０ＨＰ

２００ＶＰ

９００φ×３７００Ｈ
３００ト

雨水排水配管図（現状）

陶管

コンクリート管

ビニール管

ヒューム管ＨＰ

ＶＰ

Ｃ

ト

トラップ桝

防臭ふた

格子ふた
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▲
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▲

▲

▲

▲

▲

▲
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陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

ガス配管図（現状）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野動物園

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

金工棟

Ｂ棟

Ｂ２棟

Ｃ棟

Ｃ棟

音楽学部３号館

不忍荘
総合工房棟
Ａ棟

ガス配管図（計画）
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空調方式（現状）
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陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館
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音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

音楽学部３号館

不忍荘

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｂ棟

上野動物園

金工棟

Ｂ２棟

総合工房棟
Ａ棟

：個別方式

：中央方式

：中央＋個別方式

空調方式（計画）
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陳列館

図書館

大学会館

赤レンガ２号館

テニスコート

赤レンガ１号館

車庫

大学美術館

音楽学部２号館

音楽学部　５号館

彫刻棟

中央棟

都立美術館

社会教育研修所

音楽学部４号館

奏楽堂

桜木町

国立博物館

上野動物園

上野高校

Ｐ

体育館

上野中学

寛永寺グランド第２守衛所

音楽学部１号館

音楽学部　練習ホール館

附属音楽高等学校

絵画棟

大学美術館

管理棟

正木記念館

金工棟

Ｂ棟

Ｂ２棟

Ｃ棟

Ｃ棟

音楽学部３号館

不忍荘
総合工房棟
Ａ棟
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○東京芸術大学における教育研究施設の有効活用に関する規則

平成13年６月29日

制 定

改正 平成16年６月９日

（目的）

第１条 この規則は、東京芸術大学施設・環境部会規則第２条の規定に基づき、教

育研究施設（以下「施設」という｡)の適切な使用面積の配分を行うとともに、施

設の弾力的な運用を行うための共用教育研究スペース（以下「共用スペース」と

いう｡)を確保することにより、施設の有効活用を図ることを目的とする。

（使用面積の配分）

第２条 施設の使用面積の配分は、東京芸術大学施設・環境部会（以下「部会」と

いう｡)が実施する施設の点検・評価に関する調査（以下「調査」という｡)の結果

に基づき、部会が行うものとする。

（共用スペースの確保等）

第３条 施設には、全学共用で利用する共用スペースを確保し、部会はその面積及

び位置の指定をするものとする。

２ 東京芸術大学固定資産管理規則第７条に規定する不動産のうち、共用スペース

に関しては、資産管理責任者が指名する使用責任者に補助執行させるものとする

（使用面積の配分等の見直し）

第４条 部会は、第２条及び前条に規定する施設の使用面積の配分並びに共用スペ

ースの面積及び位置の指定について、調査の結果を基に、原則として５年ごとに

見直しを行うものとする。

（雑則）

第５条 この規則に定めるもののほか、施設の使用面積の配分並びに共用スペース

の面積及び位置の指定に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

この規則は、平成13年６月29日から施行し、平成13年４月１日から適用する。

附 則

この規則は、平成16年６月９日から施行し、平成16年４月１日から適用する。
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○東京芸術大学における教育研究施設の有効活用に関する内規

平成14年１月17日

制 定

改正 平成16年６月９日

（趣旨）

第１条 この内規は、東京芸術大学における教育研究施設の有効活用に関する規則

（以下「規則」という｡）第５条の規定に基づき、教育研究施設（以下「施設」と

いう｡）の有効活用を図るため、施設における適切な使用面積の配分及び施設の

弾力的な運用を行うための共用教育研究スペース（以下「共用スペース」とい

う｡）の確保に関し必要な事項を定めるものとする。

（施設の点検・評価に関する調査）

第２条 規則第２条の規定による施設の点検・評価に関する調査（以下「調査」と

いう｡）は、次の各号に掲げる区分により、原則として毎年実施する。

（１）教官研究室、学生研究室、アトリエ、工房、レッスン室等の教官及び学生が

専有して利用する部屋にあっては、狭隘度の調査

（２）講義室、共通アトリエ、共通工房、練習室、実習室、実験室等の共通に利用

する部屋（前号に掲げる部屋を除く｡）にあっては、稼働率の調査

（３）共用スペースにあっては、使用形態に応じ、狭隘度又は稼働率の調査

（共用スペースの確保）

第３条 共用スペースは、施設の２割以上を演習室、ゼミ室、アトリエ、工房、

ギャラリー、合奏練習室、練習ホール及び多目的スペース等のために確保する。

２ 共用スペースの面積及び位置の指定については、東京芸術大学施設・環境部会

（以下「部会」という｡）における調査・検討に基づき、部会が決定する。

３ 共用スペースの面積及び位置の指定は、原則として５年に１度、調査の結果に

基づき、見直すものとする。

（共用スペースの使用申請）

第４条 共用スペースを専有して使用することを希望する者、グループ又は学科等

は、共用スペース使用申込書（別紙様式１）を所属の使用責任者を経由して、資

産管理責任者に提出するものとする。

（共有スペースの使用許可）

第５条 資産管理責任者は、共用スペースを専有して使用する者（以下「使用者」

という｡）の選定について、次の各号に掲げる事項を勘案し、部会の議を経て決定

する。

（１）調査の結果、特に狭隘と認められる教育研究分野等

（２）学術的、先端的なプロジェクト研究等の実施又は実施予定の教育研究分野等

（３）臨時的に研究スペース等が必要となった教育研究分野等

（４）その他特別な理由がある教育研究分野等

２ 資産管理責任者は、前項の規定により、使用を決定した者に対し、共用スペー

ス使用許可書（別紙様式２）を交付するものとする。

（使用期間）

第６条 使用期間は、原則として２年以内とする。

（共用スペースの管理運営）
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第７条 使用者は、自己の責任のもとに善良な管理に努めなければならない。

２ 使用期間を終了した使用者は、使用した部屋を原状に回復の上、明け渡さなけ

ればならない。

（共用スペースの使用の取り消し）

第８条 次の各号に該当する使用者は、部会が使用を取り消すことができる。

（１）この内規の定めに違反した使用者

（２）その他管理運営上特別な理由が生じた場合

（雑則）

第９条 この内規に定めるもののほか、この内規の運用に関し必要な事項は、別に

定める。

附 則

この内規は、平成14年１月17日から施行する。

附 則

この内規は、平成16年６月９日から施行し、平成16年４月１日から適用する。
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施

 設
 点

 検
 ・

 評
 価

 、
有

 効
 活

 用
 の

 ル
 ー

 ル
 と

 体
 制

教
　
　
　
育
　
　
　
研
　
　
　
究
　
　
　
施
　
　
　
設

　
専
有
ス
ペ
ー
ス
（学
部
等
）

　
教
官
研
究
室

　
ア
ト
リ
エ

　
実
技
演
習
室

　
共
通
教
育
研
究
ス
ペ
ー
ス
（全
学
共
用
）

　
　
講
義
室
、
演
習
室
、
ゼ
ミ
室

　
　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

※
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
・奏
楽
堂

※
言
語
・音
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

※
写
真
セ
ン
タ
ー
、
芸
術
情
報
セ
ン
タ
ー
等

※
印
内
の
事
務
室
、
研
究
室
等
の
専
有
ス
ペ
ー
ス
以
外

の
部
分
を
示
す

　
共
通
利
用
ス
ペ
ー
ス
（学
部
等
）

　
　
共
通
工
房

　
　
木
工
室
、
石
膏
室

　
　
練
習
室
（ホ
ー
ル
を
含
む
）

　
　
室
内
合
奏
練
習
室
　
等

調
  査
　
結
　
果
　
に
　
基
　
づ
　
く　
有
　
効
　
活
　
用

配分
配分

指定

調
査
分
析
（施
設
・環
境
部
会
、
学
部
等
施
設
整
備
委
員
会
）（現

地
確
認
、
調
査
票
等
）

教
育
研
究
施
設
の
有
効
活
用
に
関
す
る
規
則

○
施
設
に
点
検
・評
価
に
関
す
る
調
査
結
果
に
基
づ
き
使
用
面
積
を
配
分
す
る
○
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
そ
の
面
積
及
び
位
置
の
指
定
を
す
る

施
　
設
　
・　
環
　
境
　
部
　
会

美
 術

 領
 域

専
用
ス
ペ
ー
ス

76.8% 共
通
ス
ペ
ー
ス

2.8%
全
学
共
用
ス
ペ
ー
ス

20.4%

音
 楽

 領
 域

全
学
共
用
ス
ペ
ー
ス

,
 34％

共
通
ス
ペ
ー
ス

,
1.4％

専
用
ス
ペ
ー
ス

,
64.6％

Ｈ
１
７
年
度
は
施
設
・環
境
部
会
委
員
、
施
設

課
、
各
学
部
と
全
室
立
ち
入
り
調
査
を
行
っ
た
。

特
に
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
重

点
的
に
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
有
効
利
用

さ
れ
て
い
な
い
４
室
（１
３
６

m
2）に
つ
い
て
指
導

を
行
い
、
利
用
計
画
の
提
出
を
求
め
利
用
率
の

向
上
・教
育
研
究
等
に
貢
献
で
き
る
計
画
で

あ
っ
た
た
め
、
審
議
の
結
果
利
用
を
認
め
た
。
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環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針平
成
１
９
年
４
月
２
日

国
立
大
学
法
人
東
京
芸
術
大
学

国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
２
年
法
律
第
１
０
０
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
１
９
年
度
に
お
け
る
環
境
物
品
等
の
調
達

。

の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針
（
以
下
「
調
達
方
針
」
と
い
う
）
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定

。

に
基
づ
き
、
公
表
す
る
。

Ⅰ
特
定
調
達
物
品
等
の
平
成
１
９
年
度
に
お
け
る
調
達
の
目
標

平
成
１
９
年
度
に
お
け
る
個
別
の
特
定
調
達
物
品
等
（
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方

針
の
変
更
（
平
成
１
９
年
２
月
２
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
）
に
定
め
る
特
定
調

）
。

達
品
目
ご
と
に
判
断
の
基
準
を
満
た
す
も
の
）
の
調
達
目
標
は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

な
お
、
基
本
方
針
に
規
定
さ
れ
た
判
断
の
基
準
は
、
あ
く
ま
で
も
調
達
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
一
つ
の

目
安
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
物
品
等
の
調
達
に
努
め
る
こ
と
と
す

る
。

１
．
紙

類

コ
ピ
ー
用
紙

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

フ
ォ
ー
ム
用
紙

と
す
る
。

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

た
だ
し
、
本
学
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
、
印
刷
用
紙
に
関
し

タ
ー
用
塗
工
紙

て
は
９
５
％
と
す
る
。

ジ
ア
ゾ
感
光
紙

（
）

印
刷
用
紙
カ
ラ
ー
用
紙
を
除
く

印
刷
用
紙
（
カ
ラ
ー
用
紙
）

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

２
．
文
具
類

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
替
芯

と
す
る
。

ボ
ー
ル
ペ
ン

マ
ー
キ
ン
グ
ペ
ン

鉛
筆

ス
タ
ン
プ
台

朱
肉

印
章
セ
ッ
ト

印
箱

公
印

ゴ
ム
印

回
転
ゴ
ム
印

定
規

ト
レ
ー

消
し
ゴ
ム

ス
テ
ー
プ
ラ
ー

ス
テ
ー
プ
ラ
ー
針
リ
ム
ー
バ
ー

連
射
式
ク
リ
ッ
プ
（
本
体
）

事
務
用
修
正
具
（
テ
ー
プ
）

事
務
用
修
正
具
（
液
状
）

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

粘
着
テ
ー
プ
（
布
粘
着
）

両
面
粘
着
紙
テ
ー
プ

製
本
テ
ー
プ

ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド

ペ
ン
ス
タ
ン
ド

ク
リ
ッ
プ
ケ
ー
ス

は
さ
み

マ
グ
ネ
ッ
ト

(玉
)

マ
グ
ネ
ッ
ト
（
バ
ー

)
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー

パ
ン
チ
（
手
動
）

モ
ル
ト
ケ
ー
ス
（
紙
め
く
り
用
ス

ポ
ン
ジ
ケ
ー
ス
）

紙
め
く
り
ク
リ
ー
ム

鉛
筆
削
（
手
動
）

Ｏ
Ａ
ク
リ
ー
ナ
ー
（
ウ
ェ
ッ
ト
タ

イ
プ
）

Ｏ
Ａ
ク
リ
ー
ナ
ー

(液
タ
イ
プ

)
ダ
ス
ト
ブ
ロ
ワ
ー

レ
タ
ー
ケ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
ケ
ー
ス

（
Ｆ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｍ
Ｏ
用
）

マ
ウ
ス
パ
ッ
ド

Ｏ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
（
枠
あ
り
）

丸
刃
式
紙
裁
断
機

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
ト

デ
ス
ク
マ
ッ
ト
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Ｏ
Ｈ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム

絵
筆

絵
の
具

墨
汁

の
り
（
液
状
）
補
充
用
を
含
む

の
り
（
澱
粉
の
り
）
補
充
用
を
含

むの
り
（
固
形
）

の
り
（
テ
ー
プ
）

フ
ァ
イ
ル

バ
イ
ン
ダ
ー

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
用
品

ア
ル
バ
ム

つ
づ
り
ひ
も

カ
ー
ド
ケ
ー
ス

事
務
用
封
筒
（
紙
製
）

窓
付
き
封
筒
（
紙
製
）

け
い
紙

起
案
用
紙

ノ
ー
ト

タ
ッ
ク
ラ
ベ
ル

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

パ
ン
チ
ラ
ベ
ル

付
箋
紙

付
箋
フ
ィ
ル
ム

黒
板
拭
き

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
イ
レ
ー
ザ
ー

額
縁

ご
み
箱

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

缶
・
ボ
ト
ル
つ
ぶ
し
機
（
手
動
）

名
札
（
机
上
用
）

名
札
（
衣
服
取
付
・
首
下
げ
型
）

鍵
か
け

３
．
機
器
類

い
す

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

机
と
す
る
。

棚収
納
用
什
器
（
棚
以
外
）

ロ
－
パ
－
テ
ィ
シ
ョ
ン

コ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー

傘
立
て

掲
示
板

黒
板

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

４
．
Ｏ
Ａ
機
器

コ
ピ
ー
機

１
９
年
度
に
購
入
す
る
物
品
及
び
１
９
年
度
か
ら
新
た
に
賃
貸

複
合
機

借
及
び
リ
ー
ス
契
約
を
行
う
も
の
の
調
達
目
標
は
１
０
０
％
と

拡
張
性
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ピ
ー
す
る
。

機電
子
計
算
機

プ
リ
ン
タ

プ
リ
ン
タ
／
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
兼
用

機フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ス
キ
ャ
ナ

磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

記
録
用
メ
デ
ィ
ア

一
次
電
池
又
は
小
型
充
電
式
電
池

電
子
式
卓
上
計
算
機

ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

５
．
家
電
製
品

電
気
冷
蔵
庫

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

電
気
冷
凍
庫

と
す
る
｡

電
気
冷
凍
冷
蔵
庫

電
気
便
座

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機

６
．
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
等

エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
暖
房
機
と
す
る
。
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ス
ト
ー
ブ

７
．
温
水
器
等

電
気
給
湯
器

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

ガ
ス
温
水
機
器

と
す
る
。

石
油
温
水
機
器

ガ
ス
調
理
機
器

８
．
照
明

蛍
光
灯
照
明
器
具

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

蛍
光
ラ
ン
プ

と
す
る
。

電
球
形
状
の
ラ
ン
プ

９
．
自
動
車
等

自
動
車

調
達
を
実
施
す
る
場
合
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
又
は
超
低
排
出

ガ
ス
車
と
す
る
。

た
だ
し
、
上
記
条
件
を
満
た
す
適
当
な
車
種
が
無
い
場
合
は
、

排
ガ
ス
性
能
の
良
い
自
動
車
を
選
出
す
る
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
対
応
車
載
器

調
達
を
実
施
す
る
場
合
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

一
般
公
用
車
用
タ
イ
ヤ

２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
油

１
０
．
消
火
器

消
火
器

調
達
を
実
施
す
る
場
合
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

．
制
服
・
作
業
服

１
１制
服

調
達
を
実
施
す
る
場
合
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

作
業
服

１
２
．
イ
ン
テ
リ
ア
・
寝
装
寝
具

カ
ー
テ
ン

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

布
製
ブ
ラ
イ
ン
ド

と
す
る
。、

、
タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト

な
お
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
を
使
用
し
た
製
品
の
調
達
の
際
は

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

基
本
方
針
の
判
断
の
基
準
を
満
た
し
、
さ
ら
に
再
生
ポ
リ
エ
ス

。
織
じ
ゅ
う
た
ん

テ
ル
が
で
き
る
限
り
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
製
品
を
選
択
す
る

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト

毛
布

ふ
と
ん

ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム

マ
ッ
ト
レ
ス

１
３
．
作
業
手
袋

作
業
手
袋

調
達
を
実
施
す
る
場
合
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

１
４
．
そ
の
他
繊
維
製
品

集
会
用
テ
ン
ト

調
達
を
実
施
す
る
品
目
に
つ
い
て
は
、
調
達
目
標
は
１
０
０
％

ブ
ル
ー
シ
ー
ト

と
す
る
。、

、
防
球
ネ
ッ
ト

な
お
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
を
使
用
し
た
製
品
の
調
達
の
際
は

基
本
方
針
の
判
断
の
基
準
を
満
た
し
、
さ
ら
に
再
生
ポ
リ
エ
ス。

テ
ル
が
で
き
る
限
り
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
製
品
を
選
択
す
る

１
５
．
設

備

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

調
達
の
予
定
は
な
い
。

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

燃
料
電
池

生
ゴ
ミ
処
理
機

節
水
機
器

１
６
．
公
共
工
事

公
共
工
事
の
中
で
、
基
本
方
針
に
位
置
付
け
ら
れ
た
資
材
、
建
設
機
械
、
工
法
及
び
目
的
物
を
使
用
す

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
基
本
方
針
に
定
め
る
判
断
の
基
準
を
満
足
す
る
も
の
を
使
用
す
る
も
の
と
す

る
。公
共
工
事
の
構
成
要
素
で
あ
る
資
材
、
建
設
機
械
、
工
法
及
び
目
的
物
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
業

ご
と
の
特
性
、
必
要
と
さ
れ
る
強
度
や
耐
久
性
、
機
能
の
確
保
、
コ
ス
ト
等
に
留
意
し
つ
つ
調
達
を
積
極

的
に
推
進
す
る
。

な
お
、
調
達
目
標
の
立
て
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
実
績
の
把
握
を
進
め
る
中
で
検
討
す
る
も
の
と
す

る
。

１
７
．
役

務

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断

調
達
の
予
定
は
な
い
。
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印
刷

本
学
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
９
５
％
と
す
る
。

食
堂

調
達
の
予
定
は
な
い
。

自
動
車
専
用
タ
イ
ヤ
更
生

調
達
の
予
定
は
な
い
。

自
動
車
整
備

調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

庁
舎
管
理

調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

清
掃

調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

輸
配
送

調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

庁
舎
等
に
お
い
て
営
業
を
行
う
小

調
達
目
標
は
１
０
０
％
と
す
る
。

売
業
務

Ⅱ
特
定
調
達
物
品
等
以
外
の
平
成
１
８
年
度
に
調
達
を
推
進
す
る
環
境
物
品
等
及
び
そ
の
調
達
の
目
標

１
．
物
品
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
コ
マ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
て
い
る
製
品
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
も

の
を
調
達
す
る
よ
う
務
め
る
。
Ｏ
Ａ
機
器
、
家
電
製
品
を
調
達
す
る
場
合
は
、
よ
り
消
費
電
力
が
小
さ

く
、
か
つ
再
生
材
料
を
多
く
使
用
し
て
い
る
も
の
を
選
択
す
る
。

Ⅲ
そ
の
他
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
事
項

１
．
学
内
に
グ
リ
ー
ン
（
環
境
物
品
等
）
調
達
の
た
め
の
連
絡
会
議
を
設
置
す
る
。
体
制
概
要
は
別
紙
の

と
お
り
。

２
．
本
調
達
方
針
は
、
全
て
の
部
局
を
対
象
と
す
る
。

３
．
調
達
の
実
績
は
、
各
品
目
ご
と
に
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
。

４
．
物
品
等
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、
調
達
数
量
が
で
き
る
限
り
少
な
く
な
る
よ
う
努
め
る
。

５
．
機
器
類
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
修
理
等
を
行
い
、
長
期
間
の
使
用
に
努
め
る
。

６
．
調
達
す
る
品
目
に
応
じ
て
、
エ
コ
マ
ー
ク
等
の
既
存
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
本
方
針

に
定
め
る
判
断
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
で
き
る
限
り
環
境
負
荷
の
少
な
い
物
品
の
調
達

に
努
め
る
。

７
．
物
品
等
を
納
入
す
る
事
業
者
、
役
務
の
提
供
事
業
者
、
公
共
工
事
の
請
負
事
業
者
等
に
対
し
て
、
事

業
者
自
身
が
本
調
達
方
針
に
準
じ
た
グ
リ
ー
ン
購
入
を
推
進
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

８
．
事
業
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
も
し
く
は
エ
コ
ア
ク
シ

ョ
ン
２
１
（
環
境
活
動
評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
等
に
よ
り
環
境
管
理
を
行
っ
て
い
る
者
又
は
環
境
報
告
書

を
作
成
し
て
い
る
者
を
優
先
し
て
考
慮
す
る
よ
う
努
め
る
。

９
．
調
達
を
行
う
地
域
の
地
方
公
共
団
体
の
環
境
政
策
及
び
調
達
方
針
と
連
携
を
図
り
つ
つ
グ
リ
ー
ン
購

入
を
推
進
す
る
。

10．
本
調
達
方
針
に
基
づ
く
物
品
調
達
担
当
窓
口
は
事
務
局
会
計
課
契
約
係
及
び
各
部
局
会
計
担
当
係
、

公
共
工
事
担
当
窓
口
は
施
設
課
企
画
係
と
す
る
。

別
　
紙

本
部
長

総
務
担
当
理
事

会
計
課
長

施
設
課
長

事
務
局

会
 計

 課

総
　
括

会
計
課
長

参
 事

 役

施
設
課
長

会
計
課
各
係
長

施
設
課
各
係
長

各
部
局
会
計
担
当
係
長

国
立
大
学
法
人
東
京
芸
術
大
学
グ
リ
ー
ン
（
環
境
物
品
等
）
調
達
推
進
体
制
概
要
図

推
進
員

本
部
員

管
理
運
営
室

推
　
進
　
本
　
部

副
総
括
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国
立
大
学
法
人
　
東
京
芸
術
大
学

　
国
等
に
お
け
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
２
年
法
律
百
号
。
以
下
「
法
律
」

と
い
う
。
）
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
１
８
年
度
に
お
け
る
環
境
物
品
等
の
調
達
実
績
の
概
要

を
取
り
ま
と
め
た
の
で
公
表
す
る
。

１
．
平
成
１
８
年
度
の
経
緯

　
　
平
成
１
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
同
年
４
月
２
日
付
国
立
大
学
法
人
東
京
芸
術
大
学
に
お
け
る
「
環
境
物
品

　
等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
針
」
を
策
定
・
公
表
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
環
境
物
品
等
の
調
達
を
推

　
進
し
た
。

２
．
調
達
実
績
の
概
要

　
（
１
）
特
定
調
達
品
目
の
調
達
状
況

　
　
　
　
各
特
定
調
達
品
目
の
調
達
量
等
に
つ
い
て
は
、
別
表
「
平
成
１
８
年
度
特
定
調
達
品
目
調
達
実
績
取

　
　
　
り
ま
と
め
表
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
目
標
達
成
状
況
等

　
調
達
方
針
に
お
い
て
、
調
達
総
量
に
対
す
る
基
準
を
満
足
す
る
物
品
等
の
調
達
量
の
割
合
に
よ
り

目
標
設
定
を
行
う
品
目
に
つ
い
て
は
、
印
刷
関
係
は
９
５
％
、
そ
れ
以
外
は
１
０
０
％
を
目
標
と
し

て
い
た
。
印
刷
関
係
に
お
い
て
は
本
学
の
特
殊
事
情
に
よ
り
、
平
均
９
２
％
の
達
成
率
と
な
っ
た
が
、

印
刷
関
係
以
外
は
、
１
０
０
％
目
標
を
達
成
で
き
た
。

②
調
達
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
理
由
等

　
物
品
等
関
係
で
調
達
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
主
な
理
由
と
し
て
は
、

　
・
作
品
等
を
掲
載
す
る
一
部
の
印
刷
物
に
つ
い
て
、
発
色
に
関
し
て
厳
し
い
基
準
で
判
断
す
る
た

　
め
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
品
で
は
本
学
の
仕
様
内
容
を
満
た
す
規
格
品
が
な
か
っ
た
こ
と
。

等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

③
判
断
の
基
準
よ
り
高
い
基
準
を
満
足
す
る
環
境
物
品
等
の
調
達
状
況

　
各
特
定
調
達
品
目
の
調
達
に
つ
い
て
は
、
各
品
目
に
わ
た
り
カ
タ
ロ
グ
等
で
「
グ
リ
ー
ン
購
入
法

適
合
」
、
「
エ
コ
マ
ー
ク
」
又
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
の
記
載
を
確
認
し
、
記
載
の
あ
る
物
品
を

調
達
し
た
。

　
特
定
調
達
品
目
調
達
実
績
取
り
ま
と
め
表
上
の
「
判
断
の
基
準
よ
り
高
い
水
準
を
満
足
す
る
物
品

等
を
調
達
し
た
場
合
」
の
調
達
量
に
記
載
は
な
い
が
、
判
断
基
準
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
調
達
を

行
っ
た
。 平
成
１
８
年
度
に
お
け
る
環
境
物
品
等
の
調
達
実
績
の
概
要

　
（
２
）
特
定
調
達
物
品
等
以
外
の
環
境
物
品
等
の
調
達
状
況

　
　
　
　
特
定
調
達
物
品
等
以
外
の
環
境
物
品
の
調
達
に
つ
い
て
も
、
カ
タ
ロ
グ
等
で
「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適

　
　
　
合
」
、
「
エ
コ
マ
ー
ク
」
又
は
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
」
の
記
載
を
確
認
し
、
記
載
の
あ
る
物
品
を
調
達

　
　
　
し
た
。

　
（
３
）
そ
の
他
の
物
品
、
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
の
環
境
配
慮
の
実
績

　
　
　
　
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
で
き
る
限
り
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
物
品
等
の
調
達

　
　
　
が
行
え
る
よ
う
に
、
環
境
物
品
等
の
判
断
基
準
を
超
え
る
高
い
基
準
の
も
の
を
調
達
す
る
よ
う
努
め
た
。

　
　
　
　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
品
が
存
在
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
エ
コ
マ
ー
ク
等
が
表
示
さ
れ
、

　
　
　
環
境
保
全
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
物
品
を
調
達
す
る
こ
と
に
つ
い
て
配
慮
し
た
。

　
　
　
　
物
品
等
を
納
品
す
る
事
業
者
や
役
務
の
提
供
事
業
者
に
対
し
事
業
者
自
身
が
、
環
境
物
品
等
の
調
達

　
　
　
を
推
進
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
。

　
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
で
調
査
中
で
あ
っ
た
。

今
後
は
上
記
の
環
境
配
慮
に
加
え
て
、
木
材
・
木
材
製
品
の
合
法
性
、
持
続
可
能
性
の
証
明
が
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
も
確
認
の
上
、
調
達
を
行
っ
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

　
（
４
）
当
該
年
度
調
達
実
績
に
関
す
る
評
価

　
　
　
　
美
術
学
部
及
び
大
学
美
術
館
を
擁
す
る
本
学
の
特
殊
な
事
情
か
ら
、
印
刷
物
な
ど
調
達
率
が
目
標
に

　
　
　
達
し
な
か
っ
た
も
の
も
一
部
見
ら
れ
る
が
、
当
初
の
年
度
調
達
目
標
を
お
お
む
ね
達
成
し
て
い
る
と
認

　
　
　
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
平
成
１
９
年
度
以
降
の
調
達
に
お
い
て
も
引
き
続
き
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
図
り
、
可
能
な
限

　
　
　
り
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
物
品
等
の
調
達
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

資料７－６②

1/8



平成１８年度特定調達品目調達実績取りまとめ表 年間集計用 府省・機関等名称

自動計算 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算

分 野 ①　目標値 ②　総調達量 ③　特定調達物品等 ④　特定調達物品等 ⑤　目標達成率 ⑫　備考

の調達量 　　　の調達率 ＝④/① ⑥　調達量 ⑦　具体的仕様 ⑧　調達量 ⑨　具体的仕様の主な例 ⑪　主な理由

＝③/② （一部＝③/①） ③の内数 環境への配慮の内容 ⑩　環境への配慮の内容

紙 類 (8) 100 % 25330.6 kg 23657.6 kg 93 % 93 % 21984.6 kg 1673 kg 白色度９３％の用紙等 カラーコピー用。一般来館者向けに、印刷物を見やすく

100 % 0 kg 0 kg % % 0 kg 0 kg するため。

100 % 155.1 kg 155.1 kg 100 % 100 % 155.1 kg 0 kg
100 % 0 kg 0 kg % % 0 kg 0 kg

95 % 32073.242 kg 26177.242 kg 82 % 86 % 20281.242 kg 5896 kg アート紙、コート紙等 展覧会共催者の意向、作品の色の正確な掲載のため、

100 % 740.8 kg 740.8 kg 100 % 100 % 740.8 kg 0 kg 作品等を掲載する一部の印刷物について、発色に関し

100 % 6604.6 kg 6604.6 kg 100 % 100 % 6604.6 kg 0 kg て厳しい基準で判断するため。

100 % 14.5 kg 14.5 kg 100 % 100 % 14.5 kg 0 kg

文 具 類 (79) 100 % 156 本 156 本 100 % 100 % 156 本 0 本

100 % 91 個 91 個 100 % 100 % 91 個 0 個

100 % 1967 本 1967 本 100 % 100 % 1967 本 0 本

100 % 2105 本 2105 本 100 % 100 % 2105 本 0 本

100 % 13963 本 13963 本 100 % 100 % 13963 本 0 本

100 % 59 個 59 個 100 % 100 % 59 個 0 個

100 % 44 個 44 個 100 % 100 % 44 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 2 個 2 個 100 % 100 % 2 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 1392 個 1392 個 100 % 100 % 1392 個 0 個

100 % 25 個 25 個 100 % 100 % 25 個 0 個

100 % 125 個 125 個 100 % 100 % 125 個 0 個

100 % 87 個 87 個 100 % 100 % 87 個 0 個

100 % 579 個 579 個 100 % 100 % 579 個 0 個

100 % 106 個 106 個 100 % 100 % 106 個 0 個

100 % 340 個 340 個 100 % 100 % 340 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 384 個 384 個 100 % 100 % 384 個 0 個

100 % 82 個 82 個 100 % 100 % 82 個 0 個

100 % 527 個 527 個 100 % 100 % 527 個 0 個

100 % 670 個 670 個 100 % 100 % 670 個 0 個

100 % 210 個 210 個 100 % 100 % 210 個 0 個

100 % 20 個 20 個 100 % 100 % 20 個 0 個

100 % 22 個 22 個 100 % 100 % 22 個 0 個

100 % 10 個 10 個 100 % 100 % 10 個 0 個

100 % 2 個 2 個 100 % 100 % 2 個 0 個

100 % 296 個 296 個 100 % 100 % 296 個 0 個

100 % 202 個 202 個 100 % 100 % 202 個 0 個

100 % 73 個 73 個 100 % 100 % 73 個 0 個

100 % 10 個 10 個 100 % 100 % 10 個 0 個

100 % 7 個 7 個 100 % 100 % 7 個 0 個

100 % 10 個 10 個 100 % 100 % 10 個 0 個

100 % 2 個 2 個 100 % 100 % 2 個 0 個

100 % 30 個 30 個 100 % 100 % 30 個 0 個

100 % 24 個 24 個 100 % 100 % 24 個 0 個

100 % 3 個 3 個 100 % 100 % 3 個 0 個

100 % 10 個 10 個 100 % 100 % 10 個 0 個

100 % 12 個 12 個 100 % 100 % 12 個 0 個

100 % 312 個 312 個 100 % 100 % 312 個 0 個

100 % 40 個 40 個 100 % 100 % 40 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個
100 % 2 台 2 台 100 % 100 % 2 台 0 台

100 % 340 個 340 個 100 % 100 % 340 個 0 個
100 % 21 個 21 個 100 % 100 % 21 個 0 個

100 % 12 個 12 個 100 % 100 % 12 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 420 個 420 個 100 % 100 % 420 個 0 個

判断の基準を満足しない物品等を調達した場合

コピー用紙

フォーム用紙

トイレットペーパー

ティッシュペーパー

国立大学法人　東京藝術大学

品 目 判断の基準より高い水準を満足する物品等を調達した場合

インクジェットカラープリンター用塗工紙

ジアゾ感光紙

印刷用紙（カラー用紙を除く）

印刷用紙（カラー用紙）

ゴム印

回転ゴム印

シャープペンシル

シャープペンシル替芯

ボールペン

マーキングペン

鉛筆

スタンプ台

朱肉

印章セット

印箱

公印

両面粘着紙テープ

製本テープ

定規

トレー

消しゴム

ステープラー

ステープラー針リムーバー

連射式クリップ（本体）

事務用修正具（テープ）

事務用修正具（液状）

クラフトテープ

粘着テープ（布粘着）

鉛筆削（手動）

OAクリーナー（ウエットタイプ）

ブックスタンド

ペンスタンド

クリップケース

はさみ

マグネット（玉）

マグネット（バー）

テープカッター

パンチ（手動）

モルトケース（紙めくり用スポンジケース）

紙めくりクリーム

OHPフィルム

絵筆

OAクリーナー（液タイプ）

ダストブロワー

レターケース

メディアケース（ＦＤ・ＣＤ・ＭＯ用）

マウスパッド

ＯＡフィルター（枠あり）

丸刃式紙裁断機

カッターナイフ

カッティングマット

デスクマット

分 野 ①　目標値 ②　総調達量 ③　特定調達物品等 ④　特定調達物品等 ⑤　目標達成率 ⑫　備考

の調達量 　　　の調達率 ＝④/① ⑥　調達量 ⑦　具体的仕様 ⑧　調達量 ⑨　具体的仕様の主な例 ⑪　主な理由

＝③/② （一部＝③/①） ③の内数 環境への配慮の内容 ⑩　環境への配慮の内容

判断の基準を満足しない物品等を調達した場合品 目 判断の基準より高い水準を満足する物品等を調達した場合

100 % 163 個 163 個 100 % 100 % 163 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 186 個 186 個 100 % 100 % 186 個 0 個

100 % 13 個 13 個 100 % 100 % 13 個 0 個

100 % 662 個 662 個 100 % 100 % 662 個 0 個

100 % 13 個 13 個 100 % 100 % 13 個 0 個

100 % 5642 冊 5642 冊 100 % 100 % 5642 冊 0 冊

100 % 91 冊 91 冊 100 % 100 % 91 冊 0 冊

100 % 5205 個 5205 個 100 % 100 % 5205 個 0 個

100 % 4 個 4 個 100 % 100 % 4 個 0 個
100 % 1 個 1 個 100 % 100 % 1 個 0 個
100 % 75 個 75 個 100 % 100 % 75 個 0 個
100 % 119416 枚 119416 枚 100 % 100 % 119416 枚 0 枚
100 % 3000 枚 3000 枚 100 % 100 % 3000 枚 0 枚
100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個
100 % 197 冊 197 冊 100 % 100 % 197 冊 0 冊
100 % 422 個 422 個 100 % 100 % 422 個 0 個
100 % 205 個 205 個 100 % 100 % 205 個 0 個
100 % 7 個 7 個 100 % 100 % 7 個 0 個
100 % 1546 個 1546 個 100 % 100 % 1546 個 0 個
100 % 2 個 2 個 100 % 100 % 2 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 66 個 66 個 100 % 100 % 66 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 50 個 50 個 100 % 100 % 50 個 0 個

100 % 20 個 20 個 100 % 100 % 20 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 0 個 0 個 % % 0 個 0 個

100 % 4618 個 4618 個 100 % 100 % 4618 個 0 個

100 % 1 個 1 個 100 % 100 % 1 個 0 個

機 器 類 (10) 100 % 828 脚 828 脚 100 % 100 % 828 脚 0 脚

100 % 181 台 181 台 100 % 100 % 181 台 0 台

100 % 190 連 190 連 100 % 100 % 190 連 0 連

100 % 84 台 84 台 100 % 100 % 84 台 0 台

100 % 4 台 4 台 100 % 100 % 4 台 0 台

100 % 4 台 4 台 100 % 100 % 4 台 0 台

100 % 7 台 7 台 100 % 100 % 7 台 0 台

100 % 16 個 16 個 100 % 100 % 16 個 0 個

100 % 3 個 3 個 100 % 100 % 3 個 0 個

100 % 21 個 21 個 100 % 100 % 21 個 0 個

Ｏ Ａ 機 器 (13) 購入 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（新規） 3 台 3 台 3 台 0 台

リース・レンタル（継続） 42 台 42 台 0 台

購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台
リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（新規） 3 台 3 台 3 台 0 台
リース・レンタル（継続） 42 台 42 台 0 台

購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

つづりひも

カードケース

絵の具

墨汁

のり（液状）（補充用を含む。）

のり（澱粉のり）（補充用を含む。）

のり（固形）

のり（テープ）

ファイル

バインダー

ファイリング用品

アルバム

ホワイトボード用イレーザー

額縁

事務用封筒（紙製）

窓付き封筒（紙製）

けい紙・起案用紙

ノート

タックラベル

インデックス

パンチラベル

付箋紙

付箋フィルム

黒板拭き

ローパーティション

コートハンガー

ごみ箱

リサイクルボックス

缶・ボトルつぶし機（手動）

名札（机上用）

名札（衣服取付型・首下げ型）

鍵かけ

いす

机

棚

収納用什器（棚以外）

100 %

傘立て

掲示板

黒板

ホワイトボード

コ
ピ
ー
機
等

コピー機等合計

コピー機

複合機

100 % 100 %

拡張性デ
ジタルコ
ピー機
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分 野 ①　目標値 ②　総調達量 ③　特定調達物品等 ④　特定調達物品等 ⑤　目標達成率 ⑫　備考

の調達量 　　　の調達率 ＝④/① ⑥　調達量 ⑦　具体的仕様 ⑧　調達量 ⑨　具体的仕様の主な例 ⑪　主な理由

＝③/② （一部＝③/①） ③の内数 環境への配慮の内容 ⑩　環境への配慮の内容

判断の基準を満足しない物品等を調達した場合品 目 判断の基準より高い水準を満足する物品等を調達した場合

購入 24 台 24 台 24 台 0 台
リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台
リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台
購入 24 台 24 台 24 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 9 台 9 台 9 台 0 台

リース・レンタル（新規） 2 台 2 台 2 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 3 台 3 台 3 台 0 台
リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台
リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台
購入 17 台 17 台 17 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 81 台 81 台 81 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 7 台 7 台 7 台 0 台

リース・レンタル（新規） 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

100 % 2835 個 2835 個 100 % 100 % 2835 個 0 個

100 % 2913 個 2913 個 100 % 100 % 2913 個 0 個

家 電 製 品 (4) 購入 11 台 11 台 11 台 0 台

リース・レンタル（新規） 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 7 台 7 台 7 台 0 台

リース・レンタル（新規） 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 6 台 6 台 6 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

温 水 器 等 (4) 購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 4 台 4 台 4 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 10 台 10 台 10 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

100 %

プ
リ
ン
タ
等

プリンタ等合計
100 % 100

プリンタ
／ファク
シミリ兼
用機

ファクシミリ
100 %

% 100 %

プリンタ

スキャナ
100 % 100

% 100

100 %

% 100 %

磁気ディスク装置
100 % 100

% 100

%

ディスプレイ
100 % 100 % 100 %

シュレッダー
100 % 100

% 100

%

デジタル印刷機
100 % 100 % 100 %

記録用メディア

一次電池又は小型充電式電池

電気冷蔵庫・冷凍庫・
冷凍冷蔵庫

100

電気便座
100 %

%

% 100 %

% %

エアコンディショナー
等 (3)エアコンディショナー

100 % 100 %

ガスヒートポンプ式冷
暖房機

100 % % %

100

% 100 % 100 %

電気給湯器
100 % % %

ストーブ
100

% 100 % 100 %

石油温水機器
100 % % %

ガス温水機器
100

% 100 % 100 %
ガス調理機器

100

分 野 ①　目標値 ②　総調達量 ③　特定調達物品等 ④　特定調達物品等 ⑤　目標達成率 ⑫　備考

の調達量 　　　の調達率 ＝④/① ⑥　調達量 ⑦　具体的仕様 ⑧　調達量 ⑨　具体的仕様の主な例 ⑪　主な理由

＝③/② （一部＝③/①） ③の内数 環境への配慮の内容 ⑩　環境への配慮の内容

判断の基準を満足しない物品等を調達した場合品 目 判断の基準より高い水準を満足する物品等を調達した場合

照 明 (3) Ｈｆインバータ方式器具 20 台 20 台

インバータ方式以外器具 20 台 20 台 20 台 0 台

高周波点灯専用形（Ｈｆ） 25 本 25 本

ﾗﾋ ｯ゚ﾄ ｽ゙ ﾀｰﾄ形又はｽﾀｰﾀ形 1893 本 1893 本 1893 本 0 本

LEDランプ 16 個 16 個 16 個 0 個

LED以外の電球形状ランプ 371 個 371 個 371 個 0 個

自 動 車 等 (5) 購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台
リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台
リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 2 台 2 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台

購入 0 台 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 台 0 台

個 0 個 0 個 % %

個 0 個 0 個 % %

100 % 12 本 12 本 100 % 100 % 12 本 0 本

100 % 2 ㍑ 2 ㍑ 100 % 100 % 2 ㍑ 0 ㍑

消 火 器 (1) 100 % 208 本 208 本 100 % 100 % 208 本 0 本

制 服 ・作 業 服 (2) 100 % 0 着 0 着 % % 0 着 0 着

100 % 17 着 17 着 100 % 100 % 17 着 0 着

蛍光灯照明器具 100 % 100 % 100 %

% 100 % 100 %

電球形状のランプ 100 % 100 % 100 %

蛍光ランプ 100

台 %

メタノール自動車
100 台

%

天然ガス自動車
100 台 % %

電気自動車

% %

ハイブリッド自動
車

100 台 % %

台 % %

17年度低排出
75％低減かつ低
燃費

100 台 % %

燃料電池自動車
100

台

メタノール自動車
100 台

その他

一

般

公

用

車

以

外

電気自動車
100

一

般

公

用

車

100

% %

天然ガス自動車
100 台 % %

ハイブリッド自動
車

100 台

% %

% %

100 台 % %

17年度低排出
75％低減かつ低
燃費

100 台 % %

燃料電池自動車

100 台 % %

その他
100 %

ＥＴＣ対応車載器

カーナビゲーションシステム

17年度低排出
50％低減かつ低
燃費

一般公用車用タイヤ

２サイクルエンジン油

消火器

制服

作業服
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分 野 ①　目標値 ②　総調達量 ③　特定調達物品等 ④　特定調達物品等 ⑤　目標達成率 ⑫　備考

の調達量 　　　の調達率 ＝④/① ⑥　調達量 ⑦　具体的仕様 ⑧　調達量 ⑨　具体的仕様の主な例 ⑪　主な理由

＝③/② （一部＝③/①） ③の内数 環境への配慮の内容 ⑩　環境への配慮の内容

判断の基準を満足しない物品等を調達した場合品 目 判断の基準より高い水準を満足する物品等を調達した場合

100 % 15 枚 15 枚 100 % 100 % 15 枚 0 枚

100 % 0 ㎡ 0 ㎡ % % 0 ㎡ 0 ㎡

100 % 5 ㎡ 5 ㎡ 100 % 100 % 5 ㎡ 0 ㎡

100 % 0 ㎡ 0 ㎡ % % 0 ㎡ 0 ㎡

100 % 8.6676 ㎡ 8.6676 ㎡ 100 % 100 % 8.6676 ㎡ 0 ㎡

購入 3 枚 3 枚 3 枚 0 枚

リース・レンタル（新規） 0 枚 0 枚 0 枚 0 枚

リース・レンタル（継続） 0 枚 0 枚 0 枚

購入 5 枚 5 枚 5 枚 0 枚

リース・レンタル（新規） 0 枚 0 枚 0 枚 0 枚

リース・レンタル（継続） 0 枚 0 枚 0 枚

購入 3 台 3 台 3 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台 0 台

購入 5 個 5 個 5 個 0 個

リース・レンタル（新規） 0 個 0 個 0 個 0 個

リース・レンタル（継続） 0 個 0 個 0 個

作 業 手 袋 (1) 100 % 65 組 65 組 100 % 100 % 65 組 0 組

その他繊維製品 (3) 購入 0 台 0 台 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 1 台 1 台 1 台 0 台

リース・レンタル（継続） % 0 台 0 台 0 台

購入 % 0 枚 0 枚 0 枚 0 枚

リース・レンタル（新規） % 0 枚 0 枚 0 枚 0 枚

リース・レンタル（継続） % 0 枚 0 枚 0 枚

100 % 0 枚 0 枚 % % 0 枚 0 枚

設 備 (4) 100 kw 0 kw 0 kw % 0 %

100 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ % 0 %

100 kw 0 kw 0 kw % 0 %

食堂事業者が設置 0 台 0 台

購入 0 台 0 台

リース・レンタル（新規） 0 台 0 台

リース・レンタル（継続） 0 台 0 台
公 共 工 事 (58) 別途

役 務 (7) 件 0 件 0 件 % %

95 % 250 件 236 件 94 % 99 % 204 件 14 件 アート紙、コート紙等 展覧会共催者の意向、作品の色の正確な掲載のため、

生ゴミ処理機設置 0 件 0 件 作品等を掲載する一部の印刷物について、発色に関し

処理委託 0 件 0 件 て厳しい基準で判断するため。

件 0 件 0 件 % %

0 件 % % 0 件
0 件

% 0 件 0 件 % % 0 件 0 件

% 2 件 2 件 100 % % 2 件 0 件

インテリア・寝装寝具
(9)

カーテン

タフテッドカーペット

100 %

タイルカーペット

織じゅうたん

ニードルパンチカーペット

毛布

% 100 % 100

100 % 100 %

%

ベッドフレーム
100 % 100 % 100 %

ふとん
100

%

マットレス
100 % 100 % 100

%

%

作業手袋

集会用テント
100 % 100 % 100

ブルーシート
100 %

%

自ら設置

防球ネット

太陽光発電システム

太陽熱利用システム

燃料電池

生ゴミ処
理機

台 %

省エネルギー診断

印刷

食堂 % %

自動車専用タイヤ更生

件

判断基準を要件として求めて発注したもの

庁舎管理

清掃

自動車整備
% 0 件

平
成
１
８
年
度
特
定
調
達
品
目
調
達
実
績
（
紙
・
木
質
製
品
用
）
取
り
ま
と
め
表

自
動
計
算

自
動
計
算

分
野

①
　
特
定
調
達
物
品
等

の
調
達
量

紙
類

(8
)

23657.6
kg

0
kg

0
kg

0
kg

155.1
kg

0
kg

0
kg

0
kg

26177.242
kg

0
kg

740.8
kg

0
kg

6604.6
kg

0
kg

14.5
kg

0
kg

文
具

類
(7
9
)

156
本

0
本

91
個

0
個

1967
本

0
本

2105
本

0
本

13963
本

0
本

59
個

0
個

44
個

0
個

0
個

0
個

2
個

0
個

0
個

0
個

1392
個

0
個

25
個

0
個

125
個

0
個

87
個

0
個

579
個

0
個

106
個

0
個

340
個

0
個

0
個

0
個

384
個

0
個

82
個

0
個

527
個

0
個

670
個

0
個

210
個

0
個

20
個

0
個

22
個

0
個

10
個

0
個

2
個

0
個

296
個

0
個

202
個

0
個

コ
ピ
ー
用
紙

フ
ォ
ー
ム
用
紙

府
省
・
機
関
等
名
称
：

国
立
大
学
法
人
　
東
京
藝
術
大
学

品
目

②
材
料
に
紙
、
木
質
が
含
ま

れ
る
場
合
で
原
料
と
な
る
原

木
の
合
法
性
が
証
明
さ
れ
た

物
品
等
の
調
達
量

鉛
筆

ス
タ
ン
プ
台

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
用
塗
工
紙

ジ
ア
ゾ
感
光
紙

印
刷
用
紙
（カ
ラ
ー
用
紙
を
除
く
）

印
刷
用
紙
（カ
ラ
ー
用
紙
）

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
替
芯

ボ
ー
ル
ペ
ン

マ
ー
キ
ン
グ
ペ
ン

ス
テ
ー
プ
ラ
ー
針
リ
ム
ー
バ
ー

連
射
式
ク
リ
ッ
プ
（本
体
）

朱
肉

印
章
セ
ッ
ト

印
箱

公
印

ゴ
ム
印

回
転
ゴ
ム
印

定
規

ト
レ
ー

消
し
ゴ
ム

ス
テ
ー
プ
ラ
ー

マ
グ
ネ
ッ
ト
（玉
）

事
務
用
修
正
具
（テ
ー
プ
）

事
務
用
修
正
具
（液
状
）

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

粘
着
テ
ー
プ
（布
粘
着
）

両
面
粘
着
紙
テ
ー
プ

製
本
テ
ー
プ

ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド

ペ
ン
ス
タ
ン
ド

ク
リ
ッ
プ
ケ
ー
ス

は
さ
み
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分
野

①
　
特
定
調
達
物
品
等

の
調
達
量

品
目

②
材
料
に
紙
、
木
質
が
含
ま

れ
る
場
合
で
原
料
と
な
る
原

木
の
合
法
性
が
証
明
さ
れ
た

物
品
等
の
調
達
量

73
個

0
個

10
個

0
個

7
個

0
個

10
個

0
個

2
個

0
個

30
個

0
個

24
個

0
個

3
個

0
個

10
個

0
個

12
個

0
個

312
個

0
個

40
個

0
個

0
個

0
個

2
台

0
台

340
個

0
個

21
個

0
個

12
個

0
個

0
個

0
個

420
個

0
個

163
個

0
個

0
個

0
個

186
個

0
個

13
個

0
個

662
個

0
個

13
個

0
個

5642
冊

0
冊

91
冊

0
冊

5205
個

0
個

4
個

0
個

1
個

0
個

75
個

0
個

119416
枚

0
枚

3000
枚

0
枚

0
個

0
個

197
冊

0
冊

422
個

0
個

205
個

0
個

7
個

0
個

1546
個

0
個

2
個

0
個

マ
グ
ネ
ッ
ト
（バ
ー
）

マ
ウ
ス
パ
ッ
ド

Ｏ
Ａ
フ
ィ
ル
タ
ー
（枠
あ
り
）

テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー

パ
ン
チ
（手
動
）

モ
ル
ト
ケ
ー
ス
（紙
め
く
り
用
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
ス
）

紙
め
く
り
ク
リ
ー
ム

鉛
筆
削
（手
動
）

O
A
ク
リ
ー
ナ
ー
（ウ
エ
ッ
ト
タ
イ
プ
）

O
A
ク
リ
ー
ナ
ー
（液
タ
イ
プ
）

ダ
ス
ト
ブ
ロ
ワ
ー

レ
タ
ー
ケ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
ケ
ー
ス
（Ｆ
Ｄ
・Ｃ
Ｄ
・Ｍ
Ｏ
用
）

の
り
（固
形
）

の
り
（テ
ー
プ
）

丸
刃
式
紙
裁
断
機

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
ッ
ト

デ
ス
ク
マ
ッ
ト

O
HP
フ
ィ
ル
ム

絵
筆

絵
の
具

墨
汁

の
り
（液
状
）（補

充
用
を
含
む
。
）

の
り
（澱
粉
の
り
）（補

充
用
を
含
む
。
）

タ
ッ
ク
ラ
ベ
ル

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

フ
ァ
イ
ル

バ
イ
ン
ダ
ー

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
用
品

ア
ル
バ
ム

つ
づ
り
ひ
も

カ
ー
ド
ケ
ー
ス

事
務
用
封
筒
（紙
製
）

窓
付
き
封
筒
（紙
製
）

け
い
紙
・起
案
用
紙

ノ
ー
ト

パ
ン
チ
ラ
ベ
ル

付
箋
紙

付
箋
フ
ィ
ル
ム

分
野

①
　
特
定
調
達
物
品
等

の
調
達
量

品
目

②
材
料
に
紙
、
木
質
が
含
ま

れ
る
場
合
で
原
料
と
な
る
原

木
の
合
法
性
が
証
明
さ
れ
た

物
品
等
の
調
達
量

0
個

0
個

66
個

0
個

0
個

0
個

50
個

0
個

20
個

0
個

0
個

0
個

0
個

0
個

4618
個

0
個

1
個

0
個

機
器

類
(1
0
)

828
脚

0
脚

181
台

0
台

190
連

0
連

84
台

0
台

4
台

0
台

4
台

0
台

7
台

0
台

16
個

0
個

3
個

0
個

21
個

0
個

15
枚

0
枚

0
㎡

0
㎡

5
㎡

0
㎡

0
㎡

0
㎡

8.6676
㎡

0
㎡

購
入

3
枚

0
枚

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（新
規
）

0
枚

0
枚

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（継
続
）

0
枚

枚

購
入

5
枚

0
枚

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（新
規
）

0
枚

0
枚

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（継
続
）

0
枚

枚

購
入

3
台

0
台

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（新
規
）

0
台

0
台

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（継
続
）

0
台

台

購
入

5
個

0
個

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（新
規
）

0
個

0
個

リ
ー
ス
・レ
ン
タ
ル
（継
続
）

0
個

個

名
札
（衣
服
取
付
型
・首
下
げ
型
）

鍵
か
け

黒
板
拭
き

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
用
イ
レ
ー
ザ
ー

額
縁

ご
み
箱

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

缶
・ボ
ト
ル
つ
ぶ
し
機
（手
動
）

名
札
（机
上
用
）

い
す

机棚収
納
用
什
器
（棚
以
外
）

ロ
ー
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

コ
ー
ト
ハ
ン
ガ
ー

傘
立
て

掲
示
板

黒
板

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト

織
じ
ゅ
う
た
ん

イ
ン
テ
リ
ア
・寝
装
寝
具

(9
)

カ
ー
テ
ン

タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト

毛
布

ふ
と
ん

ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム

マ
ッ
ト
レ
ス
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平成１８年度特定調達品目（公共工事）調達実績取りまとめ表（集計表）

盛土材等 地盤改良材 コンクリート用スラグ骨材 小径丸太 混合セメント セメント コンクリート及びコンクリート製品

1. 建設汚泥
から発生し
た処理土

2. 土工用水
砕スラグ

3. 銅スラグ
を用いた
ケーソン中
詰め材

4. フェロニッ
ケルスラグ
を用いた
ケーソン中
詰め材

5.地盤改良
用製鋼スラ
グ

10. 再生加
熱ｱｽﾌｧﾙ ﾄ混
合物

11. 鉄鋼スラ
グ混入アス
ファルト混合
物

6. 高炉スラ
グ骨材

7. フェロニッ
ケルスラグ
骨材

8. 銅スラグ
骨材

9.電気炉酸
化スラグ骨
材

12. 鉄鋼スラ
グ混入路盤
材

13. 再生骨
材等

14. 間伐材 15. 高炉セメ
ント

16. フライ
アッシュセメ
ント

15-1. 生コン
クリート（高
炉）

16-1. 生コン
クリート（ﾌﾗｲ
ｱｯｼｭ）

17.エコセメン
ト

18. 透水性コ
ンクリート

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

m3 m3 m3 m3 m3 ％ m3 m3 ％ t t t ％ m3 m3 m3 m3 m3 ％ m3 m3 m3 ％ m3 m3 ％ t t t ％ m3 m3 m3 ％ 個 個 ％ m3 m3 ％

○ 建築 東京芸術大学中央棟
便所改修工事 9, 337 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築 東京芸術大学石神井
寮外構撤去工事 982 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
工事

322, 350 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学保健管
理センター改修工事
（その３）

998 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築 東京芸術大学石神井
寮外構舗装工事 1, 428 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
工事（その２）

27, 195 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
電気設備工事

36, 225 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学中央棟
便所改修機械設備工
事

13, 545 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
機械設備工事

77, 595 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学保健管
理センター改修機械
設備工事

4, 725 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

契約額
(千円)

特定
調達
品目
適用
工事

アスファルト混合物 路盤材

土
木

建
築

区分

事業
分野

合　　　計

工　事　名

吹付けコンクリート 塗 料 舗装材 土木用シート 道路照明 タイル 建 具 製材等

18-1. 透水
性コンクリー
ト２次製品

19.フライアッ
シュを用いた
吹付けコンク
リート

20. 下塗用
塗料（重防
食）

21. 低揮発
性有機溶剤
型の路面表
示用水性塗
料

22.再生材料
を用いた舗
装用ブロック
（焼成）

23.再生材料を
用いた舗装用
ブロック類（プ
レキャスト無筋
コンクリート製
品）

24.再生材料
を用いた防
砂シート（吸
出防止材）

25. バークた
い肥

26. 下水道
汚泥を用い
た汚泥発酵
肥料（下水
汚泥コンポ
スト）

27. 環境配
慮型道路照
明

28. 陶磁器
質タイル

29. 断熱サッ
シ・ドア

30.製材 31.集成材 32.合板 33.単板積層
材

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

個 個 ％ m3 m3 ％ kg kg ％ m2 m2 ％ m2 m2 m2 ％ m2 m2 ％ kg kg kg ％ 台 台 ％ m2 m2 ％ 工事数 工事数 ％ m3 m3 ％ m3 m3 ％ m2 m3 m2 m3 ％ m3 m3 ％

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 337 0 100 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 337 0 100 0 0 0 0 0 0

園芸資材

特定調達物品等数量 類似品等数量
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再生木質ボード ビニル系床材 断熱材 照明機器 変圧器 空調用機器 配管材 衛生器具 建設機械

34. パーティ
クルボード

35. 繊維板 36. 木質系
セメント板

37. ビニル系
床材

38. 断熱材 39. 照明制
御システム

40.変圧器 41. 吸収冷
温水機

42. 氷蓄熱
式空調機器

43. ガスエン
ジンヒートポ
ンプ式空気
調和機

44. 排水・通
気用再生硬
質塩化ビニ
ル管

45. 自動水
栓

46. 自動洗
浄装置及び
その組み込
み小便器

47.水洗式大
便器

48. 排出ガス
対策型建設
機械

49. 低騒音
型建設機械

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

m2 m2 ％ m2 m2 ％ m2 m2 ％ m2 m2 ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％ 台 台 ％ 台 台 ％ 台 台 ％ 台 台 ％ m m ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％

0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 1 0 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 573 0 100 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 1 0 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 165 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 1 0 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 1 0 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 1 0 100 1 0 100 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 100 42 0 100 1 0 100 1 0 100 1 0 100 0 1 0 1 0 100

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 100 0 0 0 1 0 100 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 785 0 100 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 100 42 0 100 3 0 100 2 0 100 3 0 100 4 1 80 5 0 100

建設発生土有効利用工法 建設汚泥再生処理工法 コンクリート塊再生処理工法 舗装（表層） 舗装（路盤） 法面緑化工法 高機能舗装 屋上緑化

50.低品質土
有効利用工
法

51. 建設汚
泥再生処理
工法

52. コンク
リート塊再生
処理工法

56. 排水性
舗装

57. 透水性
舗装

58. 屋上緑
化

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等
数量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等数
量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等数
量

類似品等
数量 数量割合

特定調達
物品等数
量

類似品等
数量 数量割合

工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 工事数 ％ 工事数 m2 工事数 m2 ％ ％ 工事数 m2 工事数 m2 ％ ％ 工事数 m2 工事数 m2 ％ ％ m2 m2 ％ m2 m2 ％ m2 m2 ％

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

53. 路上表層再生工法

特定調達物品等数量

54. 路上再生路盤工法 55. 伐採材及び建設発生
土を活用した法面緑化工
法

類似品等数量 数量割合類似品等数量 数量割合 特定調達物品等数量 類似品等数量 数量割合 特定調達物品等数量
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平成１８年度特定調達品目（公共工事・木質資材用）調達実績取りまとめ表（集計書式）

製材等 再生木質ボード

30.製材 31.集成材 32.合板 33.単板積層
材

34. パーティ
クルボード

35. 繊維板 36. 木質系セ
メント板

原料となる原木の合法
性が証明された物品等

の調達量

原料となる原木の合法
性が証明された物品等

の調達量

原料となる原木の合法
性が証明された物品等

の調達量

原料となる原木の合法
性が証明された物品等

の調達量

原料となる原木の合法
性が証明された物品等

の調達量

原料となる原木の合法
性が証明された物品等

の調達量

m3 m3 m3 m3 m2 m3 m2 m3 m3 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2

○ 建築 東京芸術大学中央棟
便所改修工事 9,337 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築 東京芸術大学石神井
寮外構撤去工事 982 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
工事

322,350 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学保健管
理センター改修工事
（その３）

998 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築 東京芸術大学石神井
寮外構舗装工事 1,428 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
工事（その２）

27,195 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
電気設備工事

36,225 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学中央棟
便所改修機械設備工
事

13,545 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学音楽学
部２号館改修その他
機械設備工事

77,595 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○ 建築
東京芸術大学保健管
理センター改修機械
設備工事

4,725 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※「原料となる原木の合法性が証明された物品等の調達量」は、「特定調達物品等数量」の内数とすること。

特定調達物品等
数量

特定調達物品等
数量 特定調達物品等数量 特定調達物品等

数量
特定調達物品等

数量
特定調達物品等

数量
特定調達物品等

数量

区分

事業
分野 工　事　名 契約額

(千円)

土
木

建
築

原料となる原木の合
法性が証明された物
品等の調達量

特定
調達
品目
適用
工事

合　　　計
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事
件
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

～
不
審
者
の
侵
入
～

東
京
藝
術
大
学
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-
1
-

「
不
審
者
緊
急
対
応
フ
ロ
ー
」
チ
ェ
ッ
ク
と
対
応

★
チ
ェ
ッ
ク
１
～
不
審
者
か
ど
う
か

不
審
者
か
ど
う
か
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
受
付
」
時
の
対
応
、
「
声
か
け
」
し
た
際
の
対
応
で
判
断
す
る
。

な
お
、
声
を
か
け
る
前
に
不
審
を
感
じ
る
よ
う
な
場
合
は
、
一
人
で
対
応
せ
ず
、
応
援
を
求
め
る
な
ど

複
数
の
教
職
員
で
対
応
す
る
こ
と
。
更
に
、
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
警
察
へ
の
通
報

を
行
う
。

☆
対
応
１
～
退
去
を
求
め
る

（
１
）
言
葉
や
相
手
の
態
度
に
注
意
し
な
が
ら
、
相
手
を
刺
激
し
な
い
よ
う
、
丁
寧
に
退
去
す
る
よ
う
説

得
す
る
。
そ
の
際
、
相
手
に
近
寄
り
す
ぎ
な
い
。
（
最
低
１
～
２
ｍ
は
離
れ
る
こ
と
。
）

（
２
）
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
不
審
者
と
し
て
、
警
察
へ
通
報
す
る
。

・
受
付
を
無
視
し
、
無
理
に
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
。

・
退
去
の
説
得
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。

・
暴
力
的
な
言
動
を
す
る
。

（
３
）
一
旦
退
去
し
て
も
、
再
び
侵
入
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
敷
地
外
に
退
去
し
た
こ
と
を
見
届
け

る
。

（
４
）
再
度
侵
入
し
た
り
、
学
校
周
辺
に
居
続
け
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
、
対

応
し
た
教
職
員
は
、
そ
の
場
に
残
っ
て
様
子
を
見
る
。

（
５
）
当
該
危
険
関
係
部
署
（
総
務
課
総
務
係
（

）
、
会
計
課
資
産
管
理
係
（

）
）

に
報
告
す
る
。
夜
間
・
休
日
は
守
衛
所
（
第
１
守
衛
所
（

）
：

、
第
２
守

衛
所
（

）
：

）
に
報
告
す
る
。

★
チ
ェ
ッ
ク
２
～
危
害
を
加
え
る
恐
れ
は
な
い
か

（
１
）
所
持
品
に
注
意
す
る
。

・
凶
器
（
刃
物
、
棒
、
銃
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
液
体
等
）
を
所
持
し
て
い
た
ら
、
直
ち
に
警

察
へ
通
報
す
る
。

・
不
審
者
が
興
奮
し
な
い
よ
う
、
丁
寧
に
落
ち
着
い
て
対
応
し
、
警
察
が
到
着
す
る
の
を
待
つ
。

・
凶
器
を
隠
し
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
手
の
動
き
に
注
意
す
る
。

（
２
）
次
の
よ
う
な
言
動
が
な
い
か
、
注
意
す
る
。

・
暴
力
を
行
使
し
よ
う
と
す
る
。

・
制
止
を
聞
か
ず
興
奮
状
態
で
あ
る
。

・
言
動
が
不
自
然
で
あ
っ
た
り
、
要
領
を
得
な
い
こ
と
を
言
っ
た
り
し
て
い
る
。

-
2
-

☆
対
応
２
～
隔
離
・
警
察
へ
通
報
す
る

（
１
）
別
室
（
最
寄
り
の
会
議
室
等
）
に
案
内
し
、
隔
離
す
る
と
と
も
に
、
関
係
部
署
（
総
務
課
、
会
計

課
）
に
連
絡
し
、
対
応
の
応
援
を
依
頼
す
る
。

最
寄
り
の
会
議
室
等
が
使
用
中
の
場
合
は
、
他
の
部
屋
を
確
保
す
る
。

な
お
、
案
内
す
る
際
は
、
不
審
者
を
先
に
奥
に
案
内
し
、
対
応
者
は
身
を
守
る
た
め
後
か
ら
入
口
近
く

に
位
置
し
、
扉
は
開
放
し
て
お
く
。
対
応
は
複
数
の
教
職
員
で
行
う
。

（
２
）
関
係
部
署
は
、
警
察
（
１
１
０
番
）
に
通
報
す
る
と
と
も
に
、
学
長
及
び
危
機
管
理
員
に
連
絡
す

る
。
ま
た
、
教
職
員
に
も
周
知
す
る
。

周
知
に
際
し
て
は
、
教
職
員
の
情
報
連
絡
網
を
活
用
し
、
現
在
、
不
審
者
対
応
を
行
っ
て
い
る
旨

の
連
絡
を
行
う
。

（
３
）
関
係
部
署
に
よ
り
、
暴
力
行
為
抑
制
と
退
去
の
説
得
を
す
る
。
こ
の
際
、
相
手
に
冷
た
い
飲
み
物

等
を
出
し
て
、
精
神
的
に
落
ち
着
か
せ
る
。

☆
対
応
３
～
学
生
及
び
教
職
員
の
安
全
を
守
る

（
１
）
防
御
（
暴
力
の
抑
止
と
被
害
の
抑
止
）
す
る
。

学
生
及
び
教
職
員
か
ら
注
意
を
そ
ら
せ
、
不
審
者
を
学
生
及
び
教
職
員
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
被
害
を
防
止
し
な
が
ら
、
警
察
の
到
着
を
待
つ
。

○
応
援
を
求
め
る
。

・
「
不
審
者
侵
入
！
」
と
大
き
な
声
を
出
す
。

○
身
近
な
も
の
で
不
審
者
と
一
定
の
距
離
を
置
き
つ
つ
、
移
動
を
阻
止
す
る
。

・
机
、
椅
子
等
を
利
用
す
る
。

（
２
）
学
生
を
掌
握
し
、
安
全
を
守
る
。

・
授
業
中
は
、
講
義
担
当
教
員
が
学
生
を
掌
握
し
、
安
全
を
守
る
。

・
講
義
室
等
へ
の
侵
入
可
能
性
が
低
い
な
ど
、
緊
急
性
が
低
い
場
合
は
、
す
ぐ
非
難
で
き
る
よ
う
に

学
生
を
講
義
室
等
で
待
機
さ
せ
る
。

・
講
義
室
等
へ
の
侵
入
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
生
と
不
審
者
と
の
間
に
教
職
員
が
入
り
、
両

者
を
引
き
離
す
。

・
講
義
室
外
の
学
生
に
は
、
大
き
な
声
で
不
審
者
の
現
在
地
と
非
難
を
呼
び
か
け
る
。

★
チ
ェ
ッ
ク
３
～
負
傷
者
が
い
る
か

（
１
）
負
傷
者
が
い
る
か
ど
う
か
把
握
す
る
。

・
受
講
中
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
講
義
担
当
職
員
が
把
握
し
て
総
務
課
に
報
告
す
る
。

・
講
義
室
外
の
学
生
及
び
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
学
内
の
各
施
設
及
び
学
校
周
辺
を
巡
回

し
て
、
負
傷
者
の
有
無
を
確
認
し
、
総
務
課
に
報
告
す
る
。
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-
3
-

（
２
）
情
報
を
集
約
す
る
。

・
学
生
及
び
教
職
員
の
安
否
に
関
す
る
情
報
は
、
全
て
総
務
課
に
報
告
す
る
。

☆
対
応
４
～
応
急
手
当
等
を
行
う

（
１
）
負
傷
者
が
い
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
応
急
手
当
を
施
し
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
（

)
連
絡
す
る
と
と
も
に
救
急
車
（
１
１
９
番
）
の
要
請
を
行
う
。

な
お
、
１
１
０
番
通
報
を
し
て
い
る
場
合
は
、
救
急
車
が
連
動
し
て
手
配
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

が
、
重
複
し
て
も
良
い
の
で
、
１
１
９
番
通
報
す
る
。

ま
た
、
出
血
を
伴
う
負
傷
や
心
肺
停
止
状
態
の
場
合
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
は
、
別
紙
資
料
に
よ

り
、
対
応
す
る
。

（
２
）
救
急
搬
送
す
る
場
合
は
、
教
職
員
が
付
き
添
う
。
な
お
、
付
き
添
っ
た
教
職
員
は
、
随
時
病
院
か

ら
負
傷
者
の
状
況
を
総
務
課
に
連
絡
す
る
。

-
4
-

第
１
章

事
前
対
策

１
．
施
設
管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
来
訪
者
へ
の
案
内
表
示

１
）
来
訪
者
を
守
衛
所
（
受
付
）
に
立
ち
寄
ら
せ
る
。

来
訪
者
に
対
し
て
は
、
受
付
で
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
内
部
に
立
ち
入
れ
な
い
旨
、
案
内
板
で
表

示
す
る
。

２
）
来
訪
者
が
目
的
の
場
所
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
る
よ
う
（
目
的
外
の
場
所
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
）

大
学
案
内
図
を
表
示
す
る
。

学
内
の
建
物
等
の
配
置
は
、
初
め
て
訪
れ
る
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
わ
か
り
に
く
く
、

ま
た
、
表
示
が
不
備
な
場
合
も
あ
る
。
教
職
員
自
ら
が
初
め
て
訪
れ
る
者
で
あ
る
と
想
定

し
て
、
案
内
板
を
設
置
す
る
。

（
２
）
施
設
の
点
検
整
備

１
）
建
物
や
部
屋
の
扉
、
窓
、
施
錠
設
備
、
外
灯
等
の
設
備
に
つ
い
て
日
常
的
に
点
検
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
補
修
を
行
う
。

２
）
死
角
の
原
因
と
な
る
障
害
物
の
排
除
な
ど
に
よ
り
、
敷
地
内
の
視
界
を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
。

（
不
用
物
の
撤
去
、
下
草
刈
り
、
樹
木
の
剪
定
等
）

３
）
使
用
頻
度
が
低
い
部
屋
は
施
錠
し
て
お
く
と
と
も
に
、
定
期
的
に
点
検
す
る
。

４
）
来
訪
者
へ
の
開
放
区
域
を
明
確
の
す
る
た
め
、
「
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
」
等
の
立
て
札
や
ロ
ー

プ
を
張
る
。

２
．
日
常
の
対
応

（
１
）
受
付

ど
の
よ
う
な
場
所
で
も
、
受
付
で
身
元
を
明
ら
か
に
し
、
用
件
と
訪
問
先
を
述
べ
る
こ
と
は
、
社
会

常
識
で
あ
る
。
「
受
付
で
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
」
を
示
す
こ
と
は
、
大
学
で
安
全
管
理

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

１
）
受
付
で
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
さ
せ
、
来
訪
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

２
）
来
訪
目
的
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
態
度
に
不
審
な
点
が
あ
る
、
大
き
な
声
で
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る

等
の
場
合
に
は
、
速
や
か
に
総
務
課
総
務
係
（
内
線

）
及
び
会
計
課
資
産
管
理
係
（
内
線

）
へ
連
絡
す
る
。
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（
２
）
声
か
け

日
常
的
に
行
わ
れ
る
来
訪
者
に
対
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
」
等
の
声
か
け
（
あ
い
さ
つ
）
が
、
防
犯
及

び
不
審
者
発
見
の
た
め
の
、
最
も
有
効
か
つ
基
本
的
な
対
応
で
あ
る
。

１
）
教
職
員
は
、
来
訪
者
に
対
し
て
、
「
こ
ん
に
ち
は
、
ど
ち
ら
に
行
か
れ
ま
す
か
」
「
ど
の
よ
う
な

ご
用
件
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
の
声
か
け
を
積
極
的
に
行
い
、
行
き
先
案
内
や
確
認
を
習
慣
化
す
る
。

２
）
来
訪
者
に
声
か
け
を
し
た
場
合
、
返
答
に
つ
い
て
次
の
点
に
留
意
す
る
。

・
用
件
が
答
え
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
正
当
な
も
の
か
。

・
保
護
者
な
ら
、
学
生
の
学
年
、
氏
名
が
答
え
ら
れ
る
か
。

・
教
職
員
に
用
事
が
あ
る
場
合
は
、
氏
名
、
所
属
等
が
答
え
ら
れ
る
か
。

３
）
教
職
員
は
、
来
訪
者
が
受
付
未
了
で
あ
れ
ば
受
付
に
案
内
す
る
。

（
３
）
パ
ト
ロ
ー
ル

１
）
警
備
員
に
よ
る
日
常
巡
回
の
他
、
卒
業
式
や
芸
術
祭
等
の
よ
う
に
多
数
の
来
訪
者
が
予
定
さ
れ
る

行
事
に
は
、
教
職
員
に
よ
る
学
内
巡
回
を
行
う
な
ど
、
特
に
気
を
つ
け
る
。

２
）
必
要
に
応
じ
、
学
校
周
辺
の
巡
回
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
正
門
付
近
や
外
周
に
、
人
が
乗
っ
た
乗

用
車
が
長
時
間
駐
車
し
て
い
る
場
合
は
、
侵
入
の
下
見
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

３
．
教
職
員
の
安
全
管
理
意
識
の
向
上

（
１
）
通
報
訓
練

警
察
ま
た
は
消
防
（
救
急
）
に
事
前
了
承
を
得
た
う
え
で
、
教
職
員
が
実
際
に
１
１
０
番
や
１
１
９

番
へ
通
報
訓
練
を
行
う
。

（
２
）
不
審
者
対
応
訓
練

警
察
の
指
導
・
助
言
等
を
得
て
、
警
察
ま
た
は
教
職
員
を
不
審
者
に
見
立
て
た
対
応
訓
練
を
行
う
。

こ
の
際
に
は
、
身
の
回
り
品
で
の
防
御
や
大
声
を
出
し
て
の
応
援
要
請
、
ま
た
緊
急
連
絡
網
を
使
っ
た

連
絡
訓
練
も
行
う
。

（
３
）
負
傷
者
が
出
た
場
合
の
訓
練

消
防
の
指
導
・
助
言
を
得
て
、
応
急
手
当
（
止
血
）
や
心
肺
蘇
生
の
訓
練
を
行
う
。

-
6
-

第
２
章

応
急
対
策

不
審
者
の
侵
入
に
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
、
対
応
方
法
も
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
基
本
的
事
項
と
配
慮
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

１
．
基
本
的
事
項

（
１
）
学
生
の
安
全
確
保
を
最
優
先
す
る
。

教
職
員
は
、
学
生
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
危
機
か
ら
脱
出
さ
せ
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
る
。
ま
た
、
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
の
場
所
に
と
ど
め
る
ほ
う
が
良
い
か
、

別
の
場
所
に
避
難
さ
せ
る
べ
き
か
、
判
断
し
、
即
応
す
る
。

（
２
）
教
職
員
自
身
の
安
全
を
守
る
。

学
生
の
安
全
確
保
に
加
え
、
教
職
員
自
身
の
身
の
安
全
の
確
保
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の

場
合
、
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
一
人
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
教
職
員
で
対
応
す
る
こ
と
で

あ
る
。

（
３
）
一
刻
も
早
く
警
察
に
通
報
す
る
。

不
審
者
の
身
柄
の
拘
束
は
警
察
に
委
ね
る
。
少
し
で
も
危
険
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
一
刻
も
早
く

警
察
に
通
報
す
る
こ
と
。

結
果
的
に
、
通
報
す
る
ま
で
も
な
い
よ
う
な
案
件
で
あ
っ
た
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
心
配

し
て
通
報
が
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
（
空
振
り
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
）

ま
た
、
危
機
的
な
混
乱
し
た
状
況
の
中
で
は
、
警
察
に
通
報
し
た
の
か
ど
う
か
不
明
の
場
合
も
あ
り

う
る
。
「
た
ぶ
ん
通
報
し
た
だ
ろ
う
。
」
で
は
な
く
、
「
重
複
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
」
と
心
が
け
る
。

現
在
、
学
校
等
に
は
「
さ
す
ま
た
」
な
ど
の
防
犯
機
具
が
備
え
て
あ
る
場
合
が
多
い
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
真
に
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
あ
く
ま
で
学
生
を
不
審
者
か
ら

遠
ざ
け
る
た
め
の
不
審
者
の
け
ん
制
や
、
自
ら
の
身
を
守
る
と
い
う
目
的
で
の
使
用
を
心
が

け
る
こ
と
。
教
職
員
は
、
警
察
が
駆
け
つ
け
る
ま
で
の
間
、
い
か
に
凌
ぐ
か
が
最
も
重
要
で

あ
る
。

※
不
審
者
に
対
す
る
対
応
方
法
は
、
１
～
３
頁
の
『
不
審
者
へ

の
緊
急
対
応
フ
ロ
ー
』
チ
ェ
ッ
ク
と
対
応
を
参
照

資料８－１，９－４－２③
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第
３
章

事
後
対
策

１
．
情
報
の
収
集
と
提
供

（
１
）
情
報
を
収
集
し
、
事
件
・
事
故
の
概
要
等
に
つ
い
て
把
握
し
、
文
書
に
よ
り
記
録
・
整
理
す
る
。

ま
た
、
報
道
機
関
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
総
務
課
を
窓
口
と
し
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
。

（
２
）
事
件
・
事
故
後
の
連
絡
、
情
報
収
集
等
の
た
め
の
通
信
方
法
を
複
数
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
）
確
保
す
る
。
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
電
話
が
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
は
、
携
帯
電
話

を
利
用
す
る
。

（
３
）
不
審
者
が
退
去
も
し
く
は
逃
亡
し
た
場
合
な
ど
は
、
近
隣
の
学
校
等
に
情
報
提
供
を
行
う
。

２
．
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
評
価
と
再
発
防
止
等

（
１
）
学
校
の
安
全
管
理
体
制
の
再
構
築

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
役
割
分
担
、
来
学
者
対
応
な
ど
の
見
直
し
、
改
善
を
検
討
す
る
。

（
２
）
施
設
・
設
備
の
点
検
と
補
修

学
生
に
事
件
を
連
想
さ
せ
る
箇
所
や
、
事
件
を
引
き
起
こ
す
契
機
と
な
っ
た
よ
う
な
施
設
・
設
備
に

つ
い
て
は
、
早
急
な
改
善
を
図
る
。

（
３
）
学
生
、
教
職
員
の
心
の
ケ
ア

適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
に
、
症
状
に
応
じ
て
精
神
科
医
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
う
。
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第
１
章

事
前
対
策

１
．
情
報
収
集

海
外
渡
航
を
す
る
場
合
、
渡
航
す
る
国
の
情
報
を
事
前
に
収
集
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
源
が
あ
り
ま
す
が
、
頻
繁
に
更
新
さ
れ
る
情
報
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
外
務
省
海
外
安
全

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が
あ
り
ま
す
。

○
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

：
http://www.anzen.mofa.go.jp

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
も
窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
務
省
海
外
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー

：
０
３
－
３
５
８
０
－
３
３
１
１

２
．
想
定
さ
れ
る
事
故
や
事
件

（
１
）
交
通
事
故
（
飛
行
機
、
列
車
、
バ
ス
、
自
家
用
車
等
）

Ａ
．
自
動
車

派
遣
学
生
及
び
在
籍
留
学
生
は
、
自
動
車
の
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
教
職
員
の

方
で
運
転
を
必
要
と
す
る
方
は
、
現
地
の
交
通
法
規
・
交
通
事
情
を
十
分
に
熟
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
場
合
な
ど
で
も
、
自
動
車
保
険
を
付
帯
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
は
厳
禁
で
す
。
夜
間
の
運
転
も
極
力
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
．
公
共
交
通
機
関

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
滞
在
中
に
２
泊
以
上
の
移
動
を
す
る
場
合
は
、
家
族
等

ま
た
は
大
学
に
、
そ
の
日
程
及
び
交
通
手
段
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

身
分
を
証
明
で
き
る
書
類
（
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
常
に
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
紛
失
し
た

り
、
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
下
記
の
情
報
は
、
別
に
控
え
を
取
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

○
控
え
を
取
る
項
目

・
氏
名

・
生
年
月
日

・
旅
券
番
号

・
発
行
年
月
日

・
本
籍
地

-
2
-

（
２
）
事
件
・
事
故

主
に
想
定
さ
れ
る
事
件
・
事
故
と
し
て
、
置
き
引
き
、
ス
リ
、
引
っ
た
く
り
、
強
奪
、
睡
眠
薬
強

盗
、
い
か
さ
ま
賭
博
、
悪
質
タ
ク
シ
ー
、
詐
欺
や
強
盗
殺
人
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
い
国
な
ど
で
は
、
交
通
事
故
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら
、
速
や
か
に
現
地
の
当
局
（
警
察
等
）
に
通
報
し
、
被
害
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
証
明
書
（
ポ
リ
ス
レ
ポ
ー
ト
）
を
も
ら
い
直
近
の
在
外
公
館
（
日
本
大
使
館
、
総
領
事
館
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
再
発
行
に
必
要
）

（
３
）
怪
我
、
疾
病
等

飲
料
水
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
な
ど
し
、
生
水
は

飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
は
マ
ラ
リ
ア
の
感
染
地
域
で
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
学
生
、
教
職
員
及
び
留
学
生
へ
の
啓
蒙
活
動

（
１
）
本
学
か
ら
の
派
遣
学
生
及
び
教
職
員
の
場
合

Ａ
．
本
学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
し
た
大
学
及
び
学
長
が
適
切
と
認
め
た
大
学
・
研
究
機
関
等
へ

留
学
す
る
場
合

・
健
康
診
断
書
を
出
発
前
に
所
属
学
部
等
の
教
務
担
当
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
海
外
旅
行
海
外
保
険
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
保
険
に
必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
「
出
発
届
」
及
び
留
学
中
の
お
け
る
国
内
、
国
外
の
連
絡
先
並
び
に
日
程
表
を
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
本
学
が
指
定
し
た
期
間
毎
に
、
メ
ー
ル
等
に
よ
る
近
況
（
安
否
）
報
告
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｂ
．
休
学
等
に
よ
り
海
外
旅
行
す
る
場
合

・
所
属
学
部
等
の
教
務
担
当
係
へ
「
休
学
届
」
を
提
出
し
た
後
、
「
出
発
届
」
を
併
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
海
外
旅
行
傷
害
保
険
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
保
険
に
必
ず
加
入
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
「
出
発
届
」
及
び
旅
行
中
に
お
け
る
「
国
内
、
国
外
の
連
絡
先
並
び
に
日
程
表
」
を
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
本
学
が
指
定
し
た
期
間
毎
に
、
メ
ー
ル
等
に
よ
る
安
否
報
告
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
教
務
担
当
係

@ml.geidai.ac.jp）

資料８－１，９－４－２④

2/6



-
3
-

Ｃ
．
本
学
か
ら
の
教
職
員
の
出
張
・
研
修

・
出
発
前
に
緊
急
時
の
連
絡
先
を
所
属
学
部
等
の
庶
務
担
当
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
外
務
省
の
「
海
外
危
険
情
報
」
で
「
退
去
勧
告
（
危
険
度
５
段
階
の
最
高
）
」
が
出
て
い
る
国

へ
の
渡
航
は
、
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
危
険
度
１
＝
「
注
意
喚
起
」

・
危
険
度
２
＝
「
観
光
旅
行
延
期
勧
告
」

・
危
険
度
３
＝
「
渡
航
延
期
勧
告
」

・
危
険
度
４
＝
「
家
族
等
退
避
勧
告
」

・
危
険
度
５
＝
「
退
避
勧
告
」

○
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

：
http://www.anzen.mofa.go.jp

Ｄ
．
そ
の
他

・
以
上
の
徹
底
等
を
図
る
た
め
、
年
数
回
「
海
外
留
学
の
た
め
の
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
外
務
省
海
外
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー
発
行
の
「
海
外
安
全
虎
の
巻
」
を
入
手
・
配
布
し
、
特
に
本

学
派
遣
に
際
し
、
留
意
す
べ
き
と
こ
ろ
を
説
明
会
で
紹
介
し
ま
す
。

・
外
務
省
の
「
海
外
危
険
情
報
」
で
「
退
避
勧
告
」
が
出
て
い
る
国
へ
の
渡
航
は
、
し
な
い
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
海
外
へ
行
く
場
合
、
本
人
の
連
絡
先
を
含
め
た
想
定
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
連
絡
先
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
主
に
下
記
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
３
ヶ
月
以
上
滞
在
す
る
場
合
は
、
在
外
公
館

（
大
使
館
・
領
事
館
）
に
「
在
留
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
本
人
の
連
絡
先
（
出
発
前
に
必
ず
申
告
さ
せ
る
。
）

２
．
本
人
の
国
内
連
絡
先

３
．
協
定
校
な
ど
担
当
者

４
．
在
外
公
館
（
本
人
が
３
ヶ
月
以
上
滞
在
す
る
場
合
は
、
公
館
に
届
け
る
よ
う

指
導
す
る
。
）

各
在
外
公
館
の
リ
ス
ト
は
、
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

○
外
務
省
Ｕ
Ｒ
Ｌ

：
http://www.mofa.go.jp/mofaj/index.html

も
し
何
か
の
事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
は

第
一
報
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
派
遣
さ
れ
て
い
る
大
学
等
に
連
絡
す
る
。

２
．
在
外
公
館
へ
連
絡
す
る
。

３
．
家
族
に
連
絡
す
る
（
大
学
に
連
絡
す
る
よ
う
に
言
付
け
す
る
。
）

４
．
大
学
に
連
絡
す
る
（

@ml.geidai.ac.jp）
５
．
被
害
届
を
警
察
な
ど
に
提
出
す
る
。

-
4
-

（
２
）
本
学
に
在
籍
し
て
い
る
外
国
人
留
学
生
の
場
合

Ａ
．
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
て
下
記
事
項
を
指
導
し
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
へ
は
必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
の
自
己
負
担
が
３
割
で
す
み
ま
す
。

・
民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
場
合
、
（
財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会
の
留
学
生
住
宅
総
合
補
償

へ
必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
場
合
は
、
資
格
外
活
動
の
許
可
申
請
用
紙
を
学
生
課
留
学
生
係
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
で
き
た
ら
す
ぐ
に
本
人
が
入
国
管
理
国
へ
提
出
し
、
許
可
を
得
て

く
だ
さ
い
。

・
旅
券
の
有
効
期
限
及
び
在
留
資
格
の
期
限
は
、
自
身
で
よ
く
確
認
し
、
期
限
切
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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第
２
章

応
急
対
策

１
．
連
絡
・
報
告
体
制
図
（
ま
ず
は
連
絡
を
）

◎
海
外
で
の
事
故
等
が
発
生
し
た
ら

◎
国
内
で
の
事
故
等
が
発
生
し
た
ら

・
交
流
協
定
等
に
よ
る
留
学
先

・
在
籍
留
学
生
な
ど

・
休
学
に
よ
る
留
学
、
旅
行
先

・
教
職
員
の
出
張
・
研
修
先

ま
ず
は

◎
総
務
課
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
◎
学
生
課
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
◎
各
教
務
担
当
係

美
術
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
音

楽
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
映

像
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）

◎
勤
務
時
間
外
（
17:15～

8:30）
は
守
衛
所

第
１
◯
（
81-

-
-

）
美

第
２
◯
（
81-

-
-

）
音へ
連
絡
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

事
件
・
事
故
の
重
要
度
を
把
握
す
る
た
め
、
情
報
を
収

集
す
る
。
（
状
況
に
よ
っ
て
は
総
務
課
及
び
学
生
課
に

連
絡
し
、
部
局
間
の
調
整
を
図
る
。
）

収
集
し
た
情
報
を
学
長
へ
報
告
し
、
危
機
対
策
本
部
設

置
の
必
要
の
有
無
を
学
長
に
確
認
す
る
。

危
機
対
策
本
部
の
設
置

-
6
-

２
．
事
件
・
事
故
発
生
時
の
対
応
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

海
外
（
国
内
）
で
事
件
・
事
故
発
生

各
部
局
・
総
務
課
・
学
生
課
へ
第
一
報
が
入
る

情
報
収
集
・
事
象
状
況
を
把
握
す
る

（
詳
細
手
順
は
「
３
」
を
参
照
）

理
事
（
教
育
担
当
）
・

事
務
局
長
へ
報
告

事
態
が
重
大

事
態
が
重
大

で
な
い

と
判
断

各
部
課
局
で
対
応

学
長
へ
報
告

危
機
対
策
本
部
設
置
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３
．
連
絡
・
報
告
手
順
に
つ
い
て

事
故
な
ど
発
生
し
た
場
合
の
初
動
情
報
収
集

海
外
で
発
生
し
た
場
合
：

○
情
報
収
集
開
始
：

時
系
列
で
、
だ
れ
が
、
だ
れ
に
（
だ
れ
か
ら
）
、
何
を
、
い
つ
、
ど
ん
な
情
報
を
得
た
か
記
録
で
き
る

よ
う
に
留
意
す
る
。
メ
ー
ル
の
場
合
で
も
印
刷
し
て
フ
ァ
ク
ス
と
同
様
に
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
お
く
。

「
事
実
と
そ
れ
以
外
を
区
別
す
る
。
不
明
な
こ
と
は
不
明
と
す
る
。
」

「
対
応
し
た
部
課
局
は
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
外
部
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
は
な
ら
な
い
」
（
他
部
課
局
間
で
了
解
を
得
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
）

○
連
絡
先
の
時
差
に
注
意
す
る
：

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

マ
イ
ナ
ス
８
～
９
時
間

北
米

マ
イ
ナ
ス
13～

14時
間

オ
セ
ア
ニ
ア

プ
ラ
ス
１
～
２
時
間

中
国

プ
ラ
ス
１
時
間

（
１
）
交
流
協
定
等
に
よ
る
留
学

状
況
確
認

①
本
人
に
連
絡
を
取
る
。
（
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
）

②
自
宅
に
連
絡
を
入
れ
る
。

③
協
定
校
の
窓
口
に
照
会
す
る
。

④
在
外
公
館
に
照
会
す
る
。

事
態
の
重
大
度
を
把
握
し
、
学
生
課
及
び
学
長
へ
報
告
す
る
。
こ
の
段
階
で
学
長
が
重
大
と
判
断
し

た
場
合
は
、
危
機
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
自
宅
へ
も
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
そ
の
際
は
総
務
課
と
調
整
を
図
る
。

（
２
）
休
学
に
よ
る
留
学
及
び
個
人
旅
行
等

状
況
確
認

①
本
人
に
連
絡
を
取
る
。
（
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
）

②
自
宅
に
連
絡
を
入
れ
る
。

③
留
学
担
当
会
社
や
旅
行
会
社
に
照
会
す
る
。

④
在
外
公
館
に
照
会
す
る
。

-
8
-

事
態
の
重
大
度
を
把
握
し
、
学
生
課
及
び
学
長
へ
報
告
す
る
。
こ
の
段
階
で
学
長
が
重
大
と
判
断
し

た
場
合
は
、
危
機
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
自
宅
へ
も
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
そ
の
際
は
総
務
課
と
調
整
を
図
る
。

（
３
）
教
職
員
の
出
張
・
研
修
な
ど

状
況
確
認

①
本
人
に
連
絡
を
取
る
。
（
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
）

②
本
人
が
報
告
し
た
日
本
国
内
の
連
絡
席
に
照
会
す
る
。

③
総
務
課
に
報
告
し
、
自
宅
へ
の
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
う
。

④
在
外
公
館
に
照
会
す
る
。

事
態
の
重
大
度
を
把
握
し
、
総
務
課
及
び
学
長
へ
報
告
す
る
。
こ
の
段
階
で
学
長
が
重
大
と
判
断
し

た
場
合
は
、
危
機
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
自
宅
へ
も
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
そ
の
際
は
総
務
課
と
調
整
を
図
る
。

（
４
）
マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
応
（
発
表
等
）
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

学
長
は
、
事
故
等
に
関
す
る
統
一
見
解
を
決
定
し
、
学
内
関
係
者
に
周
知
徹
底
さ
せ
、
対
応
す
る
。

経
緯
な
ど
の
情
報
は
、
国
際
交
流
担
当
課
で
正
確
に
報
告
す
る
。

第
３
章

事
後
対
策

１
．
事
態
発
生
か
ら
収
拾
ま
で
の
対
応
な
ど
を
時
系
列
で
ま
と
め
る
。

２
．
必
要
が
あ
れ
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
見
直
し
・
改
善
な
ど
を
検
討
す
る
。
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国
際
交
流
・
海
外
派
遣
関
係
応
急
対
策
フ
ロ
ー

◎
海
外
で
の
事
故
等
が
発
生
し
た
ら

◎
国
内
で
の
事
故
等
が
発
生
し
た
ら

・
交
流
協
定
等
に
よ
る
留
学
先

・
在
籍
留
学
生
な
ど

・
休
学
に
よ
る
留
学

・
教
職
員
の
出
張
・
研
修
先

◎
総
務
課
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
◎
学
生
課
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
◎
各
教
務
担
当
係

美
術
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
音

楽
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）
映

像
（
81-

-
-

）
メ
ー
ル
（

@ml.geidai.ac.jp）

◎
勤
務
時
間
外
（
17:15～

8:30）
は
守
衛
所

第
１
◯
（
81-

-
-

）
美

第
２
◯
（
81-

-
-

）
音

事
件
・
事
故
の
重
要
度
を
把
握
す
る
た
め
、
情
報
を
収

集
す
る
。
（
状
況
に
よ
っ
て
は
総
務
課
及
び
学
生
課
に

連
絡
し
、
部
局
間
の
調
整
を
図
る
。
）
手
順
は
「
３
」

を
参
照

事
態
が
重
大
で
な
い

事
態
が
重
大
と
判
断

収
集
し
た
情
報
を
学
長
へ
報
告

同
時
に
総
務
課
と
学
生
課

各
部
課
局
で
対
応

し
、
危
機
対
策
本
部
設
置
の
必
要

へ
報
告

の
有
無
を
学
長
に
確
認
す
る

危
険
対
策
本
部
設
置
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はじめに 
 
 
 

東京藝術大学美術学部長兼美術研究科長 

六角鬼丈  

 
 
 
 私どもの東京藝術大学美術学部では、美術作品を通して多くの人の心に感

動と潤いを与えるように研究および教育に日夜努力しています。美術学部で

は絵画、彫刻、工芸、デザイン、建築、先端芸術表現、芸術学から文化財保

存に至る幅広い芸術分野で制作から理論まで広範な研究教育活動を行なって

います。  
 ところで、地球環境の劣化は著しいものがあり、かつての公害のように地

域的な取り組みから地球規模での取り組みへとかわってきています。しかし、

その取組みの基本は個々人の環境への配慮をした行動であることに変わりは

ありません。特に、大学などの組織による活動においても地球環境に及ぼす

影響は大きく、組織立った取組みが特に重要であると考えています。美術学

部における活動においても地球環境に配慮することは当然のことです。これ

まで、学部の教授会や施設環境･安全衛生委員会を通して教職員の皆様へ環境

配慮の重要性について取組みを呼びかけました。また、学生に対しては新人

オリエンテーションや授業を通じて 21世紀を生きる芸術家としての心構えに
ついて教育を行ないました。芸術分野でも廃棄物ゼロに向けての取組み (ゼロ
エミッション )やリサイクル、リユース、グリーン購入などさまざまな環境配
慮の取組みは工業分野などと同様であると考えています。  
 本マニュアルは美術学部の環境への取組みの第一歩としてまとめたもので

す。環境への取組みの基本である管理責任の体制を構築し、その体制のもと

での具体的な取組み内容を明らかにし、我々の美術学部の環境活動の指針と

しての位置づけを示しました。それと同時に、美術学部としての環境活動の

方向を学内外へ明らかにしたものでもあります。今後も定期的に本マニュア

ルの内容の更新を行い、 PDCA サイクル (Plan(計画 )-Do(実施 )-Check(評
価 )-Act(改善 ))を実行することによりさらに充実させていきます。学部の環境
活動の取組みおよび推進の最高責任者として本マニュアルを遵守して学部を

挙げて全力でより良い環境つくりに向けて取組んでいきたいので、関係各位

の協力をお願いします。  
 

2006.10.20   
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Ⅰ.総 論 
1.1 概 略 
 近年の地球環境の悪化には著しいものがあります。21世紀に活動する芸術家には環境の
悪化を防ぐために環境との調和、環境にやさしい製作活動が望まれます。環境と対話する

中から創造性豊な作品が生まれることを願ってやみません。そのために、教職員及び学生

各位には以下の点について配慮いただきたい。 
 
１) 安全衛生の確保および環境への配慮を第一に考える。 
 ○安全はすべてに優先する。 
 ○自分が怪我をしない、人に怪我をさせない、危険の要因をあらかじめ除くことが重要。 
 ○使用する材料、製作方法、製作の環境などを周囲への影響を含めあらかじめ考える。 
 
２) 自分で用いる美術工芸材料の物理的、化学的性質を知ってから使う。 
 ○用いる材料の性質、特に毒性、引火性など火災への影響、および環境への影響をあら

かじめ調べる。―廃棄は購入に始まる。 
 ○材料の有する各種性質に基づき必要に応じて防護対策を行なう。 
  (防塵マスク、防毒マスク、保護手袋、保護めがね、ヘルメット、安全靴などの着用) 
 
３) 廃棄方法をあらかじめ考えよう‐廃棄物ゼロ(ゼロエミッション)を目指して。 
 ○廃棄量の削減(資源の無駄使いは避ける) 
  ・分ければ資源になる。分別により環境負荷および廃棄にかかるコストの低減が可能

である。 
 ○排水、廃棄への配慮‐法的責任ならびに社会的責任が問われている。 
  ・絵具(鉛白、水銀朱、カドミウムイエローなど)、金属材料、各種処理液など有害物

を含む物質はすべて回収し、特別管理産業廃棄物として処分する。‐廃棄にお金が

かかる時代であること、および、廃棄物の環境負荷が大きいことを認識する。 

大学の排水は公共下水或いは河川に直接つながっているので要注意！！ 

 
1.2 目的と管理体制 
○本マニュアルの目指すところ 
 東京藝術大学の教育活動および研究活動などの大学としての活動にともない発生する廃

棄物および廃液、排水(以下、廃棄物等と呼ぶ)等の排出量の低減を積極的に促進し環境負
荷の軽減に努めるとともに、発生した廃棄物を適切に処理することにより環境汚染を未然

に防止し学内外の生活環境の保全に資することを目的として制定する。 
 
○管理体制 
 美術学部内の排水および廃棄物等の管理の組織図を図１-１に示す。この図は美術学部内
の責任体制および管理体制を明確にする。これと同時に、緊急時の連絡体制とする。 
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(美術学部･美術研究科における排水および廃棄物の管理体制) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１-１ 美術学部の排水及び廃棄物等の管理組織図 
 

学部長兼研究科長 

施設環境･安全衛生委員会委員長 

施設環境･安全衛生委員会 

事務長および同補佐 

各科･専攻の施設環境･安全衛生委員会委員 

各研究室･管理者 

各研究室･推進者 各研究室･推進者 各研究室･推進者 

各研究室･管理者 各研究室･管理者 

(最高管理責任者) 

(管理推進者) (管理推進者補佐) 

(排水管理審議、実行機関) 

(各科･専攻の管理推進者) 
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 ・美術学部ならびに美術研究科における廃棄物等の最高管理責任者(以下、管理責任者と
呼ぶ)は学部長兼研究科長である。 

 ・廃棄物等の管理を推進する管理推進者として施設環境･安全衛生委員会委員長がこれに

あたり、美術学部事務長および同補佐はこれを補佐する。 
 ・廃棄物等に関する美術学部の課題等の審議は施設環境･安全衛生委員会において行なう。

委員長が議長となる。 
 ・美術学部の各科･専攻において施設環境･安全衛生委員会委員が廃棄物等の各科･専攻の

管理推進者となり、施設環境･安全衛生委員会と連携して廃棄物等の管理に当たる。 
 ・各研究室の管理者は管理者率先垂範の原則に則り教授、助教授あるいは講師のうちか

ら選ばれるいずれかの常勤教員が担当する。選任された教員を廃棄物等の推進者とし

て施設環境･安全衛生委員会に届けること。施設環境･安全衛生委員会は各科･専攻の管

理者の名簿を管理する。 
 ・最高管理責任者は廃棄物等に事故あるときは各研究室の管理責任者を通して処置等を

依頼する。 
 ・各科(専攻)で廃棄物等に事故などが発生した場合はただちに学部長、施設環境･安全衛
生委員会委員長、科(専攻) 施設環境･安全衛生委員に概要を報告すること。 

 
○美術学部外の管理及び責任体制との関係 
  ・大学の最高責任者は学長である。そのもとで排水等の管理は施設課があたる。 

これを受けて美術学部の施設環境･安全衛生委員会は固有の課題について検討する。 
  ・排水が排水基準値などを超えた場合、あるいは、超える恐れがある場合は施設課は

直ちに当該学部の学部長に対策を指示する。 
  ・技術的責任者として東京都下水道局(上野校地)へ届け出た水質管理責任者(大学全体

の責任者)をおく。施設課は排水など環境管理を行なう。 
・学長の管理のもとに、各部局の長(美術学部長や音楽学部長など)が各学部における
排水および廃棄物の最高管理責任者となる。 

 
○廃棄物等環境管理に関する教育 
 ・大学における廃棄物等の管理は各研究室で行なうが、学長は毎年定期的あるいは緊急

時など必要に応じて対象となる人を決めて廃棄物等に関する教育を実施することを学

部に指示できる。各科･専攻の管理者はその教育内容を各科･専攻の研究室に伝え実行

するように促す。 
 ・教育を行なった場合、教育内容、講師、時間、参加者などの記録を文書で残す。施設

環境･安全衛生委員会はその記録を保管、管理する。 
 ・廃棄物等を排出する科･専攻は必要に応じて実施する教育を各科･専攻の管理推進者は

受講すること。教育を行なった場合、教育元の科･専攻は教育内容、講師、時間、参加

者などの記録を文書にて学部の施設環境･安全衛生委員会へ報告する。 
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1.3 廃棄物等の管理活動の指針 
 前述の目的を実現するために、東京藝術大学美術学部の教育活動および研究活動におい

て使用する美術工芸用材料(あるいは原料)などの化学物質を以下の 4 つの段階に分けて管
理する。その全体の流れを図１-２に示す。廃棄の起点は購入にあることに先ず留意してい
ただきたい。 
  (1) 購入 
  (2) 使用 
  (3) 保管 
  (4) 廃棄 
 以下、図１-2に従って、それぞれの段階における化学物質の取扱の留意点の概略につい
て述べる。 
 
1.3.1 購入 
 (１) 材料の購入前調査 
○画材などの美術工芸用材料などの購入に先立ち、材料の持つ物理的および化学的性質に

ついて調べること。材料の性質が不明であると、研究者が化学物質から影響を受けたり、

環境が汚染されるおそれがあるので事前に十分な調査が必要である。材料の性質を知る

ことにより、材料の有する特性を十分に生かした制作が行なえる。 
○調査方法 
・製造メーカーから化学物質安全データシート(MSDS)を取り寄せ、研究室で保管するこ
と。 

 
  ･研究室常備：化学物質安全データシート(MSDS 物理的および化学的性質から致死

量や人体への影響などを記載)－例３-１参照 
 
･上記の他に、以下のデータ集を用いて調べてもよい。 

   美術学部会計常備：化学便覧‐基礎編(物質の物理的及び化学的性質などを記載) 
   その他のデータ集：MERCK INDEX(MERCK & CO., INC.) 
            化学物質安全性データブック(オーム社) 
            理化学事典(岩波書店) 
        (いずれも物質の物理的及び化学的性質などが記載されている) 
 
○人や環境に有害な化学物質の使用は代替材料の使用を検討するなど可能な限り使用を回

避するように努めることも環境負荷や労働安全衛生上からも重要である。 
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(美術学部･美術研究科における化学物質の管理フロー) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１-２ 美術学部における排水及び廃棄物等の管理フロー図 

購 入 ○購入する材料の物理、化学的性質を調べる。 
 （メーカーよりMSDSなどを入手する） 
○購入量は必要最小限にする。(環境負荷の低減) 
○購入は原則として会計係を通して行なう(通さない場合は廃棄できない) 
○購入に当たっては化学物質の毒性などのデータあるいは情報を添付す

る。(繰返し購入の場合は初回のみ) 

○環境中への排出・廃棄を可能な限り抑制する。(環境負荷の低減) 
○安全衛生の観点より、材料(原料)の性質により適切な保護処置をする。 
○使用により発生する廃棄物は可能な限り分別する。 
○有害業務に該当する作業は作業責任者の管理監督のもとで行う。 
○毒物や劇物は重量管理とし、使用のつど管理台帳に使用した量を記載す

る。 
○化学物質は回収することを原則とする。 

使 用 

保 管 ○毒物や劇物は施錠できる専用の薬品庫で保管する。 
○薬品庫の管理責任者を常勤の教員より選任し、会計係に届ける。 
○薬品類の紛失や盗難に注意する。 

廃 棄 ○廃棄物は流しから流せるものや有害物を含まない廃棄物(一般廃棄物及
び産業廃棄物)と会計に依頼して処理(専門業者に委託)する廃棄物の 2
種類に分類する。 

○廃棄物の種類により廃棄の方法が異なる。 

流しから廃棄できるもの 
○3次洗浄水以降の洗浄水 
○有害物を含まない液体の

廃棄物 
研究室で廃棄できるもの 
○有害物を含まない固体の

廃棄物は産業廃棄物とし

て廃棄する。 
○一般廃棄物 

会計係に依頼して廃棄してもらうもの 
○廃液 
○有害物質含有固体および液体廃棄物 
注意事項 
○可能な限り含有物により分離、分別回

収に努める。(別紙フローチャート参照) 
○有害廃棄物の保管に注意する。 
○廃液の処分は適宜、会計係に依頼する。 
○会計係は廃棄のマニフェストを保管す

る。 
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 (２) 材料の購入 
○購入方法 
・会計係に購入を依頼する場合 
 画材などの美術工芸用材料をはじめて購入するのにあたり、美術学部会計係へ注文

依頼書に(１)で行なった事前調査結果を添付すること。結果のないものは受け付けな
い。 
 会計係は材料等を購入した場合は材料別、購入者別に数量などを一覧表を作成する

など管理する。 
・研究室で独自に購入する場合 
 各研究室の責任で管理すること。ただし、会計を通して廃棄を依頼することができ

ない場合があるので注意すること。 
○購入量 
 ・有害な材料や廃棄が困難な材料の購入量は必要最小限の量とすること。これは資源の

保護の観点からも重要である。 
 
1.3.2 使用 
 (１) 製作 
○安全衛生法に規定される有害な物質の取扱いは本部職員係に有害業務作業従事者届けの

中で選任した作業責任者の立会い指導のもとに行なうこと。 
○製作に当たって、残材等廃棄される材料の量や用いる溶剤等の量が最小限になるように

常に使用量の削減に心がけること。 
○製作に当たっては材料の有する化学的あるいは/および物理的な性質に対応した安全衛
生対策を講じること。保護マスク、保護めがね、保護手袋、防毒(防塵)マスクなどを必
要に応じて着用すること。研究室や事務室の実態に合った安全指針書などを作成するこ

とが好ましい。 
○用いる材料を分取した場合には名前を書いたシールを貼るなど適当な方法で内容を明示

すること。(内容物不明では分析の必要があり、廃棄費用が増大する) 
○製作に当たって有害な気体などが発生する場合は排気処理装置が付属したドラフトや労

働安全衛生法に定める制御風速を有する排気装置を使用することにより除去するなど作

業者が体内へ取り込むことがないように適切な処置を施すこと。排気処理装置が正常に

作動していることを使用のつど確認すること。各研究室の管理者は年に 1回は制御風速
の測定や作業環境測定を行なうなど有害物に対する処置が適切であることを確認し、そ

の記録を研究室で保管すること。測定が必要な場合は会計係に申し出ること。 
 
 (２) 廃棄物 
○製作に伴い排出される有害な物質は可能な限り物質ごとに分別してすべて回収すること。 
○有害物あるいは特別管理産業廃棄物の管理は管理台帳により行なう。廃棄物が発生する

ごとに廃棄日、物質名、排出者と重量(容量)を管理台帳に記載すること。 
○大学の教育活動ならびに研究活動にともなって生じる有害物を含む実験系廃液は回収す

 - 10 -

ることを基本とする。流しなどから絶対に排出しないこと。 
○筆や実験器具など用いた器具に付着している有害な物質は適切な溶媒で洗い流し、２次

洗浄水まで廃液として回収すること。あるいは、ウエスなどに浸み込ませて特別管理産

業廃棄物として処理しても良い。 
○廃液は可能な限り材料ごとに分別し、さらに有害物を含むものと含まないものとに分け

る。有害物を含む廃液は別添の有害物の種類により分類が異なる。 
○廃液の分別は別紙１に示すフローチャートによりおこなう。混合物の場合は上位の枝に

位置する廃液に分類する。 
 
1.3.3 保管 
 (１) 購入材料の保管および管理 
○有害性のある材料(物質)を購入した場合は施錠管理できる保管庫で保管し、盗難や紛失
に注意すること。 

○有害性のある材料(物質)を所有する研究室では使用、保管および廃棄の管理者を定め、
それを明示すること。 

○材料ごとの受払い簿を設けて出し入れを行なうごとに台帳に記帳し管理し、現有保管量

が台帳によりわかるようにすること。 
○学期に一回は台帳と保管数量の確認(現品の監査)を行い、結果を管理者に報告すること。
監査結果は年一回、会計係へ所定の書式により報告すること。 

 
 (２) 廃棄物の保管 
○廃棄物も有害性のある材料(物質)と同様、台帳管理すること。 
○廃棄物の保管場所は研究室ごとに定め、紛失や盗難にあわないように注意すること。 
○廃棄物の処理は一定期間ごとに行い、マニフェストを当該廃棄物に添付して会計係から

処理業者に委託する。 
○研究室で管理する廃棄物の管理台帳は、廃棄物の処理が終了まで(マニフェストにより会
計係へ報告)保管すること。 
○美術会計係はマニフェストを 5年間保管すること。 
 
 (３) 紛失 
○購入材料や廃棄物(以下、購入材料等という)のうち、有害性があるもので管理されてい
るものが盗難にあったり、紛失したときは研究室の管理責任者に速報として口頭で報告

すること。管理責任者は直ちに美術学部事務長に報告すること。 
○紛失や盗難の原因を調査し、管理に問題があれば改善すること。その結果を文書にて(緊
急の場合、速報は口頭でも良い)管理責任者は美術学部長及び美術学部事務長に報告する
こと。 
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1.3.4 廃 棄 
 (１) 廃棄物の定義 
○廃棄物 
 廃棄物は固体であり、実験系廃棄物および生活系廃棄物に分類する。 
 ・実験系廃棄物 
   ①廃棄物法令に規定される廃棄物 
   ②教育および研究など大学としての活動に伴って排出される廃棄物 
 ・生活系廃棄物 
   ①大学における活動に付随する活動に伴って排出される廃棄物で実験系以外の廃棄

物 
 
○廃液 
 廃液は液体ないしはスラリー状(粘性が高い流動物状態)の物質であり、実験系廃液およ
び生活系廃液に分類する。 
 ・実験系廃液 
   ①廃棄物関係法令および公害関連法令に規定される物質を含む廃液 
   ②教育および研究など大学としての活動に伴って排出される廃液 
 ・生活系廃液 
   ①大学における活動に付随する活動に伴って排出される廃液で実験系廃液以外の廃

液 
 
○排水 
 排水は教育研究用装置から排出される液体や教育および研究など大学としての活動に伴

って排出される液体などで排水管を通して下水道法に規定される下水(上野校地は公共下
水、取手校地は河川であるので以下、公共下水等とよぶ)へ排出される排水で実験系排水お
よび生活系排水に分類する。 
 ・実験系排水 
   ①廃棄物法令に規定される物質を含む排水 
   ②教育および研究など大学としての活動に伴って排出される排水 
 ・生活系排水 
   ①大学における活動に付随する活動に伴って排出される排水で実験系排水以外の排

水 
 
 (２) 廃棄物の処理 
○廃棄物は可能な限り材料ごとに分別し、さらに有害物を含むものと含まないものとに分

ける。 
○分別した廃棄物のうち、廃棄物が漏れ出さないように処置した後に有害物を含むものは

施錠できる保管庫に保管すること。 
○有害物を含まない廃棄物は一般廃棄物として処理し、有害物を含むものは特別管理産業

廃棄物として美術学部会計係で法律に則って回収廃棄物業者に委託して廃棄する。その
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場合、マニュフェストなど廃棄関係書類を美術会計係で保管すること。 
○有害な薬品が付着した紙(薬品付着紙)などは特別管理産業廃棄物として処理する。ただ
し、揮発性の薬品については排気処理装置付のドラフトチャンバーなどの中で揮発させ

た後に一般廃棄物として処理しても良い。 
○揮発性の低い油などが付着した紙(薬品付着紙、ウエス)などは密栓できるポリ容器など
にまとめて保管し産業廃棄物として処理する。ただし、有害物を含む油などはこの限り

ではない。 
○大型の生活系ならびに実験系廃棄物を処理する場合や大量の生活系ならびに実験系廃棄

物を処理する必要がある場合は事前に美術学部会計係に相談すること。 
○高圧ガスボンベ、プロパンガスボンベなどは廃棄できない(容器証明書で管理されてい
る)。必ず納入メーカーへ返却すること。 
○家電リサイクル法対象商品（エアコン、電気冷蔵庫、テレビ、洗濯機）の処分は会計係

に事前に相談すること。 
 

(３) 廃液の処理 
○廃液は法律に則って廃液処理業者に委託して廃棄する。その場合、委託業者が発行する

マニフェストは会計係で保管すること。研究室は内容物やおおよその濃度はっきりさせ、

所定の用紙にて会計係へ処理を依頼する。 
○調理などで生じた廃油や油を含む廃液は流し等から排出しないですべて回収すること。

その場合、油水分離装置などを用いて廃液量の低減に努めること。 
 
 (４) 排水 
○指示：水質管理責任者は大学の規則により選任され、東京都下水道局に届け出たもので

大学全体の排水を管理する。排水に関しては水質管理責任者の指示に従うこと。 
○管理方法： 
 ・届出の水質管理責任者は大学からのすべての排水について下水道の排出基準値以下で

あることを常に監視し、基準値を超えた場合あるいは超える恐れがある場合は関連部

局に統括廃棄物等管理責任者を通じて排出の抑制を指示する。 
 ・届出の水質管理責任者は排出元と排出物について常に把握することを要す。当該部局

あるいは研究室等は届出の水質管理責任者の行なう調査などに協力すること。 
 ・届出の水質管理責任者は排水設備に不具合が生じないように点検するとともに、性能

の維持に努めること。 
 ・届出の水質管理責任者は最新の規格や基準などの公害防止に関する情報収集に努め、

計画的に設備の更新、新規設備の導入などを検討し、必要に応じて提案する。 
 ・上野校地の実験系排水および生活排水ともすべて直接、公共下水へ排出されるので流

し等から廃棄する場合は十分に注意すること。実験系排水はモニター槽から排水を採

取・分析を行なうことにより水質の監視を行なう。取手校地の実験排水は排水処理施

設を通るが、この設備は基準値を超える恐れがある場合にのみ処理するが、上述の排

水管理方法を逸脱した場合は処理できないので注意していただきたい。 
 ・実験系排水にはシンナーなどの有機溶媒などを混入させないですべて回収すること。 
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 ・生活系排水には食用油などの油や残飯などの固形物などを混入廃棄しないこと。あら

かじめ、分離した後に廃棄すること。 
 ・排水に固形物など配水管に障害を生ずる恐れのあるものを混入させないこと。Feイオ
ンは析出して固形物になりやすいので排出しないように注意する。 
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Ⅱ.各 論 
 ここでは、美術学部ならびに美術研究科の各科･専攻で取り組む具体的方法についてその

例を示す。これをもとに、各研究室では用いる材料などの物質の有害性を考慮したうえで

制作活動をお願いします。ここで、断りのないのは上野校地および取手校地に共通の内容

で、取手校地固有の事項は別途述べる。 
 
２.１ 絵画系研究室 
 絵具などは有害物を含むものが多く、絵画で用いるものは絵具と媒材(有機溶剤)を同時
に含むのが特徴である。廃棄物の分類は別紙分類表の上位に含むものとして扱う。 
 
2.1.1 日本画 
○絵具等 
 ・絵具類(表２-１参照) 
 ・皿等の残りの絵具･･･ウエス等でふき取って特別管理産業廃棄物として回収 
 ・沈殿物は可能な限り分離し、廃液と固形物(いずれも特別管理産業廃棄物)にわけて回
収する。 

○洗浄水 
 ・筆洗い水は２次洗浄水まで特別管理産業廃棄物として回収 
 
2.1.2 油 画 
○絵具･媒材等 
 ・シンナー、亜麻仁油など油脂類は有機廃液として回収 
 ・絵具等(表２-１参照) 
 ・パレットの残りの絵具･･･ウエス等でふき取って特別管理産業廃棄物として回収 
○洗浄液 
 ・筆洗い液は２次洗浄液まで特別管理産業廃棄物として回収 
 
2.1.3 版 画 

○ 原材料 

□ スクリーンプリント 

布は化学繊維のため不燃物として廃棄。ただし、毒性を有する絵具を使用した場合には

特別管理産業廃棄物として回収。 

□ 銅版画 

銅版は細かく刻み金属として回収する。 

□ 木版画 

木版の廃棄する木材は溜めておき、年度末に可燃物として廃棄。ただしインクに毒性の

あるものが使用された版については特別管理産業廃棄物として回収。 

□ リトグラフ 

アルミ版は金属として回収する。 
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○ 絵具 

□スクリーンプリント・銅版画・木版画・リトグラフ 

 油性インク・水性インクの使用があり、両インクともに版上の余ったインクをウエス・

新聞紙等に吸わせ、可燃物として廃棄。ただし、毒性を有する絵具を使用した場合には特

別管理産業廃棄物として回収。 

 

○処理液 

□スクリーンプリント 

 プリントクリーナーやスクリーン洗剤等で版上のインクを全て拭き取ったのち、流しで

水洗いを行う。 

□銅版画 

 銅版画の主な排水は製版の際に使用する腐食液である。腐食液の処理は、第一次洗浄層

と呼ばれる水を溜めた縦型の水槽を用意し塩化第二鉄、硝酸共に直接水道への排水を避け

ている。最終的にはアルカリ性である醤油による中和を実施し、この際出る排水はプラス

チック製の容器に回収し特別管理産業廃棄物として処理。 

□木版画 

 水道の排水に沈殿槽を使用し、水性木版画に使用している水性絵具を濾過し排水。沈殿

槽のフィルターを定期的に点検することで浄化効果を維持している。尚、木版画に使用す

る版やブラシを洗浄する際に、版やブラシに残った絵具を出来るだけ新聞紙やウエスで拭

き取りそれらは可燃物として処理し、版を流し台で洗浄する。 

□ リトグラフ 

 油性インクを使用している為、洗浄する際にシンナー系溶剤や石油系溶剤を使用し、ま

ず雑巾で溶剤をふきとり可燃物として処理。水の中に若干油性インクや溶剤が溶け込んだ

水など廃水する際にまず多量の溶剤、インクが含まれた水はポリタンクに溜めて、特別管

理産業廃棄物として回収。 

 

2.1.4 壁 画 

○ 原材料 

壁画用支持材は粗大ごみあるいは不燃ごみとして処分 

 

○ 顔料・絵具等 

・ 絵具・顔料等（表２・１参照） 

油性・水性ともに筆やヘラやパレットなどに残った絵具については古新聞やウエ

ス・ティッシュで拭き取り（紙パレット含）、可燃物として処理。 

ただし鉛・カドミウム・硫化水銀など毒性のある絵具・顔料については、絵具・顔

料とともに拭き取ったものなどすべて特別管理産業廃棄物として回収。 

 

○洗浄液 

 絵具の付着した道具（筆、パレット等）は古新聞やウェス等で絵具を除去した後、2次洗

浄液までを水性、油性に分別して特別管理産業廃棄物としてポリタンクに回収・保管。3
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次洗浄から流し台で洗剤等を用いて洗浄を行う。 

 

2.1.5 油画技法材料 

○ 絵具・媒材等 

・ 油画用溶剤の廃棄について 

乾性油・揮発性油・樹脂溶液・筆洗油は、有機廃液として回収｛ポリタンク（油性用）｝ 

筆洗油は再利用出来ないほど絵具濃度が濃くなった場合には廃液回収ポリタンクへ。

沈殿している絵具についてはウエス・ティッシュなどに取り、特別管理産業廃棄靴と

して回収。 

・ 絵具・顔料等（表２・１参照） 

油性・水性ともに筆やヘラやパレットなどに残った絵具については古新聞やウエス・

ティッシュで拭き取り（紙パレット含）、可燃物として処理。 

ただし鉛・カドミウム・硫化水銀など毒性のある絵具・顔料については、絵具・顔料

とともに拭き取ったものなどすべて特別管理産業廃棄物として回収。 

○洗浄液 

絵具の付着した道具（筆、パレット等）は古新聞やウェス等で絵具を除去した後、2

次洗浄液までを水性、油性に分別して特別管理産業廃棄物としてポリタンクに回収・

保管。3次洗浄から流し台で洗剤等を用いて洗浄を行う。 

○ その他画材 

多くの表現手段のある中で油性絵具・水性絵具だけではない多様な画材については、

その都度相談をしながら、廃棄方法までを検討しながら指導教員により指導を行う。 

 
 
２.２ 彫刻系研究室 
○原材料 
 ・用いた金属のうち Cu,Pb,Snなどの有害金属を含むものはすべて回収する。 
 ・樹脂系材料のうち重合開始剤などは塩素を含むのですべて回収する。 
 ・樹脂は種類も多く、また、化学構造も多岐に及ぶので購入に当たりメーカーからMSDS
を取寄せ毒性など化学的性質について調べそれに沿って処理すること。 

○制作 
 ・研磨など加工により生じた金属片や樹脂片あるいはそれを含む廃液は固体と液体を分

離し、固形物を特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・表面処理に用いた酸やアルカリは重金属を含まない場合は中和して廃棄し、重金属を

含む溶液は洗浄液を含めてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・洗浄に用いた有機溶剤はすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として回収する。 
  (少量の場合は蒸発乾燥させて、不燃ごみとして処理しても良い) 
 ・希釈液(シンナーなど)は有機溶剤としてすべて回収する。 
 ・ウエスなどでふき取ったものは乾燥させて、処分しても良い。 
  その場合、有害成分が溶剤中に含まれる場合は処分せず回収する。 
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○テラコッタ制作 
 ・工芸系研究室の陶芸系研究室(p16)を参照 
○彫刻作品に彩色する場合 
 ・絵画系研究室(pp13-14)を参照 
 
 

表２-1 毒性のある鉱物系絵画用顔料例 
 

色 絵具名 材料名 化学式 備考 
 
 

 
鉛 白 

塩基性炭酸(硫酸)
鉛 

2PbCO3･Pb(OH)2 
もしくは 

PbSO4･PbO 

 

バーミリオン 硫化水銀 HgS (朱、水銀朱) 

鉛丹 酸化鉛 Pb3O4 (光明丹、丹) 

 

カドミウムレッド 硫化カドミウム 
セレン化カドミウム 

CdS、CdSe  

カドミウムイエ

ロー 
硫化カドミウム CdS  

マシコット 酸化鉛 PbO (密陀僧、リサージ) 

コバルトイエロー 亜硝酸コバルトカ

リウム 
CoK3(NO2)6･H2O  

 
 
 

クロムイエロー クロム酸鉛 PbCrO4 (ミドル) 
人工緑青 塩基性炭酸銅 CuSO4他  

エメラルドグリ

ーン 
アセト亜ヒ酸銅 Cu(C2H3O2)2･ 

3Cu(AsO2)2 
バリグリーン 

緑青 塩基性炭酸銅 CuCO3･Cu(OH)2 (マラカイト、岩緑
青、孔雀石) 

コバルトグリーン 酸化コバルト他 CoO･nZnO  

 

クロムグリーン クロム酸鉛 他 Fe4〔Fe(CN)6〕3＋PbCrO4  
群青 塩基性炭酸銅 2CuCO3･Cu(OH)2 (アズライト、岩

群青、孔雀石) 
コバルトブルー 酸化コバルト 他 CoO･Al2O3  
セルリアンブルー 酸化コバルト･酸化錫 CoO･nSnO2  
スマルト コバルトガラス K,Co(Al),SiO2  

 

マンガニーズブルー マンガン酸バリウム BaMnO4＋BaSO4  
コバルト 
バイオレット 

燐酸コバルト Co2(PO4)2   

マンガニーズ 
バイオレット 

燐酸マンガンアン

モニウム 
(NH4) 2Mn2 (P2O7)2  

 ローアンバー 
バーントアンバー 

二酸化マンガン他 MnO4＋Fe2O3 他＋粘土  

＊：顔料に用いられている重金属は有害元素が多い。 
＊：絵具は物質名ではなく絵具名、商標などが用いられるのが一般的なので要注意。 
＊：これは一例であり、不明な顔料についてはメーカーよりMSDSを取り寄せる。 
 
 

白 

赤系 

茶系 

黄 

緑系 

青系 

紫系 
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２.３ 工芸系研究室 
2.3.1 金属工芸および金属加工系研究室 
 金属工芸系研究室から排出が考えられる主な化学物質は以下のとおりである。 
○原材料 
 ・金属類：銅(Cu)および銅合金(錫、亜鉛、鉛)、錫(Sn)および錫合金(アンチモン(Sb)）、 

亜鉛(Zn)、鉛(Pb)、 
 ・樹脂類：重合開始材に塩素が含有、塩素を含む樹脂(塩化ビニル) 
○表面処理 
 ・酸*(塩酸、硫酸、硝酸、酢酸など)は有害重金属を含まない場合は中和して廃棄、含む
場合はすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 

 ・アルカリ*(水酸化ナトリウム(NaOH)、水酸化カリウム(KOH)など) は有害重金属を含
まない場合は中和して廃棄、含む場合はすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 

  ＊：使用後の酸やアルカリには Cuや Pbなどの重金属がイオンとして含有している場
合が多い。 

 ・塩(えん)：酢酸銅、硫酸銅など･･･廃液(特別管理産業廃棄物)として回収 
 ・有機溶剤(シンナー、灯油)はすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・研磨により生じる金属粉はすべて回収し、産業廃棄物として処理する。 
○着色液 
 ・煮色着色液(銅イオン含有液など) 
 ・けし(Hg)･･･専用ブース内で作業 
 ・メッキ液(シアンイオン、銅イオン、ニッケルイオン、クロムイオンなど) 
 ・お歯黒液(Feイオン含有) 
  ＊：すべて特別管理産業廃棄物として処理する。 
○加工 
 ・切削加工：きりこは産業廃棄物として処理 
 ・研磨により生じる金属粉はすべて回収し、産業廃棄物として処理する。 
 ・金属類の研磨粉粗粒はグラインダ及びヤスリ粉として研削砥石粉とともに掃き集め回

収。 
  微粉は水研ぎ粉として排水トラップに沈殿する。 
○装置類 
 ・機械油(真空ポンプ油も含む)は油として廃棄(特別管理産業廃棄物) 
 ・切削油(金属くずを含む)は油分と固形物とを分離して回収 
 ・潤滑油やグリースはウエスなどでふき取り回収 
○有機溶剤 
 ・シンナー、エタノール、メタノール･･･ 有機溶剤として回収： 

特別管理産業廃棄物として処理 
 ・ジアゾ化合物（感光剤）：残った物は特別管理産業廃棄物として処理。 
 
 以下、各研究室固有の事項について述べる。 
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(1)彫金講座 

化学物質 使用方法 廃棄方法 

 

 

硫 酸 

１０％の水溶液にして

使用。 

○酸化膜除去のため使用するが、重金属の硫

酸銅を含む為、一次洗浄し、二次洗浄まで

回収し、それ以降は排水に流す。 

○使用後の希硫酸と一時洗浄の水はポリタ

ンクに集め、特別管理産業廃棄物として回

収。 

硫酸銅・緑青 煮色着色液として使用。 使用後は、ポリタンクに集め特別管理産業廃

棄物として回収。 

水酸化ナトリウム アク煮に使用。 使用後は特別管理産業廃棄物として回収。 

シンナー、エタノ

ール、メタノール 

 余ったシンナーなどは、新聞紙で拭き取った

後、蒸発（乾燥）させて焼却処分。 

重曹 みがき砂  重曹、みがき砂を使用した場合、流しに取り

付けてあるトラップで回収。 

メッキ液  メッキ漕の上で水をかけ一次洗浄し、二次洗

浄する。二次洗浄、三次洗浄とも特別管理産

業廃棄物として回収。 

化学物質 使用方法 廃棄方法 

水銀 硝酸水銀 金けしの時に使用する。 水銀、硝酸水銀は、排水、蒸発時に MRG 塔に

回収される。 

 

(2) 鍛金講座 
・原材料 
   銅、真鍮、錫等は回収して引き取り業者に回収。 
・硫酸 
   希硫酸として使用。耐酸性のポリタンクに積め、鍵のかかる金工棟廃液置き場に保

管。その後特別管理産業廃棄物として回収。 
・塩酸 
   希塩酸として使用。鍵のかかる部屋に漕がある。必要に応じて特別管理産業廃棄物

として回収。 
・水酸化ナトリウム 
   鍵のかかる部屋に漕がある。廃液とすることなく循環して使用。 
・有機溶剤（シンナー） 
   ウエスで拭き取ったものは乾燥させて処分。 
・煮色着色液 
   耐酸性のポリタンクに積め、鍵のかかる金工棟廃液置き場に保管。その後特別管理

産業廃棄物として回収。 
・金属粉 
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   産業廃棄物として回収。 
・潤滑油・錆び止め油 
   ウエスで拭き取り処分。 
 
(3)鋳金講座 
金属類 
    ・銅合金（銅、錫、亜鉛、鉛） 
    ・アルミニウム合金 
    ・錫合金（錫、アンチモン） 
 ＊上記金属類の研磨粉粗粒はグラインダ及びヤスリ粉として研削砥石粉とともに掃き集

め回収。 
  微粉は水研ぎ粉として排水トラップに沈殿する。 
  いずれも産廃として廃棄する。 
鋳型材料類 
    ・鋳物砂（砂、粘土） 
    ・石膏（石膏、アンツーカー） 
 ＊上記の材料は循環して再使用しているが、余剰分やゴミと分別不可能な物と沈殿槽に

回収されたものは土嚢袋に入れて産廃として廃棄する。 
表面処理及び着色液類 
    ・酸（塩酸、硫酸、硝酸、酢酸、） 
    ・煮色着色液（硫酸銅、緑青） 
    ・緑青着色液（塩化アンモニウム、塩化亜鉛、酢酸銅） 
 ＊上記はポリタンクに保管し特別産廃として廃棄。 
    ・お歯黒液（鉄イオン、酒）の洗浄水 
    ・アルカリ（アンモニア水） 
 ＊上記はお歯黒液は十分に希釈して廃棄し、アンモニア水は中和後に排水する。 
蝋（パラフィン・マイクロワックス・松脂） 
有機溶剤（シンナー等） 
 ＊上記はウエスで拭き取り廃棄。 
装置類 
    ・機械油、機械油 
 ＊上記、少量はウエスで拭き取り廃棄、その他は保管し特別産廃として廃棄。 
その他 
    ・スラグ（金属溶解時の酸化物） 
    ・コークス粉 
  ＊産廃として廃棄する。 



 - 21 -

2.3.2 陶芸研究室 
○焼成時 
 ・燃料の燃焼による COの発生による中毒に注意するとともに、CO2の発生を抑制し地

球温暖化防止に努める。(電気炉の場合は使用電力の削減に努める) 
 ・釉薬や顔料の蒸発に注意する。 
○陶土 
 ・金属(例えば鉄*)を含む陶土を含む溶液は固形物と液体に分離して貯留する。 
   ＊：Feは低有害性であるが、配管を詰まらせたり腐食させる可能性が高い。 
 ・陶土を含む溶液は不溶性成分を沈殿させた後に上澄み液のみを廃棄すること。 
○顔料 
 ・絵具には有害な重金属を含む材料が多く用いられている。その例を表２に示す。 
○釉薬 
 ・Fe*を含むものは回収 
   ＊：Feは低有害性であるが、配管を詰まらせたり腐食させる可能性が高い。 
 ・低火度釉は PbOを含むので特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・伝統的な釉には重金属を含むものが多い。その例は以下のとおり。 
   ･青釉、織部釉、均窯釉、紅釉、トルコ青釉、緑釉：Cu 

･唐三彩：Cu,Co 
   ･骨灰磁気釉、辰砂釉、低火度釉、鉛釉、和絵具：Pb 

･青花、染付、釉裏紅、瑠璃釉：Co 
○加工 
 ・研磨など加工により生じた陶磁器片を含む廃液は固体と液体を分離し、重金属などを

含む場合は固形物を特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・フッ化水素酸およびその塩を含む溶液を用いた場合は容器等の洗浄液を含めてすべて

特別管理産業廃棄物として回収する。 
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表２-２ 有害な物質を含む陶磁器用顔料例 
 
 
発色 顔料名 化学式 備 考 

セレン赤 CdS-CdSe  
クロム錫ピンク CaO･SnO2･SiO2＋Cr2O3 Cr は 3 価で低毒性 

 

陶試紅 Al2O3(Mn･P)  
アンチモン黄 PbO- Sb2O5   
バナジウム黄 SnO2-V2O5 もしくは 

ZrO2-V2O5 
 

ピーコック (Zn･Co)O･(Al･Cr)2O3 亜鉛華、酸化コバルト、アル
ミナ、酸化クロムを配合 

 

鶸(ひわ) 3CaO(F)･Cr2O3･3 SiO2 フッ素化合物、酸化クロ
ムとして重クロム酸カ
リを用いる場合は注意 

海 碧 CoO-Al2O3 もしくは 
ZnO-CoO-Al2O3 

 

紺 青 CoO-Al2O3-SiO2 もしくは 
ZnO-CoO-SiO2 

 

スカイブルー MgO-CoO-SnO2  

 

バナジウム青 ZrO2･SiO2+V2O5  
黒 色 (Zn･Co･Mn)O･(Al･Fe･

Cr)2O3 
  

グレイ SnO2- Sb2O5  
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2.3.3 染織研究室 
○媒染材 
 ・Fe媒染(Feの有害性は低いが、配管を詰まらせたり腐食させる可能性が高い)は回収 
 ・有機溶剤：テトラクロロエチレンなど有機系溶剤は回収(容器を洗った廃液も回収) 
 ・アルカリ溶液：アルカリ廃液として回収(容器を洗った廃液も回収) 
 ・パークロールエチレン 
   湯煎により液温を上げ使用するが、湯の中に液が混入しないよう新聞紙で覆い防い

でいる。廃液は特別管理産業廃棄物として処理。 
 ・アルカリ溶液・酸性溶液 
   中和して廃棄。 
○染料 
 ・染料は種類も多く、また、化学構造も多岐に及ぶので購入に当たりメーカーからMSDS
を取寄せ毒性など化学的性質について調べそれに沿って処理する。 

 ・例えば、銀朱は HgSであるので廃液、染色品の洗浄水まですべて回収するなど材料に
あった廃棄方法をとる。(代替染料を視野に入れて考える) 

○その他 
 ・蝋（パラフィン・マイクロワックスなど）は有機系固形廃棄物として回収 
 ・少量の場合は紙などで拭取って固形廃棄物として処理。 
○有機溶剤 
  ・保管庫に入れて管理、廃液は特別管理産業廃棄物として処理。 
  ・ジアゾ化合物（感光剤） 
    残った物は特別管理産業廃棄物として処理。 
  ・ウエスなどで拭き取った溶剤はドラフト内など研究者に影響がない場所で乾燥後、

一般ごみとして廃棄しても良い。(乾燥できない場合は薬品付着物として廃棄) 
 
 
2.3.4 ガラス工芸研究室 
○材料 
 ・鉛ガラス(鉛含有)を用いた場合は特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・着色に用いるガラスには有害な重金属を含むものが多いので、材料により特別管理産

業廃棄物として回収する。 
 
○製作 
 ・研磨など加工により生じたガラス片を含む廃液は固体と液体を分離し、固形物を特別

管理産業廃棄物として回収する。 
 ・フッ化水素酸およびフッ化水素酸塩(例えばフッ化アンモニウムなど)を含む溶液を用
いた場合は容器等の洗浄液を含めてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 

 ・アルカリを用いた場合は有害化学物質を含まない場合は中和して廃棄し、有害化学物

質を含む場合は容器等の洗浄液を含めてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
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2.3.5 木工芸研究室 
○制作 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として回収する。 
  (少量の場合は蒸発乾燥させて、不燃ごみとして処理しても良い) 
 ・希釈液(シンナーなど)は有機溶剤としてすべて回収する。 
 ・木材加工による、おがくず、かんなくず：箒で集め可燃ゴミ袋にいれ廃棄。 
・小型帯鋸機による加工は集塵機に接続しているので、適当な時期に可燃ゴミとして廃

棄。 
 ・砥石面だし用耐水ペーパーによる研磨カスは通常の可燃ごみとして廃棄 
 ・研ぎ桶の上澄み水は実験排水に流す。 
 ・微量の塗料や溶剤はウエスに吸収し乾燥後に不燃ゴミとして廃棄。 
 
 以下に、具体的内容について述べる。 

1.木材加工による、おがくず、かんなくず、手作業によるものは箒で集め可燃ゴミ袋に
いれ廃棄する。 

2.小型帯鋸機によるものは集塵機に接続しているので、ある程度たまった段階で可燃ゴ
ミ袋にいれ廃棄する。 

3.砥石面だし用耐水ペーパーによる研磨カスはなるべく再利用するが、有毒物ではない
のでだいたい生活排水に流している。 

4.研ぎ桶の上澄み水は生活排水に流す。研ぎ桶の底にたまる砥石カスは、出来るだけ再
利用する。 

5.塗料や溶剤は微量である。そのつどウエスに吸収し乾燥後に不燃ゴミとして廃棄。 
6.グラインダーには集塵機が組み込まれているので、外に粉塵が飛ぶことはほとんどな
い。 

 
2.3.6 漆芸研究室 
○製作 
 ・漆液は毒性が強いので、保管等に注意すること。 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・研磨など加工により生じた研磨屑などはすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・朱漆は硫化水銀を、錆び漆は鉄をそれぞれ含むので研磨粉、研磨液などはすべて回収

する。 
  (研磨に用いたエメリー紙などもすべて特別管理産業廃棄物として回収する。) 
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２.４ デザイン系研究室 
 これまでの絵画系、工芸･加工系などにおいて述べた項目を参照すること。 
○材料 
 ・樹脂系材料のうち重合開始剤などは塩素を含むのですべて特別管理産業廃棄物として

回収する。 
 ・樹脂は種類も多く、また、化学構造も多岐に及ぶので購入に当たりメーカーからMSDS
を取寄せ毒性など化学的性質について調べそれに沿って処理すること。 

 ・洗浄に用いた有機溶剤はすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として回収する。 
  (少量の場合は蒸発乾燥させて、不燃ごみとして処理しても良い) 
 ・希釈液(シンナーなど)は有機溶剤としてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・印刷用インクなどは有機系廃棄物として回収(特別管理産業廃棄物となる)すること。 
 ・リムーバーはトリクロロエチレンなどの有機溶剤を含む可能性があるので有機廃液と

して回収する。 
○製作 
 ・研磨など加工により生じた金属片や樹脂片あるいはそれを含む廃液は固体と液体を分

離し、固形物を特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・表面処理に用いた酸やアルカリは重金属を含まない場合は中和して廃棄し、重金属を

含む溶液は洗浄液を含めてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・洗浄に用いた有機溶剤はすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスなどの有機廃液は特別管理産業廃棄物として回収する。 
  (少量の場合は蒸発乾燥させて、不燃ごみとして処理しても良い) 
 ・希釈液(シンナーなど)は有機溶剤としてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・アクリル絵具のうち国産品で丸に X印、あるいは髑髏マークの付されたものは有害物
質を含む(参考資料3.3参照)ので2次洗浄水までとパレットなどに残った絵具はすべて
特別管理産業廃棄物として回収する。輸入品についてはMSDSを取り寄せ、内容を確
認すること。 

 
２.５ 建築系研究室 
○材料 
 ・樹脂系材料のうち重合開始剤などは塩素を含むのですべて回収する。 
 ・樹脂は種類も多く、また、化学構造も多岐に及ぶので購入に当たりメーカーからMSDS
を取寄せ毒性など化学的性質について調べ、それに沿って処理すること。 

 ・洗浄に用いた有機溶剤はすべて回収する。 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として回収する。 
  (少量の場合は蒸発乾燥させて、不燃ごみとして処理しても良い) 
 ・希釈液(シンナーなど)は有機溶剤としてすべて回収する。 
 
○製作 
 ・研磨など加工により生じた金属片や樹脂片あるいはそれを含む廃液は固体と液体を分
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離し、固形物を特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・表面処理に用いた酸やアルカリは重金属を含まない場合は中和して廃棄し、重金属を

含む溶液は洗浄液を含めてすべて特別管理産業廃棄物として回収する。 
 ・洗浄に用いた有機溶剤はすべて回収する。 
 ・有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として回収する。 
  (少量の場合は蒸発乾燥させて、不燃ごみとして処理しても良い) 
 ・希釈液(シンナーなど)は有機溶剤としてすべて回収する。 
 
２.６ 先端芸術表現系研究室 
 上記の研究室の内容を参考にされたい。 
 
２.７ 芸術学系研究室 
 上記の研究室の内容を参考にされたい。 
 
２.８ 文化財保存学系研究室 
 文化財保存学専攻は上記の研究室と同様であり、これまでの研究室の内容を熟読いただ

きたい。 
○材料：文化財には砒素をはじめ数々の有害物を含む材料が用いられている場合が多いの

で注意が必要である。修復にあたりこれらの材料を用いることもあるので、表２-
１および表２-２を参考に化学的性質をあらかじめ十分に調べる必要がある。 

 
２.９ 写真関連 
○現像廃液 
 ・ハイドロキノン、メトール、フェニドンなどを主剤としており、これに亜硝酸ナトリ

ウムなどを含んだアルカリ性溶液で、停止液を含めて現像廃液として回収する。 
○定着液廃液 
 ・チオ硫酸ナトリウム(アンモニウム)を主剤とする溶液で、これに感光紙から溶出した

Agを含む。定着液廃液として回収する。 
 
２.10 取手校地 
 排水や廃棄物の扱い方の基本的事項は上野校地と同様である。廃棄物の分別は上野校地

と取手校地とで行政区画の違いにより異なる。詳しくは、第４章の Q&Aの Q16を参照し、
間違いのないように分別して処理していただきたい。また、排水は排水処理設備を介して

河川に放流される。 
 共通工房における固有の事項について以下に述べる。 
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2.9.1 共通工房／金工工房・金工機械室 

○使用金属素材 

 鉄・ステンレス・銅合金・アルミニウムの二次加工品材料（板、棒など） 

○加工内容 

 溶接・溶断及び機械加工等（工作機械加工を含む、切断、曲げ、切削加工等） 

○設備 

 手道具（電動工具含む） 

 工作機械（大・中・小型機械類） 

 電気溶接／溶断機 

 屋外実験排水施設「酸洗漕」（希塩酸及び希硫酸漕各1個） 

＊上記の設備・材料等を使用した際の廃棄物の取り扱いは以下の通りである。 

 ・潤滑油などの廃油類はドラム缶に一時保管し、満タン時に産廃業者が回収する。 

 ・研磨または切削加工時に出る金属粉等は油分と切りくずを分別し回収する。 

 ・金属材料の残材及び端材等は工房内保管場所に一時保管し、満タン時に事務室を通し

て産廃業者に回収を依頼する。 

 ・酸を含め、薬品類は廃棄せず、専用保管庫及び実験排水施設にて施錠し保管する。（消 

費量詳細は毒物劇物保管管理受払簿に記録）。 

 ・使用済み有機溶剤（洗浄用シンナー）等は大学指示に従い、大学ゴミ捨て場内所定の

一時保管場所へ、施錠し保管する。 

 

2.9.2 共通工房／金工工房・鋳造室 

○金属類 

 ・銅合金（銅、錫、亜鉛、鉛等）、アルミニウム合金（アルミニウム等）、鉄合金（鉄、

マンガン、ニッケル、クローム、モリブデン等）、錫合金（錫、鉛、アンチモン 等） 

 ・上記の物は出来るだけ回収し、金属産廃として廃棄する。 

○材料類 

 ・鋳物砂（砂、粘土等）、石膏及石膏鋳型、：セラミック鋳型（ジルコンサンド、ハイ

アルミナサンド、シリカ等） 

 ・上記の物を処理する場合は沈殿槽に回収した物を、固形物と一緒に土嚢袋にいれ、産

廃として廃棄をする。 

 ・ワックス等はウエス等で拭き取り処理をし、微量な固形物は燃えるゴミとして廃棄す

る。 

○表面処理及着色液類 

 ・酸（塩酸、硫酸、硝酸等）、アルカリ（水酸化ナトリウム等） 

 ・上記の物を排水する場合は中和及び希釈してから処理をし、それ以外はポリタンクに

入れ特別産廃として廃棄する。 

 ・煮色着色液（銅イオン等）、緑青着色液（硫酸銅、塩化亜鉛等）、オハグロ液（鉄イ

オン等）、アンモニア水 

 ・上記の物を処理する場合は、希釈してから排水する。 

 ・有機溶剤（ラッカーシンナー、灯油等）は、出来るだけウエス等で拭き取り処理する
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か、特別産廃として廃棄する。 

○装置類 

 ・機械油は特別産廃として廃棄する。 

 ・潤滑油及びグリース類はウエス等で拭き取り処理する。 

○その他 

 ・耐火モルタル等は土嚢袋にいれ、産廃として廃棄する。 

 ・スラグ（金属溶解時に発生する滓）等は金属成分が微量の場合は燃えないゴミとして

処理をし、その他の場合は金属産廃として廃棄する。 

 

2.9.3 共通工房／金工工房・金属表面処理室 

○排出が考えられる素材 

 ・七宝釉薬、銅および銅合金、錫、鉛、酸（塩酸・硫酸・硝酸など）、 

 ・有機溶剤（シンナー・灯油・MEK） 

○作業内容 

 ・七宝 

 ・金属表面の加工（ブラスト・エッチング等） 

 ・金属表面の着色（煮色・緑青・簡易めっき） 

 ・七宝釉薬の製成 

＊七宝釉薬は鉛を多く含む為、制作に使用できない釉薬（水篩で出た釉薬）は特別管理産

業廃棄物として回収する。 

＊釉薬製成時に使用した坩堝は特別管理産業廃棄物として回収する。 

＊使用済みの酸は有害重金属を含まない場合は中和して廃棄、含む場合は特別管理産業廃

棄物として回収する。 

＊エッチングで使用済みの塩化第二鉄は特別管理産業廃棄物として回収する。 

＊金属材料の残材・端材は特別管理産業廃棄物として回収する。 

＊有機溶剤はウエスで拭き取り回収する。 

 

2.9.4 共通工房／木材造形工房 

○大型機械による木屑は大型集塵機のポケットに箒等で掃き入れ産業廃棄物として回収す

る。また、大型集塵機のポケットに入らない木っ端、大鋸屑等は、（鉄屑を避け）可燃

ゴミに回収しゴミ袋に入らない大型の木片等は大学内の木材処理場 に廃棄する。 

○木材を研磨するペーパー（エミリー紙等）また、微量の塗料や溶剤を拭いたウエス等は

乾燥後に不燃ゴミとして廃棄する。 

○有機溶剤を含む塗料やワックスは有機廃液として回収（少量の場合は蒸発乾燥の後、不

燃ゴミとして処理）し、また、希釈液（シンナー等）は有機溶剤として別 の容器に保

管し、特別管理産業廃棄物として回収する。 

○砥石面だし用耐水ペーパーによる研磨カスはなるべく再利用するが、有毒物ではないの

で生活排水にて処理する。 

○グラインダーによる鉄屑はグラインダー内に集塵装置が組み込まれており外に鉄屑が飛

ぶことはほとんどない。 
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2.9.5 共通工房／塗装造形工房 

○スプレー塗装ブースの循環水 

 数年ごとに水槽内の汚泥処理を業者に委託しているが、その際産業廃棄物として回収す

る。 

○スプレーガンなど洗浄用の有機溶剤、余った塗料の処理 

  混合有機溶剤廃液と明記し、一斗缶もしくはポリタンク（事務室より）にて回収保管

したのち、校内の危険物廃棄倉庫へ。また余った塗料は硬化剤の混入などで固形化する

ものについては一時保管場所で硬化させた後、不燃物として廃棄する。 

○水研ぎ研磨の研ぎ汁状のスラッジ、空研ぎ研磨の研ぎ粉等 

  塗装前の下処理のため水研ぎ等の作業の場合には、汲み置きした水槽内で作業し、一

定時間置いた後沈殿物を除いた上澄み液を実験排水口に流す。空研ぎの場合は 集塵機

で集めて不燃ごみとして処理する。 

○使用済み塗装用品、ウェス等 

  反応熱で自然発火等の危険のあるものについては所定に水槽につけ込んだ後、不燃ゴ

ミとして廃棄する。その他の使用済み用品については不燃物として処理する。 

○塗装造形工房から出される廃棄物のなかで、問題となるのは、主に有機溶剤廃液や塗装

ブースの循環水であるが、今後改善可能であれば、溶剤再生装置やブーススリフレッシ

ャー（スラッジ捕集システム）などの導入で、コストの削減が見込める。 

○その他、朱漆の材料として少量の硫化水銀を扱う場合があるが、廃棄する場合には漆と

混合された固形の状態であるため、現状の使用量であれば、通常の有害物に関する廃棄

とする。 

 

2.9.6 共通工房／石材工房 

○石材加工(切断、研磨等）時に出る排水については沈殿槽により、固体と液体を出来る限

り分離し、石粉は回収し廃棄している。 

○ウォータージェット、サンドブラスト等の加工機械で使用後に出るガーネットは、回収

して廃棄している。 

○機械油は、一部、工作機械のレールのさび止めのため再利用している。それ以外につい

ては、特別管理産業廃棄物として廃棄する。 

○潤滑油やグリスはウェスで拭き取り回収する。 

 
 

 - 30 -

Ⅲ.参考資料 
 ここでは、化学物質の取扱を規制する法令ならびに環境に関する用語を解説する。 
 
３.１ 化学物質および廃棄物等規制関連法令 
 化学物質や廃棄物に関する法令を表３-１に、毒物劇物取締法で規制されている物質を表
３-２に、そして、東京都下水道局の排水基準を表３-３にそれぞれ示す。また、産業廃棄
物を表３-４に、特別管理産業廃棄物を表３-５にそれぞれ示す。 
 
 

表 3－1 化学物質および廃棄物等規制関連法令一覧 
法 令 解 説 

毒物劇物取締法 
(表 3-2)参照 

保健衛生上の観点から取締りを行なうもので、経口で LD50*
が 50mg/kg以下のものが毒物、50mg/kg以上で 300mg/kg以
下のものが劇物などとして規定し、その管理体制などが示され

ている。 
化学物質の審査及び製造

等の規制に関する法律 
(化審法) 

新規化学物質を製造や輸入を行なおうとするもの(あるいは事
業者)に対して、あらかじめ分解性や有毒性などについて科学
的データにより審査を行なうことで、化学物質が環境を通して

人の健康に被害を及ぼすのを防ぐために制定された。事前審査

を行なうことが特徴。 
特定化学物質の環境への

排出量の把握等及び管理

の改善の促進に関する法

律(PRTR法) 

環境汚染物質排出･移動登録と化学物質等安全データシート

(MSDS)の制度を導入することにより、事業者による化学物質
の自主管理を促進し、環境の保全上の支障を未然に防止する。 

PCB*関連法 
 
 

＊：ポリ塩化ビフェニールの
略 

化審法により製造、輸入および使用が原則禁止、廃棄物処理法

により廃棄が認められ、PCB 廃棄物処理に必要な処理計画の
策定と体制を整備することを目的に PCBの適正な処理に関す
る特別措置法が制定された。 

消防法 消火活動の障害になる恐れのある化学物質が危険物としてそ

の性質により第 1 類から第 6 類まで決められている。保管方
法から輸送方法まで細かく規定されている。 

環境基本法 環境行政の目標、施策の体系などの基本的方向性を示す。国、

地方公共団体、企業、国民などのそれぞれの責務を明らかにす

るとともに、環境影響評価などを導入し、環境を地域にとどま

らず地球規模で捉えられている。 
公害規制法 環境汚染の原因となる事業活動その他の人の活動を規制し、制

限し禁止する法である。水質汚濁防止法、大気汚染防止法、土

壌汚染防止法、騒音･振動規制法、悪臭防止法、ダイオキシン

規制法、地盤沈下関連法などがある。 
水道法 飲料水中の化学物質濃度の規定で、10 年間その水を飲み続け

ても障害を発生しない濃度として規定されている。概ね、環境

基準の 1/1000以下の濃度である。 
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下水道法 
(表 3-3) 

事業活動に伴い下水道に排出する水はあらかじめ、シアンや水

銀などの有害化学物質を除去することが定められている。 
水質汚濁防止法 工場や事業所おから排出される水の排出および地下に浸透を

規制するとともに生活排水対策の実施について規定している。 
水質規制関連法 湖沼の水質の保全や、鉱山、電気工作物、廃油処理施設からの

排水の処理規制、海洋汚染防止などが関連法としてある。 
河川法 油流出などの事故時の処置が定められるとともに、河川周囲の

環境保全などが規定されている。 
労働安全衛生法 化学物質による労働者への影響を抑制するための管理体制、管

理方法、作業環境測定、健康診断などが規定されている。有機

則、鉛則、特化則、粉塵則、石綿則などによりさらに詳細かつ

具体的に規定されている。 
循環型社会形成推進基本

法 
循環型社会の形成を推進するための枠組みを定め、製品等が廃

棄物になることを抑制し、排出された廃棄物は可能な限り資源

として活用し、最後は廃棄物として適正に廃棄されることを定

めている。循環型社会は可能な限り天然資源の消費を抑制し、

環境負荷を低減した社会の実現を目指している。 
リサイクル法 循環型社会形成推進基本法に基づいて個別に家電品、容器包

装、建設、食品、パソコン、自動車などのリサイクル･リユー

スが法令や省令で定められている。 
廃棄物処理法 

(表 3-4) 
(表 3-5) 

生活環境保全を目的に事業活動により排出される廃棄物は事

業者責任で廃棄する義務があることなどが定められ、処分が適

正に行なわれることを示すマニュウフェスと制度が導入され

た。また、バーゼル条約の批准を受けて廃棄物処理は国内処理

されるのが原則と規定されている。 
バーゼル条約 有害廃棄物の国境を越える移動およびその処分について国際

条約として規制されている。 
都民の健康と安全を確保

する環境に関する条例 
(東京都) 

 化学物質の適正管理に関する規定がなされている。 
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表３-２ 毒物劇物取締法に規定された化学物質 
毒物劇物取締法別表第１ 毒物 

1．エチルパラニトロフエニルチオノベンゼンホスホネイト（別名ＥＰＮ） 
2．黄燐 
3．オクタクロルテトラヒドロメタノフタラン 
4．オクタメチルピロホスホルアミド（別名シユラーダン） 
5．クラーレ 
6．４アルキル鉛 
7．７シアン化水素 
8．シアン化ナトリウム 
9．ジエチルパラニトロフエニルチオホスフエイト（別名パラチオン） 
10．ジニトロクレゾール 
11．２・４－ジニトロ－６－（１－メチルプロピル）－フエノール 
12．ジメチルエチルメルカプトエチルチオホスフエイト（別名メチルジメトン） 
13．ジメチル－（ジエチルアミド－１－クロルクロトニル）－ホスフエイト 
14．ジメチルパラニトロフエニルチオホスフエイト（別名メチルパラチオン） 
15．水銀 
16．セレン 
17．チオセミカルバジド 
18．テトラエチルピロホスフエイト（別名ＴＥＰＰ） 
19．ニコチン 
20．ニツケルカルボニル 
21．砒素 
22．弗化水素 
23．ヘキサクロルエポキシオクタヒドロエンドエンドジメタノナフタリン（別名エンドリン） 
24．ヘキサクロルヘキサヒドロメタノベンゾジオキサチエピンオキサイド 
25．モノフルオール酢酸 
26．モノフルオール酢産アミド 
27．硫化燐 
28．前各号に掲げる物のほか、前各号に掲げる物を含有する製剤その他の毒性を有する物であつ
て政令で定めるもの 

 

毒物劇物取締法別表第２  劇物 

1．アクリルニトリル 
2．アクロレイン 
3．アニリン 
4．アンモニア 
5．２－イソプロピル－４－メチルピリミジル－６－ジエチルチオホスフエイト（別名ダイアジノン） 
6．エチル－Ｎ－（ジエチルジチオホスホリールアセチル）－Ｎ－メチルカルバメート 
7．エチレンクロルヒドリン 
8．塩化水素 
9．塩化第一水銀 
10．過酸化水素 
11．過酸化ナトリウム 
12．過酸化尿素 
13．カリウム 
14．カリウムナトリウム合金 
15．クレゾール 
16．クロルエチル 
17．クロルスルホン酸 
18．クロルピクリン 
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19．クロルメチル 
20．クロロホルム 
21．硅弗化水素酸 
22．シアン酸ナトリウム 
23．ジエチル－４－クロルフエニルメルカプトメチルジチオホスフエイト 
24．ジエチル－（２・４－ジクロルフエニル）－チオホスフエイト 
25．ジエチル－２・５－ジクロルフエニルメルカプトメチルジチオホスフエイト 
26．四塩化炭素 
27．シクロヘキシミド 
28．ジクロル酢酸 
29．ジクロルブチン 
30．２・３－ジ－（ジエチルジチオホスホロ）－パラジオキサン 
31．２・４－ジニトロ－６－ジクロヘキシルフエノール 
32．２・４－ジニトロ－６－（１－メチルプロピル）－フエニルアセテート 
33．２・４－ジニトロ－６－メチルプロピルフエノールジメチルアクリレート 
34．２・’２－ジピリジリウム－１・’１－エチレンジブロミド 
35．１・２－ジブロムエタン（別名ＥＤＢ） 
36．ジブロムクロルプロパン（別名ＤＢＣＰ） 
37．３・５－ジブロム－４－ヒドロキシ－’４－ニトロアゾベンゼン 
38．ジメチルエチルスルフイニルイソプロピルチオホスフエイト 
39．ジメチルエチルメルカプトエチルジチオホスフエイト（別名チオメトン） 
40．ジメチル－２・２－ジクロルビニルホスフエイト（別名ＤＤＶＰ） 
41．ジメチルフチオホスホリルフエニル酢酸エチル 
42．ジメチルジブロムジクロルエチルホスフエイト 
43．ジメチルフタリルイミドメチルジチオホスフエイト 
44．ジメチルメチルカルバミルエチルチオエチルオホスフエイト 
45．ジメチル－（Ｎ－メチルカルバミルメチル）－ジチオホスフエイト（別名ジメトエート） 
46．ジメチル－４－メチルメルカプト－３－メチルフエニルチオホスフエイト 
47．ジメチル硫酸 
48．重クロム酸 
49．蓚酸 
50．臭素 
51．硝酸 
52．硝酸タリウム 
53．水酸化カリウム 
54．水酸化ナトリウム 
55．スルホナール 
56．テトラエチルメチレンビスジチオホスフエイト 
57．トリエタノールアンモニウム－２・４－ジニトロ－６－（１－メチルプロピル）－フエノラート 
58．トリクロル酢酸 
59．トリクロルヒドロキシエチルジメチルホスホネイト 
60．トリチオシクロヘプタジエン－３・４・６・７－テトラニトリル 
61．トルイジン 
62．ナトリウム 
63．ニトロベンゼン 
64．二硫化炭素 
65．発煙硫酸 
66．パラトルイレンジアミン 
67．パラフエニレンジアミン 
68．ピクリン酸。ただし、爆発薬を除く。 
69．ヒドロキシルアミン 
70．フェノール 
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71．ブラストサイジンＳ 
72．ブロムエチル 
73．ブロム水素 
74．ブロムメチル 
75．ヘキサクロルエポキシオクタヒドロエンドエキソジメタノナフタリン（別名デイルドリン） 
76．１・２・３・４・５・６・－ヘキサクロルシクロヘキサン（別名リンデン） 
77．ヘキサクロルヘキサヒドロジメタノナフタリン（別名アルドリン） 
78．ベータナフトール 
79．１・４・５・６・７－ペンタクロル－３ａ・４・７・７ａ－テトラヒドロ－４・７－（８・８－ジクロルメタノ）－イ
ンデン（別名ヘプタクロール） 

80．ペンタクロルフエノール（別名ＰＣＰ） 
81．ホルムアルデヒド 
82．無水クロム酸 
83．メタノール 
84．メチルスルホナール 
85．Ｎ－メチル－１－ナフチルカルバメート 
86．モノクロル酢酸 
87．沃化水素 
88．沃素 
89．硫酸 
90．硫酸タリウム 
91．燐化亜鉛 
92．ロダン酢酸エチル 
93．ロテノン 
94．前各号に掲げる物のほか、前各号に掲げる物を含有する製剤その他の劇性を有する物であつ
て政令で定めるもの 

 

毒物劇物取締法別表第３  特定毒物 

1．オクタメチルピロホスホルアミド 
2．四アルキル鉛 
3．ジエチルパラニトロフエニルチオホスフエイト 
4．ジメチルエチルメルカプトエチルチオホスフエイト 
5．ジメチル－（ジエチルアミド－１－クロルクロトニル）－ホスフエイト 
6．ジメチルパラニトロフエニルチオホスフエイト 
7．テトラエチルピロホスフエイト 
8．モノフルオール酢酸 
9．モノフルオール酢酸アミド 
10．前各号に掲げる毒物のほか、前各号に掲げる物を含有する製剤その他の著しい毒性を有する
毒物であつて政令で定めるもの 
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表３-３ 東京都下水道排出基準 
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表３-４ 産業廃棄物 
種類 具体的な例 

(1) 燃え殻 

石炭がら，コークス灰，重油灰，廃活性炭（不純物が混在すること等により泥
状のものは汚泥） 
産業廃棄物の焼却残灰・炉内掃出物 
（集じん装置に補足されたものは，(19)ばいじんとして扱う。） 

(2) 汚泥 
工場廃水等処理汚泥，各種製造業の製造工程で生じる泥状物，ベントナイト
汚泥等の建設汚泥，生コン残さ，下水道汚泥，浄水場汚泥 

(3) 廃油 
廃潤滑油，廃洗浄油，廃切削油，廃燃料油，廃食用油，廃溶剤（シンナー，ア
ルコール類），タールピッチ類 

(4) 廃酸 
廃硫酸，廃塩酸，廃硝酸，廃クロム酸，廃塩化鉄，廃有機酸，写真定着廃
液，酸洗浄工程その他の酸性廃液 

(5) 廃アルカリ 廃ソーダ液，写真現像廃液，アルカリ洗浄工程その他のアルカリ性廃液 

(6) 廃プラスチック類 
合成樹脂くず，合成繊維くず，合成ゴムくずなど，固形状及び液状のすべての
合成高分子系化合物，廃タイヤ（合成ゴム），廃イオン交換樹脂なども該当す
る。 

(7) ※紙くず 

建設業に係るもの（工作物の新築，改築又は除去に伴って生じたものに限
る。），パルプ，紙又は紙加工品の製造業，新聞業（新聞巻取紙を使用して印
刷発行を行うものに限る。），出版業（印刷出版を行うものに限る），製本業，
印刷物加工業に係るもの 
ＰＣＢが塗布され又は染み込んだもの（全業種） 

(8) ※木くず 

建設業に係るもの（工作物の新築，改築又は除去に伴って生じたものに限
る。），木材又は木製品製造業（家具製造業を含む。）パルプ製造業及び輸入
木材卸売業に係るもの 
ＰＣＢが染み込んだもの（全業種） 

(9) ※繊維くず 
建設業に係るもの（工作物の新築，改築又は除去に伴って生じたものに限
る。），繊維工業（衣服その他の繊維製品製造業を除く。） 
ＰＣＢが染み込んだもの（全業種） 

(10) ※動植物性残さ 

（食料品製造業，医薬品製造業，香料製造業）原料として使用した動物又は
植物に係る固形状の不要物－醸造かす，発酵かす，ぬか，ふすま，パンく
ず，おから，コーヒーかす，ハムくず，その他の製造くず，原料かす 
（なお，卸小売業，飲食店等から排出される動植物性の固形状不要物，厨芥
類は，事業系一般廃棄物となる。） 

(11) 動物系固形不要物 
と畜場において屠殺し，又は解体した獣畜及び食鳥処理場において処理をし
た食鳥に係る固形状不要物 

(12) ゴムくず 天然ゴムくず（合成ゴムくずは(6)廃プラスチック類） 

(13) 金属くず 切削くず，研磨くず，空缶，スクラップ 

(14) ガラスくず・コンクリートくず及
び陶磁器くず 

ガラスくず，耐火レンガくず，陶磁器くず，セメント製造くず 

(15) 鉱さい 高炉，転炉，電気炉等のスラグ，キューポラのノロ，鋳物廃砂，不良鉱石 

(16) 工作物の新築，改築又は除
去に伴って生じたコンクリート
の破片その他これに類する不
要物 

コンクリート破片（セメント，アスファルト），レンガの破片，かわら片などの不燃
物 

(17) ※動物のふん尿 畜産農業に係るもの 

(18) ※動物の死体 畜産農業に係るもの 

(19) ばいじん（ダスト類） 
（大気汚染防止法に規定するばい煙発生施設，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカ
リ廃プラスチック類の焼却施設）において発生するばいじんであって集じん施
設（乾式，湿式）によって捕捉したもの 

(20) 処分するために処理したもの 
  （政令第２条第１３号廃棄物） 

(1)～(19)に掲げる産業廃棄物又は輸入された廃棄物のうち航行廃棄物及び
携帯廃棄物を除いたものを処分するために処理したものであって，これらの
産業廃棄物に該当しないもの－コンクリート固形化物など 
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※は，具体的な例の欄の業種の事業所から排出されるものに限定されます。 

表３-５ 特別管理産業廃棄物 

 産業廃棄物のうち，爆発性，毒性，感染性など人の健康又は生活環境に係る被害を生ずる

おそれがある性状を有する表２に掲げるものです。 

表 3－5－1 特別管理産業廃棄物の種類 

種 類 内 容 

(1) 廃油 揮発油類，灯油類，軽油類（引火点７０゜Ｃ未満の燃焼しやすいもの） 

(2) 廃酸 著しい腐食性を有するもの（ｐＨ２．０以下のもの） 

(3) 廃アルカリ 著しい腐食性を有するもの（ｐＨ１２．５以上のもの） 

(4) 感染性産業

廃棄物 

医療機関，試験研究機関等から医療行為，研究活動等に伴い発生した産

業廃棄物のうち，排出後に人に感染性を生じさせるおそれのある病原微生

物が含まれ，若しくは付着し，又はそのおそれのあるもの 

(5) 特定有害産業廃棄物 

廃ＰＣＢ等 廃ＰＣＢ（原液）及びＰＣＢを含む廃油 

ＰＣＢ汚染物 

1.ＰＣＢが塗布された紙くず 

2.ＰＣＢが染み込んだ紙くず，木くず及び繊維くず 

3.ＰＣＢが付着し又は封入された廃プラスチック類，金属くず 

ＰＣＢ処理物 
廃ＰＣＢ等又はＰＣＢ汚染物を処分するために処理したもの（厚生省令で定

める基準に適合しないものに限る。） 

指定下水汚泥

及びその処理

物 

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める総理府令」に定める基

準に適合しないレベルの有害物質を含むもの 

鉱さい及びその

処理物 

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める総理府令」に定める基

準に適合しないレベルの有害物質を含むもの 

廃石綿等 

1.建築物から除去した，飛散性の吹き付け石綿，石綿含有保温材及びその

除去工事に用いられ，廃棄されたプラスチックシートなど 

2.大気汚染防止法の，特定粉じん発生施設において生じたものであって，

集じん装置で集められた飛散性の石綿など 

 

表３に掲げる産

業廃棄物及び

それらの処理

物 

産業廃棄物の種類ごとに政令別表第３に掲げる施設又はその施設を設置

する事業場から生じる産業廃棄物で，「金属等を含む産業廃棄物に係る判

定基準を定める総理府令」に定める基準に適合しないレベルの有害物質を

含むもの 
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表３-5－2 金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準等 

種 類 

有害物質 

燃え殻，汚泥，鉱さい， 

ばいじん，これらの処理物 

（廃酸・廃アルカリ以外）（値を超えるも

の）（溶出 mg／L） 

廃酸・廃アルカリ 

 

（値を超えるもの） 

 

（含有 mg／L） 

アルキル水銀化合物 検出されないこと 検出されないこと 

水銀又はその化合物 ０．００５ ０．０５ 

カドミウム又はその化合物 ０．３ １ 

鉛又はその化合物 ０．３ １ 

有機燐化合物 １ １ 

六価クロム化合物 １．５ ５ 

砒素又はその化合物 ０．３ １ 

シアン化合物 １ １ 

ＰＣＢ ０．００３ ０．０３ 

トリクロロエチレン ０．３ ３ 

テトラクロロエチレン ０．１ １ 

ジクロロメタン ０．２ ２ 

四塩化炭素 ０．０２ ０．２ 

1,2-ジクロロエタン ０．０４ ０．４ 

1,1-ジクロロエチレン ０．２ ２ 

シス-1,2-ジクロロエチレン ０．４ ４ 

1,1,1-トリクロロエタン ３ ３０ 

1,1,2-トリクロロエタン ０．０６ ０．６ 

1,3-ジクロロプロペン（D-D） ０．０２ ０．２ 

チウラム ０．０６ ０．６ 

シマジン（ＣＡＴ） ０．０３ ０．３ 

チオベンカルブ（ベチオカーブ） ０．２ ２ 

ベンゼン ０．１ １ 

セレン又はその化合物 ０．３ １ 

ダイオキシン類 燃え殻，汚泥，ばいじん ３ng／g 

廃 油 ＰＣＢ処理物等（値を超えるもの） 

1.廃油 0.5mg／kg 

2.廃酸，廃アルカリ 0.03mg／L 

3.廃プラスチック類，金属く
ず 

付着又は封入していないこ
と※ 

廃溶剤であって， 
トリクロロエチレン， 
テトラクロロエチレン， 
ジクロロメタン， 
四塩化炭素， 
1,2-ジクロロエタン， 

4.陶磁器くず 付着していないこと※ 
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5.その他（検液として） 0.003mg／L 

※注   

 洗浄液 0.5mg／kg 

 抜き取り物 0.1μg／100cm2 

 切り取り物 0.01mg／kg 

1,1-ジクロロエチレン， 
シス-1,2-ジクロロエチレン， 
1,1,1-トリクロロエタン， 
1,3-ジクロロプロペン（D-D）， 
又はベンゼンに限る 

（値以下であるものは，付着，封入していないと判定され
る） 
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３.２ 用語解説 
 

用 語 解  説 
透視度 水の透き通り具合を表わすもので、透視度計を用いて行なう。32cmの

比食管で底の標識板が見分けられる高さで表わす。 
浮遊物質量(SS) 水中に懸濁している直径 2mm以下の不溶性物質を濃度で表わす。 

BOD 生物化学的酸素消費(要求)量のことで、微生物により水中の有機化合物
が分解されるときに必要な酸素量。有機化合物が多い水中ではこの値が

高く、嫌気性雰囲気になりやすい。 
COD 化学的酸素消費(要求)量のことで、化学的酸化剤で有機物を分解したと

きの酸化剤の消費量で表わす。 
n-ヘキサン 
抽出物 

n-ヘキサンにより試料から抽出される物質で、その主なものは鉱物油(食
用油も含む)やグリースなどである。 

 
水素イオン濃度

(ｐH) 

pHと呼ばれ、中性が 7でこの値より小さい領域が酸性、大きい値がア
ルカリ性を表わす。6.5～8の範囲にあることが規定されている。酸性雨
では 5.8以下となった場合で、これは炭酸ガスが溶解したときの pHが
この値だからである。pHは生物の生息と関係しているので重要である。 

特別管理 
産業廃棄物 

産業廃棄物(表 3-4 参照)のうち、廃油(引火点 70℃未満)、廃酸(pH が 2
以下)、廃アルカリ(pHが 12.5以上)、伝染性産業廃棄物などの管理が必
要な環境や人に有害な廃棄物のことを言う。(表 3-5参照) 

 
 

MSDS 
(例３-１参照) 

化学物質安全データーシートの略。内容は化学物質が漏出した際に必要

な措置、取扱い上及び保管上の注意 物理的化学的性状、安定性及び反

応性、有害性、暴露性、廃棄上の注意、輸送上の注意など、そのほかに

次の事項についても、記載できる。有害性・暴露性の概要、応急措置、

火災時に必要な措置、労働者に対する暴露防止措置等、適用される法令 

など 

 
富栄養化 

植物プランクトンの栄養源、特に、窒素やリン濃度が高くなる現象。富

栄養化が進むと植物プランクトンが異常増殖し、自滅してその遺骸が腐

敗してさらに水中の酸素を消費するために魚類が死滅する。 
溶存酸素（DO） 水に溶けている酸素で、魚類の生息できる濃度は 5mg/ℓとされている。 

 
 

塗装ブース 

吹き付け塗装の際に生じる塗料噴霧は人体に有害であり、作業能率を低

下させるとともに、引火･爆発などの危険を伴う。速やかに排気しなけ

ればならず、そのための装置が塗装ブースである。塗装ブースには乾式

排気ブース、水洗式排気ブース、等があるが、水質規制に関わるものは

水洗式ブースである。水洗式ブースはブース内に水膜と水シャワーを設

けてスプレーダストを洗浄して排気するものである。 
 

溶解性鉄 
ろ紙5種Cでろ過して水中に懸濁している物質を取り除いた溶解してい
る Fe およびそれらの化合物を言う。溶解性鉄は有害性より沈殿物を作
りやすいので配管の閉塞を生じやすいので規制されている。下水の排出

基準は 10mg/ℓ以下である。 
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溶解性マンガン 
マンガン(溶解

性) 

ろ紙5種Cでろ過して水中に懸濁している物質を取り除いた溶解してい
るMnおよびそれらの化合物を言う。溶解性マンガンは沈殿物を作りや
すいので配管の閉塞を生じやすいので規制されている。下水の排出基準

は 10mg/ℓ以下である。 
 
 

テトラクロロエ

チレン（PCE） 

通称パークレンと呼ばれ、無色の有機溶剤である。化学的性質はトリク

ロロエチレンに似ており、ドライクリーニング、金属部品の脱脂洗浄(表
面の脂分を除去する)、油脂などの溶剤として、洗浄剤として用いられ
る。美術･工芸の分野では、ろうけつ染めの蝋を除去する場合や筆や基

材に固着した絵具を剥がすためのリムーバーとして用いられる場合が

ある。高濃度の揮発ガスを吸入すると中枢神経麻痺を生じる。下水道の

排出基準は 0.1mg/ℓ以下である。 
 

重金属 
軽金属に対する語で、比重が 5 以上(4 以上という場合もある)の金属の
総称。Fe,Mn,Cr,Cu,Pb,Cd,Ni,Hg 等がこれにあたる。これらの金属の
多くは人体に対して有害である。 

 
マニフェスト 

廃棄物の排出から最終処分までの流れを確認する制度で、排出事業者が

廃棄物の処理を委託するとき、産業廃棄物の種類、数量、運搬業者名、

処分業者名などを産業廃棄物管理表(マニュフェスト)に記入したものを
使用する。このマニュフェストは廃棄物が適法に処理されたことを証明

するものである。 
排気処理装置 有害物が大気中へ排出されないように吸着剤や水噴霧(スクラーバー)な

どを用いて有害物を除去するための装置のことをいう。ドラフトチェン

バーもその例である。 
希 釈 溶液を水や有機溶媒で薄めること。 

 
 

有機溶媒(溶剤) 

アルコールやシンナーなどに代表される化学物質を溶かしたり薄める

ために用いる溶液。アセトンやエタノールなどのように水に溶けるもの

とトルエンや酢酸エチルなどのように水に溶けないものとがある。中枢

神経系に障害を起こす物質が多いのでドラフトチャンバーなどの排気

装置のついた場所で取り扱う必要がある。 
 

ドラフト 
チャンバー 

(例３-２参照) 

通常、ドラフトと呼ばれ、労働安全衛生法に定める制御風速(一定の排
気量に相当)を有し、有害物に人体に吸入しないように局所的に排気す
る装置。有機系ガス用と無機系ガス用とがある。共用しないこと。吸入

したガスは無機化合物はスクラーバーにより無害化され、有機系化合物

は活性炭に吸着させて無害化される。排気能力が維持されていることを

確認するとともに、活性炭やスクラーバーの廃液は適宜処理すること。 
 
 

毒 性 

化学物質の毒性にはさまざまな定義がある。日本薬局方では経口毒性

(口から摂取した場合)が体重１kg 当たり LD50(試験者の半数の人が死
亡する割合)で 50mg/kg以下のものが毒物、50mg/kg以上で 300mg/kg
以下のものが劇物などとして規定されている。この他、癌の発生する割

合、催奇形性(奇形が生じる可能性)などさまざまである。各法律では、
作業環境、生活環境など環境にあった基準値が設定されている。 
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排出基準 

地球環境保護や自然浄化能力、排水処理能力などにより決定される環境

に有害な物質の排出可能量。SOｘなどのように環境中に排出できる総
量が規制されている物質もある。(各事業所は割合で排出可能量が決め
られている)基準値以下でも有害物は環境中へ排出しないことが好まし
く、排出削減に努力することが好ましい。下水道、河川など排出先によ

り異なる。 
 
 

ごみの分別 

自治体により分別の方法が異なるので注意を要する。不燃ごみは燃焼に

より高温を発生したり、腐食性･有害性のガスの発生により焼却炉が損

傷を受けるために分別するのと、有用な資源として回収する場合とがあ

る。焼却はダイオキシンの発生もあり、プロセスが検討されるなどごみ

の処分は大きな社会問題となっている。ごみの削減が環境保護の視点か

らも重要である。 
 
 

表面処理 

金属などの表面にある油分、酸化物、汚れなどを除去する作業を指す場

合と、その上に七宝やメッキ、色付けまでを指す場合とがある。いずれ

にしても基材の面を出すための処理が中心にある。そのために有機溶剤

や酸･アルカリなどが用いられる。七宝に用いるガラス系、メッキ液、

色付けに用いる処理液などには有害物が含まれることが多い。廃棄や廃

液に注意が必要であることに加えて、作業にも労働安全衛生上の注意も

必要である。 
PCB ポリ塩化ビフェニールの略で、化学的安定性や絶縁性に優れ変圧器の絶

縁油、蛍光灯の安定器、コンデンサ、熱媒体など幅広く用いられていた

が、毒性が強いことから使用及び製造が禁止になった。しかし、古い器

具などには残っている場合があるので注意。PCB は廃棄できず、事業
所で保管することになっている。藝大では施設課が保管しているので、

発見した場合は連絡してください。カネミ油症事件は当初 PCBが原因
といわれたが、その後の調査、研究からダイオキシンが主原因であるこ

とがわかった。 
塩 “しお”ではなく"えん”と読む。陽イオンと陰イオンとが電荷を中和する

形で生じた化合物の総称。酸の解離でできる水素原子を金属イオンやア

ンモニウムイオンで置換したもの。一例を挙げれば食塩(Na+Cl-)があ
る。分子中に H+を含む場合を酸性塩、OH-などを含む場合を塩基性塩
(鉛白:塩基性炭酸鉛がその例)、どちらも含まない場合を正塩と呼ぶ。 

LD50 毒性を表す手法の一つで、試験者の半数の人が死亡する割合のことを言

う。詳細は毒性の項を参照。 
スラリー 液体中に固体が分散して懸濁液となった状態。沈降しやすい固体粒子を

分散させるために界面活性剤を添加したり、機械的に撹拌したりする。

排煙脱硫(SOx分)をとるために石灰のスラリーなどが用いる。 
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例３-１ MSDSの例(硝酸の場合) 

製品安全 データ シート  
 製造者情報  
                              会 社 名  ○○○○株式会社  
                              住  所  東京都中央区日本橋本町  
                              担当部門  企画開発部   
                              電話番号  03-    -     FAX 番号 03-    -      
                              緊急連絡先       同上  
 整理番号 ＫＭ０３３８０，KM０３３９０，ＫＭ０３４００   
                                    作成：平成 5 年 8 月 3 日  
                                    改定：平成 12 年 10 月 25 日  

 
製品名（化学名・商品名 等）  
          硝 酸  

 
 物質の特性 

            単一製品・混合製品の区別 ：  単一  
 ， 混合  

            化学名 ： 硝 酸  
            （別名）  
            成分及び含有量 ： 硝酸    ６０％（比重１．３８），６５％（比重１．４０），  
                            ７０％（比重１．４２），その他（物理的性質参照）  
            化学式又は構造式 ： ＨＮＯ３  
            官報公示整理番号（化審法，安衛法）    １－３９４  
   
            ＣＡＳ Ｎｏ  ７６９７-３７-２      
   
            国連分類及び国連番号    
             ［硝酸含有率 ７０質量％を超えるもの］  
                国連番号 ： ２０３１  
                国連分類 ： ＩＭＤＧ（P.8195） クラス８等級Ⅰ旅禁  
                       ＩＣＡＯ／ＩＡＴＡ クラス８等級Ⅰ旅禁  
                       ＰＡＴ禁， ＣＡＯ809，   
             ［硝酸含有率 ２０質量％を超え７０質量％以下のもの］  
                国連番号 ： ２０３１  
                国連分類 ： ＩＭＤＧ（P.8195） クラス８等級Ⅱ旅禁  
                       ＩＣＡＯ／ＩＡＴＡ クラス８等級Ⅱ旅禁  
                       ＰＡＴ禁， ＣＡＯ813  
             ［硝酸含有率 ２０質量％以下のもの］  
                国連番号 ： ２０３１  
                国連分類 ： ＩＭＤＧ（P.8195） クラス８等級Ⅱ旅禁  
                       ＩＣＡＯ／ＩＡＴＡ クラス８等級Ⅱ  
                       ＰＡＴ807， Ｙ807， ＣＡＯ813  
              

 
危険有害性の分類  
           分類の名称 ： 酸化性物質、急性毒性物質、腐食性物質  
           危険性   ： 強い酸化剤である。金属粉末や有機物と接触すると、火災や爆発を起こすこと  
                  がある。  
                               
           有害性   ： 吸入した場合、のど、気管支、肺などを刺激し粘膜が侵される。  
                   皮膚に触れた場合、やけど（薬傷）を起す。  
                  目に入った場合、粘膜が刺激され、失明することがある。  
           環境影響  ：  高濃度のものは、生物に影響を及ぼすこともある。  

 
応急処置  
           目に入った場合 ： 清浄な水で最低１５分間眼を洗浄したのち、直ちに眼科医の手当てを受け  
                     ること。  
                     洗眼の際、まぶたを指でよく開いて、眼球、まぶたのすみずみまで水がよ  
                     く行きわたるように洗浄する。  
           皮膚に付着した場合 ： 汚染された衣類、靴などを速やかに脱ぎ捨てる。必要であれば切除す  
                       る。  
                       製品に触れた部分を多量の水又は微温湯を流しながら洗浄する。  
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                       外観に変化が見られたり、痛みが続く場合は直ちに医療処置を受ける  
                       手配をする。  
           吸入した場合 ： 鼻をかみ、うがいをさせる。  
                    被災者を直ちに空気の新鮮な場所に移動させる。  
                    大量に吸入した場合、酸素吸入を行い、呼吸が止まっている場合は衣類を、  
                    ゆるめ呼吸気道を確保した上で人工呼吸を行う。  
                    呼吸していて嘔吐がある場合は頭を横向きにする。・  
                    体を毛布などでおおい、保温して安静を保つ。  
                    直ちに医療処置を受ける手配をする。  
           飲み込んだ場合 ： むりやり吐かせてはならない。水で口の中を洗浄する。  
                    直ちに医療処置を受ける手配をする。  

 
火災時の処置  
           消火方法 ： 容器周辺の火災の場合には、容器の移動が可能であれば速やかに容器を安全な場  
                 所に移動し、移動不可能な場合は容器及び周辺に散水して冷却する。  
                 硝酸が火に包まれると、有害な窒素酸化物ガス（ＮＯ２）が発生するので、消化  
                 の際は保護具を着用し、目，鼻，口を覆う保護具（ホースマスク）を着用するこ  
                 とが望ましい。  
           消火剤  ： 霧状の水，泡，粉末消火剤が有効である。  

 
漏出時の処置  
         漏出した場所の周辺にはロープを張るなどして人の立入を禁止する。  
         作業の際には必ず保護具を着用し、風下で作業をしない。  
         少量の場合は、重曹又はソーダ灰と消石灰の混合物（５０：５０）で被うか、その水溶液で中和する。  
         大量の場合は、土砂等でその流れを止め、これに吸着させるか、又は溝，ピット等に集め回収する。  
         そのあとを多量の水を用いて洗い流す。  
         発生するガスは霧状の水をかけて吸収させる。  
         洗浄水は消石灰、ソーダ灰等で処理し、この場合、濃厚な排液が河川等に排出されないように注意する。  

 
取扱い及び保管上の注意 
           取扱い ： 取扱いは、換気のよい場所で行う。                     
                取扱い場所の近くに、緊急時に洗顔及び身体洗浄を行うための設備を設置する。  
                漏れ、あふれ、飛散しないようにし、みだりにガスを発生させない。・  
                発散したガスを吸い込まないようにする。  
                屋外での取扱いは、できるだけ風上から作業する。  
                取扱いの都度、容器を密閉する。  
                容器を開く前に内圧を除く。  
                皮膚、粘膜又は着衣に触れたり、眼に入らないようにする。   
                取扱い場所には、関係者以外の立ち入りを禁止する。  
                休憩場所には、手洗い、洗顔等の設備を設け、取扱い後に手，顔等をよく洗う。  
                休憩場所には、手袋等の汚染された保護具を持ち込んではならない。・  
                指定された場所以外では、飲食、喫煙を行ってはならない。・  
           保管  ： 保管場所には、多量の水を流せる施設を設ける。  
                通風をよくし、冷暗所に保管する。  
                直接日光が当たらないように保管する。  
                可燃物を近くに置かない。  
                火気、熱源より遠ざける。  
                屋外に保管することが望ましい。  
                保管場所の床は、木製不可。  
                藁、木屑など、他の有機物質、還元剤、酸化剤、金属可燃物と接触、或いは同一・  
                場所に置いてはならない。  

 
暴露防止措置  
           管理濃度 ：   ５ｐｐｍ  
           許容濃度   日本産業衛生学会（1984 年度版）       ２ｐｐｍ，  ５ｍｇ／ｍ３  
                 ＡＣＧＩＨ（1988-89 年度版） ＴＷＡ    ２ｐｐｍ，  ５ｍｇ／ｍ３  
                                ＳＴＥＬ   ４ｐｐｍ ，１０ｍｇ／ｍ３  
           設備対策 ： 取扱いについては、できるだけ密閉された装置、機器又は局所排気装置を使用する。  
                 取り扱い場所の近くに、安全シャワー・手洗い・洗眼設備を設け、その位置を明瞭に表示する。  
           保護具    呼吸用保護具 ： 酸性ガス用防毒マスク  
                    保護眼鏡   ： 保護眼鏡  

                 保護手袋   ： 耐酸用ゴム手袋  
                    保護衣     ： 耐酸用前掛け，耐酸用ゴム長靴等  
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物理／化学的性質  
           外観等  無色又は帯黄色の液体で特異臭を持つ。空気に触れると刺激性白煙を発する。  
           沸点    １２２ ゜Ｃ  蒸気圧    ３８７ Ｐａ（ 20 ゜Ｃ）  揮発性  
           融点    －４２ ゜Ｃ    初留点     ゜Ｃ  
           溶解度 水    混和する  （   ゜Ｃ）  その他         ％ （  ゜Ｃ）  
           比重又は嵩比重   １．１８５  ３０．１３％ （15/4゜C）  
                    １．２５０  ３９．８５％ （15/4゜C）  
                    １．３２０  ５０．７１％ （15/4゜C）  
                    １．３８０  ６１．２７％ （15/4゜C）  
                    １．４００  ６５．３０％ （15/4゜C）  
                    １．４２０  ６９．３０％ （15/4゜C）  
                    １．４６０  ７９．９８％ （15/4゜C）  

 
危険性情報（安定性・反応性）  
           引火点  不燃性。    発火点  不燃性。  
           爆発限界   上限   － － ％   下限    － － ％  
           可燃性 ： 不燃性。  
           発火性（自然発火性，水との反応性） ： 硝酸自体の発火性はないが、のこくず，木片，紙，  
                              ぼろきれなどの有機物に接触すると、自然発火する  
                              ことがある。  
           自己反応性・爆発性 ： 多くの一般的な有機化合物（アセトン，酢酸，無水酢酸等）と非常に  
                      激しく反応し、火災や爆発の危険をもたらす。  
           粉塵爆発性   ： 該当しない。  
           安定性・反応性 ： 多くの金属と反応して窒素酸化物ガス、場合によっては水素ガスを発生する。  
           その他 ：  

 
有害性情報（人についての症 例，疫学的情報を含む）                           
           皮膚腐食性 ： 激しい痛みと薬傷を起こす。                        
                                                        
           刺激性 ： 粘膜が刺激され、失明することもある。吸入すると喉の痛み、咳、胸部圧迫、更に  
                 は喉頭痙攣、肺水腫を起こす。  
           感作性 ： データなし。  
           急性毒性（50%致死量等を含む） ：  
                  ＬＤＬ０ ：４３０ mg/m

３  （経口 人）  
                  ＬＣ５０ ： ６７ mg/m

３  ２４０分（マウス）  
                  ＬＣ５０ ： ４９ mg/m

３  ２４０分（ラット）  
           亜急性毒性 ： ＬＣ５０ ： １２ ppm （30mg/m

３ 人）までは、さしたる障害はないが、これ  
                      を越えると障害がある。  
           慢性毒性 ： データなし。  
           がん原性 ： データなし。  
           変異原性（微生物，染色体異常） ： データなし。  
           生殖毒性 ： データなし。  
           催奇形性 : データなし。  
           その他（水と反応して有害なガスを発生する等を含む） :  

 
環境影響情報  
           分解性 ： データなし。  
           蓄積性 ： データなし。  
           魚毒性 ： ＬＤ５０／９６時間は１００～１０mg/Ｌ、２５～３６mg/Ｌで致死。  
           その他 ：  

 
廃棄上の注意  
         毒物・劇物の廃棄方法に関する基準に従って行う。  
         ソーダ灰と消石灰の大量の拡販溶液中に徐々に加えて、中和された溶液およびスラリーは多量の水  
         で希釈する。その後の処理は、水質汚濁防止法等の関連諸法令に適合した処置を施して廃棄する。  

 
輸送上の注意  
         毒物及び劇物取締法による表示を行う。  
         遮光性被服をし、雨水、容器の摩擦、動揺、衝撃を防ぎ、容器には「可燃物接触注意」、「医薬用  
         外劇物」の表示をし、車両には、「危」（指定数量以上）、「毒」（5000kg 以上）の表示をする。  
         出荷容器は密封して漏れを防ぎ、破損しないようにする。  
         住居、食糧、その他の危険物あるいは可燃物から離れたところに積載し、十分監視できるようにし  
         ておかなければならない。  
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 適応法令  
        消防法      第２条危険物第６類硝酸（300Kg）  
        毒・劇物取締法  第２条劇物 （含有量１０％を超えるもの）  
        労働安全衛生法  施行令別表第３特化物 第３類物質  
                 施行令第１８条別表９（名称等を通知すべき有害物質）  
        労働基準法    施行規則別表第１ 高度有害物  
        危規則      第３条告示別表第３腐食性物質  
                      ［Ｒ-上／禁止等級１］（７０質量％を超えるもの）  
                      ［Ｒ-上／禁止等級２］（７０質量％以下のもの）  
        港則法      施行規則第１２条危険物（腐食性物質）  
        航空法      施行規則第１９４条告示別表第１１腐食性物質  
                      ［Ｒ-等級１旅禁］（含有量７０％を超えるもの）  
                      ［Ｑ-等級２旅禁］（含有量２０質量％を超え７０質量％以下のもの）  
                      ［Ｑ-等級２  ］（含有率２０質量％以下）  

 
その他                                      
  参考文献                                         
          １１６９１の化学商品  １９９１       化学工業日報社       
          危険物データブック  １９８９．８      東京消防庁 警防研究所・  
          危険物・毒物処理取扱いマニュアル       海外技術資料研究所     
          産業中毒便覧                 医歯薬出版株式会社     
          化学物質の危険、有害便覧           中央労働災害防止協議会・  
          取扱い注意試薬ラボガイド １９９０．９    東京化成工業（株）     
          道路輸送危険物のデータシート １９９１．２  日本道路公団他２社     
          ＲＴＥＣＳ １９８５～８６          ＮＩＯＳＨ         
          Sigma Aldrich Library of Chemical Safety Data               
          The Merck Index Tenth Ed.           Merck & co.,Inc       

 
  記載内容の問い合わせ先 ：  
                       ×××㈱ 企画開発部     
                       電話番号   03-   -     
                       Ｆａｘ番号 03-    -  

 
         注）※ ＭＳＤＳは品質保証書，規格書ではありません。  
             記載内容は必ずしも十分ではないので注意して取り扱って下さい。  

 
 



 - 47 -

例 3－2 ドラフトチャンバーの例(無機ガス用ドラフト) 
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３.３ 画材等の有害･危険物表示(画材ショップ楽屋(http://www.rakuya.com))HPより) 

画材の有害・危険性表示 
 

 画材に関しては、主に大人が使うことが前提になっていますが、「有害性」と「危険性」に
ついて表示があり、次のようなアイコンが目に付きます。  

  

有害性あり 引火性あり 

 左が有害性を表すもので、このアイコンとともに、有害性物質の内容が直ぐ近くに表示され
ています。 
 右は、危険性、特に消防法に関連した情報を表すもので、炎のイメージのアイコンです。 
 これらが、チューブやガラス瓶といった容器に付けられるよう業界での取り決めがありま
す。たとえば、チューブ絵具には、次のような表示がされています。 

   

 しかし、日本で手に入る画材は、国産のものだけでなく海外メーカーの輸入品も多くありま
す。それは、絵画表現の中心である油絵や水彩画が洋画の伝統の上に続いてきたものであり、
国産メーカーの製造技術が高いとはいえ、伝統からのブランド志向も根強くあります。 
 表示に関しては、各国、地域の法制度により、様々なものがあります。 

 



 - 49 -

 

画材におけるハザードマーク 

 

 専門家が使用する画材には、子供用の文具系の絵具などとは異なり、伝統の中で使われつづ
けてきた様々な有害物質が含まれます。 
 多くの場合、これらの物質を含む製品を販売する際には、法令や規則などによって表示する
義務が課せられている。画材の場合は、日本製品だけが流通しているというより、伝統のある
海外製品の輸入販売量も多く、有害性の表示に関しては、生産国によって多様性があります。 
 日本で見られる「安全のシンボルマーク」の意味について纏めておこくことは、これらを扱
うユーザーにとっても意味のあることでしょう。 

 

セントアンドリュース 

クロス 

 

可燃性マーク 

 

ドクロマーク 

 

AP マーク  

CL マーク 

 

ヘルスラベル 

 

CE マーク 

 

デルタマーク 

 

逆さイプシロンマーク 

 

オゾンセーフマーク 

 

リサイクルマーク 

 

安全キャップ 
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３.４ 画材の法的規制について(ART NAVI(http://www.artnavi.ne.jp/) HPより) 

現状の法規制について 

絵画関連材料の有害性物質については、以下のような法的規制があります。 
 まず、健康面からの有害性に関して『毒物劇物取締法』および『労働安全衛生法』の「特別
化学物質等障害予防規則」と「有機溶剤中毒予防規則」により取扱いの条件や表示の義務など
が示されています。 
 また、有機溶剤では、『消防法』により危険物として取扱いの基準と表示が示されています。 
 以下の一覧表に主な材料について示しました。 

労働安全衛生法 
有害物質名 該当製品 毒劇法 

特化則 有機則 
消防法 備考 

無機化合物 

砒素化合物 
コバルトバイオレットライト 
エメラルドグリーン 
オーピメント（雄黄） 

毒物 ― ― ― 現在は、世界的に使われなくなった。 

セレン化合

物 
カドミウムレッド 類 毒物 ― ― ― 画材中、元も危険度の高い材料。 

カドミウム化

合物 

カドミウムイエロー 類 
カドミウムグリーン 類 
その他* 

劇物 第２類 ― ― 

その他とは、ジョンブリアンやネープ
ルスイエローなど 
カドミウムイエローを含むコンポーゼ
色。 

水銀化合物 （バーミリオン類は該当せ
ず） 劇物 第２類 ― ― 

硫化水銀であるバーミリオンは、指定
外。ただし、こ 
れを加熱すると有害な二酸化硫黄ガ
スが発生する。 

クロム酸塩

類 

クロムイエロー 類 
クロムグリーン 類 
バリウムイエロー 
ストロンシャンイエロー 
ジンクイエロー 
クロムバーミリオン 

劇物 第２類 ― ― 
クロム系に関しては、名前が残って
いても、既に顔料が 
代替されているメーカーも多い。 

鉛化合物 

シルバーホワイト 
ファンデーションホワイト 
リサージ 
シッカチーフ 類 

劇物 ― ― ― 「鉛中毒予防則」にも該当。 

バリウム化

合物 
マンガニーズブルー 劇物 ― ― ― （体質顔料に多く使われている硫酸

バリウムは除く） 

マンガン化

合物 

マンガニーズブルー 
マンガニーズバイオレット 
クルトレッシッカチーフ** 
ブラウンシッカチーフ** 

― 第２類 ― ― シッカチーフ類は、メーカーによって
処方が異なる。 

有機化合物 

アニリン塩

類 
 劇物 ― ― ―   

β-ナフトー

ル 
水性絵具防腐剤 劇物 ― ― ―   

石炭酸 水性絵具防腐剤 劇物 第 3 類 ― ― 含有量が５％以下の物は除く。 

ホルマリン 水性絵具防腐剤 劇物 第 3 類 第 2 種 ― 含有量が１％以下の物は除く。 
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キシレン 油彩用画用液、リムーバー
など 劇物 ― 第２種 第２石   

トルエン 一部フキサチーフなどに使
われた 劇物 ― 第２種 第１石   

メチルアルコ

ール 
リムーバー、エアゾール製
品など 劇物 ― 第２種 アル類   

ミネラルスピ

リット 
油彩用画用液全般、筆洗
油 ― ― 第３種 第２石   

テレピン 油彩用画用液全般 ― ― 第３種 第２石   

イソプロピル

アルコール 
油彩用画用液の一部、エ
アゾール製品など ― ― 第２種 アル類   

エチルセロ

ソルブ 
リムーバー、強力クリーナ
ー、エアゾールなど ― ― 第２種 第２石   

セロソルブ

アセテート 
一部メーカーの強力クリー
ナーなど ― ― 第２種 第２石   

酢酸イソアミ

ル 
エアゾールなど ― ― 第２種 第２石   

メチレンクロ

ライド 
ストリッパー、クリーナーな
ど ― ― 第２種 ―   

テトラクロエ

チレン 
リムーバー ― 第２種 第２種 ―   
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○シッカチーフ 

 

 

ホワイト シッカチーフ White Siccative  

シリーズ ：C 

  ５５ml  

 ２８０ml 

 ５００ml 

分  類  油絵具乾燥促進剤 

原料組成 
樹脂酸鉛塩    ：１０％ 

ペトロール     ：９０％ 

解  説 

 鉛系・亜鉛系の乾燥促進剤を含み、画面の内部からの乾燥を助け

ます。無色ですのでホワイト類にも使用できますが、多量に用いると

黄変の原因になります。油絵具に 15％以下の量で混ぜ合わせて使い

ます。 

性 能 

乾燥性 ：乾性油中最大 

光 沢 ：中 

固着性 ：乾性油中最大 

筆 跡 ： 

 

★有害性あり  

★引火性あり 

火気厳禁  第四類第２石油類   

危険等級 Ⅱ 
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ブラウン シッカチーフ Brown Siccative  

シリーズ ：C 

  ５５ml 

 ２８０m 

 ５００ml 

分  類  油絵具乾燥促進剤 

原料組成 

樹脂酸ｺﾊﾞﾙﾄ塩 

樹脂酸鉛塩    ：１０％ 

ペトロール     ：９０％ 

解  説 

 ｺﾊﾞﾙﾄ系、鉛系・亜鉛系の乾燥促進剤を含み、画面の表面および内部

からの乾燥を助けます。強力な乾燥剤ですので使いすぎると皺よりの可

能性があります。液の色は乾燥するに従い薄くなります。 

 油絵具に 10％以下の量で混ぜ合わせて使います。  

性 能 

乾燥性 ：最大 

光 沢 ：なし 

固着性 ：なし 

 

★有害性あり  

★引火性あり 

火気厳禁  第四類第２石油類   

危険等級 Ⅱ 
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○画溶液の効果 

 

画用液には、・素材、・溶剤、・調合油があります。それぞれの目的と使用法を理解することが、油
絵具の表現の幅を広げ、上部で健全な油絵作品を作ることになります。  
以下の表に、求める表現を得るために使用される画用液を表現効果別に纏めました。 

 

油絵具の表現 使用画用液 

絵具・画用液を薄める ﾃﾚﾋﾟﾝ､ ﾍﾟﾄﾛｰﾙ､ ﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰｵｲﾙ(遅乾性)､ α-ﾋﾟﾈﾝ 

絵具の伸びをよくする 
各種 ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙ､ ﾍﾞﾈﾁｱﾃﾚﾋﾟﾝ（ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙに
10％程度添加） ｜ 

絵具の乗りをよくする 
（絵具に加える）各種 ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙ､ 
（ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙに加える）ﾀﾞﾝﾏﾙﾊﾞﾆｽ､ ﾏｽﾁｯｸﾊﾞﾆｽ  

具層を堅牢にする 
各種乾性油 (ﾘﾝｼｰﾄﾞ､ ｽﾀﾝﾄﾞｵｲﾙﾅﾄﾞ) 
ｺｰﾊﾟﾙﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙ 

艶を出す 

(描画中） ｺｰﾊﾟﾙﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙ､ ﾀﾞﾝﾏﾙﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲ
ﾙ､ ﾊﾟﾝﾄﾞﾙ､ ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞﾊﾞﾆｽ、ｽﾀﾝﾄﾞｵｲﾙ､ ｻﾝｼｯｸﾝﾄﾞﾘﾝ
ｼｰﾄﾞ､ ﾍﾞﾈﾁｱﾃﾚﾋﾟﾝ､ ﾀﾞﾝﾏﾙﾊﾞﾆｽ       
(仕上後) ﾀﾌﾞﾛｰ､ ﾀﾌﾞﾛｰｽﾍﾟｼｬﾙ､ ｸﾘｽﾀﾙﾊﾞﾆｽ､ ｸﾞﾛｯｼ
ｰﾊﾞﾆｽ  

艶を消す  (仕上後)ﾗｳﾆｰ ﾏｯﾄﾊﾞﾆｽ                 

透明性を高める 

（絵具に加える）ｸﾞﾛｯｼｰﾊﾞﾆｽ､ ｸﾞﾚｰｼﾞﾝｸﾞﾊﾞﾆｽ  
（グラッシをする） ｸﾘｽﾀﾙﾒﾃﾞｨｳﾑ､ 各種ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙ 
（ﾍﾟｲﾝﾃｨﾝｸﾞｵｲﾙに加える）ｽﾀﾝﾄﾞｵｲﾙ､ ﾍﾞﾈﾁｱﾃﾚﾋﾟ
ﾝ         

乾燥をはやめる 

ﾊﾟﾝﾄﾞﾙ､ ｸｲｯｸﾄﾞﾗｲﾝｸﾞﾒﾃﾞｨｳﾑ､ ｸﾘｽﾀﾙﾒﾃﾞｨｳﾑ､ ｼﾞｪﾙﾒ
ﾃﾞｨｳﾑ ﾗｳﾆｰ 
           
（乾燥の遅い絵具に直接加える） ﾎﾜｲﾄｼｯｶﾁｰﾌ､ ﾌﾞﾗｳ
ﾝｼｯｶﾁｰﾌ  

乾燥を遅らせる 
（油絵具ではリターダーなし: ﾃﾚﾋﾟﾝよりﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰｵｲﾙ ｶﾞ
遅ｲ) 

盛り上げる ﾗｳﾆｰ ｱﾙｷﾄﾞﾒﾃﾞｨｳﾑ   

粘りを出す ｸﾘｽﾀﾙﾒﾃﾞｨｳﾑ  

絵具の弾きをなくす ﾙﾂｰｾ  

固化した絵具を剥す ｽﾄﾘｯﾊﾟｰ  

箔を貼る ｺﾞｰﾙﾄﾞｻｲｽﾞ 
 
 



 - 55 -

 

アクリル絵具は、工業用ペイントから発達した絵画用の絵
具です。  
アクリル樹脂という極めて安定性の高い樹脂が開発される
ここにより、水溶性で乾燥が早く、耐久性の強い絵具が作ら
れるようになりました。  
現在のアクリル絵具の中には、次のような原料が含まれて
います。  

 

 

分類 構成要素 役割り 構成成分 

顔料 色を出す 無機顔料、有機顔料 

白色顔料 注１ 隠蔽性付与、均一塗布 チタニウムホワイト､ジンクホワイトなど 顕色材 

体質顔料 顕色補助（分離防止・濃度調節） 炭酸ｶﾙｼｳﾑ､硫酸ﾊﾞﾘｳﾑ  

定着剤 糊材（色を固定し膜をつくる） アクリルエマルジョン 

分散剤 安定化（顔料と展色材をなじませる） 界面活性剤 など 

湿潤剤 水との相性向上、乾燥性調節 グリセリン､界面活性剤など 

増粘剤 絵具状態の安定 界面活性剤 など 

防腐・防黴剤 長期保存、黴発生の防止   

ｐＨ調整剤 ｐＨ調整による絵具の安定化   

展色材 

その他安定剤 消泡剤、凍結防止剤など、 界面活性剤､ｸﾞﾘｺｰﾙｴｰﾃﾙ 

水   練り合わせ溶剤として   
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■顔料（がんりょう） 

油絵具との違いは、水彩同様、水との安定性の悪い顔料は、油絵具にあって水彩絵具にない色があることです。  

特に、コバルト系、カドミウム系などの金属を含む主要顔料がアクリル絵具では安定性が悪く使えないことが特徴

的です。色味だけ合わせた別顔料のものに「コバルトブルー」などという表記がなされる場合もあります。  

また、体質顔料が他の種類の絵具に比べて多く使われるのも特長のひとつでしょう。これらは、絵具自体の安定

性のために必須です。したがって、発色は「アクリル」独特の明るく軽いポップなものになりやすくなります。  

注１：白色顔料は、アクリル絵具でも「デザイナーズガッシュ」のようなデザイン向けの絵具に添加されることがあります。通常のアクリル絵具に

は含まれない成分です。 

 
 
■ビヒクル（展色剤） 

アクリル絵具では、アクリルの高分子が水に分散した形の「アクリルエマルジョン」が糊着材として使われます。エ

マルジョンという点や乾燥後に耐水性になるといった性質はテンペラ絵具に似ています。  

アクリルエマルジョンは樹脂濃度の割りに比較的さらさらしているので増粘剤が添加され練りが調節されます。水

彩同様、樹脂濃度が高いビヒクルでは、顔料は完全に膜に包まれ深い濡れ色に発色し、ガム濃度が低いとガッシ

ュのように艶がなく不透明で明るい発色を示します。後者を特に「アクリルガッシュ」と呼びます。  

顔料にたいするビヒクル比率は、他の絵具に増して多くなっています。 

 
 
■補助材料 

工業製品たるアクリルエマルジョンは、上表のように他にも多くの補助材料が添加され、さしずめ「化学の絵具」の

感があります。油絵具や水彩絵具に比べて、絵具としての色合いに不満を感じやすいのはこれらの材料が極めて

多く添加されているためと考えられます。 
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○顔料の有害性 

テンペラ技法やフレスコ画のように顔料を直接使う技法では、チューブ絵具を使用する時よりも有害性について
注意をしなくてはなりません。  
特に注意を要する顔料には、有害性表示として赤地に黒バツ印のマークと取扱上の留意点が表示されていま
す。  

次の表示のものには十分な使用上の配慮をしてください。  

有害性分類 テンペラ向きの顔料 フレスコ向きの顔料 その他の顔料 

セレンおよびカドミウム

化合物を含む顔料  

特に要注意  

ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ｵﾚﾝｼﾞ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾗｲﾄ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾃﾞｨｰﾌﾟ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾊﾟｰﾌﾟﾙ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾏﾙｰﾝ 

ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ｵﾚﾝｼﾞ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾗｲﾄ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾃﾞｨｰﾌﾟ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾊﾟｰﾌﾟﾙ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑﾚｯﾄﾞ ﾏﾙｰﾝ 

  

カドミウム化合物を含

むもの 

ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ ﾚﾓﾝ  
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ ﾍﾟｰﾙ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ ﾗｲﾄ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ  
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰﾃﾞｨｰﾌﾟ  

ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ ﾚﾓﾝ  
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ ﾍﾟｰﾙ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ ﾗｲﾄ 
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰ  
ｶﾄﾞﾐｳﾑｲｴﾛｰﾃﾞｨｰﾌﾟ  

  

溶解性鉛を含むもの     
ｼﾙﾊﾞｰﾎﾜｲﾄ 
ｸﾛﾑｲｴﾛｰ 
ｸﾛﾑｸﾞﾘｰﾝ 

溶解性コバルト化合物
を含むもの 
一般顔料と同様 

ｺﾊﾞﾙﾄﾊﾞｲｵﾚｯﾄ ﾃﾞｨｰﾌﾟ 
ｺﾊﾞﾙﾄﾊﾞｲｵﾚｯﾄ 
ｾﾙﾘｱﾝﾌﾞﾙｰ 

ｺﾊﾞﾙﾄﾊﾞｲｵﾚｯﾄ 
ｺﾊﾞﾙﾄﾌﾞﾙｰ ﾃﾞｨｰﾌﾟ 
ｺﾊﾞﾙﾄﾌﾞﾙｰ  
ｾﾙﾘｱﾝﾌﾞﾙｰ 
ｺﾊﾞﾙﾄｸﾞﾘｰﾝ  

  

硫化水銀を含むもの 
ﾊﾞｰﾐﾘｵﾝ 
ﾌﾚﾝﾁﾊﾞｰﾐﾘｵﾝ 
ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾊﾞｰﾐﾘｵﾝ 

    

無害顔料 

ﾁﾀﾆｳﾑﾎﾜｲﾄ 
ｼﾞﾝｸﾎﾜｲﾄ 
ｳﾙﾄﾗﾏﾘﾝ ﾗｲﾄ 
ｳﾙﾄﾗﾏﾘﾝ 
ｵｷｻｲﾄﾞｸﾞﾘｰﾝ 
ｱｰｽｸﾞﾘｰﾝ 
ﾃｰﾙﾍﾞﾙﾄ 
ﾌﾟﾗｲﾑｲｴﾛｰ 
ｲｴﾛｰｵｰｶｰ 
ﾛｰｽﾞﾏﾀﾞｰ 
ﾗｲﾄﾚｯﾄﾞ 
ﾊﾞｰﾝﾄｼｪﾝﾅ 
ﾊﾞｰﾝﾄｱﾝﾊﾞｰ 

ﾁﾀﾆｳﾑﾎﾜｲﾄ 
ﾏﾙｽﾊﾞｲｵﾚｯﾄ 
ﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄﾊﾞｲｵﾚｯﾄ 
ﾌﾀﾛｼｱﾆﾝﾌﾞﾙｰ 
ｸﾛﾑｵｷｻｲﾄﾞｸﾞﾘｰﾝ 
ｱｰｽｸﾞﾘｰﾝ 
ﾃｰﾙﾍﾞﾙﾄ 
ﾌﾟﾗｲﾑｲｴﾛｰ 
ｲｴﾛｰｵｰｶｰ 
ﾋﾟｭｱﾚｯﾄﾞ 
ﾌﾞﾗｲﾄﾚｯﾄﾞ 
ｸﾘﾑｿﾝﾚｰｷ 
ﾗｲﾄﾚｯﾄﾞ 
ﾊﾞｰﾝﾄｼｪﾝﾅ 
ﾊﾞｰﾝﾄｱﾝﾊﾞｰ 
ｱｲﾎﾞﾘｰﾌﾞﾗｯｸ 
ﾋﾟｰﾁﾌﾞﾗｯｸ 

ﾏﾘﾝﾊﾞｲｵﾚｯﾄ 
ﾌﾀﾛｼｱﾆﾝﾌﾞﾙｰ 
ﾌﾀﾛｼｱﾆﾝｸﾞﾘｰﾝ 
ｸﾘﾑｿﾝﾚｰｷ 

クロム化合物     

ｸﾛﾑｲｴﾛｰ 
ｽﾄﾛﾝｼｬﾝｲｴﾛｰ 
ﾊﾞﾘｳﾑｲｴﾛｰ 
ｼﾞﾝｸｸﾛﾒｰﾄ 
ｸﾛﾑｸﾞﾘｰﾝ 

マンガン化合物       

銅化合物     ｴﾒﾗﾙﾄﾞｸﾞﾘｰﾝ 

廃番
顔料 

砒素化合物     ｺﾊﾞﾙﾄﾊﾞｲｵﾚｯﾄﾗｲﾄ 
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その他の顔料は、人体に使用しないことはもちろん、体内に入らないよう注意し使用後は十分に手を洗ってください。また、
子供の手の届かないところに保管するよう心がけてください。  

 

 

美術・工芸用 ピグメント類の取扱い指針  

■ピグメントの毒性 

ピグメント（顔料）の毒性は、既に練り上げられた絵具として扱う場合より、粉体として扱う場合に危険性が高
い。美術工芸の分野で使用されるピグメントには、カドミウム化合物や鉛化合物およびクロム化合物といった
毒劇物に指定されているものも含まれる。市販のピグメント類のうち、取扱い上注意を要するピグメントには
以下の様なものがある。（詳細は別表１参照）  

（毒物） 砒素化合物 コバルトバイオレットライト 
セレン化合物 
カドミウムレッド系 
水銀化合物 
（硫化水銀は除く） 

（劇物） カドミウム化合物 
アンチモン化合物 
クロム酸塩類 
 
鉛化合物 
マンガン化合物 

カドミウムイエロー系 
ネープルスイエロー 
クロムイエロー系 
クロムグリーン系 
シルバーホワイト 
マンガニーズバイオレット 
セルリアンブルー 

（ＰＬ） 溶解性コバルト コバルトブルー系 
セルリアンブルーなど 

絵具（顔料）の毒性には、次の法的規制がある。 
    『毒物および劇物取締法』  厚生省 ――― 毒物・劇物・特定毒物 
    『労働安全衛生法』      労働省 ――― 特定化学物質（特化物） 
 
     《毒物》 ラットに経口で薬を与え、24 時間ないし 48 時間後に 50% のラットが 
         致死する薬剤が体重１Kg あたり 30mg 以下の毒性を有するもの。 
               ＬＤ50＝30mg 以下／ Kg  
     《劇物》 ラットに経口で薬を与え、24 時間ないし 48 時間後に 50% のラットが 
         致死する薬剤が体重１Kg あたり 300mg 以下の毒性を有するもの。 
               ＬＤ50＝300mg 以下／ Kg  
     《特化物》毒性が強く、過去に事故発生事例のある特定の化学物質 49 種。 
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Ⅳ. Q ＆ A 
 ここでは、排水及び廃棄物に関する疑問にお答えいたします。 
 
Q１ 廃棄物はどのように捨てたらよろしいのでしょうか。 

 A：先ず物質名を調べてください。物質名が不明だと廃棄処理ができないので購入時に
調べておいて下さい 

   ①有害性を有するもの→特別管理産業廃棄物ですから会計係と相談してください。 
   ②有害性を有していないもの→廃棄物として分別に従って処分してください。分別

は粗大ごみ、陶磁器片･粘土･石膏、可燃ごみ、不燃ごみなどです。 
   わからないときは捨てる前に会計係へ相談に行ってください。 
 
Q２ 洗浄水について教えてください。 

 A：使った後の容器や描いた後の筆を水などの溶媒で洗いますが、このときの洗浄水が
一次洗浄水です。そして、溶媒を変えて洗ったときにできる水が二次洗浄水で、こ

こまでは廃液として回収いたします。その後に行なう洗浄が３次洗浄水でこれ以降

の水は流しに捨てることができます。２回の洗浄で十分に薬品や絵具などを洗い落

としてください。油画などで使うシンナーや溶き油などは有機溶剤ですので、洗浄

の回数に関係なくすべて回収してください。 
 
Q３ 買おうとしているものの物質名や化学的性質が不明なのですが。 

 A：商品名では廃棄ができませんし、ヒトへの有害性も不明です。使用している物質名
については、メーカーに化学物質安全データーシート(MSDS と呼ばれます)を使用
者に出す義務がありますので、これをメーカーに請求して調べてください。これに

より、安全に使用することができるとともに廃棄の方法が決まってきます。火災の

危険性など幅広く書かれています。自分や周りの人々の安全を確保する意味でも調

べる習慣をつけてください。 
 
Q４ 油を拭いたウエスなども産業廃棄物になりますか？ 

 A：なります。油のみの場合は産業廃棄物として回収し、油に有害物を含む場合は特別
管理産業廃棄物として回収します。これらは混合するのではなく、分別すると廃棄

がやりやすくなります。廃棄物は分別回収が原則ですので手数はかかりますが分別

回収に協力願います。分ければ資源、分けなければただのごみ！ 
 
Q５ 酸やアルカリは中和したら流しから流してもいいですか？ 

 A：塩酸や硝酸、硫酸などの酸や水酸化ナトリウムなどのアルカリのみの場合は、少量
なら pHが 7前後に中和すれば流してもかまいません。しかし、大量の場合は廃液
として回収してください。 
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Q６ 有害物を下水道基準以下に希釈すれば流してもかまいませんか？ 

 A：有害物は基本的には基準に適合していても下水道へ流さないことが原則です。濃度
と同時に有害物質の総量も問題になります。有害物の濃度は低いほど良い環境とな

ります。濃度は低くても食物連鎖による濃縮も生じます。その場合は、総量が少な

いと食物連鎖による濃縮効果が弱くなります。排出元責任の原則で厳しい管理をお

願いします。 
 
Q７ 大量にごみを処分したいのですが･･･ 

 A：有害物を含むものと有害物を含まないものに分類し、会計係に相談にいってくださ
い。ごみは一度に大量に捨てるのではなく、こまめに捨ててください。もちろん、

土中に埋めてもだめです。土壌中も下水道と同じように排出が規制されています。

土中に埋めるのは後の処理を含めて大変な労力と手間がかかります。ぜったいに土

中へ投棄しないようにしてください。海洋投棄も同様です。大量のごみを出さない

ように購入量を必要最小限にしたり、作業に工夫するなどごみの排出量の削減に協

力してください。環境保護と同時に資源の有効利用にもつながります。 
 
Q８ 化学物質の化学的および物理的性質を調べたいのですが･･･ 

 A：各科に化学物質安全データシート(MSDS、例 3－2参照)が CD-Rで配布されていま
す。また、会計係には化学便覧-基礎編-(丸善刊)が常備してあります。これらを使っ
て調べてください。材料の性質を知って製作に当たることはより良い作品つくりに

つながります。 
 
Q９ 実験排水系の流しにはどのようなものが流せるのですか？ 

 A：Q2で述べた筆洗い水や容器洗浄水のうち３次洗浄水以降の水、重金属など有害物質
を含まない水などは流せます。重金属などの有害物を含んでいなくても食用油を含

めた鉱油やシンナーなどの有機溶媒は流せません。大学の排水は直接、公共下水へ

つながっていますので、有害物を流すと即公害になりますので十分注意してくださ

い。大学には下水を監視する義務があると同時に水質の管理者を置くことが義務付

けられています。これらの業務は対外的には施設課の責任で行なわれています。 
 
Q10 有害物を土中に埋めて処理することができますか？ 

 A：できません。土壌も一定の環境に保つことが決められており、有害物を土中に投棄
すると不法投棄となり処罰の対象になります。かつても、6 価のクロム化合物、ダ
イオキシンなどが不法投棄や大気汚染により土壌中に高濃度に含まれていた例があ

り、客土といって大量の土の入れ替えにより対策しました。土地から除去した高濃

度の有害物を含む土壌の処理法は確立していないので注意してください。 
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Q11 電気冷蔵庫などはどのように廃棄すればいいのでしょうか？ 

 A：電気冷蔵庫、エアコン、洗濯機、テレビなどは家電リサイクル法で処理法が定めら
れています。処理には一定の費用がかかります。パソコンなどは 2003 年以降の製
品を除いて有料でリサイクルすることが義務付けられています。大学の資産ですか

ら会計係に申し出て資産の滅却手続きをした後に処理してください。個人のものは

当然大学では処理できませんから個人の責任で処理してください。 
 

Q12 廃液はどのように処理したらいいのでしょうか？ 

 A：廃液は原則として物質ごとに処理をしますが、絵具のように複数の色が混ざった(物
質が混合)ものは別紙の廃液分類にしたがってグループごとに集めてください。年末、
あるいは排出量の多い研究室は適宜、会計係の担当者に申し出てください。会計係

では登録業者に廃液処理を委託し、適切な処理が行なわれたことを示すマニュフェ

ストを保管することが義務付けられています。あくまでも、廃棄物は事業者の責任

で処理することが法律で定められているからです。このような有害な物質を含む廃

液などは特別管理産業廃棄物であり、大学として管理者を置く義務があり、対外的

には置く管理責任者のあり方は施設環境部会において、また、美術学部としての責

任者のあり方についてを施設環境･安全衛生委員会として検討しています。 
 
Q13 誤って流しに有害物を流してしまたっときはどうしたらいいのでしょうか？ 

 A：研究室の管理責任者から各科の施設環境･安全衛生委員に知らせるとともに排水の流
出を極力抑制してください。施設環境･安全衛生委員は施設環境･安全衛生委員長、

学部長ならびに美術学部の事務長に状況や対策などを連絡してください。事故のと

きは周囲に知らせるなど組織だった行動が大切です。個人で勝手に判断することが

ないようにしてください。美術学部としても危機管理の一環として施設環境･安全衛

生委員会として事故時の行動マニュアルを整備し、訓練を行なうなど実効性を確認

することなど独自の活動として行なうことを検討しています。 
 
Q1４ 産業廃棄物と一般廃棄物の違いを教えてください？ 

 A：産業廃棄物は事業活動(研究、教育活動を指します)にともなって生じる廃棄物の総称
です。一般廃棄物は個人から排出されるものです。産業廃棄物には事業者として責

任廃棄の義務があります。廃棄物量の低減を含め、対処していく社会的責任があり

ます。皆様ひとりひとりの責任ある行動をお願いいたします。 
 
Q15 なぜ使う材料のことを MSDS で調べないといけないんですか？ 

 A：MSDSは化学物質の安全データシート(例 3－2参照)のことで、材料の化学的及び物
理的な性質から事故時の対処法などが記されています。これを調べる目的は以下の

３つです。 
    一つ目は、化学物質の諸性質を知ることにより扱い方がわかります。有害物であ

れば体内へ取り込まないように有効な局所排気装置(吸引することを必ず確認して
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ください)を用いたり、保護具(例えば呼吸用保護具や保護手袋など)を用いるなどに
より安全に扱うことができます。 

    二つ目は、用いるときに材料の性質を引き出すことによりより有効な製作が行な

えるとともに、保存に関しても配慮でき自分の作品が後世へ伝えられることです。 
    三つ目は、残材などを廃棄処分するときの扱い方がわかることです。有害性のあ

る物質は流しなどに廃棄しないで廃液として回収し、特別管理産業廃棄物として処

分することになるなどがその例です。 
 
Q16 個人の作品制作のために購入した塗料や絵具等は大学で処分してもらえますか？ 

 A：原則として大学としては処分できません。大学としての研究および教育活動として
発生してくる費用は大学の費用でまかないますから、それにともなって生じる廃棄

物は事業者である大学に処分する責任があることが法律で決まっています。しかし、

個人の制作が実技授業として行なわれる場合は大学の教育活動ですので担当教員の

指示に従って画材などを準備してください。個人の任意の制作は大学の活動とはみ

なされませんのでその活動に伴い発生してくる廃棄物は大学としては処分できませ

ん。大学内での活動は大学組織としての活動としてみなされるのが通常ですから、

そのところの事情を十分に理解してください。あくまでこの規定は個人の活動を抑

制するためのものではなく、組織における責任の所在を明確にするためのものです。 
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Q17 廃棄物はどこへ処分したらいいのでしょうか？ 

 A：回収以外の廃棄物は、粗大ごみ、陶磁器片など、可燃ごみ、不燃ごみなどに分別し
てください。それを決められた場所にもって行っていただきます。粗大ごみおよび

一度に大量のごみを捨てるときはあらかじめ会計係に申し出てください。ごみは分

別することから始まります。これにより、再資源化も可能になります。各種ごみの

捨て場所を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
                       粗大ごみ     陶片屑、粘土、石

膏など 
 
 
 
 
   可燃および不燃ごみ 
    (大学美術館横) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

可燃ごみ 不燃ごみ 

上野校地 

取手校地 

 

新聞、雑誌等のリサ

イクル品置き場 
(不忍荘奥) 

(彫刻棟横) 

注意
注意
・廃プラスチック（発砲スチロール等）は、不燃物置き場 ・産業廃棄物置き場には、紙類は絶対にいれないこと。
　に袋に入れて置くこと。
・袋に入らないものは、バラバラにならないようガムテープ ・石膏は、石膏袋（土のう袋）に手で持てる重さに入れること
　などで束ねること。
・実験廃液を入れる場所の鍵は事務室あります。
・段ボールは、たたんでから入れること。
・びんは、色分けしてから入れること。

実験廃液 可燃物 鉄くず 木材ダンﾎﾞｰﾙ ビン（ 3種類）缶 不燃物 石膏
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Q18 個人の作品が不要になったのですが、粗大ゴミ置き場に捨ててもいいですか？ 

 A：個人の作品は大学では処分できません。アトリエや工房に放置しないで各自持ち帰
ってください。個人で処分する場合、作品のサイズやできている材料により処分の

方法が異なります。樹脂のように燃焼したときに高温を発生しかつ有害なガスを発

生する恐れのあるものは不燃ごみとなります。粘土や石膏、金属など素材ごとに廃

棄の方法が異なるので、まず分類をしてください。大きなものは粗大ごみ扱いにな

ります。各自の住んでいる市町村の規則に従ってください。 
 

Q19 電気製品は小さければ燃えないゴミとして処分してもいいのですか？ 

 A：廃棄物はサイズもひとつの分類ですが、電気製品の場合は使用済みのものでも資源
になりうるものがあります。燃えないごみ(不燃ごみ)は埋め立て用として用いられ
ますが、産業廃棄物として処理すると、一定の処理工程を通るのでその過程で有用

な材料は分離されリユース、リサイクルされます。電気製品は産業廃棄物として処

理してください。また、電気製品のうち家電リサイクル法で規定される製品(エアコ
ン、洗濯機、冷蔵庫、テレビ)はリサイクルが義務付けられています。また、パソコ
ンなども同様です。 

 
Q20 研究室で不要になった什器（棚、机等）は、どのように処分したらいいですか？ 

 Ａ：備品登録がされているか確認してください。利用の希望があるか他研究室に紹介し

希望有の場合は備品管理を移管します。利用の希望がない場合は備品番号がついて

いるものは会計係で廃棄の手続きをとってください。その後に粗大ゴミ置き場の鍵

を会計係から借りて運んでください。(場所は Q16 に示してあります) 

 
Q21 大量に雑誌やダンボール等を廃棄したいのですが？ 

 Ａ：学会誌などで図書館で保存する必要があるか担当者に相談してください。保存しな

い場合は廃棄になりますが、雑誌やダンボール等はリサイクルできます。束ねてビ

ニールひもなどで縛り、音楽学部側の集積所（不忍荘奥）へ持っていってください。

(場所は Q16 参照) 

 

Q22 ペンキ（塗料）が缶に残ってしまいました。それを廃棄するにはどうしたらいいのですか？ 

 Ａ：内容物がわかっているので、産業廃棄物として廃棄します。年末あるいは年度末に

廃液と同じ時期に大学で一斉に廃棄するのでそれまで研究室で保管してください。

内容が不明の場合は分析などを行なう必要があるので莫大な費用がかかります。混

ぜないようにしてください。廃棄には基本的にお金がかかります。購入は控えめに

していただき、廃棄物量の削減にご協力願います。このことは資源の消費量の削減

や地球環境保護にもつながりますので協力願います。 
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Q23 有害な化学物質を排水に流してしまった場合、どのような責任が本人（もしくは大学）にあ

るのでしょうか？罰則はありますか？ 

 Ａ：工業製品の場合は製造物責任法(PL 法)により無過失でも責任が問われます。有害な

化学物質を排水に流した場合、下水道法や水質汚濁防止法の規定により学長が処分

を受ける場合があります。厳しい場合は排水の排出禁止になり、大学としての機能

が停止します。この他、人に危害が及んだ場合は刑法や民法上の処分を受ける場合

があります。こうならないためにも常日頃から化学物質の性質などを良く調べ、十

分な注意のもとに取り扱ってください。迷ったときには個人の勝手な判断をするの

ではなく、各科･専攻の施設環境･安全衛生委員(取手校地は安全衛生委員でも可)に

相談してください。化学物質を誤って流してしまった場合は、直ちに研究室の管理

責任者(教授、助教授、講師あるいは助手)に伝えてください。管理者は美術学部内

の伝達経路を知っていますので伝えるとともに処置をとります。事故が生じたとき

は先ずはじめに人に伝えることが重要です。 
 
Q24 大学内で排水を流してはいけない箇所はあるのでしょうか？ また、流してもよい箇所はど

こでしょうか？ 

 Ａ：上野校地、取手校地ともに排水系は生活排水系と実験排水系に分かれています。生

活排水はトイレや飲食など日常の生活から出てくる排水を流します。ここには研究

などにより生じた排水を流さないでください。実験系排水は研究などにより生じた

排水のうち、3 次洗浄水など限られた排水しか流せません。この系統は末端で排水

の水質管理を行なっています。系統が分かれているのは水質の監視を行なう必要が

あるためです。大学内には排水を自由に流せる場所はありません。取手校地の実験

系排水に設置されている排水処理設備は事故などで有害物などが公共河川に流れ出

るのを防ぐための能力しかありません。廃液として回収することが基本ですので協

力願います。 
 
Q25 事故が生じたときを想定して研究室でできることはありますか。 

 Ａ：研究室の管理体制及び事故時の連絡体制を確立して研究室内に周知(手元に緊急時の

連絡網の表を置くなど)してください。想定される事故の対策を準備してください。

中和剤の準備、排気設備や排水設備の準備、避難通路の確保(幅が最低 90cm 厚生

労働省推奨)などがその一例です。普段から十分なコミュニケーションをとり、冷静

な行動が取れるようにしてください。また、教員がいない場合は学生のみで研究や

制作は行なわないなどの指導体制を整えてください。こうした常日頃からの努力が

事故を未然に防いだり、事故の規模を最小限に食い止めてくれます。日頃からの準

備を怠らないようにしてください。 
 
Q26 廃液タンクの保管の方法を教えてください。 

 Ａ：廃液は有害化学物質を含んでいるので、通常の薬品類と同様に施錠するなどの管理

をしてください。また、内容物の表示を行なうことも重要です。この他に、タンク
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の下にバットなど受け皿になるものを置いてください。これは、廃液タンクに薬品

などを移す場合、こぼれて床等への流失が防げるとともに、タンクに穴などが開い

た場合でも内容物の流出も防止できます。 

 
Q27 流しのところにポスターが貼ってあるのですが、その意味を教えてください。 

 Ａ：取手校地のすべてと上野校地の総合工房棟および金工棟の排水系統は生活排水(トイ

レなど)と実験廃水の 2つに分かれています。流しにはすべて下図に示す｢生活排水｣

(黄色)と｢実験排水｣(赤色)のステッカが貼ってあり、系統がわかるようになってい

ます。生活排水系は湯茶類など一般の生活にかかわる排水を流す。実験廃水は筆洗

い水や器具の洗浄を 2回まで行った水は回収、3回目以降(3次洗浄水)は流しに流し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活排水 実験廃水 

  

 

排(廃)水の種別 

排(廃)水の注意 
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てもかまいません。ただし、器具等への化学物質の付着の程度にもよりますので注

意が必要です。これらの流しの周囲には注意を喚起するポスター(前傾)が貼ってある
ので、排(廃)水を行う前に必ず確認してください。捨てていいか不明なときは指導し
てくださる助手をはじめ教員に相談してください。 

 
Q28 生活排水とは何ですか？ 

 Ａ：実験廃水に対して生活排水は、食器や調理用具などの洗浄水、トイレなどからの廃

水など生活していくうえで排出される水のことです。多くの場合、実験廃水と異な

り、有害な化学物質は含まれていません。しかし、台所用の洗剤や洗濯用洗剤、脂

分などは河川に自浄作用があるとはいえ、合成洗剤は分解しにくいものが多く含ま

れています。環境に配慮する(環境負荷を低減する)ためにも生分解性(微生物などに

よる分解が可能)の洗剤などを用いたり、使用量を減らすなど心がけてください。生

活排水は直接、公共下水へ直結しており監視のための槽も設けられておりませんの

で、皆さん一人ひとりの環境に配慮した行動を望みます。 
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別紙１ 

研究に伴い発生する廃棄物分類早見表 

 
 

スタート 

形状：固体か液体か？ 水銀を含むか？ 
水銀系廃棄物 

(蛍光灯などともに排出) 

固 体 Yes 

有害固体廃棄物 
(密閉容器に種類ごとに保管) 

NO 液 体 
(固形物はろ過し
て分類に分別) 

遊離シアンを含むか？ 

Yes 
シアン廃液 

pH≧0.5に保持 
(ポリ瓶に入れ施錠保管) 

 NO 

水銀を含むか？ 
水銀廃液 

(ポリ瓶に入れ施錠保管) 

Yes 

写真の現像、停止、定着液か？ 

NO Yes 

現像廃液(停止液を含む) 
定着廃液 

NO 

リン、フッ素を含む廃液か？ 

Yes 
フッ素、リン廃液 

(ポリ瓶に入れ施錠保管) 

有機物あるいは錯シアン、

アンモニウムその他錯イ

オンを含む廃液か？ 

5％以上の水
を含むか？ 

Yes 

難燃廃液 

Yes 

NO 

ハロゲンを含むか？ ハロゲン廃液 

Yes 

NO 

機械油(重質油)か？ 廃 油 

Yes 

可燃有機廃液 

NO 

NO 

5％以上の無機酸か？ 

Yes 
酸･重クロム酸廃液 

(酸のみは廃液としないで中和する) 

NO 

NO 

5％以上のアルカリか？ アルカリ廃液 
(アルカリのみは廃液としないで中和する) 

Yes 

NO 
重金属廃液 
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●　東京芸術大学の科学研究費補助金等に関する事務体制について（平成18年度）

○経理事務を委任

○公募、内定、決定、実績報告等の提出
○科学研究費補助金等に関する相談

○使用実績の報告等

☆当該補助金等の経理事務の取扱いに
よる他、本学会計通則、契約規則等の諸

規定を準用し、執行。

　　　　　会計課長
　　　　 ○通帳の保管

              会計課
        ○業者への振込業務等

  ○業者への発注、検収等
  ○収支簿、領収証書等の整理
　※発注と検収は別の担当者が行う。

○文部科学省等からの通知事項の連絡
○公募、内定、決定、実績報告等の提
　出書類関係の連絡

○研究者番号等の管理

○説明会の実施

○科学研究費補助金等に関する相談窓口

学外連携・研究協力課

研究代表者

各部局会計担当係
○購入申請関係依頼
○出張関係書類
○研究支援者の雇用申請

監査室
○科学研究費補助金等の執行に関する監査

資料８－２①
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費
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務
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正
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８
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４
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４
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。
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２
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
補
助
金
等
」
と
は
、
法
第
２
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す
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
助
金
等
の
保
管
等
）

第
５
条

経
理
責
任
者
は
、
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
大
学
名
義
で
銀
行
に
預
金
す

る
も
の
と
す
る
。

２
補
助
金
等
に
利
息
が
生
じ
た
と
き
は
、
本
学
の
収
入
と
し
て
取
扱
う
も
の
と
す
る
。

（
関
係
書
類
の
整
理
及
び
保
管
）

第
６
条

会
計
担
当
者
は
、
補
助
金
等
を
適
正
に
使
用
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
収
支
簿
、
領

収
証
書
及
び
そ
の
他
関
係
証
拠
書
類
を
い
う
｡)を

整
理
し
、
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
た
年
度

終
了
後
５
年
間
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

（
設
備
備
品
の
寄
附
）

第
７
条

研
究
者
は
、
補
助
金
等
に
よ
り
設
備
備
品
（
図
書
を
含
む
。
以
下
同
じ
｡)を

取
得
し
た

と
き
は
、
寄
附
願
（
別
紙
様
式
３
）
に
よ
り
、
寄
附
延
長
承
認
を
申
請
し
た
場
合
を
除
き
、
直

ち
に
、
当
該
部
局
（
た
だ
し
、
図
書
に
あ
っ
て
は
附
属
図
書
館
と
す
る
｡)に

寄
附
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
補
助
金
等
に
よ
り
取
得
し
た
設
備
備
品
を
本
学
に
寄
附
し
た
研
究
者
が
、
他
の
研
究
機
関
に

所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
寄
附
し
た
設
備
備
品
の
返
還
を
申
し
出
た
場

合
は
、
そ
の
設
備
備
品
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
助
金
等
の
立
替
）

第
８
条

研
究
者
が
研
究
計
画
遂
行
上
補
助
金
等
の
交
付
前
（
前
年
度
に
継
続
分
と
し
て
当
該
年

度
に
内
約
を
受
け
た
場
合
及
び
新
規
に
交
付
の
内
定
を
受
け
た
場
合
に
限
る
｡)に

研
究
に
必
要

な
旅
行
の
実
施
又
は
設
備
備
品
等
の
購
入
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
補
助
金
等
を
受
領

す
る
日
ま
で
の
間
、
研
究
の
実
施
に
必
要
な
金
額
を
一
時
的
に
立
て
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
研
究
支
援
者
の
雇
用
）

第
９
条

研
究
者
は
、
研
究
計
画
遂
行
上
研
究
支
援
者
を
雇
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
科
学

研
究
費
等
補
助
金
研
究
支
援
者
雇
用
申
請
書
（
別
紙
様
式
４
）
に
よ
り
、
学
長
の
承
認
を
得
る

も
の
と
す
る
。

２
研
究
支
援
者
は
、
非
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
す
る
。

３
研
究
支
援
者
の
行
う
業
務
の
う
ち
、
直
接
経
費
に
よ
り
雇
用
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
補

助
金
等
の
研
究
遂
行
業
務
に
の
み
従
事
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
１
０
条

本
学
以
外
の
研
究
代
表
者
か
ら
本
学
の
研
究
分
担
者
に
配
分
さ
れ
る
補
助
金
等
の
経

理
事
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
準
じ
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

２
本
学
以
外
の
研
究
代
表
者
か
ら
本
学
の
研
究
分
担
者
に
配
分
さ
れ
た
補
助
金
に
つ
い
て
、
前

項
の
研
究
分
担
者
は
、
補
助
金
調
書
（
別
紙
様
式
５
）
を
速
や
か
に
会
計
担
当
者
を
経
由
し
、

経
理
責
任
者
あ
て
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

附
則

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
16年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
東
京
芸
術
大
学
科
学
研
究
費
補
助
金
経
理
事
務
取
扱
内
規
（
平
成
元
年
１
月
26日

内
規
第
１

号
）
は
廃
止
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

３
月
８
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
16年

９
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
17年

８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
18年

４
月
20日

か
ら
施
行
し
、
平
成
18年

４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。
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別
紙
様
式
１
（第
３
条
関
係
）

(元
号

)　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

科
学
研
究
費
補
助
金
等
経
理
事
務
委
任
状

補
   助

   金
   額

備
              考

参
 事

 役

研
   究

   種
   目

課
   題

   番
   号

研
   究

   課
   題

決
　
　
裁

　
　
　
上
記
の
委
任
に
つ
い
て
承
認
し
て
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま
す
。

課
 長

 補
 佐

会
 計

 課
 長

　
経
理
責
任
者
　
　
　
　
殿

　
　
　
下
記
科
学
研
究
費
補
助
金
等
経
理
事
務
の
関
係
書
類
を
添
え
て
委
任
し
ま
す
。

所
 属

 部
 局

研
究
代
表
者

印

総
 務

 係
 長

記

　
　
　(元
号

)　
　   年

　
　  　
月
　
　
　  日

　
　
　(元
号

)　
　   年

　
　  　
月
　
　
　  日

受
　
　
付

経
 理

 係
 長

係
　
　  　
員

別紙様式2（第4条第3項関係）

研究科目 研究代表者 会計担当者
課題番号 所属 職名 所属 職名
研究課題 氏名 氏名

備　考

費　　　　　目　　　　　別　　　　　内　　　　　訳

(元号)　　　年度　　科学研究費補助金等収支簿

月

日

総　　　　　　　　　計整理

番号 収　　入 残　　額
摘　　　　要

支　　出
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別紙様式３（第7条第１項関係）

部　局

(元号) 年　　月　　日  (元号) 　年　　月　　日

　科学研究費補助金にて購入しました下記物品を、

科学研究費補助金等経理事務取扱規則第７条により

寄附したいので、お受取りください。

（元号） 　　 年　　　 月 　 　 日

東京芸術大学長　　殿

決　裁

(元号)　　年度

研 究 課 題

課 題 番 号

科学研究費補助金等（　　　　　　　研究　）

事 務 長

課長補佐

印寄附者氏名

事務長補佐

備 考

寄 附 願 寄 附 受 入 決 議 書

部　局　長 係　員　　係長

金 額

受　付

課　　長

品 名 規 格 数 量 単 位 単 価

別
紙
様
式
４
（第

9条
第

1項
関
係
）

(元
号

)  　  年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
東
京
芸
術
大
学
長
　
　
　
　
殿

※
決
裁
欄
に
つ
い
て
は
、
各
部
局
等
で
適
宜
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

印

所
 属

 部
 局

研
究
代
表
者

上
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
承
認
し
て
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま
す
。

決
　
　
裁

給
与
共
済
係
長

記

　
　
　(元
号

)　
　   年

　
　  　
月
　
　
　  日

受
　
付

　
　
　(元
号

)　
　   年

　
　  　
月
　
　
　  日

　
　  係

 員

勤
　
務
　
体
　
系

部
 局

 長
事

 務
 長

事
務
長
補
佐

 　
　
　
係

 長

そ
の
他
必
要
事
項

科
学
研
究
費
補
助
金
等
研
究
支
援
者
雇
用
申
請
書

研
究
遂
行
上
、
下
記
の
と
お
り
研
究
支
援
者
を
雇
用
し
た
い
の
で
、
ご
承
認
願
い
ま
す
。

研
　
究

   種
   目

課
   題

   番
   号

雇
　
用
　
理
　
由

職
　
務
　
内
　
容事

 務
 局

 長
企
画
調
査
係
長

研
   究

   課
   題

学
　
　
　
長

総
 務

 課
 長

研
 究

 支
 援

 者
所

 属
  ・  氏

 名

給
　
与
　
体
　
系

会
 計

 課
 長

参
　
事
　
役

課
 長

 補
 佐

総
 務

 係
 長

財
 務

 係
 長

経
 理

 係
 長

課
 長

 補
 佐

人
事
係
長
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別紙様式５（第10条第2項関係）

(元号) 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 等 調 書

(元号) 年 月 日

経理責任者 　　　殿

研究分担者
部 局 名
氏 名

職　名 氏　名
円 円 円 円

このことについて、下記のとおり提出いたします。

記

研究種目 研究課題
研究分担者 配分額内訳

印

備　　考所属機関
部局職名

研究代表者

氏　名
配分金額

円

○
東
京
芸
術
大
学
科
学
研
究
費
補
助
金
等
の
資
金
立
替
取
扱
要
項

平
成
18年

４
月
20日

学
長

裁
定

（
趣
旨
）

第
１
条

こ
の
要
項
は
、
本
学
に
お
け
る
科
学
研
究
費
補
助
金
等
が
交
付
さ
れ
る
前
の
補
助
金
等

の
対
象
と
な
っ
た
研
究
に
係
る
資
金
の
立
替
以
下
科
学
研
究
費
補
助
金
等
立
替
と
い
う
)

（
「

」
。

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
２
条

こ
の
要
項
に
お
い
て
「
科
学
研
究
費
補
助
金
等
」
と
は
、
東
京
芸
術
大
学
科
学
研
究
費

補
助
金
等
経
理
事
務
取
扱
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
｡)第

２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
補
助

金
等
を
い
う
。

２
こ
の
要
項
に
お
い
て
「
科
学
研
究
費
補
助
金
等
立
替
」
と
は
、
本
学
に
お
い
て
科
学
研
究
費

補
助
金
等
立
替
を
希
望
す
る
研
究
代
表
者
及
び
分
担
金
の
配
分
を
受
け
る
研
究
分
担
者
（
以
下

「
研
究
代
表
者
等
」
と
い
う
｡)が

前
年
度
に
継
続
分
と
し
て
当
該
年
度
に
内
約
を
受
け
た
場
合

及
び
新
規
に
交
付
の
内
定
を
受
け
た
場
合
に
研
究
資
金
を
受
領
す
る
日
ま
で
の
間
、
研
究
の
実

施
に
必
要
な
金
額
を
本
学
が
一
時
的
に
立
て
替
え
る
こ
と
を
い
う
。

３
こ
の
要
項
に
お
い
て
「
経
理
責
任
者
」
と
は
、
東
京
芸
術
大
学
会
計
通
則
第
23条

第
１
項
に

規
定
す
る
者
を
い
う
。

４
こ
の
要
項
に
お
い
て
「
部
局
」
と
は
、
規
則
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
部
局
を
い
う
。

（
資
金
立
替
の
範
囲
）

第
３
条

科
学
研
究
費
補
助
金
等
立
替
の
額
は
、
当
該
年
度
に
係
る
本
学
の
業
務
運
営
に
支
障
の

な
い
範
囲
に
お
い
て
、
経
理
責
任
者
が
認
め
た
額
と
す
る
。

（
資
金
立
替
の
申
請
）

第
４
条

「
研
究
代
表
者
等
」
は
、
資
金
立
替
申
請
依
頼
書
（
別
記
様
式
１
）
を
所
属
す
る
部
局

の
事
務
長
（
事
務
局
に
お
い
て
は
参
事
役
。
以
下
「
事
務
長
等
」
と
い
う
｡)に

提
出
す
る
も
の

と
す
る
。

２
事
務
長
等
は
、
前
項
の
科
学
研
究
費
補
助
金
等
立
替
の
申
請
を
と
り
ま
と
め
の
上
、
資
金
立

替
申
請
書
（
別
記
様
式
２
）
に
よ
り
経
理
責
任
者
に
申
請
す
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
立
替
の
決
定
）

第
５
条

経
理
責
任
者
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
等
立
替
の
申
請
の
諾
否
に
つ
い
て
、
当
該
事
務

長
等
に
対
し
資
金
立
替
承
認
通
知
書
（
別
記
様
式
３
）
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
事
務
長
等
は
、
前
項
の
諾
否
に
つ
い
て
研
究
代
表
者
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
立
替
資
金
の
精
算
）

第
６
条

経
理
責
任
者
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
等
の
交
付
後
速
や
か
に
精
算
を
行
う
も
の
と
す

る
。

（
雑
則
）

、
、

。
第
７
条

こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
資
金
立
替
に
関
し
必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る

附
則

こ
の
要
項
は
、
平
成
18年

４
月
20日

か
ら
施
行
し
、
平
成
18年

４
月
１
日
よ
り
適
用
す
る
。
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別
記
様
式
１

（
元
号
）
年

月
日

資
金

立
替

申
請

依
頼

書

（
事
務
長
等
）

殿

研
究
代
表
者
等

１
．
資
金
立
替
を
必
要
と
す
る
補
助
金
等
の
名
称

（
科
学
研
究
費
補
助
金
・
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補
助
金
等
の
別
を
記
入
）

２
．
研
究
種
目
等
：

３
．
研
究
課
題
番
号
等
：

４
．
研
究
代
表
者
等
職
名
・
氏
名
：

５
．
本
年
度
交
付
予
定
額
：

６
．
交
付
予
定
月
日
：

（
判
る
範
囲
で
記
入
）

（
単
位
：
千
円
）

７
．
資
金
立
替
の
対
象
と
な
る
経
費
：

費
目

計

金
額

※
物
品
費
、
旅
費
、
謝
金
等
、
調
査
研
究
費
、
そ
の
他
等
の
費
目
別
に
記
載
す
る
こ
と
。

備
考
：
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
等
内
定
通
知
が
事
務
部
を
経
由
せ
ず
、
直
接
研
究
代
表
者
等
に
通
知
さ
れ
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
内
定
通
知
者
の
写
し
を
添
付
し
て
申
請
す
る
こ
と
。

別
記
様
式
２

芸
○

第
号

（
元
号
）
年

月
日

資
金

立
替

申
請

書

経
理
責
任
者

殿

事
務
長
等

東
京
芸
術
大
学
科
学
研
究
費
補
助
金
等
の
資
金
立
替
取
扱
要
項
第
４
条
第
２
項
に
基
づ
き
、

別
紙
の
と
お
り
資
金
立
替
を
申
請
し
ま
す
。

備
考
：
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
等
内
定
通
知
が
事
務
部
を
経
由
せ
ず
、
直
接
研
究
代
表
者
等
に
通
知
さ
れ
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
内
定
通
知
者
の
写
し
を
添
付
し
て
申
請
す
る
こ
と
。

資料８－２②

5 / 6



別
記
様
式
３

芸
○

第
号

（
元
号
）
年

月
日

資
金
立
替
承
認
通
知
書

(事
務
長
等
)

殿

経
理
責
任
者

（
元
号
）
年

月
日
付
け
芸
○
第
○
号
で
申
請
の
あ
っ
た
○
○
○
に
つ
い
て
、
別
紙
内
訳
の

と
お
り
資
金
立
替
を
承
認
し
ま
す
。
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別
紙
１

記
載
箇
所
(
頁
)

記
載
内
容

1
頁
　
6
-
8
行
目
任
期
更
新
時
に
お
け
る
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
検
討
と

実
施
が
期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
8
-
1
0
行
目

任
期
の
更
新
時
に
お
け
る
評
価
制
度
と
し
て
、
学
部
等
の
特
性
に

応
じ
た
、
教
育
、
研
究
、
学
内
運
営
、
社
会
貢
献
等
の
多
面
的
に

評
価
で
き
る
評
価
制
度
を
学
部
ご
と
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

1
頁
　
8
-
9
行
目
中
長
期
的
、
具
体
的
な
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
生
じ
た

政
府
の
総
人
件
費
改
革
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
着
実
な
取

組
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
2
8
-
3
0
行
目

中
期
計
画
に
お
け
る
総
人
件
費
改
革
を
踏
ま
え
た
人
件
費
削
減
目

標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
、
中
期
目
標
・
中
期
計

画
の
達
成
に
向
け
、
着
実
に
人
件
費
削
減
の
取
組
を
行
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
3
2
-
3
3
行
目
監
事
監
査
に
お
け
る
指
摘
内
容
を
具
体
的
に
大
学
運
営
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
監
査
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

監
査
室

平
成
１
８
年
４
月
１
日
に
監
査
室
を
設
置
し
、
東
京
芸
術
大
学
監
査
室
規
則
及
び
東
京
芸
術

大
学
内
部
監
査
実
施
要
領
に
基
づ
き
立
案
し
た
内
部
監
査
計
画
に
基
づ
き
内
部
監
査
（
科
研

に
つ
い
て
一
部
実
施
済
み
）
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
監
事
の
業
務
監
査
と
連
携
し
た
監
査
を

実
施
し
た
。

3
頁
 
2
3
行
目

経
営
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
1
8
年
度
に
外
部
評
価
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

企
画
・
評
価
室

外
部
評
価
委
員
を
委
嘱
（
美
術
７
名
、
音
楽
５
名
）
し
、
１
２
月
に
会
議
を
開
催
し
、
委
員

よ
り
意
見
を
聴
取
し
、
課
題
を
整
理
し
、
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
指

摘
さ
れ
た
改
善
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
検
討
課
題
と
し
て
今
後
の
学
部
運
営
に
活
用
す

る
。

1
頁
　
9
-
1
0
行
目

3
頁
 
2
5
-
2
6
行
目

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新
に
つ
い
て
、
今
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
に
お
け
る
重
要
性
や
迅
速
対
応
の
必
要
性
に
照
ら
し
、
適
時
適

切
に
更
新
が
行
わ
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。

広
報
室

1
8
年
6
月
1
日
、
藝
大
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
。

従
来
の
各
部
局
か
ら
得
た
情
報
を
広
報
担
当
者
が
作
成
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
掲
載
し
て
い

た
方
法
を
改
め
、
情
報
提
供
部
局
に
お
い
て
情
報
を
作
成
し
、
広
報
責
任
部
局
が
承
認
す
る

だ
け
で
瞬
時
に
掲
載
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
責
任
体
制
を
確
立
さ
せ

た
ま
ま
、
適
時
適
切
な
更
新
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
3
)
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
提
供

管
理
・
運
営
室

（
人
事
・
総
務

部
会
）

総
人
件
費
改
革
を
踏
ま
え
、
常
勤
役
員
及
び
承
継
職
員
人
件
費
を
平
成
2
1
年
度
ま
で
に

４
％
、
平
成
2
2
年
度
ま
で
に
5
％
削
減
す
る
よ
う
人
件
費
削
減
計
画
を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
諸

手
当
等
の
給
与
制
度
を
改
正
し
て
人
件
費
の
抑
制
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
（
人
事
・
総
務
部

会
）

「
平
成
１
７
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
の
課
題
」
の
改
善
実
行
計
画
書
　
H
1
8
.
1
2
.
1
8
現
在

改
善
を
要
す
る
課
題
等
に
つ
い
て

管
理
・
運
営
室

（
人
事
・
総
務

部
会
）

各
部
局
の
特
性
に
応
じ
た
任
期
更
新
時
の
評
価
基
準
を
作
成
し
、
部
局
に
お
け
る
評
価
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
特
に
映
像
研
究
科
に
お
い
て
は
、
評
価
の
た
め
に
毎
年
業
績
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

理
事
室
等
名

課
題
を
改
善
す
る
た
め
の
実
行
計
画

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
1
)
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化

資
  
 料
  
１

平
成
１
８
年
１
２
月
１
９
日

企
画
・
評
価
室
会
議
（
第
９
回
）
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4
頁
 
6
-
8
行
目

災
害
、
事
件
・
事
故
対
応
、
薬
品
管
理
等
に
関
す
る
全
学
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
な
お
、
危
機
管
理
に
関
し
て
は
、
全
学
的
・
総
合
的

な
危
機
管
理
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

安
全
衛
生
委
員

会

・
平
成
1
7
年
度
に
実
施
し
た
学
内
の
有
害
物
質
使
用
状
況
、
作
業
内
容
等
調
査
を
基
に
全
学

の
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け
て
検
討
し
た
結
果
、
各
科
・
専
攻
等
に
よ
り
作
業
内

容
等
の
違
い
が
大
き
い
た
め
、
各
科
ご
と
に
実
態
に
即
し
た
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
安
全
衛
生
委
員
会
）

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
4
)
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
資料９－１－１，９－２－１，９－３－１，９－４－１
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殿

記

「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果の課題」の改善実行計画書

国立大学法人東京芸術大学の平成17年度に係る業務の実績に関する評価結果

「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果の課題」一覧表

参考資料 評価のポイントとなったと考えられる事項

※ 当該理事室で改善実行計画書を取りまとめるための参考として、各課題と各会議、
　 各理事室及び関係各部局（課）等との関係を一覧表にしたもの
※ 理事室が担当する欄に◆印を付してある

太 田 和 良 幸

（公印省略）

（依頼）

　平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果により
　指摘のあった課題の改善について

１ ８ 芸 総 第 ６ ６ 号

平成１８年１０月１３日

別紙1

各 理 事 室 長

理 事 （ 総 務 担 当 ）

企 画 ・ 評 価 室 長

別紙2-2

別紙2-1

　この度、国立大学法人評価委員会委員長から評価結果の通知があり、本学に係
る国立大学法人評価委員会からの評価結果につきましては、平成１８年１０月２
日付け、１８芸術総第205－５号により、すでに各理事室長及び各部局（課）
長宛に通知し、内容等についてご確認いただいているところと思います。
　つきましては、その中で指摘・言及のありました課題等について、別紙１によ
り各理事室で当該課題の改善実行計画書（平成１８年度末までに実施）を作成の
上、平成１８年１２月７日（木）までに総務課企画評価・広報室企画評価係宛提
出してくださるようお願いします。
　また、別紙２－１及び２－２及び参考資料を作成しましたので、ご参照願いま
す。
　なお、この文書については、各理事室長宛にのみ依頼しておりますので、各部
局（課）に該当する課題等を改善するための実行計画についても、各理事室で取
りまとめの上、提出していただきますよう、念のため申し添えます。

※ 課題の記載箇所についてゴシック体にしたもの
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別
紙
１

記
載
箇
所
(
頁
)

記
載
内
容

1
頁
　
6
-
8
行
目
任
期
更
新
時
に
お
け
る
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
検
討
と

実
施
が
期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
8
-
1
0
行
目

任
期
の
更
新
時
に
お
け
る
評
価
制
度
と
し
て
、
学
部
等
の
特
性
に

応
じ
た
、
教
育
、
研
究
、
学
内
運
営
、
社
会
貢
献
等
の
多
面
的
に

評
価
で
き
る
評
価
制
度
を
学
部
ご
と
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

1
頁
　
8
-
9
行
目
中
長
期
的
、
具
体
的
な
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
生
じ
た

政
府
の
総
人
件
費
改
革
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
着
実
な
取

組
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
2
8
-
3
0
行
目

中
期
計
画
に
お
け
る
総
人
件
費
改
革
を
踏
ま
え
た
人
件
費
削
減
目

標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
、
中
期
目
標
・
中
期
計

画
の
達
成
に
向
け
、
着
実
に
人
件
費
削
減
の
取
組
を
行
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
3
2
-
3
3
行
目
監
事
監
査
に
お
け
る
指
摘
内
容
を
具
体
的
に
大
学
運
営
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
監
査
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

3
頁
 
2
3
行
目

経
営
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
年
度
に
外
部
評
価
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

1
頁
　
9
-
1
0
行
目

3
頁
 
2
5
-
2
6
行
目

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新
に
つ
い
て
、
今
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
に
お
け
る
重
要
性
や
迅
速
対
応
の
必
要
性
に
照
ら
し
、
適
時
適

切
に
更
新
が
行
わ
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。

4
頁
 
6
-
8
行
目

災
害
、
事
件
・
事
故
対
応
、
薬
品
管
理
等
に
関
す
る
全
学
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
な
お
、
危
機
管
理
に
関
し
て
は
、
全
学
的
・
総
合
的

な
危
機
管
理
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
3
)
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
提
供

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
4
)
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

「
平
成
１
７
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
の
課
題
」
の
改
善
実
行
計
画
書

改
善
を
要
す
る
課
題
等
に
つ
い
て

理
事
室
等
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課
題
を
改
善
す
る
た
め
の
実
行
計
画

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
1
)
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
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別
紙
２
－
２

1
頁
　
6
-
8
行
目

任
期
更
新
時
に
お
け
る
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
検
討
と
実
施
が

期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
8
-
1
0
行
目

任
期
の
更
新
時
に
お
け
る
評
価
制
度
と
し
て
、
学
部
等
の
特
性
に
応
じ

た
、
教
育
、
研
究
、
学
内
運
営
、
社
会
貢
献
等
の
多
面
的
に
評
価
で
き
る

評
価
制
度
を
学
部
ご
と
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

1
頁
　
8
-
9
行
目

中
長
期
的
、
具
体
的
な
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
生
じ
た
政
府
の

総
人
件
費
改
革
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
着
実
な
取
組
を
行
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
2
8
-
3
0
行
目

中
期
計
画
に
お
け
る
総
人
件
費
改
革
を
踏
ま
え
た
人
件
費
削
減
目
標
値
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
後
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
達
成
に
向

け
、
着
実
に
人
件
費
削
減
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

2
頁
 
3
2
-
3
3
行
目

監
事
監
査
に
お
け
る
指
摘
内
容
を
具
体
的
に
大
学
運
営
に
反
映
さ
せ
る
な

ど
、
監
査
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

◇
◆

◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
○
○
○
○

3
頁
 
2
3
行
目

経
営
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
1
8
年
度
に
外
部
評
価
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◇
◇

◆
◎
◎

1
頁
　
9
-
1
0
行
目

3
頁
 
2
5
-
2
6
行
目

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
更
新
に
つ
い
て
、
今
日
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お

け
る
重
要
性
や
迅
速
対
応
の
必
要
性
に
照
ら
し
、
適
時
適
切
に
更
新
が
行

わ
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ
る
。

◆

4
頁
 
6
-
8
行
目

災
害
、
事
件
・
事
故
対
応
、
薬
品
管
理
等
に
関
す
る
全
学
的
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
な

お
、
危
機
管
理
に
関
し
て
は
、
全
学
的
・
総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
の
確

立
が
求
め
ら
れ
る
。

◇
◆
◆

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
○
○
○
○
◎
○

◆
、
◇
 
…
…
 
大
学
全
体
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
記
載
内
容
検
討
の
中
心
と
な
る
会
議
（
理
事
室
又
は
役
員
会
等
）

◎
 
…
…
…
…
 
部
局
ご
と
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
記
載
内
容
の
具
体
的
検
討
を
要
す
る
部
局
（
課
又
は
教
授
会
等
）

○
 
…
…
…
…
 
部
局
ご
と
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
、
記
載
内
容
に
関
連
す
る
事
項
の
検
討
を
要
す
る
部
局
（
又
は
運
営
委
員
会
等
）

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
1
)
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
3
)
自
己
点
検
・
評
価
及
び
情
報
提
供

総 務 課

役 員 会

経 営 協 議 会

項
目
別
評
価
の
項
目
：
(
4
)
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

部
局
（
課
）

教 育 研 究 評 議 会

教 育 推 進 室

学 生 支 援 室

保 健 管 理

セ ン タ ー

言 語 ・ 音 声 ト レ ー

ニ ン グ セ ン タ ー

演 奏 芸 術

セ ン タ ー

施 設 課

事
務
局

美 術 学 部

音 楽 学 部

映 像 研 究 科

附 属 図 書 館

大 学 美 術 館
記
載
内
容

記
載
箇
所
(
頁
)

改
善
を
要
す
る
課
題
等
に
つ
い
て

「
平
成
１
７
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
の
課
題
等
」
一
覧
表

課
題
に
つ
い
て
の
記
載
内
容
を
所
掌
す
る
理
事
室
（
又
は
部
局
(
課
)
等
）

芸 術 情 報

セ ン タ ー

学 外 連 携 ・

研 究 協 力 課

会 計 課

学 生 課

入 試 ・

学 務 課

社 会 連 携 室

理
事
室

施 設 ・ 環 境

部 会

企 画 ・ 評 価 室

管 理 ・ 運 営 室

研 究 推 進 室

国 際 交 流 室

広 報 室

◇
◆

◎
◎
◎

○
○
○

◎
◎

◇
◆

◎
◎

○
○
○

○
○

○
○
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各
　
　
部
　
　
局

学
　
長

総
務
課
参
事
役

（
業
務
担
当
）

（
会
計
担
当
）

総
務
課
課
長
補
佐

総
務
課
総
務
係
長

会
計
課
課
長
補
佐

会
計
課
総
務
係
長

監
査
室

監
 
査
 
室
 
体
 
制
 
図

監
事
（
業
務
担
当
）

監
事
（
財
務
担
当
）

監
査
法
人

内
部
監
査

監 事 監 査 （ 業 務 ）

監 事 監 査 （ 財 務 ）

独 立 監 査 法 人 の 監 査
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○東京芸術大学監査室規則

平成18年３月16日

制 定

（設置）

第１条 本学に学長の直属組織として監査室を置く。

（職務）

第２条 監査室においては、次の業務を行う。

（１）内部監査方針・計画の策定に関すること。

（２）組織運営、業務管理その他業務の監査の実施に関すること。

（３）予算執行、資産管理その他会計の監査の実施に関すること。

（４）監事との連携に関すること及び監事監査の補助に関すること。

（５）会計監査人との連絡調整に関すること。

（６）その他監査室の事務に関すること。

（組織）

第３条 監査室に、室長及び室員を置く。

２ 室長は、総務課参事役をもって充てる。

３ 室員は、次の各号に掲げる職員を兼務させるものとする。

（１）総務課課長補佐

（２）会計課課長補佐

（３）総務課総務係長

（４）会計課総務係長

４ 前項に規定する室員の他、学長は必要に応じて事務職員の中から若干人の室員

を兼務させることができる。

（任期）

第４条 前条第４項に規定する室員の兼務の期間は、当該年度の末日までとし、更

新することができる。

（雑則）

第５条 この規則に定めるもののほか、監査室に関し必要な事項は、別に定める。

附 則

この規則は、平成18年４月１日から施行する。
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東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
等
教
員
の
任
期
更
新
時
の
再
任
評
価
実
施
要
項

平
成
18年

９
月
14日

教
授
会
決
定

（
趣
旨
）

第
１

こ
の
実
施
要
項
は
、
東
京
芸
術
大
学
に
お
け
る
大
学
教
員
の
任
期
に
関
す
る
規
則
第
７
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
学
部
等
教
員
（
大
学
院
美
術
研
究
科
及
び
大
学
美
術
館
の
教
員
を
含

む
｡)の

任
期
更
新
時
の
再
任
評
価
（
以
下
「
再
任
評
価
」
と
い
う
｡)の

実
施
に
関
し
、
評
価
基

準
、
評
価
項
目
及
び
評
価
の
実
施
手
順
等
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
評
価
基
準
）

第
２

研
究
業
績
、
教
育
実
績
、
大
学
運
営
上
の
貢
献
及
び
社
会
へ
の
貢
献
の
領
域
ご
と
の
評
価

及
び
総
合
評
価
の
基
準
は
、
別
紙
１
の
と
お
り
と
す
る
。

（
再
任
評
価
項
目
等
）

第
３

評
価
項
目
は
、
別
紙
２
の
と
お
り
と
す
る
。

（
再
任
評
価
の
実
施
手
順
）

第
４

再
任
評
価
の
実
施
手
順
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
教
員
は
、
任
期
の
付
さ
れ
て
い
る
期
間
の
活
動
状
況
を
基
に
業
績
調
書
（
別
紙
２
）
を
作

成
し
、
任
期
満
了
の
１
年
５
月
前
ま
で
に
学
部
長
に
提
出
す
る
。

２
学
部
長
は
、
人
事
委
員
会
に
対
し
て
、
再
任
評
価
調
書
（
別
紙
１
）
に
基
づ
き
、
業
績
調

書
を
審
査
し
、
再
任
の
可
否
を
審
議
さ
せ
る
。

３
人
事
委
員
会
は
、
審
議
結
果
を
１
年
４
月
前
ま
で
に
学
部
長
へ
報
告
す
る
。

４
学
部
長
は
、
人
事
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
よ
り
再
任
を
否
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
再
任

審
査
小
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
付
託
す
る
。

５
学
部
長
は
、
学
部
の
再
任
評
価
の
状
況
を
再
任
評
価
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
１
年
２
月

前
ま
で
に
学
長
へ
報
告
す
る
。

な
お
、
学
部
の
再
任
評
価
に
お
い
て
、
再
任
を
否
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由

を
同
報
告
書
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
要
項
は
、
平
成
18年

９
月
14日

か
ら
施
行
す
る
。

別
紙
１

再
任

評
価

調
書

氏
名
（
評
価
を
受
け
る
者
）

１
．
領
域
評
価

（
１
）
研
究
業
績

発
表
数

Ａ
Ｂ

Ｃ
備

考

創
作
活
動
等

著
書
、
発
表
論
文
等

(評
価
基
準
)

Ａ
：
研
究
業
績
が
特
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の

Ｂ
：
研
究
業
績
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の

Ｃ
：
研
究
業
績
が
評
価
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（
２
）
教
育
実
績

Ａ
Ｂ

Ｃ
備

考
科目・学生数

担
当
授
業
科
目

学
部

大
学
院

担
当
学
生
数

学
部

修
士

博
士

学
位
授
与
数

修
士

博
士

(評
価
基
準
)

Ａ
：
教
育
実
績
が
特
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の

Ｂ
：
教
育
実
績
が
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の

Ｃ
：
教
育
実
績
が
評
価
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（
３
）
大
学
運
営
上
の
貢
献

Ａ
Ｂ

Ｃ
備

考
委員会等数

委
員
会
等
活
動

全
学

学
部

そ
の
他

(評
価
基
準
)

Ａ
：
特
に
大
学
運
営
に
貢
献
し
て
い
る
も
の

Ｂ
：
大
学
運
営
に
貢
献
し
て
い
る
も
の

Ｃ
：
大
学
運
営
に
携
わ
っ
て
い
な
い
も
の

資料９－１－２③
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（
４
）
社
会
貢
献

活
動
数

Ａ
Ｂ

Ｃ
備

考

教
育
活
動

研
究
活
動

地
域
社
会
・
国
際
活
動

共
同
研
究
・
受
託
研
究

(評
価
基
準
)

Ａ
：
上
記
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
も
の

Ｂ
：
上
記
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の

Ｃ
：
上
記
の
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
も
の

２
．
再
任
評
価
基
準

次
に
掲
げ
る
者
は
、
再
任
評
価
基
準
に
達
し
た
者
と
す
る
。

①
領
域
評
価
に
お
い
て
、
「
Ａ
」
が
１
つ
以
上
あ
る
者

②
領
域
評
価
に
お
い
て
、
「
Ｂ
」
が
３
つ
以
上
あ
る
者

別
紙
２

業
績

調
書

平
成

年
月

日
現
在

氏
漢
字
・
原
語

名
カ
ナ

ロ
ー
マ
字

生
年
月
日

年
月

日

性
別

所
機
関
・
学
部

東
京
芸
術
大
学

美
術
学
部

属
学
科
・
研
究
室
等

職
名

出
大
学
院
・
研
究
科
等

年

身
学
校
・
専
攻
等

年

学
位

連
住

所

絡
電
話
番
号

先
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

科
学
研
究
費
研
究
者
番
号

使
用
す
る
外
国
語

研
経

歴

究
職

歴

特
許

年
：

受
賞
歴

年
：

賞
（
国
内
・
国
外
）

所
属
学
会

研
究
業
績

研
科
研
費
分
類

究分
キ
ー
ワ
ー
ド

野

課
題
名
：

現
在
の
研
究
課
題

個
人
研
究
・
共
同
研
究
の
別

研
究
期
間
：

創
作
活
動
等
（
発
表
、

研
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
）

究業績
著
書
、
発
表
論
文
等

海
外
研
究
活
動
の
た
め
の
渡
航
２
週
間
未
満
：

回

回
数

２
週
間
以
上
：

回

※
研
究
業
績
で
、
創
作
活
動
や
研
究
活
動
が
複
数
年
の
長
期
に
渡
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
す
る
こ
と
。
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海
外
で
の
学
会
へ
の
出
席
回
数

所
要
経
費
の
主
た
る
負
担
者

出
席

発
表

及
び
発
表
回
数

回
回

※
所
要
経
費
の
主
た
る
負
担
者
欄
に
は
、
主
催
者
、
外
国
機
関
、
文
部
科
学
省
、
日
本
学
術
振
興
会
、
そ
の
他

政
府
機
関
、
所
属
機
関
、
財
団
等
（
寄
附
金
、
委
任
経
理
金
を
含
む
｡)、

自
費
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
。

教
育
実
績

担
当
授
業
科
目

学
部

大
学
院

担
当
学
生
数

修
士

博
士

学
位
授
与
数

修
士

博
士

大
学
運
営
上
の
貢
献

全
学
及
び
学
部
の
委
員
会
等
活

動そ
の
他

社
会
貢
献

教
育
活
動

研
究
活
動
（
学
会
、
展
覧
会
の

審
査
員
等
を
含
む
｡)

地
域
社
会
・
国
際
活
動

共
同
研
究
等
テ
ー
マ

実
施
希
望

実
施
形
態

産学連携協力可能形態

共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
実
績
テ
ー
マ
：

依
頼
者
等
：

研
究
期
間
：

そ
の
他

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
教
員
再
任
評
価
実
施
要
項
（
素
案
）
 

（
趣
旨
）

第
１

 
こ
の
実
施
要
項
は
、
東
京
藝
術
大
学
に
お
け
る
大
学
教
員
の
任
期
に
関
す
る
規
則
第
７
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
音
楽
学
部
教
員
の
任
期
更
新
時
に
お
け
る
再
任
評
価
（
以
下
「
再
任
評
価
」
と
い
う
。）

の
実
施
に
関
し
、
評
価
項
目
、
評
価
基
準
及
び
評
価
の
実
施
手
順
等
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
評
価
項
目
）

 
第
２
 
評
価
項
目
は
、
次
の
領
域
と
す
る
。

 
 
１
 
研
究
業
績

 
 
２
 
教
育
業
績

 
 
３
 
大
学
運
営
上
の
貢
献

 
 
４
 
社
会
貢
献

 
 
５
 
そ
の
他

（
評
価
基
準
）

第
３
 
第
２
で
示
し
た
領
域
ご
と
の
評
価
及
び
総
合
評
価
の
評
価
基
準
は
、
別
紙
１
の
と
お
り
と
す
る
。

（
再
任
評
価
の
実
施
手
順
）

第
４
 
再
任
評
価
の
実
施
手
順
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
 
１

 
教
員
は
、
任
期
の
付
さ
れ
て
い
る
期
間
の
活
動
状
況
を
基
に
業
績
調
書
（
別
紙
２
）
を
作
成
し
、

任
期
満
了
の
１
年
５
月
前
ま
で
に
学
部
長
に
提
出
す
る
。

 
 
２

 
学
部
長
は
、
学
部
人
事
委
員
会
（
仮
称
）
に
対
し
て
業
績
調
書
の
審
査
及
び
再
任
の
可
否
を
１
年

４
月
前
ま
で
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

 
 
３

 
学
部
人
事
委
員
会
（
仮
称
）
の
審
査
結
果
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、
学
部
長
が
複
数
の
外
部
委

員
を
含
む
再
任
評
価
審
査
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
付
託
す
る
。

 
 
４
 
学
部
長
は
、
学
部
の
再
任
評
価
の
審
査
結
果
を
１
年
２
月
前
ま
で
に
学
長
へ
報
告
す
る
。

 
附
則

こ
の
要
項
は
、
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成

18
年
 
月
 
日

教
 
授
 
会
 
決
 
定
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別
紙
１

再
 
任
 
評
 
価
 
基
 
準

１
．
評
語

Ａ
：
特
に
優
れ
て
い
る

Ｂ
：
水
準
に
達
し
て
い
る

Ｃ
：
改
善
を
要
す
る

２
．
領
域
評
価

 
（
１
）
研
究
業
績

任
期
が
１
０
年
の
者

任
期
が
５
年
の
者

Ａ

（
 
 
）

Ｂ

（
 
 
）

Ｃ

（
 
 
）

Ａ

（
 
 
）

Ｂ

（
 
 
）

Ｃ

（
 
 
）

演
奏
、
作
品
等

 
 

 
 

 
 

著
書
、
論
文
等

 
 

 
 

 
 

各
種
受
賞
等

 
 

 
 

 
 

科
研
費
等

 
 

 
 

 
 

そ
の
他

 
 

 
 

 
 

（
２
）
教
育
実
績

任
期
が
１
０
年
の
者

任
期
が
５
年
の
者

Ａ

（
 
）

Ｂ

（
 
）

Ｃ

（
 
）

Ａ

（
 
）

Ｂ

（
 
）

Ｃ

（
 
）

学
部

担
当
授
業
科
目

大
学
院

修
士

担
当
学
生
数

博
士

修
士

学
位
授
与
数

博
士

そ
の
他

 
 

 
 

 
 

（
３
）
大
学
運
営
上
の
貢
献

任
期
が
１
０
年
の
者

任
期
が
５
年
の
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ｃ

全
学

委
員
会
等
活
動

学
部

そ
の
他

 
 

 
 

 
 

（
４
）
社
会
貢
献

任
期
が
１
０
年
の
者

任
期
が
５
年
の
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ｃ

審
議
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
各
種

委
員

学
会
・
研
究
会
活
動

講
演
、
研
修
会
講
師
等

受
託
研
究
・
受
託
事
業
等

そ
の
他

 
 

 
 

 
 

３
．
再
任
評
価
基
準

（
１
）
再
任
を
可
と
さ
れ
る
者

 
 
 
次
に
掲
げ
る
者
は
、
再
任
評
価
基
準
に
達
し
た
者
と
す
る
。

 
 
①
領
域
評
価
に
お
い
て
、「
Ａ
」
が
１
つ
以
上
あ
る
者

 
 
②
領
域
評
価
に
お
い
て
、「
Ｂ
」
が
３
つ
以
上
あ
る
者

（
２
）
再
任
評
価
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
審
査
を
要
す
る
者

 
 

 
上
記
（
１
）
の
①
②
の
基
準
に
達
し
な
い
者
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別
紙
２

業
 
績
 
調
 
書
（
音
楽
学
部
素
案
）

平
成

 
 
年
 
 
月
 
 
日
現
在

氏
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
印

１
．
研
究
業
績

（
１
）
演
奏
、
作
品
等

（
２
）
著
書
、
論
文
等

（
３
）
各
種
受
賞
等

（
４
）
科
研
費
等

（
５
）
そ
の
他

※
 
研
究
業
績
に
お
い
て
、
研
究
活
動
が
複
数
年
の
長
期
に
渡
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
す

る
こ
と
。

２
．
教
育
実
績
 

 
 
 

 
 

学
部

担
当
授
業
科
目

大
学
院

修
士

担
当
学
生
数

博
士

修
士

学
位
授
与
数

博
士

そ
の
他

３
．
大
学
運
営
上
の
貢
献
 
 

 
 
 
 

委
員
会
等
（
全
学
・
学
部
）
の

活
動

そ
の
他

４
．
社
会
貢
献

審
議
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
各

種
委
員

学
会
・
研
究
会
活
動

講
演
、
研
修
会
講
師
等

受
託
研
究
・
受
託
事
業
等
（
依

頼
演
奏
を
含
む
。）

そ
の
他
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東
京
藝
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科
教
員
の
任
期
更
新
時
の
再
任
評
価
実
施
要
項

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
１
８
年
９
月
１
４
日

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
学
院
映
像
研
究
科
教
授
会
決
定

 
(趣
旨

)
第
１
条

 
こ
の
実
施
要
項
は
、
東
京
芸
術
大
学
に
お
け
る
大
学
教
員
の
任
期
に
関
す
る
規
則

第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
学
院
映
像
研
究
科
の
任
期
更
新
時
の
再
任
評
価
（
以

下
「
再
任
評
価
」
と
い
う
。）
の
実
施
に
関
し
、
評
価
項
目
、
評
価
基
準
及
び
評
価
の

審
査
手
順
等
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

（
評
価
項
目
）

第
２
条

 
評
価
項
目
は
、
次
の
分
野
と
す
る
。

 
 
１
 
研
究
業
績

 
 
２
 
教
育
実
績

 
 
３
 
大
学
運
営
上
の
貢
献
及
び
社
会
貢
献

 
 
４
 
そ
の
他

（
評
価
基
準
）

第
３
条

 
再
任
評
価
は
、「
優
れ
て
い
る
」・「
普
通
（
水
準
に
達
し
て
い
る
）（
以
下
「
普
通
」

と
い
う
。）」・「

改
善
を
要
す
る
」
の
評
語
を
も
っ
て
表
し
、
再
任
の
評
価
基
準
（
別

紙
１
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
 
１
 
再
任
さ
れ
る
者

①
 
評
価
項
目
の
分
野
に
お
い
て
、「
改
善
を
要
す
る
」
が
な
い
者

 2
再
任
評
価
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
審
査
を
要
す
る
者

 
 
①
 
評
価
項
目
の
分
野
に
お
い
て
、「
改
善
を
要
す
る
」
が
あ
る
者

（
再
任
評
価
の
審
査
手
順
）

第
４
条

 
再
任
評
価
の
審
査
手
順
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
 
１
 
教
員
は
、
任
期
の
付
さ
れ
て
い
る
期
間
の
活
動
状
況
を
基
に
業
績
調
書
（
別
紙
２
）

を
作
成
し
、
任
期
満
了
の
１
年
５
月
前
ま
で
に
研
究
科
長
に
提
出
す
る
。

 
２

 
研
究
科
長
は
、
教
授
会
に
対
し
て
業
績
調
書
の
審
査
及
び
再
任
の
可
否
を
１
年
４

月
前
ま
で
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

 
 
３
 
研
究
科
長
は
、
教
授
会
の
審
査
結
果
を
１
年
２
月
前
ま
で
に
学
長
へ
報
告
す
る
。

（
再
任
評
価
審
査
委
員
会
の
設
置
）

第
５
条
 
研
究
科
長
は
、
教
授
会
に
お
け
る
教
員
の
再
任
評
価
の
可
否
に
つ
い
て
、
疑
義
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
複
数
の
外
部
委
員
を
含
む
再
任
評
価
審
査
委
員
会
を
設
置
し
、

審
査
を
委
託
す
る
。

 
 

 
 
附
 

 
則

こ
の
要
項
は
、
平
成
１
８
年
９
月
１
４
日
か
ら
施
行
す
る
。
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大
学
院
映
像
研
究
科

（
別
紙
１
）

再
任

評
価

調
書

氏
名

１
．
分
野
評
価

（
１
）
研
究
業
績

備
考

発
表
数
等
優
れ
て

改
善
を

普
通

い
る

要
す
る

創
作
活
動
等

著
書
、
発
表
論
文
等

そ
の
他

(評
価
基
準
)

優
れ
て
い
る

：
研
究
業
績
が
優
れ
て
い
る
も
の

普
通

：
研
究
業
績
が
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の

改
善
を
要
す
る
：
研
究
業
績
が
改
善
を
要
す
る
も
の

（
２
）
教
育
実
績

備
考

科
目
・

優
れ
て

改
善
を

普
通

い
る

要
す
る

学
生
数
等

担
当
授
業
科
目

修
士

博
士

担
当
学
生
数

修
士

博
士

学
位
授
与
数

修
士

博
士

そ
の
他

(評
価
基
準
)

優
れ
て
い
る

：
教
育
実
績
が
優
れ
て
い
る
も
の

普
通

：
教
育
実
績
が
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の

改
善
を
要
す
る
：
教
育
実
績
が
改
善
を
要
す
る
も
の

（
３
）
大
学
運
営
上
の
貢
献
及
び
社
会
貢
献

備
考

活
動
数
等
優
れ
て

改
善
を

普
通

い
る

要
す
る

委
員
会
等
活
動

全
学

研
究
科

教
育
活
動

研
究
活
動

共
同
研
究
・
受
託
研
究

地
域
社
会
・
国
際
活
動

そ
の
他

(評
価
基
準
)

優
れ
て
い
る

：
上
記
の
活
動
が
優
れ
て
い
る
も
の

普
通

：
上
記
の
活
動
が
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の

改
善
を
要
す
る
：
上
記
の
活
動
が
改
善
を
要
す
る
も
の

（
４
）
そ
の
他

備
考

活
動
数
等
優
れ
て

改
善
を

普
通

い
る

要
す
る

(1)～
(3)以

外
の
活
動
・
実
績
等

(評
価
基
準
)

優
れ
て
い
る

：
活
動
・
実
績
等
が
優
れ
て
い
る
も
の

普
通

：
活
動
・
実
績
等
が
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の

改
善
を
要
す
る
：
活
動
・
実
績
等
が
改
善
を
要
す
る
も
の

２
．
再
任
評
価
基
準

次
に
掲
げ
る
者
は
、
再
任
評
価
基
準
に
達
し
た
者
と
す
る
。

○
分
野
評
価
に
お
い
て
、
「
改
善
を
要
す
る
」
が
な
い
者
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別
紙
２

業
 

 
績

 
 
調

 
 
書

平
成

 
 
年
 
 
月

 
 
日

氏
名

 
 
 
 
 

 
 

 
印

 
１
 
研
究
業
績
に
関
す
る
事
項

概
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要

（
１
）
創
作
活
動
等
（
展
示
、
作
品
、
上
映
等
）

（
２
）
著
書
・
論
文
（
エ

ッ
セ
イ
）
等
の
名
称

単
著
、

共
著
の
別

発
行
又
は

発
表
の
年
月

発
行
所
、
発
表
雑
誌
等

又
は
発
表
学
会
等
の
名
称

概
 

 
 

 
要

概
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要

（
３
）
そ
の
他
（
受
賞
等
）

 
 
２

 
教
育
実
績
に
関
す
る
事
項

概
 
 

 
 
 
 
 

 
 
要

（
１
）
教
育
実
践
（
担
当
授
業
、
学
生
数
、
学
位
）

 （
２
）
教
育
手
法
、
教
材
の
作
成
・
改
善

（
３
）
そ
の
他
（
受
賞
等
）
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３
 
大
学
運
営
上
の
貢
献
及
び
社
会
貢
献
に

関
す
る
事
項

概
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要

（
１
）
大
学
の
委
員
会
等
活
動

（
２
）
外
部
資
金
の
導
入
（
共
同
研
究
、
受
託
研

究
、
受
託
事
業
等
）

（
３
）
学
外
に
お
け
る
社
会
貢
献
活
動

（
４
）
そ
の
他

４
 
そ
の
他
に
関
す
る
事
項

概
 

 
 
 
 
 

 
 
要
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東
京
藝
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科
教
員
の
任
期
更
新
時
の
再
任
評
価
の
申
し
合
わ
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
１
８
年
９
月
１
４
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
学
院
映
像
研
究
科
教
授
会
決
定

１
．

 
教
員
は
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
映
像
研
究
科
教
員
の
任
期
更
新
時
の
再
任
評
価

実
施
要
項
（
以
下
「
実
施
要
項
」
と
い
う
。）
第
４
条
第
１
項
に
拘
わ
ら
ず
、
教
育

研
究
の
業
績
調
書
（
以
下
「
調
書
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
毎
年
度
末
ま
で
に
研

究
科
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

 
２
．

 
研
究
科
長
は
、
教
授
会
に
対
し
て
調
書
の
評
価
の
審
査
を
実
施
し
、
実
施
要
項
第

３
条
の
再
任
評
価
の
評
語
を
も
っ
て
の
結
果
を
毎
年
５
月
末
ま
で
に
報
告
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
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●本学公式 Web サイトのリニューアルについて 

 
※2006年６月１日にリニューアルオープンを行った。 
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